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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリッ
トおよび価値提案の確認。
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2
概要

このガイドの適用範囲
このガイドに記載されている情報は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementと Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementの両方に適用されます。
この項の内容:

• Cloud EPMについて
• Oracle Enterprise Data Management Cloudについて
• インフラストラクチャの概要
• 情報ソース

Cloud EPMについて
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、次のビジネス・プロセスが提
供されます:

• Account Reconciliation

• Enterprise Data Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Narrative Reporting

• Planning

• Planningモジュール
• Profitability and Cost Management

• Sales Planning

• Strategic Workforce Planning

• Tax Reporting

Account Reconciliation
照合では、勘定科目の残高が正しいかどうかを確認し、企業の財務勘定が適正であることが保
証されます。Account Reconciliationは、このプロセスを自動化し、企業のプロセスに関わるユ
ーザーが効果的に協働できるようにすることでプロセスをより単純で短時間で済むものにしま
す。
勘定科目残高はある時点で妥当で、ビジネスの状況は変わるため、照合が行われることが重要
です。また、照合を行わなかった場合、企業は厳しい罰則を科せられます。
Account Reconciliationは、照合コンプライアンスとトランザクション照合という 2つのモジュ
ールで構成されます。
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目的 視聴
Account Reconciliationについてさらに学習しま
す。  概要ツアー・ビデオ

照合コンプライアンス
照合コンプライアンスは、勘定科目照合プロセス(貸借対照表照合、連結システム照合および他
の有効な照合プロセス)を管理するのに役立ちます。
照合は、ビジネスにとって理にかなっていればどのレベルでも実行できます。たとえば、ある
照合は事業部門または会社コードで実行し、別の照合は部門レベルで実行することができます。
管理者は、勘定科目残高を照合に割り当てるマッピング・ルールを作成し、残高がインポート
されると、このルールに基づいて正しい照合に表示されるようにすることができます。
管理者は、照合対象の残高、勘定科目の説明、指示、期限日および完了日を含む照合リストを
設定します。期限日が近付いていること、または照合が影響を受けることを他のユーザーに知
らせる電子メール通知が送信されます。
トランザクション照合
トランザクション照合は Account Reconciliationの統合モジュールで、既存の照合コンプライ
アンスの機能セットを完璧に補完します。
トランザクション照合を使用することで、企業はボリュームが多く、たくさんの人手を要する
照合の実行を自動化し、その結果を照合コンプライアンスの追跡機能にシームレスに統合でき
ます。
この強力なモジュールによって、企業は照合の実行にかかる時間を節約できる一方、質を向上
させ、リスクを低減できます。

Enterprise Data Management
Enterprise Data Managementは、最新のアジャイル型データ管理アプリケーションです。これ
により、企業では、アプリケーション固有のビジネス視点の管理、それら相互の変更制御、デ
ータ・セットの共有とマップによるクラウド・デプロイメントの促進、および信頼できる参照
のシステムの構築を遂行できます。
Enterprise Data Managementビジネス・プロセスは、次のタイプの EPM Enterpriseサブスク
リプションで使用できます:

• ホスティングされた従業員メトリック(レコード数の制限なし)

• ホスティングされた指定ユーザー・メトリック(最大 5000レコード)

ノート:

レコード数は、現実のエンティティの論理グループであるビジネス・ドメインごとに
グループ化された、すべてのアプリケーションにわたる一意のノードの数を表しま
す。Enterprise Data Managementビジネス・プロセスにより、機能プレビューに十
分なレコードのみが提供される一方、Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementサブスクリプションでは、ホスティングされる従業員メトリックおよび
レコード・メトリックに制限はありません。

Chapter 2
Cloud EPMについて

2-2

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:12656


詳細な機能の概要は、Enterprise Data Managementおよび Oracle Enterprise Data
Management Cloudの機能を参照してください。

目的 参照するビデオ
Enterprise Data Managementの概要の把握

 概要ツアー・ビデオ
Enterprise Data Managementのユーザー・インタ
フェースの理解  概要: ユーザー・インタフェース・ツアー・

ビデオ

Financial Consolidation and Close
Financial Consolidation and Closeは、Oracle Cloudに構築されてデプロイされるサブスクリプ
ション・ベースの連結およびレポート・ソリューションです。これにより、ハードウェアなし
で ITサポートを最小限に抑えた高速な実装を希望するユーザーは、簡易で迅速なデプロイメン
トを実現できます。また、わかりやすい直感的なインタフェースとともに、連結および決算プ
ロセス・タスクの組込み機能が提供されます。
Financial Consolidation and Closeでは、次の機能が提供されます。
• 簡略化されたタブレット・ユーザー・インタフェース
• ネイティブ・ダッシュボードおよび分析
• 詳細分析のために事前定義されたディメンション
• 組込みのフォームおよびレポートによる柔軟なアプリケーション構成
• 通貨換算および FX調整計算
• 自動キャッシュ・フロー
• カスタマイズの必要性がほとんどない即時利用可能な動的計算
• 簡易監査のための簡略化された連結ディメンション
• 決算カレンダのタスク管理およびワークフロー
• 補足スケジュール・データ管理
• エンタープライズ仕訳

目的 視聴
Financial Consolidation and Closeの概要の理解

 概要ツアー・ビデオ
連結および決算プロセスの開始

 スタート・ガイド・ビデオ

フリーフォーム
フリーフォームは、Oracle Fusion Cloud EPMにデプロイされているサブスクリプションベー
スの柔軟でカスタマイズ可能なレポートおよびプランニング・ソリューションです。実績のあ
るスケーラブルなクラス最高の Oracle SaaS Cloudアーキテクチャを使用しています。
フリーフォーム・ビジネス・プロセスは、クラウド・サービス間またはクラウドとオンプレミ
ス・ソリューション間のレポート・データの断片化を回避することで、企業がクラウド戦略を
効率的に計画するのに役立ちます。これは企業全体のすべての事業部門についてのユースケー
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スのレポートおよびプランニングに対して、即座に価値をもたらし生産性を高めます。詳細は、フリーフォームの管理のフリーフォームの理解を参照してください
ユーザーは、Webブラウザまたは Microsoft Officeインタフェースを介してフリーフォームと
相互作用し、ビジネス・ニーズを共同でレポート、分析および計画します。
実績のあるプラットフォームとテクノロジ
フリーフォームの機能的なアーキテクチャは、実績のある Cloud EPMプラットフォームを基盤
としており、数多くの業界で単純なユース・ケースから複雑なユース・ケースまで解決するた
めの統合されたレポートおよびプランニング・ソリューションを提供します。フリーフォー
ム・ビジネス・プロセスでは、企業全体のレポート、決算およびプランニングのユースケース、
さらにユーザーとそのセキュリティを一元管理できます。
クラス最高の機能性
フリーフォーム・ビジネス・プロセスを使用して、フォーム、レポート、およびリアルタイム
のコラボレーション・ダッシュボードを使用するオンザフライ what-ifモデルを簡単に作成でき
ます。アドホック分析を実行し、注釈、コメントおよびドキュメントの添付を使用して強力な
カスタム・レポートを作成することもできます。
スケーラブルかつフレキシブル
フリーフォームは、強力な Oracle Essbase OLAP計算エンジンと、包括的なWebおよび
Microsoft Officeベースの Oracle Smart View for Officeを活用して、大量のデータが含まれる複
雑なグリッドの高速レンダリングを可能にします。組込みの時間およびデータ・インテリジェ
ンスは、分散的で高速なオンデマンドの集計機能を即時に提供します。オンザフライ・モデル
を作成して共有することで、ExcelとWebインタフェースを使用して迅速に構築および共同作
業を遂行できます。
エンタープライズ最適化
フリーフォームは、柔軟でカスタマイズ可能なモデリングおよびレポート・ソリューションを
Oracle以降の大規模なトランザクション・システムにシームレスにプラグインするための一元
的なビジネス・プロセスです。大小様々な規模のデプロイメント、データのバックアップおよ
び移行をサポートします。また、小規模なユーザーにとっての操作性やセルフサービスを損う
ことなく、Enterprise Resource Planning (ERP)のデータ統合機能を提供します。これにより、
フラット・ファイルおよび Excelベースのインポートおよびエクスポートと、より高度なデー
タ統合ユースケースのための包括的なマッピング機能が提供されます。シームレスに情報をロ
ードおよび抽出したり、ソース ERPシステムにドリルバックできます。
Essbaseの移植性
既存のフリーフォームのユーザーは、組込みの移行機能を活用し、オンプレミス Essbaseアプ
リケーションをフリーフォーム・ビジネス・プロセスに移行して、これらの Essbaseキューブ
を SaaSベースでデプロイできます。この機能により、組織はレポートおよびプランニングの
クラウド・ファースト戦略を追求できます。
統合デプロイメント
フリーフォーム・ビジネス・プロセスを使用して、統合された構築内でレポート、分析および
計画を実行できます。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのサブスク
リプションには、Webおよび Smart Viewのインタフェースを使用したレポートおよびプラン
ニングの観点から必要なすべてのものが含まれています。ソフトウェアのライセンス取得、イ
ンストール、アップグレードまたはパッチ適用は必要ありません。ハードウェアの購入、イン
ストールまたは構成は不要です。フリーフォームでは、世界規模の Oracle Hyperionパートナ・
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ネットワークの製品に関する深い専門知識を活用して、クラウドベースのアプリケーションを
わずか数週間で開発およびデプロイできます。

Narrative Reporting
Narrative Reportingは、管理およびナラティブ・レポート用の Oracle Cloudソリューションで
す。これにより、財務および管理レポート・パッケージを定義、文書作成、確認および公開す
るためのセキュアでコラボレーティブなプロセス・ドリブン・アプローチが提供されます。ま
た、Narrative Reportingでは、マルチディメンショナル分析が提供され、ユーザーは、組込み
の分析を通じてクラウドからのデータを格納、分析およびソーシングするか、ドックレット・
コンテンツを分析および文書作成するために独自の既存データ・ソースを使用するかを選択で
きます。
主な利点:

• データと説明の結合: レポート・パッケージおよびドックレットを使用して、文書作成、コ
ラボレーション、コメントおよび配布ニーズに対応します。

• セキュアなコラボレーション: レポートの協力者には、その役割に基づいてコンテンツへの
アクセス権が付与され、機密コンテンツの安全が保証されます。また、レポート所有者は、
レポート・ライフサイクルの進行状況を確認できます。

• 信頼できるレポート: データが信頼でき、正確であることを確信できる一方で、より迅速で
正確なインサイトがすべての利害関係者に提供されます。

目的 視聴
Narrative Reportingについてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ

Planning
Planningは、Oracle Fusion Cloud EPM向けに構築されデプロイされているサブスクリプショ
ンベースのプランニングおよび予算策定ソリューションで、柔軟で実績もあるプランニングお
よびレポート作成用のハイレベルなアーキテクチャを使用しています。これは企業のすべての
事業部門におけるビジネス・プランナ、アナリスト、モデラーおよび意思決定者に対して、た
ちどころに価値をもたらし生産性を向上させます。ユーザーはWeb 2.0または Microsoft
Officeインタフェースを利用してモデリング、計画およびレポート作成を行います。このサー
ビスは、スケーリングとパフォーマンスのために設計されており、業界標準の Cloud EPMイン
フラストラクチャを使用しています。
実績のあるプラットフォームとテクノロジ
このサービスは、データとビジネス・プロセスの断片化を回避することで、企業におけるクラ
ウド戦略の効率的な計画を支援します。これは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementのリソースを最適化するように作成されています。このサービスの機能的なア
ーキテクチャは、実績のある Planningプラットフォームを基盤としており、このプラットフォ
ームは、数多くの業界で単純なものから複雑なものまで、プランニング・ユースケースの解決
に役立っています。Cloud EPMでは、企業全体のユーザー・プロファイルを一箇所で保守管理
できるため、組織がサブスクライブするすべての Cloud EPMサービス全体で再利用できます。
クラス最高の機能性
このサービスは、期限があり、目標のはっきりした計画アクティビティのためのドライバ・ベ
ースのモデリング、ローリング予測および管理レポートに対して、直感的なWeb 2.0および
Microsoft Officeインタフェースを提供します。オンザフライ・モデルを簡単に作成および共有
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し、それを高度な統計プレディクティブ機能に対して検証することで、先入観がなく、正確か
つ迅速な計画を生成できます。このサービスは、強力な注釈、コメント、ドキュメントの添付、
タスク、ワークフローおよびレポート機能を使用した、企業全体におけるリアルタイムの共同
計画および差異分析のために構築されています。
スケーラブルかつフレキシブル
このサービスは、強力な Essbase OLAP計算エンジンと包括的なルール・フレームワークを活
用して、大量のデータの複雑な計算の高速処理を可能にします。サービスに組み込まれた時間
およびデータ・インテリジェンスは、分散的で高速なオンデマンドの集計機能を即時に提供し
ます。オンザフライ・モデルの作成および共有によって、Microsoft ExcelとWebインタフェ
ースを使用して迅速に構築および共同作業を行うことができます。
エンタープライズ最適化
このサービスは、あらゆる規模の組織のためのビジネス計画アクティビティを構築、デプロイ
および管理するための一元的なクラウド・サービスです。これは小規模から大規模のデプロイ
メント、データのバックアップおよび移行、さらにパッケージ化された Enterprise Resource
Planning (ERP)のデータ統合機能をサポートしており、小規模な顧客にとっての操作性やセル
フサービスを損うことはありません。このサービスには、問題を特定し、サポートを得て製品
の拡張機能を検索するための包括的な機能が含まれます。これにより、フラット・ファイルお
よび Excelベースのインポートおよびエクスポートと、より高度なデータ統合ユースケースの
ための包括的なマッピング機能が提供されます。シームレスに情報をロードおよび抽出でき、
ソース ERPにドリルバックすることもできます。
迅速なデプロイメント
このサービスは、初期投資が不要であるため、即座に起動できます。必要なものはすべてサブ
スクリプションに含まれます。ソフトウェアのライセンス取得、インストール、アップグレー
ドまたはパッチ適用は必要ありません。ハードウェアの購入、インストールまたは構成は不要
です。また、世界規模の Oracle Hyperionパートナ・ネットワークの製品に関する深い専門知
識を活用することで、クイックスタート・テンプレートを使用してクラウドベースのプランニ
ング・アプリケーションを数週間で開発およびデプロイすることもできます。
移植性
既存の Planningユーザーは組込みの移行機能を使用して、オンプレミス Planningアプリケー
ションをサービスに移行できます。この機能により、組織では、情報技術リソースと予算の追
加を求めることなく、Planningの使用を企業全体で他の事業部門に導入または拡張できるよう
になります。

目的 視聴
Planningについてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ

Planningモジュール
Planningモジュールは、財務、要員、資本およびプロジェクトに関する完全なプランニングお
よび予算策定ソリューションで構成されます。これらのビジネス・プロセスには、フォーム、
計算、ダッシュボード、ドライバ、キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)などの組込みの
ベスト・プラクティスの事前定義されたコンテンツが含まれます。フォームは、データ、プラ
ンおよび予測を動的に反映するダッシュボードおよびレポートと統合されるように設計されて
います。
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目的 視聴
Planningモジュールについてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ

財務
財務ソリューションでは、損益計算書、貸借対照表およびキャッシュ・フローに対する統合さ
れたドライバ・ベースのプランニングが提供されます。KPI、ドライバ、勘定科目などの即時
利用可能ツールを使用すると、レポートの準備にかかる時間を短縮できます。また、財務を使
用して費用および収益のプランニングを実行することもできます。

目的 視聴
財務についてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ

要員
要員ソリューションでは、財務プランと要員プランを結び付ける人数および報酬のプランニン
グが可能になります。将来の人数と関連する人事費用(給与、福利厚生、税金など)の予算を作
成できます。

目的 視聴
要員についてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ

プロジェクト
プロジェクト・ソリューションは、プロジェクト・プランニング・システムと財務プランニン
グ・プロセスを結び付けます。これにより、組織的なプロジェクトやイニシアチブがリソース
全体に及ぼす影響を調査して、短期的および長期的な財務目標と一致することを確認できます。

目的 視聴
プロジェクトについてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ

資本
資本ソリューションは、財務プランに対する資本資産の長期的影響に関するプランを作成し、
資本費用を管理、優先付けおよびプランニングする際に役立ちます。

目的 視聴
資本についてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ

戦略モデリング
戦略モデリング・ソリューションは、長期的な戦略プランニングのために、豊富な財務予測お
よびモデリング機能と、ビルトインされたオンザフライのシナリオ分析およびモデリング機能
を組み合せたソリューションです。
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目的 視聴
戦略モデリングについてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ
サービス管理者が有効にした機能によっては、このガイドで説明するすべての機能が表示され
ないことがあります。サービス管理者は、一部の機能を付加的に有効化でき、これにより追加
のフォーム、ダッシュボード、KPI、ルールなどが追加されます。

Profitability and Cost Management
収益性を最大化するには、費用と収益を正確に測定して配賦し、管理する必要があります。
Profitability and Cost Managementは、製品、顧客、地域、支店などのビジネス・セグメントの
収益性を計算するために必要な、費用および収益の配賦を管理します。これにより、費用分解、
消費ベースの費用計算およびシナリオ再生を使用して、有効な計画および意思決定支援の収益
性を測定できます。
Profitability and Cost Managementビジネス・プロセスは、次の 2つの個別のアプリケーショ
ンとして使用できるようになりました:

• Profitability and Cost Managementについて
• Enterprise Profitability and Cost Management

Profitability and Cost Managementで使用可能な機能のより最新の実装である Enterprise
Profitability and Cost Managementは、その他の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementコンポーネントとのシームレスな統合を提供します。

Enterprise Profitability and Cost Managementについて
Enterprise Profitability and Cost Managementは、Profitability and Cost Managementの更新済
バージョンです。これにより、これらの機能が、管理レポートの計算およびレポートの分野に
は豊富な経験を持つがスクリプト言語またはプログラミング言語には多くの経験を持たないア
ナリストに提供されます。
配賦モデルの構築
Enterprise Profitability and Cost Managementは、配賦カスタム計算ルールの複雑なウォーター
フォール・プロセスを構築するための、ポイント・アンド・クリック・モデリング・インタフ
ェースを提供します。順序に従って制御されるモデルに編成された何百ものルールで構成され
る複雑なウォーターフォールは、多くの期間または予測範囲にわたってデータに適用できます。
計算プロセスの管理
Enterprise Profitability and Cost Managementは、モデルのすべてまたは一部を実行したり、必
要に応じて前回の実行の結果を逆仕訳する、単純なプロセス実行管理を提供します。完全な計
算履歴を提供して、指定された任意の時点に対する、モデル・ロジック、計算結果およびパフ
ォーマンス統計のレビューを支援します。
財務システムおよびプランニング・システムとの統合
Enterprise Profitability and Cost Managementの柔軟な設計構造により、モデルで複数のソー
ス・システムからのディメンションとデータを結合し、数多くの財務システムや運用システム
からのデータをマージする必要のあるレポートをサポートできます。Enterprise Profitability
and Cost Managementの設計の柔軟性および統合の機能を使用すると、数多くの財務システム
やレポート・システムの配賦プロセスを、共通の機能的な配賦ハブに集約できます。
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結果の透明性
ロジック変更、パフォーマンス統計およびルールごとの結果トラッキングについての計算監査
レポートにより、完全な透明性が提供されます。Enterprise Profitability and Cost Management
で使用可能な詳細なルール・トランザクション結果により、割り当てられた任意の値のソース
をトレースできます。

目的 視聴
Enterprise Profitability and Cost Management
の概要の取得。  概要ツアー・ビデオ
Enterprise Profitability and Cost Management
の開始  機能概要ツアー
Enterprise Profitability and Cost Management
のモデルとモデリングの学習  概要ビデオ

Profitability and Cost Managementについて
Profitability and Cost Managementアプリケーション・モデルは、管理レポートの計算およびレ
ポートの分野には豊富な経験を持つがスクリプト言語またはプログラミング言語には多くの経
験を持たないアナリストが使用するために設計されています。

目的 視聴
Profitability and Cost Managementについてさ
らに学習します。  概要ツアー・ビデオ

Profitability and Cost Managementアプリケーション・データは、マルチディメンショナル・デ
ータベースとリレーショナル・データベースの両方に格納されます。

Sales Planning
Sales Planningを使用すると、主要販売業務プロセス内のスプレッドシートを取り除いて重要
なプロセスを自動化できるため、販売目標のプランニングとモデリングのためのコラボレーシ
ョンが向上します。Sales Planningは、EPM Enterpriseで、Planningビジネス・プロセスのア
プリケーション・タイプとして使用できます。
Sales Planningは、Cloud EPMプラットフォーム・フレームワークを使用した拡張が可能であ
り、カスタム・ナビゲーション・フロー、ダッシュボードおよびインフォレットを含めた追加
の構成とパーソナライゼーションを販売プランニング・アプリケーションに組み込むことがで
きます。
タスクおよび承認を使用して、目標プランニング・プロセスを管理します。Groovyルールを使
用して、拡張的な計算およびビジネスのルールのために追加のカスタマイズを行います。Sales
Planningを Oracle Engagement Cloud (Sales Cloud)と統合して、目標ターゲットをインセンテ
ィブ報酬にプッシュしたり、実績を取り込むことができます。

目的 視聴
Sales Planningについてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ
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目標プランニングについて
目標プランニング・ビジネス・プロセスは、テリトリ、製品、アカウントまたはその他のカス
タム・ディメンションによるトップダウンおよびボトムアップのターゲット目標プランニング
を提供します。プレディクティブ・プランニングおよび what-ifシナリオ・プランニングを使用
して、十分な情報を得た上で意思決定を行うために、様々な目標シナリオを調査および比較し
ます。目標プランニングでは、ベスト・プラクティスを(フォーム、計算、ダッシュボード、イ
ンフォレット、ドライバおよびメジャーを含む)そのコンテンツに組み込みます。
目標プランニングを使用すると、プロセスのすべての参加者(営業部長、営業活動、営業マネー
ジャ、営業担当など)を関与させることで、信頼できるターゲット目標をプランニングできま
す。翌年のターゲット目標を設定します。次に、製品別の調整、パディングや季節性の適用、
またはプレディクティブ・プランニングや what-if分析の実行により、結果を最適化します。タ
ーゲットの準備ができたら、プランナがトップダウンまたはウォーターフォールのプランニン
グを実行して、ターゲット目標を階層全体に割り当てます。
また、組織に必要であれば、営業担当からの目標コミットメントを得るためのボトムアップ・
プランニングを実行して、コラボレーション・アプローチを可能にすることもできます。ター
ゲット目標を階層の次のレベルにまで押し上げて集約した後は、トップダウンの結果とボトム
アップの結果を比較できます。組込みダッシュボードを使用して、目標達成率による目標プラ
ンの分析と評価を行います。
追加のメジャー、タスク・リストまたは承認を組み込んで、組織内のプランニング・プロセス
を強化します。

目的 視聴
目標プランニングについてさらに学習します。

 概要: Sales Planningの目標プランニング
詳細売上予測について
詳細売上予測は売上予測プロセスのための堅牢なプラットフォームを提供し、テリトリや製品、
アカウント、チャネル、その他のカスタム・ディメンションにまたがるマルチディメンショナ
ル売上予測が可能です。目標プランニング、報酬プランニングおよび売上予測を統合して、営
業チームと販売プランニングを結び付けます。詳細売上予測では、週次または月次レベルでプ
ランニングできるとともに、ビジネスで必要であればローリング予測を使用できます。次の主
な機能が提供されます。
• 販売階層全体のデータ駆動型売上予測に役立つメトリック、KPI、メジャーなど、売上予測
および分析に即時利用可能なベスト・プラクティス・コンテンツ。

• カスタム・フォームとダッシュボード、メジャー、ディメンション、ナビゲーション・フ
ロー、カスタム計算用の Groovyルールなどの追加構成を可能にする、Planning Cloudプラ
ットフォームを使用した拡張性。

• テリトリ・レベルまたは詳細レベル(製品やアカウントなど)で予測コミットメントを調整
し、協調的データ駆動型の予測コミットメントを促進する機能。

• 予測から推量を排除するプレディクティブ・プランニング。
• Sales Planningをはじめ、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management向け
に設計された一般的な Microsoft Officeインタフェースを提供する Oracle Smart View for
Office。

• 即時利用可能なレポート・キューブを使用した瞬時の集計およびレポート。
詳細売上予測により、予測の信頼性が著しく向上するとともに、販売管理および営業担当者の
間のアカウンタビリティおよびコラボレーションが大きく促進されます。
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キー・アカウント・プランニングについて
キー・アカウント・プランニングは、販売ベースライン・プランニングおよび販売プランへの
取引プロモーションの影響に対するデータ駆動型アプローチに対応できるように Sales
Planningを拡張します。その結果、顧客および製品グループ別に、プロモーション数量と非プ
ロモーション数量および収益の評価を含む、顧客の利益と損失の概要が表示されるようになり
ました。キー・アカウント・プランニングは、キー・アカウント・マネージャが、取引経費を
最適化するための取引プロモーション戦略を計画するのに役立ち、共同販売プランニングを提
供します。ベースライン・プランニングとプロモーション・プランニングを使用することで、
キー・アカウント・マネージャまたは営業マネージャは、ギャップ分析を実行し、取引プロモ
ーションの実施によるアップリフト(売上高または収益に対する影響)を確認できます。
これらのタスクは「キー・アカウント・プランニング」で実行します:

• ベースライン・プランニングを実行します。キー・アカウントおよび製品セグメント別の
予測に対してプレディクションを実行し、what-ifシナリオ・モデリングを実行して、調整
を加えます。

• 次に、ベースライン・プランで、異なる価格設定、配置および製品バリアントなどのビル
ディング・ブロックを使用して、追加の非プロモーション販売プランの調整を特定します。

• 続けて、取引プロモーション・アクティビティを追加、分析および調整して、戦略的にタ
ーゲットとプランの間のギャップを埋めることで、顧客および COGSに指定されている追
加の契約メジャーを含む、アカウント、取引支出、利益と損失に対する各プロモーション
の増分アップリフト・ボリュームを特定し、顧客の利益と損失に関する全体像を把握しま
す。

• 最後に、ボリュームおよび収益プランを確認し、取引支出と過去のプロモーションを分析
して、キー・アカウント・プランニングおよびその他の販売プランニングにおける意思決
定で使用できる情報を取得します。

主な機能には、次のものがあります:

• 組込みのプレディクティブ・プランニングを含むベースライン・プランニング
• ターゲットを取り込むための目標プランニングとの統合
• ギャップ分析 – ターゲットとベースラインの比較
• 取引プロモーション・プランニング

– 指定されたアップリフトに基づき、該当月のボリュームと取引支出を促進する日付別
のプロモーション・プランニング

– プロモーションWhat-if

– 変動支出。これらの計算では、変動コストが取得され、プロモーション期間数量に適
用されます

– プロモーション・プランニングの使用例
* 複数期間にまたがるプロモーション
* 単一または複数製品のプロモーション
* 期間内の同一製品に対する複数のプロモーション
* 日付が重複している、同一製品に対する複数のプロモーション

– 製品別のアップリフトへの調整
• アップリフトおよび収益の取引経費サマリーおよび ROI

• 顧客の利益と損失
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– 顧客および製品グループ別
– 収益およびアップリフト収益
– 取引経費 – 変動および固定
– COGS

– 契約メジャー
• 分析

– KPIとビジュアライゼーションのある概要ダッシュボード
– 顧客/製品/テリトリ階層間のプロモーション数量および非プロモーション数量
– キー・アカウント・サマリー

キー・アカウント・プランニングは、販売プランニングを取引プロモーション・マーケティン
グ・キャンペーンと連携させて、売上高や収益を増大させます。キー・アカウント・プランニ
ング:

• 取引プロモーションを含む、顧客および製品グループのデータ駆動型販売プランによって、
予測の精度と信頼性を提供します。

• コラボレーションとアカウンタビリティを育みます。
• 取引プロモーションの効果を分析することで、適切なプロモーション戦略を評価できるよ
うにします。

• 異なるプロモーション戦略を評価するための what-ifシナリオ・プランニングを提供しま
す。

• 複数のスプレッドシートを管理する手間を軽減します。
• 堅牢なプランニング・プラットフォームおよび Sales Cloudとの統合機能に基づく、拡張
可能フレームワークを提供します。

目的 視聴
キー・アカウント・プランニングについてさらに学
習します。  概要: Sales Planningでのキー・アカウン

ト・プランニング

Strategic Workforce Planning
Strategic Workforce Planningで、戦略が適切な要員(適切な時点での適切なスキル・セットと人
数)によってサポートされるようにし、企業の長期的戦略を実行計画に転換します。Strategic
Workforce Planningは、EPM Enterpriseで、Planningビジネス・プロセスのアプリケーショ
ン・タイプとして使用できます。
Strategic Workforce Planningは、Cloud EPMプラットフォーム・フレームワークを使用した拡
張が可能であり、カスタム・ナビゲーション・フロー、ダッシュボードおよびインフォレット
を含めた追加の構成とパーソナライゼーションを Strategic Workforce Planningアプリケーシ
ョンに組み込むことができます。
このような需要に影響を与えるシナリオを調査することにより、リソースに対する長期的な需
要を把握します。また、現在の要員で(たとえば、定年退職や自然減を通じて)将来どのような
ことが起きるかも把握します。供給に対する需要を評価すると、どのようなギャップ(プラスま
たはマイナス)があるかを理解し、必要なリソースを予見的にプランニングできます。ビジネス
戦略のサポートに必要な人数とスキルを見積もることができます。
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Strategic Workforce Planningでは、構成可能なドライバや要求に対するしきい値が提供され、
プランナは「将来のプランを達成するための適切なスキル・セットが従業員に備わっているか」、
「予定されている費用と収益はプランに対応できるか」といった質問に答えることができます。
ドライバごとに最適な計算ロジックを選択します。これにより、ドライバの値が将来の長期的
な常勤換算(FTE)に変換されます。
Strategic Workforce Planningについて学習するには、このビデオをご覧ください。

 概要ツアー・ビデオ
また、要員で人数に関連する費用の管理と追跡を有効にすることもできます。これにより、企
業のクリティカルなリソース (人材と資金)を、競争優位性を最もよく引き出す戦略に合せるこ
とができます。各部門は、人数および関連する費用(給与、医療費、ボーナス、税金など)のプ
ランニングを共同して行うことができます。プランナは、費用とトレンドを示す最新のグラフ
ィックを見ることができます。
要員ですべての機能が有効になっている場合、プランナは人数に関連する費用を管理および追
跡できます:

• 人数、給与、ボーナス、税金および医療の費用を分析、計算および報告します
• 採用、異動、昇進、雇用終了などをプランニングします
• 国に適した税金と福利厚生を定義します

Tax Reporting
Tax Reportingは、GAAP (Generally Accepted Accounting Principles)または IFRS (International
Finance Reporting Standards)に従って報告を行う多国籍企業のための包括的でグローバルな
税引当ソリューションです。このソリューションは、税金自動化、データ収集、税引当計算、
申告額の未払処理調整自動化、税金レポートおよび分析、および国別(CbCR)レポートなどの企
業の税引当プロセスのすべてのステージを網羅しています。
Tax Reportingは、税引当を目的とした企業のグローバルな税引当、有効税率、繰延税金を計算
します。アプリケーションは、US GAAPおよび IFRSでの法人税の会計基準に準拠します。
Tax Reportingでは、企業の決算処理と同じプラットフォームを使用できるため、同じメタデー
タを活用して直接統合することも可能です。1つのソリューションとして、連結ベースの税引
前利益を法的エンティティ別にレポートし、連結ベースの法人税引当を計算できます。企業の
会計で期末の決算処理を完了し、永久差異と一時差異、税率、外国為替レートなどの必要なす
べての金額を確定すると、Tax Reportingによって当期法人税引当および繰延法人税引当が法的
エンティティおよび管轄別に自動的に計算されます。
引当の計算から、Tax Reportingは仕訳および、付属明細書を伴ったドラフトの法人税財務諸表
開示を生成します。付属明細書では、次のような財務諸表の法人税注記で必要な開示の詳細が
提供されます。
• 国外および国内のエンティティ別の税引前利益
• 当期および繰延税金費用別の連結ベースの税引当
• 連結および法定有効税率調整
• 繰延税金資産、負債および評価引当金の内訳(必要な場合)

目的 視聴
Tax Reportingについてさらに学習します。

 概要ツアー・ビデオ
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Oracle Enterprise Data Management Cloudについて
スタンドアロンの Oracle Cloudオファリングである Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementは、企業全体のマスター、参照およびメタデータに対する変更を管理および制御
するのに役立ちます。ユーザーは、ビューポイントと呼ばれるポータルを介して企業データに
アクセスし、リクエストを介して企業データ全体の変更を制御し、サブスクリプションを介し
て代替ビジネス・パースペクティブを同期し、親子関係および複雑なマルチディメンショナル
の組合せを介してデータ・セットをマップします。
Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用して、構造的改革を編成する信頼できる参照
システムを構築します。これにより、ビジネス変革を加速し、合併と買収のリスクを排除し、
信頼できるビジネス分析を振興し、標準への準拠を促進し、さらにビジネスの運営方法、パフ
ォーマンスの測定方法および将来の計画の相互の整合性を構築します。
Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、ホスティングされた従業員メトリックおよび
指定ユーザー・メトリックに制限はありません。一方、EPM Enterpriseサブスクリプションで
使用できる Enterprise Data Managementビジネス・プロセスは、最大 5000レコードに制限さ
れています。
詳細な機能の概要は、Enterprise Data Managementおよび Oracle Enterprise Data
Management Cloudの機能を参照してください。

目的 参照するビデオ
Oracle Enterprise Data Management Cloudの概
要の理解  概要ツアー・ビデオ
Oracle Enterprise Data Management Cloudのユ
ーザー・インタフェースの理解  概要: ユーザー・インタフェース・ツアー・

ビデオ

Enterprise Data Managementおよび Oracle Enterprise Data Management
Cloudの機能

アプリケーションの操作
アプリケーション作成者は、接続された各ビジネス・アプリケーションを登録して、デフォル
ト・ビューと呼ばれるエンド・ユーザー・エクスペリエンスを生成します。登録時に、作成者
は、他のユーザーをアプリケーション所有者またはデータ・マネージャとして割り当てられま
す。各ビューには、登録された各アプリケーション・ディメンションをリストまたは階層とし
て管理するために最適化された 1つ以上の視点が含まれます。コラボレーションのために、ア
プリケーション所有者とビュー所有者は、共同でカスタム・ビューおよび視点(たとえば、サブ
ジェクト領域別、またはビジネス・ドメイン別)を調整して、変更管理ビューを作成できます。
データ・マネージャは、各自の権限内で変更を適用できます。
ビューおよび視点の操作
ビューは、企業データに対するエンド・ユーザー・ポータルです。ビュー内でまたは複数のビ
ューに渡って視点を参照または検索します。ダーティ・ディメンション・データを元となるア
プリケーションから視点にインポートして、問題を検証および解決し、信頼できる参照のシス
テムを構築します。視点を並べて比較し、差異を理解します。関連プロパティをビジュアル的
に配置し、値をコピーします。要求を作成して複数の視点でデータを共有します。サブスクリ
プションを使用すると、ターゲット・ビューポイントをソース・ビューポイントにサブスクラ
イブすることで、ビューポイント間でデータを共有できます。ソース・ビューポイントで更新
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が行われると、ターゲット・ビューポイントで同じ変更を行うための要求が自動的に生成され
ます。
要求を使用した変更の管理
要求は、変更の基礎的要素を表します。要求を使用して、任意の視点に対する変更をモデリン
グします。ターゲットの視点を基準としてすべての変更をビジュアル化し、それらを検証して
影響を分析した後、それらをコミットします。作成者は、対話的に、またはファイル・ソース
からのバッチで変更を行います。要求アクティビティを参照して、コミット済の変更を監査し
ます。
コラボレーション・ワークフロー
コラボレーション・ワークフローは、発行プロセス、承認プロセスをサポートし、ガバナンス
に関する次の課題に取り組みます。
• アプリケーション・レベル、ディメンション・レベル、階層セット・レベルまたはノード・
タイプ・レベルで 1つ以上の承認ポリシーを構成します。ワークフローでは、承認ポリシ
ーの実行と同時に承認者の招待のオーケストレーションを行うことで、質の高い結果を達
成します。

• 複数のビジネス・コンテキストにわたって要求ワークフローを実装して、複数のアプリケ
ーションに関連する変更の承認を安全に行います。

• サブスクリプション要求による承認を使用して、複数のアプリケーション・コンテキスト
にわたってアプリケーション・ディメンションレベルのエンリッチメントおよび承認ステ
ージをシミュレーションします。

• 1つのリクエスト内に、検証、承認およびコミットされているアイテムをまとめて定義し
ます。これにより、変更管理の整合性が取れ、変更制御が可能になります。

代替ビューおよび視点の作成
カスタム・ビューおよび視点を調整して、代替階層の作成、比較目的での読取り専用参照デー
タへのアクセス、またはリスト内の階層メンバーの操作を行います。視点をコピーして、履歴
スナップショットの作成、what-ifシナリオの実行、または目的に沿ったデータの再編成を行い
ます。
情報モデル
各視点は、関連するビジネス・オブジェクト(ノード・タイプを使用)、関連する親子関係(関係
セットを使用)、および最上位ノードなどの関連する述語(ノード・セットを使用)を指定するデ
ータ・チェーンによって強化され、最終的な用途のために構築されます。視点は、ビジネス・
アプリケーションまたはサブジェクト領域を表すビュー内で論理的にグループ化されます。ア
プリケーション・ビューは、アプリケーション登録に基づいてデフォルト設定されます。
データ・マップの構築
新しいデータ・チェーンを作成して、マッピング関係を管理します。マッピング視点を作成し
て、1つ以上のソースを各ターゲット・アプリケーション・ディメンションにマップします。
ソースとターゲットを比較して、アプリケーション間のデータ・マップを構築するための要求
を作成します。データ・マップをエクスポートするため、ターゲット・ディメンションごとに
マッピング・キーおよび場所を構成します。
アプリケーションの統合
事前定義されたアプリケーション登録を使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーション(Planning、Financial Consolidation and Close、E-
Business Suite General Ledger、Oracle Financials Cloud General Ledgerなど)との統合を促進
します。オープン・インタフェースを使用してカスタム・アプリケーション登録を活用し、他
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のすべてのビジネス・アプリケーションと統合します。オンボード・アプリケーションに対す
るウィザード・ドリブン型の構成操作を使用して、再利用可能な接続の確立、インポートおよ
びエクスポート操作の構成、および迅速なアプリケーション・メンテナンス目的での即時利用
可能なアプリケーション固有のビューの作成を行うことができます。
タスクの自動化
タスクの自動化は、対話的に、または EPM自動化を使用したスケジュール済プロセスを介し
て実行します。たとえば、サービス環境間での移行、ファイルのアップロードとダウンロード、
環境のリセットおよび環境の再作成を行います。
トランザクション履歴の監査
トランザクション履歴を監査して、ノード、プロパティおよび関係に対する経時的な変更を確
認できます。要求がコミットされると、トランザクション履歴が記録されます。トランザクシ
ョン履歴を表示、フィルタおよびファイルにダウンロードできます。
カスタム・ビジネス・ロジックの式
式は、特定のアプリケーションのノードに対してカスタム・ビジネス・ルールを定義するため
に使用されます。式を派生プロパティおよびプロパティ変換用に構成して、ビューポイントの
ノードのプロパティ値を計算できます。式は、パレットおよびエディタを使用してグラフィカ
ルな方法で定義されます。

インフラストラクチャの概要
この項の内容:

• 主な概念
• クラシック環境と OCI環境の違い
• OCI (Gen2) Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境での
み使用可能な機能

主な概念
Oracle Cloud Infrastructure

Oracle Cloud Infrastructure (OCI)は、可用性の高いコンピューティング能力とインフラストラ
クチャを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Managementに提供します。新しいサブスクリプションを購入すると、
環境をプロビジョニングおよび保守するための OCIのテナンシが提供されます。オーダーの
アクティブ化プロセス中にテナンシを作成でき、すでにテナンシがある場合は、既存のテナン
シにサブスクリプションを割り当てることができます。サブスクリプションを割り当てたら、
環境を作成するための準備が整います。
Oracle Cloudコンソール
Oracle Cloudコンソールは、Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境のライフサイクル全体を管理するためのセルフサービス機能を提供する、完全に統
合された革新的な OCIサービスです。これには、マイ・サービスで以前提供されていた機能な
どが含まれます。主な機能には、次のものがあります:

• 本番環境とテスト環境の作成
• 環境情報の表示

Chapter 2
インフラストラクチャの概要

2-16



• ユーザーおよびセキュリティ管理(IAMを介する)

• 使用状況レポートへのアクセス
• コンプライアンス・レポートへのアクセス
クラウド・アカウント名
サブスクリプションを管理するアカウントの名前。このアカウントは、サブスクリプションを
アクティブ化するときに設定されます。任意のサブスクリプションを 1つのクラウド・アカウ
ントにアクティブ化できます。「クラウド・アカウント名」はテナンシです。この値(変更でき
ない)は、ログイン URLに表示されます。
Identity and Access Management (IAM)

IAMは、OCIリソースの認証と認可を提供するサービスです。IAMの概要を参照してくださ
い。IAMサービスとやり取りしてユーザー、グループおよびポリシーを作成することで、イン
フラストラクチャやプラットフォームの詳細を気にすることや設定することなく環境を管理で
きるようにします。これは、Oracle Cloudコンソールを使用して行われます。
アイデンティティ・ドメイン
アイデンティティ・ドメイン管理者がユーザーおよびセキュリティを作成および管理する共有
アイデンティティ管理インフラストラクチャの一部。同じアイデンティティ・ドメインを使用
するように、多数のサブスクリプションをアクティブ化できます。
それぞれの OCI IAMアイデンティティ・ドメインは、Cloud EPM環境および Oracle Enterprise
Data Management Cloud環境を管理するように設計された、独立したアイデンティティおよび
アクセス管理ソリューションとして機能します。複数のドメインを柔軟に作成し、異なるアイ
デンティティ・ドメイン間で環境を編成できます。

クラシック環境と OCI環境の違い
ビジネス・プロセスは、異なるクラウド・インフラストラクチャ間で一貫して機能します。た
だし、クラシック環境と OCI環境の間では操作にいくつかの違いがあります。
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Table 2-1    クラシック環境と OCI環境の違い

クラシックの機能 同等の OCIの機能
URLの形式 Planningアプリケーションをホストし

ている Oracle Enterprise
Performance Management Cloudの
URL。
https://epm-
idDomain.epm.dataCenterRegi
on.oraclecloud.com/epmcloud
例:
https://epm-
exampleDoM.epm.exampleDC.or
aclecloud.com/epmcloud

OCI Cloud EPM環境および Oracle
Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境では、次の URLパタ
ーンが使用されます:
https://ENVIRONMENT_NAME-
CLOUD_ACCOUNT_NAME.epm.REGION.o
cs.oraclecloud.com/epmcloud
例:
本番環境: https://acme-
epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.c
om/epmcloud
テスト環境: https://acme-test-
epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.c
om/epmcloud

ユーザーおよびセ
キュリティの管理

次のいずれかを使用します:
• マイ・サービス
• EPM自動化
• REST API

次のいずれかを使用します:
• Oracle Cloudコンソール
• EPM自動化
• REST API

ユーザーの作成 使用:
• マイ・サービスの「ユーザー」タブ
にある「追加」ボタン

• EPM自動化
• REST API

使用:
• Oracle Cloudコンソール - 「クイッ
ク・アクション」で、「テナンシへの
ユーザーの追加」をクリックするか、
IAMインタフェースのユーザー・ペ
ージで「ユーザーの作成」をクリッ
クします

• EPM自動化
• REST API

ファイルを使用し
た多数のユーザー
の作成

使用:
• マイ・サービスの「ユーザー」タブ
にある「インポート」ボタン

• EPM自動化
• REST API

使用:
• Oracle Cloudコンソール- IAMイ
ンタフェースのユーザー・ページに
ある「その他のアクション」ボタン、
「ユーザーのインポート」オプション

• EPM自動化
• REST API

ユーザー・アカウン
トの削除

使用:
• マイ・サービスの「ユーザー」タブ
にある「アクション」メニューの「削
除」オプション

• EPM自動化
• REST API

使用:
• Oracle Cloudコンソール- IAMイ
ンタフェースのユーザー・ページで
選択したユーザーのメニューの「削
除」オプション

• EPM自動化
• REST API

アイデンティテ
ィ・ドメイン管理者
役割の割当て

マイ・サービスのユーザー・ページの「ロ
ール」タブを使用します

「セキュリティ」設定の管理者ページ。ア
イデンティティ・ドメイン管理者の追加
を参照してください。
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Table 2-1    (Cont.) クラシック環境と OCI環境の違い

クラシックの機能 同等の OCIの機能
事前定義済役割の
割当て

使用:
• マイ・サービスのユーザー・ページ

の「ロール」タブ
• EPM自動化
• REST API

使用:
• Oracle Cloudコンソールの IAMイ
ンタフェースの「Oracle Cloudサ
ービス」で、環境をクリックします。
続けて、「アプリケーション・ロー
ル」をクリックし、事前定義済役割
をクリックします。「割当て済ユー
ザー」の「管理」リンクを選択して、
ユーザーの割当てを管理します

• EPM自動化
• REST API

事前定義済役割の
割当て解除

使用:
• マイ・サービスのユーザー・ページ

の「ロール」タブ
• EPM自動化
• REST API

使用:
• Oracle Cloudコンソールの IAMイ
ンタフェースの Oracle Cloudサ
ービス・ページで、環境をクリック
します。続けて、「アプリケーショ
ン・ロール」をクリックし、事前定
義済役割をクリックします。「割当
て済ユーザー」の「管理」リンクを
選択して、ユーザーの割当てを管理
します

• EPM自動化
• REST API

アイデンティテ
ィ・ドメイン資格証
明の維持

SSOに対応した構成では、アイデンティ
ティ・ドメイン管理者がユーザー・アカ
ウントを変更して、EPM自動化または
REST APIにアクセスする必要があるユ
ーザーのアイデンティティ・ドメイン資
格証明を維持します

すべてのユーザーの資格証明が自動的に
維持されます

SSOの設定 マイ・サービスのユーザー・ページの
「SSO構成」タブを使用します

Oracle Cloudコンソールの IAMインタ
フェースの「セキュリティ」設定のアイ
デンティティ・プロバイダ・ページにあ
る「IdPの追加」ボタンを使用します

許可リストの作成 マイ・サービスの「サービス詳細」画面
を使用します

setIPAllowlistおよび getIPAllowlist
EPM自動化コマンドを使用して、許可リ
ストを設定および管理します

アイデンティテ
ィ・ドメインの連結

セルフサービス・プロセス 多数のアイデンティティ・ドメインを使
用する稀なシナリオでは、サービス・リ
クエストを使用してオラクル社に連絡し
ます

ビジネス・メトリッ
クの表示

マイ・サービスでアプリケーションの名
前をクリックし、次に「ビジネス・メト
リック」をクリックします

アクティビティ・レポートから使用でき
ます。アクティビティ・レポートの使用
を参照してください。

稼働時間の表示 マイ・サービスでアプリケーションの名
前をクリックし、次に「概要」をクリッ
クします

アクティビティ・レポートから各環境の
前月の可用性を使用できます。アクティ
ビティ・レポートの使用を参照してくだ
さい。
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Table 2-1    (Cont.) クラシック環境と OCI環境の違い

クラシックの機能 同等の OCIの機能
ドキュメント(ブリ
ッジ・レター、緊急
アクセス構成、ディ
ザスタ・リカバリ証
拠、HIPAA証明、
ISO証明書、SOC-1、
SOC-2など)へのア
クセス

マイ・サービスでアクティブなアプリケ
ーションの名前をクリックし、次に「ド
キュメント」をクリックします

Oracle Cloudコンソールから使用でき
ます。コンプライアンス・レポートへの
アクセスを参照してください

監査およびユーザ
ー・レポート

EPM自動化または REST APIを介して
使用できます

使用:
• Oracle Cloudコンソール - IAMイ
ンタフェースの「レポート」設定

• EPM自動化
• REST API

REST APIの基本認
証(名前とパスワー
ド)*

認証に identitydomainusername
形式のユーザー名を使用します

認証に username形式(アイデンティ
ティ・ドメインなし)のユーザー名を使用
します

サービス終了後の
データの取得

SFTPアカウントを使用します 終了後、環境は 60日間使用可能で最後
のメンテナンス・スナップショットを取
得できます

アカウント管理 マイ・アカウント・ポータルから使用で
きます

Oracle Cloudコンソールの「アカウント
の管理」から使用できます

バックアップ・スナ
ップショットの復
元

必要なバックアップ・スナップショット
を環境にコピーするように Oracleに要
求するサービス要求が必要(利用可能な
場合)

listBackupsおよび restoreBackup
EPM自動化コマンドまたは対応する
REST APIを使用したセルフサービス操
作

Account
Reconciliation、タ
スク・マネージャ、
補足データ・マネー
ジャおよびエンタ
ープライズ仕訳内
でのカスタム・レポ
ート問合せの実行
プランの生成

デフォルトでは有効化されていません。
この機能を有効にするには、サービス・
リクエストを使用してオラクルにお問い
合せください

デフォルトで有効化されています

*詳細は、REST APIの基本認証 - クラシックおよび OCI (Gen 2)環境を参照してください

OCI (Gen2) Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境でのみ使用可能な機能

次の表は、OCI (Gen2) Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および
Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境でのみ使用可能な機能の一部を示して
います。
Table 2-2    OCI (Gen2)環境の新機能

機能 説明
IAMインタフェース ユーザーの作成、ユーザーの削除、役割の割当てと割当て解除、シング

ル・サインオン(SSO)の設定など、ユーザーとセキュリティの管理タスク
を実行します。
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Table 2-2    (Cont.) OCI (Gen2)環境の新機能

機能 説明
新しい監査レポートおよび監
査ログ

役割割当監査レポートと無効な監査レポートは、EPM自動化および
REST APIを介して使用できます。
アプリケーション・ロール権限レポート、成功したログイン試行レポー
ト、失敗したログイン試行レポートおよび休眠ユーザー・レポートは、
Oracle Cloudコンソールから、および Oracle Cloud Identity Service
REST APIを介して使用できます。
成功したログインと失敗したログイン、およびユーザー管理アクション
(ユーザーの作成、更新および削除)に関する情報を含む監査ログは、
Oracle Cloudコンソールから、および Oracle Cloud Identity Service
REST APIを介して使用できます。

REST API、EPM自動化および
EPM統合エージェントに対
する OAuth 2サポート

パスワードの使用を回避するために、OAuth 2アクセス・トークンを使
用して環境に REST APIコールを実行し、EPM自動化および EPM統合
エージェントを使用します。

1つのドメインに対する
SAML 2.0準拠の複数のアイ
デンティティ・プロバイダの
サポート

1つのドメインに対して、SAML 2.0準拠の複数のアイデンティティ・プ
ロバイダを同時に使用する SSOを構成できます。

アイデンティティ・プロバイ
ダ・グループのサポート

個々のユーザーを Identity Cloud Serviceグループに追加し、このグル
ープに事前定義済役割を割り当てることができます。グループをアイデ
ンティティ・プロバイダ・グループ(Microsoft Entra IDグループなど)
と同期できるため、個々のユーザーをアイデンティティ・プロバイダ・
グループに追加し、IAMインタフェースでこれらのグループに事前定義
済役割を割り当てることもできます。IDCSグループを使用したユーザ
ーへの事前定義済役割の割当てを参照してください

アイデンティティ・ドメイン
間でのユーザーおよびグルー
プの同期

System for Cross-domain Identity Management (SCIM)を使用して、
アイデンティティ・ドメイン間でのユーザーおよびグループの自動プロ
ビジョニングを有効にすることができます。2つのアイデンティティ・
ドメイン間でのユーザーおよびグループの同期を参照してください。

他のアイデンティティ管理製
品からのユーザーおよびグル
ープの同期

System for Cross-domain Identity Management (SCIM)を使用して、
他のアイデンティティ管理製品(Microsoft Entra IDなど)からのユーザ
ーおよびグループの自動プロビジョニングを有効にすることができま
す。Microsoft Entra IDから IAMへのユーザーおよびグループの同期を
参照してください。

環境の名前を変更する機能 Oracle Cloudコンソールを使用して、環境名と、その結果として環境の
URLを変更できます。環境の名前変更または再配置を参照してくださ
い。

環境を再配置する機能 Oracle Cloudコンソールを使用して、環境を別のリージョンに再配置で
きます。環境の名前変更または再配置を参照してください。

Cloud EPMおよび Oracle
Enterprise Data
Management Cloudへのプ
ライベート・アクセス

環境と同じデータ・センターに OCI IaaSサブスクリプションがある場合
は、サービス・ゲートウェイ・サービスを使用して、トラフィックがイ
ンターネットを経由しないようにできます。オペレーション・ガイドの
アクセスを制限するための専用 VPN接続の使用を参照してください。

パスワード・ポリシーの変更 独自のパスワード・ポリシーを設定できます。詳細は、Oracle Identity
Cloud Serviceの管理の Oracle Identity Cloud Serviceのパスワード・ポ
リシーの管理を参照してください。

複数のパスワード・ポリシー 複数のパスワード・ポリシーを作成し、異なる Identity Cloud Service
グループに割り当てることができます。詳細は、『Oracle Identity Cloud
Serviceの管理』の Oracle Identity Cloud Serviceのパスワード・ポリシ
ーの管理を参照してください。
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Table 2-2    (Cont.) OCI (Gen2)環境の新機能

機能 説明
ドメイン全体のネットワー
ク・ペリメータ(IP許可リス
ト)

ネットワーク・ペリメータを構成して、ドメイン全体の IP許可リストを
設定できます。ネットワーク・ペリメータの設定を参照してください。

ユーザー・アクセスの制限 ユーザーが環境にサインインできないよう、環境を非アクティブ化でき
ます。環境へのアクセスの非アクティブ化を参照してください。
また、特定の事前定義済役割を持つユーザーに対してアクセスを制限す
るよう、カスタム・サインオン・ポリシーを構成することもできます。
環境へのアクセスを制限するためのサインオン・ポリシーを参照してく
ださい。
また、特定のユーザー・アカウントを非アクティブ化することもできま
す。Oracle Identity Cloud Serviceの管理のユーザー・アカウントの非
アクティブ化を参照してください。

最大セッション期間 ユーザーがアクティブに環境を使用している場合でも、ユーザーをログ
アウトするように、IAMインタフェースで最大セッション期間を設定で
きます。最大セッション期間を参照してください。

アップロードされたファイル
に対するウィルス・スキャン

OCI (Gen 2)環境には、アップロードされたファイルに対するウィルス・
スキャンを有効化するオプションが用意されています。このオプション
が有効な場合、アップロードされた各ファイルでウィルス・スキャンが
行われます。ウィルスが検出された場合、ファイルはアップロードされ
ません。

事前定義済役割の割当てをサ
ービス管理者に許可しない

オラクルに、事前定義済役割の割当てをサービス管理者に許可しないよ
うリクエストできます。オラクルがこのリクエストを実装すると、アイ
デンティティ・ドメイン管理者のみが事前定義済役割を割り当てること
ができます。オペレーション・ガイドのサービス管理者による事前定義
済役割の付与を防止を参照してください。

AES-256Iを使用したデータ
ベース暗号化

OCI (Gen2)では、AES-256を使用してマスター・キーと表領域を暗号化
して、リレーショナル・データベース内の保存データを暗号化するため
の要件を満たします。マスター・キーは定期的に交替されます。

OCIブロック・ボリュームの
暗号化

保存データを暗号化するために、OCI (Gen2)では、AES-256を使用した
ブロック・ボリュームの暗号化を使用して、Oracle Essbaseデータを含
めたファイル・システム・データを暗号化します。

利用可能なバックアップ・メ
ンテナンス・スナップショッ
トを一覧表示して復元するセ
ルフサービス・オプション

OCI (Gen2)環境の日次メンテナンスから生じるアーティファクト・スナ
ップショットは、Oracle Object Storageに毎日アーカイブされます。本
番環境とテスト環境のバックアップは 60日間保持されます。OCI (Gen
2)環境は、listBackupsおよび restoreBackup EPM自動化コマンドを使
用し、利用可能なバックアップ・スナップショットをチェックしてオブ
ジェクト・ストレージから環境にコピーすることでセルフサービス操作
をサポートします。

FIPS 140-2準拠のハードウェ
ア・セキュリティ・モジュー
ル(HSM)に格納された暗号化
キー

OCI (Gen2)環境では、次を含むすべての暗号化マスター・キーが FIPS
140-2準拠の HSMに格納されます:
• 透過的データ暗号化(TDE)マスター・キー(データベース暗号化用)
• ブロック・ボリューム暗号化マスター・キー(ファイル・システム暗

号化用)
• オブジェクト・ストレージ暗号化マスター・キー(アーティファク
ト・スナップショット暗号化用)

Webアプリケーション・ファ
イアウォール(WAF)のサポー
ト

OCI (Gen2)環境では、Webアプリケーション・ファイアウォール(WAF)
が即時利用可能であり、多くのアプリケーション・レイヤー攻撃から環
境を保護します。

DKIM (ドメインキー認証メー
ル)のサポート

OCI (Gen2)環境ではデフォルトまたはカスタム送信者電子メール・アド
レスの送信メッセージに対して DKIMがサポートされています。DKIM
サポートを参照してください。
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Table 2-2    (Cont.) OCI (Gen2)環境の新機能

機能 説明
サインイン・ページのカスタ
マイズ

認証 REST APIを使用して、Identity Cloud Serviceサインイン・ペー
ジをカスタマイズできます。認証 APIを使用した Oracle Identity Cloud
Serviceサインイン・ページのカスタマイズを参照してください。

通知のカスタマイズ ユーザーの追加、役割の割当て、パスワードの有効期限などのアクティ
ビティに対して Identity Cloud Serviceが送信する電子メール通知の通
知テンプレートを変更できます。通知言語、通知を送信するアクティビ
ティ、電子メールの送信者、件名および本文を選択できます。

情報ソース
次のドキュメントには、機能管理の実行に関する情報が含まれています:

表 2-3 サービス管理者用の情報ソース

ドキュメント・タイトル 説明
オペレーション・ガイド Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance

Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise
Data Managementの一般的な問題とそれらをトラブル
シューティングする手順を示しています。支援を依頼す
るときに Oracle Supportに提供する必要がある情報の
詳細も示します

Planningの管理 Planningアプリケーションを作成および管理する方法
について説明します

Planningモジュールの管理 Planningモジュール・アプリケーションを作成および管
理する方法について説明します

フリーフォームの管理 フリーフォームアプリケーションを作成および管理する
方法について説明します

Sales Planningの管理 アプリケーションを作成する方法、および Sales
Planningを有効化して構成する方法について説明しま
す

Strategic Workforce Planningの管理および操作 Strategic Workforce Planningの構成と管理、およびタ
スクの完了方法について説明します。

Financial Consolidation and Closeの管理 Financial Consolidation and Closeアプリケーション
を作成および管理する方法について説明します

Tax Reportingの管理 Tax Reportingアプリケーションを作成、構成および管
理する方法について説明します

Profitability and Cost Managementの管理 Profitability and Cost Managementアプリケーション
を作成および管理する方法について説明します

Enterprise Profitability and Cost
Managementの管理および操作 Enterprise Profitability and Cost Managementアプリ

ケーションを作成および管理する方法について説明しま
す

Account Reconciliationの設定と構成 Cloud EPMで勘定科目照合プロセスを設定および構成
する方法について説明します

Account Reconciliationの管理 Cloud EPMで勘定科目照合コンプライアンスおよびト
ランザクション照合を管理する方法に関する情報が含ま
れます

Narrative Reportingの管理 Narrative Reportingを管理する方法について説明しま
す
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表 2-3 (続き) サービス管理者用の情報ソース

ドキュメント・タイトル 説明
レポートでの設計 管理レポートを管理して財務および管理レポートを作成

する方法について説明します
Narrative Reportingのアプリケーション、モデルおよびディメンションの操作 Narrative Reportingアプリケーションを設定および管

理する方法について説明します
EPM自動化の操作 多くの管理タスクの自動化に役立つ EPM自動化に関す

る情報が含まれます
アクセス制御の管理 アクセス制御を使用してユーザー・グループを管理した

り、サービスの使用状況を理解するための様々なレポー
トを生成する方法に関する情報が含まれます

Oracle Enterprise Data Management Cloudの管理および操作 Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用し
てすべての企業データを管理し、ビジネス・パースペク
ティブを操作する方法について説明します。

移行の管理 移行を使用してアーティファクトに対する管理タスクを
実行し、一定期間に発生したアーティファクトの変更を
識別するレポートを生成する方法に関する情報が含まれ
ます

財務レポートの操作 Financial Reportingを管理して Cloud EPMコンポー
ネントをサポートする方法に関する情報が含まれます

Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementの管理 データ管理 を使用して、標準化された財務データ管理プ

ロセスを開発し、ほとんどのソース・システムからのデ
ータを検証する方法について説明します。

データ統合の管理 データ統合を使用して、ソース・システムのデータを
Planningおよび Planningモジュールに統合する方法
について説明します。

Oracle Cloud Help Center
ヘルプ・センターでは、ドキュメント、ビデオ、チュートリアルなど、様々なリソースを通じ
てユーザー支援を受けることができます。ヘルプ・センターは通常、毎月第 1金曜日に更新さ
れます。探索する主な領域は次のとおりです:

• Enterprise Performance Management

• Enterprise Data Management

ヘルプ・センターのナビゲーション・ペインには次のオプションがあります:

• 使用方法: 一般的なタスクの詳細な手順を検索します。
• FAQ: 環境固有の質問に対する回答を検索します。
• ブック: 最新の英語のドキュメントにアクセスします。
• 翻訳済ブック: 使用可能な翻訳済オンライン・ヘルプおよびドキュメントを探索します。
• ビデオ: アプリケーション機能の概要および使用手順を説明するビデオを視聴します。
• チュートリアル: 様々なトピックの学習に役立つ学習コンテンツ(学習パスや Oracle by

Exampleなど)を見つけます。
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目的 参照するビデオ
使用可能なユーザー支援資産についての学習

 概要ツアー・ビデオ
ヘルプ・センターを使用した回答、詳細および最新情
報の取得  概要ツアー・ビデオ

Oracle Learning Library
Oracle Learning Libraryは、オラクルの対象トピックのエキスパートによって開発された無償
の学習コンテンツを専用で提供しています。
Oracle Learning Libraryの検索機能を使用して、チュートリアル、概要ビデオや Oracle by
Example (OBE)チュートリアルなどを検索します。

翻訳の理解
ユーザー・インタフェース、オンライン・ヘルプおよびガイドは多くの言語で使用できます。
ユーザー・インタフェース
通常、ユーザー・インタフェースは、アラビア語、デンマーク語、ドイツ語、スペイン語、フ
ィンランド語、フランス語、フランス語(カナダ)、イタリア語、日本語、韓国語、オランダ語、
ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語(ブラジル)、ロシア語、スウェーデン語、トルコ
語、簡体字中国語および繁体字中国語に翻訳されています。
例外:

• Profitability and Cost Managementユーザー・インタフェースは、アラビア語とノルウェー
語に翻訳されていません。

• Account Reconciliationおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementユーザ
ー・インタフェースは、追加の言語(チェコ語、ヘブライ語、ハンガリー語、ルーマニア語
およびタイ語)に翻訳されています。

• Oracle Smart View for Officeユーザー・インタフェースは、追加の言語(チェコ語、ギリシ
ャ語、ヘブライ語、ハンガリー語、ポルトガル語、ルーマニア語、スロバキア語およびタ
イ語)に翻訳されています

• Oracle Digital Assistant for Enterprise Performance Managementユーザー・インタフェー
スは、英語でのみ使用できます。

ノート:

ユーザー・インタフェースおよびオンライン・ヘルプに表示される言語を変更するに
は、次を参照してください。
• 翻訳版のサービス用の Firefoxの構成
• 翻訳版のサービス用の Google Chromeの構成
Smart Viewの翻訳版を表示する方法の詳細は、『Smart View for Officeユーザーズ・
ガイド 24.200』の翻訳の情報を参照してください。
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オンライン・ヘルプおよびガイド
オンライン・ヘルプおよびガイドは、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、ポル
トガル語(ブラジル)、日本語、韓国語、繁体字中国語および簡体字中国語に翻訳されています。
Smart Viewのドキュメントは、オランダ語にも翻訳されています。
翻訳されたオンライン・ヘルプおよびドキュメントは、2024年 10月 4日までのすべての機能
をカバーしていますが、Smart Viewでの戦略モデリングの使用は例外で、2024年 4月 6日ま
でのすべての機能をカバーしています。
英語のオンライン・ヘルプおよびガイドには、すべての機能に関する最新情報が含まれていま
す。
サンプル・アプリケーションおよびデモ
サンプル・アプリケーション、デモおよびデータは、英語専用です。
ビデオ
概要ビデオの字幕は、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語(ブラジ
ル)、日本語、韓国語、繁体字中国語、簡体字中国語に翻訳されています。
チュートリアル・ビデオの字幕は翻訳されていません
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3
サブスクリプションの操作

この項の内容:

• 使用可能な Cloud EPMサブスクリプション
• 使用可能な Oracle Enterprise Data Management Cloudのサブスクリプション
• サブスクリプションのオーダー
• アクティブ化チェックリスト
• 既存の Oracle Cloudアカウントが他のユーザーによって作成された場合はどうなります
か。

• Cloud EPMサブスクリプションのアクティブ化
• Oracle Enterprise Data Management Cloudサブスクリプションのアクティブ化
• Oracle Cloudコンソール・スタート・ガイド
• IAMインタフェースへのアクセス
• アイデンティティ・ドメイン管理者の追加
• Cloud EPM環境または Oracle Enterprise Data Management Cloud環境の設定
• サービス管理者への Oracle Cloudコンソールに対するアクセス権の付与

使用可能な Cloud EPMサブスクリプション
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementは、ほとんどの組織の要件を満たす
エンドツーエンドのビジネス・プロセスを提供し、複数のビジネス・プロセス間で接続された
迅速なエクスペリエンスを確実にします。使用可能なビジネス・プロセスと機能は、購入した
特定の Cloud EPMサブスクリプションによって異なります。
• EPM Standardサブスクリプションは、強力で構成可能なビジネス・プロセス・スイート
です。主に中小企業向けに設計されています。

• EPM Enterpriseサブスクリプションには、様々なアクティビティを包括的にサポートする
Cloud EPMビジネス・プロセスの完全なスイートが含まれます。これには EPM Standard
サブスクリプションのすべての機能が含まれます。

次の表は、Cloud EPMサブスクリプションで使用できる主な機能の概要を示しています。
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ノート:

• AIおよび GenAI機能は、EPM Enterpriseサブスクリプションでのみ使用できま
す。

• インテリジェント・パフォーマンス管理(IPM)機能は、EPM Enterpriseサブスク
リプションでのみ使用できます。各ビジネス・プロセスでサポートされている
IPM機能の詳細は、『Planningの管理』の IPMについてを参照してください。
例外: 自動プレディクトは、EPM Standardサブスクリプションの Planningでも
使用できます。

• EPM Standardサブスクリプションと EPM Enterpriseサブスクリプションの両
方で使用できる機能の中には、この表にリストされていないものもあります。各
ビジネス・プロセスに関連する機能の包括的な概要については、管理者ガイドを
参照してください。

表 3-1 Cloud EPMサブスクリプションで使用できる機能の概要

EPM Standardサブスクリプション EPM Enterpriseサブスクリプション
Planning
• Planningモジュール

– 資本
– 財務
– プロジェクト
– 要員
– 戦略モデリング

• 1つのレポート(ASO)キューブと 1つの入力
(BSO)キューブ

Planning
すべての EPM Standardサブスクリプション機能
と次の機能:
• アプリケーション・タイプ:

– カスタム Planning (戦略モデリング・サポ
ート付き)

– フリーフォーム
– プレディクティブ資金予測
– Sales Planning
– Strategic Workforce Planning

• 複数のレポート(ASO)キューブと複数の入力
(BSO)キューブ

• カスタム Groovyスクリプト・サポート
• レポート内の Cloud EPMシステム・レポート

Account Reconciliation (照合コンプライアンス
を含む)

Account Reconciliation
すべての EPM Standardサブスクリプション機能
とトランザクション照合

Financial Consolidation and Close
• 補足データ管理
• 財務連結
• 複雑な所有権構造のサポート
• 構成可能な連結ルール
• エクイティ・ピックアップ
• カスタムの構成可能な計算とオンデマンド・ル
ール

Financial Consolidation and Close
すべての EPM Standardサブスクリプション機能
と次の機能:
• エンタープライズ仕訳
• カスタム Groovyスクリプト・サポート
• レポート内の Cloud EPMシステム・レポート

Narrative Reporting
• レポート・パッケージ
• レポート

Narrative Reporting
すべての EPM Standardサブスクリプション機能
と次の機能 :
• レポート・ノート
• レポート内の Cloud EPMシステム・レポート
フリーフォーム
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表 3-1 (続き) Cloud EPMサブスクリプションで使用できる機能の概要

EPM Standardサブスクリプション EPM Enterpriseサブスクリプション
Enterprise Data Management (ホスティングさ
れた従業員メトリックとホスティングされたレコ
ード・メトリックの制限あり)
Profitability and Cost Management
アプリケーション・タイプ:
• Enterprise Profitability and Cost

Management
• Profitability and Cost Management
Tax Reporting
• 税引当
• 国別レポート(CbCR)
• Pillar 2(グローバルおよびローカル・トップア
ップ税)

• 補足データ管理
• カスタムの構成可能な計算とオンデマンド・ル

ール(Groovy (プレビュー)を含む)
• レポート内の Cloud EPMシステム・レポート

さらに学習するには、次のビデオをご覧ください
 EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションの概要。

Account Reconciliation
次の表は、EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションで使用できる主な
Account Reconciliation機能を示しています。提供されなくなったレガシー・サブスクリプショ
ンで各機能を使用できたかどうかも示しています。

Note:

• 機能がリストされていない場合は、EPM Standardと EPM Enterpriseの両方のサ
ブスクリプションでサポートされています。

• AI、GenAIおよびインテリジェント・パフォーマンス管理(IPM)機能(使用可能な
場合)は、EPM Enterpriseサブスクリプションのみに限定されています。

Table 3-2    サブスクリプション別の Account Reconciliation機能の可用性

機能 レガシー・サ
ブスクリプシ
ョン

EPM
Standard

EPM
Enterprise

照合コンプライアンス
トランザクション照合

購入オプショ
ン
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Enterprise Data Management
Enterprise Data Managementビジネス・プロセスは、EPM Enterpriseサブスクリプションで
のみ使用できます。
このオファリングは Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementとは異なります。使用
可能な Oracle Enterprise Data Management Cloudのサブスクリプションを参照してくださ
い。

Financial Consolidation and Close
次の表は、EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションで使用できる主な
Financial Consolidation and Close機能を示しています。提供されなくなったレガシー・サブス
クリプションで各機能を使用できたかどうかも示しています。

Note:

• 機能がリストされていない場合は、EPM Standardと EPM Enterpriseの両方のサ
ブスクリプションでサポートされています。

• 特に記載がないかぎり、AI、GenAIおよびインテリジェント・パフォーマンス管
理(IPM)機能(使用可能な場合)は、EPM Enterpriseサブスクリプションのみに限定
されています。

Table 3-3    サブスクリプション別の Financial Consolidation and Close機能の可用性

機能 レガシー・サ
ブスクリプシ
ョン

EPM
Standardサ
ブスクリプシ
ョン

EPM
Enterpriseサ
ブスクリプシ
ョン

カスタムの構成可能な計算とオンデマンド・ルール
構成可能な連結ルール
エンタープライズ仕訳
エクイティ・ピックアップ
Financial Consolidation and Close管理
Groovyサポート
クラウド・サービスおよびオンプレミス・アプリケーシ
ョン全体でタスクを自動化するタスク・マネージャ統合
タスク管理
補足データ管理
複雑な所有権構造のサポート

フリーフォーム
フリーフォーム・ビジネス・プロセスは、EPM Enterpriseサブスクリプションでのみ使用でき
ます。
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Note:

フリーフォームは、EPM Enterpriseサブスクリプションで Planningアプリケーショ
ン・タイプとして使用することもできます。

Narrative Reporting
次の表は、EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションで使用できる主な
Narrative Reporting機能を示しています。提供されなくなったレガシー・サブスクリプション
で各機能を使用できたかどうかも示しています。

Note:

• 機能がリストされていない場合は、EPM Standardと EPM Enterpriseの両方のサ
ブスクリプションでサポートされています。

• 特に明記されていないかぎり、AI、GenAIおよびインテリジェント・パフォーマ
ンス管理(IPM)機能(使用可能な場合)は、EPM Enterpriseサブスクリプションのみ
に限定されています。

Table 3-4    サブスクリプション別の Narrative Reporting機能の可用性

機能 レガシー Enterprise
Performance

Reporting Cloudサブ
スクリプション

EPM Standardサブス
クリプション

EPM Enterpriseサブス
クリプション

レポート
レポート・パッケージ
システム・レポート

Planning
次の表は、EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションで使用できる主な
Planningアプリケーション・タイプを示しています。提供されなくなったレガシー・サブスク
リプションで各アプリケーション・タイプを使用できたかどうかも示しています。

Note:

• 機能がリストされていない場合は、EPM Standardと EPM Enterpriseの両方のサ
ブスクリプションでサポートされています。

• 特に明記されていないかぎり、AI、GenAIおよびインテリジェント・パフォーマ
ンス管理(IPM)機能(使用可能な場合)は、EPM Enterpriseサブスクリプションのみ
に限定されています。
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Table 3-5    サブスクリプション別の Planningアプリケーション・タイプの可用性

アプリケーション・タイプ レガシー PBCS レガシー EPBCS EPM Standard
サブスクリプシ
ョン

EPM Enterprise
サブスクリプシ
ョン

カスタム
フリーフォーム
モジュール(資本、財務、プ
ロジェクト、要員および戦略
モデリング)
プレディクティブ資金予測
Sales Planning
Strategic Workforce
Planning

Profitability and Cost Management
Enterprise Profitability and Cost Management、Profitability and Cost Managementのレガシー・
サブスクリプションを使用している場合、これらのビジネス・プロセスは現在 EPM Enterprise
サブスクリプションでのみ使用できることに注意してください。

Tax Reporting
次の表は、EPM Enterpriseサブスクリプションで使用できる主な Tax Reporting機能を示して
います。提供されなくなったレガシー・サブスクリプションで各機能を使用できたかどうかも
示しています。

Note:

• Tax Reportingは、EPM Standardサブスクリプションでは使用できません。
• 特に記載がないかぎり、AI、GenAIおよびインテリジェント・パフォーマンス管
理(IPM)機能(使用可能な場合)は、EPM Enterpriseサブスクリプションのみに限定
されています。

Table 3-6    サブスクリプション別の Tax Reporting機能の可用性

機能 レガシー・サブスク
リプション

EPM Enterpriseサ
ブスクリプション

税引当
中間税引当
IFRS
国別レポート(CbCR)
Pillar 2(グローバルおよびローカル・トップアップ税)
出資比率の管理
タスク管理
補足データ管理
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Table 3-6    (Cont.) サブスクリプション別の Tax Reporting機能の可用性

機能 レガシー・サブスク
リプション

EPM Enterpriseサ
ブスクリプション

カスタムの構成可能な計算とオンデマンド・ルール(Groovy
(プレビュー)を含む)

使用可能な Oracle Enterprise Data Management Cloudのサ
ブスクリプション

Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementはスタンドアロン・サービスです。Oracle
Enterprise Data Management Cloudについてを参照してください。このオファリングは EPM
Enterpriseサブスクリプションの Enterprise Data Managementビジネス・プロセスとは異なり
ます。

サブスクリプションのオーダー
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementに関する情報を調べるには、Oracle Webサイトにアクセスしま
す。ライブ・デモにご興味のある場合は、「デモのリクエスト」ボタンをクリックするのみで
す。
購入の準備が整ったら、次のいずれかのオプションを使用してオラクルの営業にご連絡くださ
い:

• アイコンをクリックして、オラクルの営業に連絡するオプションを選択します。
• ページの下部までスクロールし、「営業へのお問い合わせ」の下にあるボタンをクリックし
て情報を送信します。

オーダーが完了すると、指定された初期連絡先(サブスクリプションのオーダー時に提供した電
子メール・アドレス)にオラクルから電子メールが送信されます。この電子メールには、サブス
クリプションをアクティブ化してプロビジョニングするために必要なステップの概要が記載さ
れます。
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのオーダー処理の
問題の解決を参照してください。

アクティブ化チェックリスト
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementと Oracle Fusion Cloud Enterprise
Data Managementは、同じアクティブ化プロセスに従います。ただし、特にクラウド・エコシ
ステムが他の補完的な Oracle Cloudオファリング(Fusion Cloudなど)で構成されている場合
は、サブスクリプションをアクティブ化する前に、いくつかの質問について検討する必要があ
ります。
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudは、Oracle Fusion Financials
Cloudとともにデプロイされることがよくあります。これらのサブスクリプションは、Oracle
Fusion Financials Cloudと同じ Oracle Cloudアカウントにアクティブ化でき、同じアイデンテ
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ィティ・ドメインを共有することも、別のアイデンティティ・ドメインを使用することもでき
ます。また、テスト環境と本番環境を異なるリージョン、コンパートメントおよびアイデンテ
ィティ・ドメインに配置できます。
Cloud EPMと Oracle Enterprise Data Management Cloudのサブスクリプションを同じ場所に
配置するかどうかの決定は、ビジネス・ニーズおよび他の要因(ユーザーの地理的分布、組織の
管理オーバーヘッドの許容範囲など)によって異なります。たとえば、EPM Cloudユーザーは
主に北米におり、Oracle Enterprise Data Management Cloudユーザーはヨーロッパにいる場合
があります。このようなシナリオでは、サブスクリプションを同じ場所に配置するかどうかを
慎重に評価する必要があります。
Table 3-7    Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudのアクティブ化
オプション

考慮事項 回答
1 どのサブスクリプションを購入しましたか: EPM Standard、EPM

Enterpriseまたは Oracle Enterprise Data Management Cloud
2 現在、Cloud EPM、Oracle Enterprise Data Management Cloud、Oracle

Fusion Financials Cloudなどの Oracle Cloud環境を使用しています
か。使用している場合は、Oracle Cloudアカウントをすでに持っていま
す。このサブスクリプションを追加して、ユーザーおよびセキュリティ
を既存の環境と共有しますか。
• いいえの場合は、新しい Oracle Cloudアカウントを作成します。
• はいの場合は、このサブスクリプションを既存の Oracle Cloudアカ
ウントにアクティブ化します。その後、項目 4に進みます。
現在の Oracle Cloudアカウントのアカウント管理者でない場合
は、既存の Oracle Cloudアカウントが他のユーザーによって作成さ
れた場合はどうなりますか。を参照してください。

3 新しい Oracle Cloudアカウントを作成する場合は、新しいクラウド・ア
カウントの情報ページの指示に従います。新しいクラウド・アカウント
の作成を参照してください。クラウド・アカウント管理者の詳細、識別
されたクラウド・アカウント名、およびアカウントがプロビジョニング
されるデフォルトのリージョンといった詳細をすべて把握しておいてく
ださい。
このクラウド・アカウント管理者は、Oracle Cloudコンソールを使用し
て Cloud EPM環境または Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境を作成し、環境のセキュリティを構成するために必要な権限
を持っている必要があります。

4 サブスクリプションを既存の Oracle Cloudアカウントにアクティブ化
する場合は、クラウド・アカウント名およびクラウド・アカウント管理
者のユーザー名とパスワードを指定してください。この情報は、アクテ
ィブ化プロセスを完了するために必要です。

Note:

既存の Oracle Cloudアカウントのアカウ
ント管理者でない場合は、既存の Oracle
Cloudアカウントが他のユーザーによって
作成された場合はどうなりますか。を参照
してください。

手順については、既存のクラウド・アカウントへのサブスクリプション
の追加を参照してください。
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既存の Oracle Cloudアカウントが他のユーザーによっ
て作成された場合はどうなりますか。

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementまたは Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementのサブスクリプションを既存の Oracle Cloudアカウントに追加
するには、Oracle Cloudアカウント管理者である必要があります。
Oracle Cloudアカウントの作成に使用された情報を持つユーザーは、デフォルトでアカウント
管理者として定義されます。このユーザーは、Oracle Cloudコンソールを使用して他のユーザ
ーを作成し、管理者権限を付与して、これらのユーザーを管理者グループに追加することで
Oracle Cloudアカウント管理者にすることができます。
Oracle Cloudアカウント管理者を作成するには:

1. Oracle Cloudコンソールに Oracle Cloudアカウント管理者としてサインインします。
Oracle Cloudコンソールへのアクセスを参照してください。

2. デフォルト・ドメイン内に、必要に応じてユーザーを作成し、そのユーザーを管理者グル
ープに割り当てます。サービス管理者への Oracle Cloudコンソールに対するアクセス権
の付与を参照してください。

Note:

既存のユーザー・アカウントを使用している場合は、それが管理者グループに割
り当てられていることを確認してください。

Cloud EPMサブスクリプションのアクティブ化
Related Topics

• サブスクリプション・アクティブ化電子メール
• 新しいクラウド・アカウントの作成
• 既存のクラウド・アカウントへのサブスクリプションの追加

サブスクリプション・アクティブ化電子メール
Note:

サブスクリプションをアクティブ化する前に、アクティブ化チェックリストに示され
ている重要な考慮事項を確認します。

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementまたは Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementの新しいサブスクリプションを購入すると(サブスクリプション
のオーダーを参照)、アクティブ化ステップの概要が記載された電子メールがオラクルから送信
されます。
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アクティブ化を完了するために新しいアカウントを作成するか、既存のクラウド・アカウント
にサブスクリプションを追加するかを選択できます。次を参照してください:

• 新しいクラウド・アカウントの作成
• 既存のクラウド・アカウントへのサブスクリプションの追加

新しいクラウド・アカウントの作成
Oracle Cloudアカウントを作成して、サブスクリプションをアクティブ化するには:

1. アクティブ化電子メールの「新規クラウド・アカウントの作成」をクリックします。サブ
スクリプション・アクティブ化電子メールを参照してください。
「新しいクラウド・アカウントの情報」フォームがブラウザで開きます。
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2. 「名」、「姓」および「電子メール・アドレス」を入力します。この電子メール・アドレス
は、Oracle Cloudアカウントにサインインするためのユーザー名でもあります。ここで指
定した個人がテナンシ管理者となり、このテナンシ内ですべての操作を実行できるように
なります。

3. 「パスワード」と確認を入力します。
4. テナンシ名である「クラウド・アカウント名」を入力します。この値(後で変更できない)
は、ログイン URLに表示されます。

5. 「ホーム・リージョン」を選択します。これは、クラウド・アカウントがプロビジョニング
されるリージョンです。これは、IAMインスタンスが配置される、したがってユーザー情
報が配置されるリージョンです。

Note:

ホーム・リージョンは、クラウド・アカウントの作成後は変更できないため、慎
重に選択することが重要です。レルムにおいて OCIでサポートされている任意
のリージョンにクラウド・アカウントをプロビジョニングできます。使用可能な
リージョンのリストは、『Cloudオペレーション・ガイド』の地理的地域および識
別子を参照してください。ホーム・リージョンを選択するときには、データ・レ
ジデンシ要件を考慮してください。

6. 「使用条件」を読みます。
7. 「クラウド・アカウントの作成」をクリックします。新しいテナンシが作成されると、詳細
情報が記載された電子メールを受け取ります。
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8. 電子メール内の「サイン・イン」をクリックして、設定した資格証明で初めてサインイン
します。
 

 

9. サインインしてコンソールにアクセスします。Oracle Cloudコンソール・スタート・ガイ
ドを参照してください。

既存のクラウド・アカウントへのサブスクリプションの追加
サブスクリプションがクラウド・アカウントに追加された後、元に戻すことはできません。既
存の Oracle Cloudのお客様がサブスクリプションを既存のクラウド・アカウントにアクティブ
化する場合は、次の手順に従います:

1. アクティブ化電子メールの既存のクラウド・アカウントへの追加をクリックします。サブ
スクリプション・アクティブ化電子メールを参照してください。

2. 「テナンシ」で、既存のクラウド・アカウントの名前を入力し、「続行」をクリックします。
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「Oracle Cloudアカウントのサインイン」ページが開きます。

3. ユーザー名とパスワードを入力し、「サインイン」をクリックします。
 

 
「サブスクリプションの追加」ページが表示され、新しいサブスクリプションをクラウド・
アカウントに追加できます。このページには、サブスクリプション名、IDおよび説明が表
示されます。

4. 「サブスクリプションの追加」をクリックします。
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サブスクリプションがテナンシに追加されます。

5. 確認メッセージが表示されます。
 

 

Oracle Enterprise Data Management Cloudサブスクリプシ
ョンのアクティブ化

Oracle Enterprise Data Managementは次の 2つの形式で使用できます:

• Enterprise Data Managementビジネス・プロセス: EPM Enterpriseサブスクリプション
で使用可能です。アクティブ化するには、Cloud EPMサブスクリプションのアクティブ化
を参照してください

• Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management: スタンドアロンのクラウド・サービ
ス・サブスクリプションとして使用可能です。詳細は、Oracle Enterprise Data
Management Cloudについてを参照してください。

Note:

オラクルから送信されるアクティブ化電子メールには、Oracle Enterprise Data
Management Cloudではなく、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementについて記載されている場合があります。
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Oracle Enterprise Data Managementの両方の形式をアクティブ化するには、次のデプロイメン
ト・シナリオを使用できます:

• 新しい Enterprise Data Managementビジネス・プロセスを新しいクラウド・アカウントに
アクティブ化します。新しいクラウド・アカウントの作成を参照してください。

• すでに他の Cloud EPMビジネス・プロセスを使用している場合:

– Enterprise Data Managementビジネス・プロセスまたは Oracle Enterprise Data
Management Cloudを既存のクラウド・アカウントにアクティブ化します。これによ
り、アイデンティティ・ドメイン(ユーザーおよびグループ)を他のビジネス・プロセス
と共有できるようになります。既存のクラウド・アカウントへのサブスクリプション
の追加を参照してください。

– Enterprise Data Managementビジネス・プロセスまたは Oracle Enterprise Data
Management Cloudを新しいクラウド・アカウントにアクティブ化します。これによ
り、アイデンティティ・ドメインを既存の EPM Cloudビジネス・プロセスと共有でき
なくなります。新しいクラウド・アカウントの作成を参照してください。

• Oracle Enterprise Data Management Cloudサブスクリプションのみを使用している場合
は、新しいクラウド・アカウントにアクティブ化します。新しいクラウド・アカウントの
作成を参照してください。

• Oracle Fusion Financials Cloudを使用している場合は、前述のシナリオのいずれかに基づ
いて Enterprise Data Managementビジネス・プロセスまたは Oracle Enterprise Data
Management Cloudをアクティブ化します。

Oracle Cloudコンソール・スタート・ガイド
Oracle Cloudコンソールに移行された環境については、サービス管理者がすでに
planning_Console_Upgrade_Service_Admin_Groupに追加され、
Planning_Console_Upgrade_Service_Admin_Group_Policyがこのグループに適用されている
ため、Oracle Cloudコンソールへのアクセス権が付与されます。

Note:

ご使用のサブスクリプションが EPM Enterpriseまたは EPM Standardでない場合、
実際のグループ名およびポリシー名は異なる場合があります。たとえば、それぞれ
arcs_Console_Upgrade_Service_Admin_Groupと
arcs_Console_Upgrade_Service_Admin_Group_Policyになります。

新しく作成されたアカウントについては、デフォルトではアカウント管理者にのみ Oracle
Cloudコンソールへのアクセス権が付与されます。個々の環境のサービス管理者に適切なポリ
シーを割り当てて、Oracle Cloudコンソールで環境を表示できるようにする必要があります。
サービス管理者への Oracle Cloudコンソールに対するアクセス権の付与を参照してください。
この項の内容:

• 多要素認証の有効化
• Oracle Cloudコンソールへのアクセス
• 新しいリージョンのサブスクライブ
• コンパートメントの作成
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多要素認証の有効化
Oracle Cloudコンソールへのアクセスには、多要素認証(MFA)を使用する必要があります。
MFAが有効になっている場合は、まずユーザー名とパスワードを入力する必要があります。こ
れが最初の要素(ユーザーが知っているもの)となります。次に、登録済 MFAデバイスから検証
コードの入力を求められます。これは 2番目の要素(ユーザーが持っているもの)です。この要
素の組合せにより、サインイン時にアイデンティティを確認するセキュリティの追加レイヤー
が追加されます。
MFAを有効にする前に、サポートされているオーセンティケータ・アプリケーションがモバイ
ル・デバイスにインストールされていることを確認します。たとえば、Oracle Mobile
Authenticatorや Google Authenticatorなどがあります。アプリケーションを使用してデバイス
を登録し、サインインするたびに時間ベースのワンタイム・パスコード(TOTP)を生成します。
MFAを有効にするには:

1. ブラウザを使用して https://www.oracle.com/cloud/sign-in.htmlに移動しま
す。

2. クラウド・アカウントにサインインします。
 

 

3. 「セキュアな検証の有効化」をクリックします。
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4. セキュアな検証の MFAオプションを選択します。通常、ユーザーは「モバイル・アプリ」
オプションを選択します。

5. QRコードをスキャンします。
モバイル・デバイスが IAMサービスに登録され、アカウントが MFAに対して有効になり
ました。Oracle Cloudコンソールにサインインすると、モバイル・デバイスに通知が送信
されます。アプリケーションで通知を開き、「許可」をタップして続行します。
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Oracle Cloudコンソールへのアクセス
Oracle Cloudコンソールにアクセスするには:

1. ブラウザを使用して https://www.oracle.com/cloud/sign-in.htmlに移動しま
す。多要素認証(MFA)を使用してサインインします。多要素認証の有効化を参照してくだ
さい。

2. 「Oracle Applicationsへようこそ」画面で、「ツアーの開始」をクリックして、Oracle Cloud
コンソールのガイド・ツアーに進みます。

Note:

「自分で探索」をクリックし、ツアーをスキップすることもできます。
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3. オプションで、プロファイルを選択してコンソールをカスタマイズします。この機会を利
用して、Oracle Cloudでの作業内容と関心事項を最もよく表すプロファイルを選択し、「保
存」をクリックします。コンソールのホーム・ページが選択内容にあわせてカスタマイズ
されます。詳細は、Oracle Cloudコンソールの使用。を参照してください
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新しいリージョンのサブスクライブ
リージョンとは、環境がプロビジョニングされる地理的な場所を指します。使用可能なリージ
ョンのリストは、『Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイ
ド』の OCI (Gen 2)地理的地域および識別子を参照してください。クラウド・アカウントのホ
ーム・リージョン以外のリージョンに環境を作成するには、その前に、そのリージョンをサブ
スクライブする必要があります。たとえば、ホーム・リージョンが us-phoenix-1である場合、
us-phoenix-1にのみ環境を作成できます。us-ashburn-1に環境を作成するには、まず us-
ashburn-1をサブスクライブする必要があります。
新しいリージョンをサブスクライブするには:

1. アプリケーションのホーム・ページを開き、コンソールの上部のバーにある「リージョン」
メニューを開きます。クラウド・アカウントで使用可能なリージョンのリストが表示され
ます。
 

 

2. 「リージョンの管理」を選択します。
3. サブスクライブするリージョンを探し、「サブスクライブ」をクリックします。

Note:

新しいリージョンでクラウド・アカウントをアクティブ化するには数分かかるこ
とがあります。

アイデンティティはグローバルであるため、サブスクリプションがアクティブになると、
新しいリージョンで既存のすべてのポリシーが適用されます。リージョンをサブスクライ
ブ解除することはできません。

コンパートメントの作成
Oracle Cloudコンソールは、現在のリージョン内のリソースをコンパートメント別に表示する
ように設計されています。Oracle Cloudコンソールでリソースを操作するときには、作業する
コンパートメントをページのリストから選択する必要があります。そのリストは、テナンシ内
のコンパートメントのうち、自分にアクセスする権限があるもののみを表示するようにフィル
タされます。管理者である場合は、すべてのコンパートメントを表示し、任意のコンパートメ
ントのリソースを操作する権限を付与されますが、アクセスが制限されたユーザーである場合
は、そうでない可能性があります。
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Oracle Cloudアカウントで複数のリージョンにまたがるコンパートメントを作成し、環境を編
成できます。コンパートメントを作成すると、テナンシがサブスクライブしているすべてのリ
ージョンでそれを使用できるようになります。
コンパートメントを作成するには:

1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。
2. 「ナビゲーション」メニューに移動し、アイデンティティを検索して、「コンパートメント」
を選択します。
テナンシ内でアクセス権があるコンパートメントのリストが表示されます。

3. このコンパートメントをテナンシ(ルート・コンパートメント)に作成するには、「コンパー
トメントの作成」を選択します。それ以外の場合は、コンパートメントの階層で、このコ
ンパートメントを作成するコンパートメントを選択して、その詳細ページを表示します。
その後、詳細ページで、「コンパートメントの作成」を選択します。
 

 

4. 名前、説明、親コンパートメントおよびタグを入力します。
5. 「コンパートメントの作成」をクリックします。

認証と認可
Related Topics

• IAMインタフェースへのアクセス
• アイデンティティ・ドメイン管理者の追加
• アイデンティティ・ドメインの作成

IAMインタフェースへのアクセス
IAMインタフェースにアクセスするには:
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1. Oracle Cloudコンソールにアカウント管理者またはアイデンティティ・ドメイン管理者と
してサインインします。

2. アプリケーション・ホーム・ページの「ユーザー管理」で、「テナンシへのユーザーの追
加」をクリックします。アイデンティティ・コンソールで、デフォルト・ドメインのユー
ザー・ページが表示されます。

3. または、「ナビゲーション」メニューに移動し、"アイデンティティ "を検索して、「ドメイ
ン」を選択することもできます。
 

 

4. ドメインをクリックして、IAMインタフェースにアクセスします。
 

 

アイデンティティ・ドメイン管理者の追加
クラウド・アカウント管理者(テナンシ管理者)は、アイデンティティ・ドメイン管理者を作成
することで、設定タスクを委任できます。
アイデンティティ・ドメイン管理者を作成するには:

1. IAMインタフェースにアクセスします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してくだ
さい。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「セキュリティ」をクリックします。
3. 「セキュリティ」の下にある「管理者」をクリックします。
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4. 「アイデンティティ・ドメイン管理者」で、「ユーザーの追加」をクリックします。
5. 「アイデンティティ・ドメイン管理者の追加」で、アイデンティティ・ドメイン管理者の役
割を割り当てるユーザーを選択して、「ユーザーの追加」をクリックします。
追加された新しいユーザーが、アイデンティティ・ドメイン管理者としてリストされるよ
うになります。

アイデンティティ・ドメインの作成
IAMインタフェースでは複数のドメインを作成できます。テスト環境と本番環境を異なるアイ
デンティティ・ドメインに配置できます。アイデンティティ・ドメインを作成するには、管理
者は、作成するアイデンティティ・ドメイン・タイプ、それを作成するコンパートメント、お
よび新しいアイデンティティ・ドメイン管理者のサインイン資格証明(必要な場合)を把握して
おく必要があります。
アイデンティティ・ドメインを作成するには:

1. IAMインタフェースにアクセスします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してくだ
さい。

2. 「ドメインの作成」をクリックします。
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3. ドメインの作成ページで、表示名と説明を入力し、「ドメイン・タイプ」として「Oracle
Apps Premium」を選択します。「Free」を選択した場合でも、Oracle Apps Premiumに
移行されます。
 

 

4. このアイデンティティ・ドメインに自分の管理ユーザー・アカウントを使用する場合は、
「このドメインの管理ユーザーの作成」チェック・ボックスをクリアします。それ以外の場
合は、このアイデンティティ・ドメインを管理するユーザーの詳細を入力します。

Note:

デフォルト・ドメイン以外のドメインについてアイデンティティ・ドメイン管理
者の役割をユーザーまたはグループに付与すると、そのドメインのみに対する完
全な管理者権限(テナンシに対するものではない)が付与されます。アイデンティ
ティ・ドメインの少なくとも 1人の管理者にアイデンティティ・ドメイン管理者
の役割を直接付与する必要があります。これは、グループ・メンバーシップによ
って付与されるアイデンティティ・ドメイン管理者の役割への追加となります。

5. 正しいコンパートメントが選択されていることを確認します。
6. タグ付けを追加するには、「拡張オプションの表示」を選択し、タグ付けの詳細を入力しま
す。

7. 「リモート・リージョン・ディザスタ・リカバリ」で、「リモート・リージョン・ディザス
タ・リカバリの有効化」をクリックします。リモート・リージョン・ディザスタ・リカバ
リを有効にするには、ペアのリージョンをサブスクライブしている必要があります。たと
えば、ホーム・リージョンが米国東部(アッシュバーン)である場合、米国西部(フェニック
ス)をサブスクライブしている必要があります。詳細は、ディザスタ・リカバリ・リージョ
ンのペアを参照してください。

8. 「ドメインの作成」を選択します。
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Cloud EPM環境または Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境の設定

サブスクリプションでは、テストと本番の 2つの環境が提供されます。環境を作成するときに、
テスト環境または本番環境として指定します。設定中には環境名も指定します。これは、環境
へのアクセスに使用される URLに含まれます。作成したら、環境名を変更することはできない
ため、名前を慎重に選択することが重要です。
環境を作成するには、アカウント管理者の役割が必要です。
デフォルト・オプションを使用して環境を作成しない場合は、開始する前に必ず次のことを行
ってください:

• ホーム・リージョンの環境を設定しない場合は、別のリージョンをサブスクライブします。
新しいリージョンのサブスクライブを参照してください。

• 新しいコンパートメントを作成します。コンパートメントの作成を参照してください。
• ユーザーをセグメント化し、セキュリティを強化して、Identity and Access Management
のユース・ケースを管理するプロセスを簡略化するには、新しいアイデンティティ・ドメ
インを作成します。アイデンティティ・ドメインの作成を参照してください。

テスト環境と本番環境を異なるリージョン、コンパートメントおよびアイデンティティ・ドメ
インに配置できます。

環境の作成
新しい環境を作成するには:

1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。
2. アプリケーション・ホーム・ページの「マイ・アプリケーション」で、「Oracle Enterprise

Performance Management」をクリックします。または、ナビゲーション・メニューから
「マイ・アプリケーション」を選択することもできます。

3. 「作成」をクリックして、新しい環境を作成します。
 

 

4. 「環境の作成」で、すでにサブスクライブしているリージョンを選択します。追加のリージ
ョンをサブスクライブしていない場合は、ホーム・リージョンがデフォルトで表示されま
す。
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Note:

本番環境とテスト環境を異なるリージョンに作成できます。

 

 

5. 「環境詳細」で、次の情報を指定します:

a. 環境の「名前」を入力します。名前は小文字で、文字で始まり、スペースや特殊文字
を含まず、20文字以内である必要があります。この名前は後で変更できません。
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Note:

テスト環境と本番環境は、任意の順序で作成できますが、同じ数である必要
があります。たとえば、5つのペアが許可されている場合、6つの本番環境と
4つのテスト環境を作成することはできず、5つの本番環境と 5つのテスト環
境を作成する必要があります。さらに、テスト環境名は、本番環境名に-test
接尾辞を付けたものと一致する必要があります。たとえば、環境名を epmと
epm-testにすることができます。

b. 「インスタンス・タイプ」を選択します。使用可能なインスタンス・タイプは、購入し
たサブスクリプションによって決まります。

c. ユーザーをサービス管理者として割り当てるには、「管理者の電子メール」を追加しま
す。

Note:

• このユーザーは、IAMですでに作成されている必要があります。
• 本番環境とテスト環境に異なる電子メール IDを指定できます。

d. 環境のタイプをクリックして選択します。
6. オプション。「コンパートメントとアイデンティティ・ドメイン」で、次の情報を指定しま
す:

a. 「コンパートメント」を選択して、この環境を作成する別のコンパートメントを選択し
ます。テナンシにコンパートメントを作成していない場合は、ルート・コンパートメ
ントが、使用可能な唯一のコンパートメントとなります。

b. ユーザーをセグメント化し、セキュリティを強化して、Identity and Access
Managementのユース・ケースを管理するプロセスを簡略化するには、「アイデンティ
ティ・ドメイン」を選択します。本番環境とテスト環境を異なるドメインに作成でき
ます。

 

 

7. 「作成」をクリックして環境を作成します。
環境作成の進行状況は、作業リクエストのステータスを表示することで追跡できます。初
期状態は「作成中」です。

環境の削除
環境(テストまたは本番)を削除すると、その環境内のすべてのデータも削除されます。また、
現在の環境の URLも無効になります。環境を削除する前に、重要なデータおよびスナップショ
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ットを必ずバックアップしてください。目標が再度使用可能になったら、環境を目的の新しい
名前で再作成できます。
環境を削除するには:

1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。

Note:

アカウント管理者は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境にアイデンテ
ィティ・ドメイン管理者およびサービス管理者を作成することで、設定および構
成アクティビティを委任できます。

2. アプリケーション・ホーム・ページの「マイ・アプリケーション」で、「Oracle Enterprise
Performance Management」を選択します。

3. 環境リストから、削除する環境を選択します。
4. 「環境の削除」をクリックします。

 

 

環境の名前変更または再配置
環境の設定中に環境名を選択します。これは、環境へのアクセスに使用する URLの一部となり
ます。まれに、環境を作成した後に環境名を変更する場合があります。その場合は、環境にア
クセスするための URLも更新されます。また、環境が配置されているリージョンを変更するこ
とも検討してください。

Note:

この項は、Oracle管理の移行によって作成された OCI環境には適用されません。こ
のような場合は、クラシック環境の URLから対応する OCI環境にトラフィックをル
ーティングするために、オラクルにより DNS構成が変更されます。そのため、OCI
環境を再作成すると、このルーティングは中断されます。

環境の名前を変更または環境を再配置するには:
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1. 環境を削除します。環境の削除を参照してください。

Note:

環境を削除した後 5時間から 8時間、目標を使用できなくなります。目標が再度
使用可能になったら、新しい名前およびリージョンを使用して環境を再作成でき
ます。現在の環境にデータが含まれている場合は、削除する前に最新のスナップ
ショットを必ずダウンロードしてください。その後、このスナップショットをア
ップロードして、新しく作成した環境にインポートします。

2. 任意の名前およびリージョンを使用して、新しい置換環境を作成します。手順については、
環境の作成を参照してください。

サービス管理者への Oracle Cloudコンソールに対するアクセス
権の付与

デフォルトでは、Oracle Cloudコンソールにアクセスできるのは、クラウド・アカウント管理
者とアイデンティティ・ドメイン管理者のみです。個々の環境のサービス管理者に適切なポリ
シーを割り当てて、Oracle Cloudコンソールで環境を表示できるようにする必要があります。
新しく作成された環境については、アイデンティティ・ドメイン管理者が、特定のポリシーに
関連付けられたグループにサービス管理者を追加することによって、このようなポリシーを割
り当てることができます。複数のグループ(それぞれに独自のポリシーがある)を作成し、それ
らのグループにユーザーを割り当てることができます。このようにして、ユーザーの各グルー
プが実行できるアクティビティを細かく制御できます。

Note:

マイ・サービスから Oracle Cloudコンソールに移行された環境については、サービ
ス管理者がすでに planning_Console_Upgrade_Service_Admin_Groupに追加され、
Planning_Console_Upgrade_Service_Admin_Group_Policyがこのグループに適用さ
れています。サービス管理者が Oracle Cloudコンソールに対するアクセス権を失わ
ないように、このグループおよびこのポリシーを削除しないことが重要です。

Oracle Cloudコンソールで環境にアクセスするための権限をサービス管理者に付与するには :

1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。
2. (オプション)必要に応じて、ポリシーを割り当てるユーザーおよびグループを作成します。
次を参照してください:

a. ユーザーの作成
b. IDCSグループの作成

3. サービス管理者として割り当てられたユーザーの選択済グループのポリシーを作成しま
す。ユーザーおよびグループのポリシーの作成を参照してください。
「ポリシー・ビルダー」で、次のポリシー・ステートメントを入力します:
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Note:

GROUP_NAMEは必ず、ポリシーを適用するグループの名前に置き換えてください

Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to manage epm-planning-
environment-family in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read epm-planning-
environment-family in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read organizations-
subscriptions in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read organizations-
assigned-subscriptions in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read organizations-
subscription-regions in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read app-listing-
environments in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read metrics in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to inspect domains in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read announcements in 
tenancy 

Chapter 3
Cloud EPM環境または Oracle Enterprise Data Management Cloud環境の設定

3-30



4
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data
Management Cloudへの移行

この項の内容:

• Cloud EPMへの移行
• Oracle Enterprise Data Management Cloudへの移行
• Cloud EPMの Essbaseについて

Cloud EPMへの移行
移行では、Narrative Reporting以外のすべての Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセスについてライフサイクル管理アクティビティを実行できま
す。移行は、テスト環境と本番環境で別々に使用できます。
毎日、環境の操作メンテナンス中に Oracleでは環境のコンテンツがバックアップされ、既存の
アーティファクト、設定データおよびデータ管理ステージング表データのメンテナンス・スナ
ップショットが作成されます。その後、このスナップショットを使用して、コンテンツを別の
環境に移行できます。メンテナンス・スナップショットの概要を参照してください。

従来のスナップショットの移行パス
従来のスナップショットとは、EPM Standardまたは EPM Enterpriseサブスクリプションに属
していない環境から取得されたスナップショットです。
従来の環境の Essbase

ノート:

従来の Planning and Budgeting Cloud環境でハイブリッド BSOキューブの使用を有
効にすることはできません。Cloud EPMの Essbaseについてを参照してください。

表 4-1 従来のスナップショットの移行シナリオ

従来のスナップショッ
ト・ソース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

Planning and
Budgeting Cloud

• EPM Enterprise - カスタム
• 従来の Planning and Budgeting

Cloud

• EPM Enterpriseの Planningモ
ジュール、フリーフォーム

• EPM Standard - Planning
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表 4-1 (続き) 従来のスナップショットの移行シナリオ

従来のスナップショッ
ト・ソース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

Planning and
Budgeting Cloud (Plus
Oneオプション付き)

• EPM Enterprise - Planningモジ
ュール

• 従来の Planning and Budgeting
Cloud (Plus Oneオプション付き)

• EPM Standard
• EPM Enterprise、フリーフォー
ム、カスタム

• 従来の Planning and Budgeting
Cloud

Enterprise Planning
and Budgeting Cloud

• 従来の Enterprise Planning and
Budgeting Cloud

• EPM Enterprise - Planningモジ
ュール

• EPM Standard
• EPM Enterprise - カスタム、フリ
ーフォーム

• 従来の Enterprise Planning and
Budgeting Cloud

• オンプレミス
11.2.x Planning *

• オンプレミス
11.1.2.4 Planning

• オンプレミス
11.1.2.3 Planning

• EPM Enterprise - カスタム
• 従来の Planning and Budgeting

Cloud

• EPM Standard
• EPM Enterprise - Planningモジ
ュール、フリーフォーム

• 従来の Enterprise Planning and
Budgeting Cloud

Financial
Consolidation and
Close (拡張ディメンシ
ョンなし)

従来の Financial Consolidation and
Close環境(拡張ディメンションなし)

• EPM Standard
• EPM Enterprise

Financial
Consolidation and
Close (拡張ディメンシ
ョンあり)

• EPM Enterprise
• 従来の Financial Consolidation

and Close (拡張ディメンションあ
り)

• EPM Standard
• 従来の Financial Consolidation

and Close環境(拡張ディメンショ
ンなし)

オンプレミス 11.1.2.4
Oracle Hyperion
Financial
Management
(Financial Management
の移行についてを参照)

• EPM Standard
• EPM Enterprise
• 従来の Financial Consolidation

and Close環境

Tax Reporting Cloud • EPM Enterprise - Tax Reporting
• 従来の Tax Reporting Cloud

EPM Standard

Account
Reconciliation

• EPM Enterprise - Account
Reconciliation

• 従来の Account Reconciliation
環境

EPM Standard

オンプレミス
11.1.2.4.250 (以降)
Oracle Hyperion
Financial Close
Management

• EPM Standard - Account
Reconciliation

• EPM Enterprise - Account
Reconciliation

• 従来の Account Reconciliation
環境

オンプレミス
11.1.2.4.002 Oracle
Hyperion Strategic
Finance (Strategic
Financeの移行につい
てを参照)

• EPM Enterprise - Planningモジ
ュール

• EPM Enterprise - カスタム
• EPM Standard

• 従来の Planning and Budgeting
Cloud

• 従来の Enterprise Planning and
Budgeting Cloud

• EPM Enterprise - フリーフォー
ム
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表 4-1 (続き) 従来のスナップショットの移行シナリオ

従来のスナップショッ
ト・ソース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

Profitability and Cost
Management

• EPM Enterprise - Enterprise
Profitability and Cost
Management

• EPM Enterprise - Profitability
and Cost Management

• 従来の Profitability and Cost
Management

EPM Standard

オンプレミス 11.1.2.4
Profitability and Cost
Management

EPM Enterprise - Profitability and
Cost Management

• EPM Standard
• 従来の Profitability and Cost

Management
• EPM Enterprise - Enterprise

Profitability and Cost
Management

オンプレミス 11.1.2.4
管理元帳 Profitability
and Cost Management

EPM Enterprise - Enterprise
Profitability and Cost Management

EPM Standard

Enterprise
Performance
Reporting Cloud

• EPM Standard - Narrative
Reporting

• EPM Enterprise - Narrative
Reporting

• 従来の Narrative Reporting
Enterprise Data
Management Cloud

• Oracle Enterprise Data
Management Cloud

• EPM Enterprise - Enterprise
Data Management

• レガシー Enterprise Data
Management

EPM Standard

* Oracle Essbase 21cを使用するオンプレミス 11.2.x Planningは、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementに移行できません。

Financial Managementの移行について
EPM Cloud移行アクセラレータを使用して、オンプレミス 11.1.2.4 Financial Managementを
Cloud EPMに移行します。手順の詳細は、移行の管理の Financial Consolidation and Closeへ
の Financial Managementの移行を参照してください。
Strategic Financeの移行について
次の情報ソースを参照してください。
• 詳細な移行の手順は、移行の管理の Strategic Modelingへの Strategic Financeの移行を参
照してください。

• カスタム Planningおよび Planningモジュール・アプリケーションで Strategic Financeを
有効にする手順は、Planningの管理の戦略モデリングの設定を参照してください。

Data Relationship Managementの移行について
オンプレミス 11.1.2.4.330以降の Oracle Data Relationship Managementは、スタンドアロン
の Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementに、または EPM Enterprise - Enterprise
Data Managementビジネス・プロセスに移行できます。

Chapter 4
Cloud EPMへの移行

4-3



一部の Enterprise Data Management環境では、レコード数に制限が適用されます。Enterprise
Data Managementの使用可能なサブスクリプションの詳細は、Oracle Enterprise Data
Management Cloudについてを参照してください。
次の情報ソースを参照してください。
• 移行手順の概要は、移行の管理の Data Relationship Managementから Oracle Enterprise

Data Management Cloudへの移行を参照してください。
• 詳細な移行の手順は、Oracle Enterprise Data Management Cloudの管理および操作の

Data Relationship Managementから Oracle Enterprise Data Management Cloudへのエン
タープライズ・データの移行を参照してください。

EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションのスナ
ップショットの移行パス

Oracle Essbaseを使用するすべての環境で、ハイブリッド BSOキューブをサポートできます。
デフォルトでは、Financial Consolidation and Close、カスタム Planning、Planningモジュール
およびフリーフォーム・アプリケーションでは、ハイブリッド BSOキューブが使用されます。
Cloud EPMの Essbaseについてを参照してください。
表 4-2 EPM Standardおよび EPM Enterpriseのスナップショットの移行シナリオ

スナップショット・ソ
ース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

EPM Standard -
Planning

• EPM Standard - Planning
• EPM Enterprise -

Planningモジュール
• EPM Enterprise - フリーフォーム、カス
タム

• 従来の Planning and Budgeting Cloud
• 従来の Enterprise Planning and

Budgeting Cloud
EPM Enterprise - カ
スタム Planning

EPM Enterprise - カスタム
Planning

• EPM Standard
• EPM Enterprise - フリーフォーム、

Planningモジュール
• 従来の環境

EPM Enterprise -
Planningモジュール

EPM Enterprise - Planningモ
ジュール

• EPM Standard
• EPM Enterprise - カスタム、フリーフォ
ーム

• 従来の環境
EPM Enterprise - フ
リーフォーム

EPM Enterprise - フリーフォ
ーム

• EPM Standard
• EPM Enterprise - カスタム、Planningモ
ジュール

• 従来の環境
EPM Standard -
Consolidation and
Close

• EPM Standard -
Consolidation and Close

• EPM Enterprise -
Consolidation and Close

従来の環境

EPM Enterprise -
Consolidation and
Close

• EPM Enterprise -
Consolidation and Close

• 拡張ディメンションを使用
する従来の環境

• EPM Standard - Consolidation and
Close

• 非拡張ディメンションを使用する従来の
環境

EPM Enterprise - Tax
Reporting

EPM Enterprise - Tax
Reporting

• EPM Standard
• 従来の環境
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表 4-2 (続き) EPM Standardおよび EPM Enterpriseのスナップショットの移行シナリオ

スナップショット・ソ
ース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

EPM Standard -
Account
Reconciliation

• EPM Standard - Account
Reconciliation

• EPM Enterprise -
Account Reconciliation

従来の環境

EPM Enterprise -
Account
Reconciliation

EPM Enterprise - Account
Reconciliation

• EPM Standard - Account Reconciliation
• 従来の環境

EPM Enterprise -
Profitability and Cost
Management

• EPM Enterprise -
Profitability and Cost
Management

• EPM Enterprise -
Enterprise Profitability
and Cost Management

• EPM Standard
• 従来の環境

EPM Standard -
Narrative Reporting

• EPM Standard -
Narrative Reporting

• EPM Enterprise -
Narrative Reporting

従来の環境

EPM Enterprise -
Narrative Reporting

EPM Enterprise - Narrative
Reporting

• EPM Standard
• 従来の環境

EPM Enterprise -
Enterprise Data
Management

• Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data
Management

• EPM Enterprise -
Enterprise Data
Management

• EPM Standard
• 従来の環境

どのビジネス・プロセスを Cloud EPMに移行できますか。
次のビジネス・プロセスには、EPM Standard環境および EPM Enterprise環境でスナップショ
ットを移行するオプションが用意されています:

• Account Reconciliation

• Enterprise Data Management

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• Planning

• Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

ノート:

Profitability and Cost Management、Enterprise Profitability and Cost Managementお
よび Tax Reportingビジネス・プロセスは、EPM Standardでは使用できません。

Chapter 4
Cloud EPMへの移行

4-5



これらの移行シナリオは常にサポートされています
• EPM Standardまたは EPM Enterpriseのビジネス・プロセスを移行できます。たとえば、

EPM Standardのビジネス・プロセスのスナップショットを作成した後、サービスを再作成
しました。スナップショットを使用して EPM Standardアプリケーションを再作成できま
す。

• EPM Standardまたは EPM Enterpriseのテスト環境で作成されたスナップショットを本番
環境に移行したり、その逆を行うことができます。

• 従来の環境から別の従来の環境にスナップショットを移行できます。
これらの移行シナリオはサポートされていません
• EPM Standardまたは EPM Enterpriseから従来の環境へのスナップショットの移行。
• EPM Standard、EPM Enterpriseまたは従来の環境からオンプレミス・デプロイメントへの
スナップショットの移行。

Account Reconciliationのスナップショットの移行
次の移行 Account Reconciliationシナリオがサポートされています。
 

 

ノート:

• 従来のアプリケーションとは、非 EPM Standardまたは EPM Enterpriseサブス
クリプションの最新の更新からのアプリケーションを指します。

• オンプレミス・アプリケーションを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementに移行する手順は、移行の管理のオンプレミス・アプリケーション
の EPM Cloudへの移行を参照してください。

Enterprise Data Managementのスナップショットの移行
EPM Enterprise - Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから別の同様の環境または
スタンドアロンの Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境にスナップショット
を移行できます。最大 5,000レコードをサポートするホスティングされた指定ユーザー・メト
リックのサブスクリプション(Enterprise Data Managementビジネス・プロセス)からスナップ
ショットを移行する場合は、サポートするレコード数に制限のないホスティングされた従業員
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メトリックのサブスクリプション(Oracle Enterprise Data Management Cloud)に移行できま
す。使用可能なオプションのタイプは、Oracle Enterprise Data Management Cloudについてを
参照してください。
EPM Enterprise - Enterprise Data Managementビジネス・プロセスの一部のサブスクリプショ
ンでは、環境内のレコード数に制限があります。このような制限に準拠しているかどうかを判
断するには、スナップショットを移行する前に、次のステップを使用して環境内のレコード数
を確認します:

1. Enterprise Data Managementにサインインします。
2. 「設定およびアクション」メニューで、「情報」、「サブスクリプション」の順にクリックし
ます。

Enterprise Profitability and Cost Managementへの移行
Enterprise Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの管理元帳アプリケーション
の移行には、次のステップが含まれます:

• ステップ 1: オンプレミスの Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの「テンプ
レートのエクスポート」コマンドを使用して、Profitability and Cost Managementとしてイ
ンポート可能な形式で管理元帳アプリケーションをパッケージ化します。手順は、移行の管理の「テンプレートのエクスポート」コマンドの使用を参照してください。

• ステップ 2: クラウド移行テンプレートを使用して、前のステップからのパッケージを
Profitability and Cost Managementにアップロードし、Profitability and Cost Management
アプリケーションを作成します。

• ステップ 2: PCMから Enterprise Profitability and Cost Managementへの移行ユーティリ
ティを使用して、アプリケーションを Profitability and Cost Managementから Enterprise
Profitability and Cost Managementに移行します。

目的 視聴
Profitability and Cost Managementから
Enterprise Profitability and Cost Management
への移行に関するビデオ・チュートリアルを視聴し
てください

 チュートリアル

Financial Consolidation and Closeのスナップショットの移行
次の Financial Consolidation and Closeの移行シナリオがサポートされています。
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ノート:

• 従来のアプリケーションとは、非 EPM Standardまたは EPM Enterpriseサブス
クリプションの最新の更新からのアプリケーションを指します。

• オンプレミス・アプリケーションを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementに移行する手順は、移行の管理のオンプレミス・アプリケーション
の EPM Cloudへの移行を参照してください。

拡張ディメンションのないレガシー・アプリケーションを EPM Enterpriseアプリケーションに
移行するには、次のプロセスに従います:

1. ソース・レガシー環境からアプリケーションをエクスポートすることで、バックアップ・
スナップショットを作成します。バックアップ・スナップショットをローカル・コンピュ
ータにダウンロードします。

2. 「アプリケーション」、「概要」、「アクション」、「ハイブリッド・モードの有効化」の順に選
択して、アプリケーションでハイブリッド・モードを有効にします。詳細は、Financial
Consolidation and Closeの管理の拡張ディメンションへの移行を参照してください。

3. ソース・レガシー環境からアプリケーションをエクスポートし、宛先の EPM Enterpriseに
インポートします。

Planningのスナップショットの移行
これらの Planningの移行シナリオがサポートされています。
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ノート:

• 従来のアプリケーションとは、非 EPM Standardまたは EPM Enterpriseサブス
クリプションの最新の更新からのアプリケーションを指します。

• 従来の Planning and Budgeting Cloud、Enterprise Planning and Budgeting Cloud
および Planning and Budgeting Cloud (Plus Oneオプション付き)からアプリケ
ーションを移行すると、ハイブリッド・キューブに変換できる標準 BSOキュー
ブが作成されます。

• オンプレミス Planningアプリケーションを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementに移行する手順は、移行の管理のオンプレミス・アプ
リケーションの EPM Cloudへの移行を参照してください。

ノート:

Groovyベースのビジネス・ルールおよびテンプレートを、Groovyをサポートしてい
ないビジネス・プロセスにインポートしようとすると失敗します。たとえば、EPM
Standard Financial Consolidation and Closeビジネス・プロセスは、Groovyベースの
ビジネス・ルールをサポートしていません。Groovyをサポートするアプリケーショ
ン(EPM Enterprise Financial Consolidation and Closeビジネス・プロセスなど)から
エクスポートされたビジネス・ルールおよびテンプレートを EPM Standard Financial
Consolidation and Closeビジネス・プロセスにインポートすると、失敗します。

Profitability and Cost Managementのスナップショットの移行
次の Profitability and Cost Managementの移行シナリオがサポートされています。
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ノート:

• 従来のアプリケーションとは、非 EPM Standardまたは EPM Enterpriseサブス
クリプションの最新の更新からのアプリケーションを指します。

• オンプレミスの Profitability and Cost Managementのスナップショットを EPM
Enterpriseに移行する手順。移行の管理の Oracle Profitability and Cost
Management Cloudへの Profitability and Cost Managementの移行を参照してく
ださい。

Tax Reportingのスナップショットの移行
従来の Tax Reportingアプリケーションの最新の更新から EPM Enterpriseにスナップショッ
トを移行して、ビジネス・プロセスを作成できます。

Oracle Enterprise Data Management Cloudへの移行
現在、Enterprise Data Managementビジネス・プロセスのホスティングされた従業員メトリッ
クまたはホスティングされた指定ユーザー・メトリックのサブスクリプションがある企業は、
スタンドアロン Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementに移行できます。Oracle
Enterprise Data Management Cloudについてを参照してください。
オンプレミス 11.1.2.4.330以降の Oracle Data Relationship Managementを、スタンドアロン
Oracle Enterprise Data Management Cloudに移行できます。これにより、Oracle、サード・パ
ーティまたは特注アプリケーションを問わず、データがパブリック・クラウド、プライベート・
クラウドまたはハイブリッド・クラウドのどこにあるとしても、マスター・データ、参照デー
タまたはメタデータの変更管理およびガバナンス・ソリューションとして、このソリューショ
ンの総力が発揮されます。
Data Relationship Managementからの移行の詳細は、Data Relationship Managementの移行に
ついてを参照してください。

Cloud EPMの Essbaseについて
ノート:

Enterprise Data Managementでは、Oracle Essbaseを使用しません。

この項の内容:

• Essbaseのデータ値
• EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションの Essbase

• アプリケーションのハイブリッド・モードの有効化
• ハイブリッド BSOキューブの使用を有効にした後、非ハイブリッド・キューブの使用に戻
すことはできますか。

Chapter 4
Oracle Enterprise Data Management Cloudへの移行

4-10



• アプリケーションでハイブリッド BSOキューブが有効化されているかどうかはどのよう
にして確認できますか。

Essbaseのデータ値
Essbaseでは、IEEE倍精度値を使用してセル値を表します。これは、最大 15桁の有効桁数の
精度を提供します。ただし、15桁を超えると、不正確になります。有効桁数と小数点以下の桁
数を区別することが重要です。たとえば、数値 497.1の有効桁数は 4桁です。倍精度として格
納されると、その精度は小数点以下 12桁まで拡張され、有効桁数は 15桁となります。
特定の小数値はバイナリでは完全に表現できないため、Essbaseにロードして問い合せると、
わずかな差異が生じます。たとえば、-132.35をロードすると、小数点以下 12桁に丸められる
まで-132.3499999...と表示され、予期される結果は-132.3500000...になります
さらに、-132.349999999999のような数値は、少なくとも 15桁の有効桁数まで正確です。6
番目の有効桁に"9"が出現しても、精度が有効桁数 6桁に制限されることを示すわけではなく、
15番目の有効桁にマイナス 1の偏差があることを示します。偏差がプラス 1の場合、結果
は-132.350000000001になります。
ハードウェアとコンパイラの違いにより、異なるプラットフォーム間で結果にわずかな差異が
生じることに注意することが重要です。詳細は、Essbaseのデータ精度の制限を参照してくだ
さい。
EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションの Essbase

EPM Standardおよび EPM Enterpriseサブスクリプションは、ハイブリッド・ブロック・スト
レージ・オプション(BSO)キューブをサポートする Essbaseバージョンでデプロイされます。
ハイブリッド・キューブは、Financial Consolidation and Closeと、カスタム・プランニング、
Strategic Workforce Planningおよび Sales Planningなどの Planningアプリケーション・タイ
プで使用できます。ハイブリッド・キューブをサポートしていない Essbaseデプロイメントか
らスナップショットをインポートしてフリーフォーム・アプリケーションを作成する場合、フ
リーフォーム・アプリケーションではハイブリッドではない BSOキューブが使用されます。
使用可能な Cloud EPMサブスクリプションを参照してください。
疎および密ディメンションの親メンバーを動的にするために、ハイブリッド BSOキューブは
BSO機能に加えていくつかの集約ストレージ・オプション(ASO)機能をサポートしています。
たとえば、すべてのキューブに計算用の動的集計を含めることができます。ハイブリッド・キ
ューブには、データベースとアプリケーション・サイズの縮小、キューブのリフレッシュ・パ
フォーマンスの向上、データのインポートとエクスポートの高速化、ビジネス・ルールのパフ
ォーマンスの向上、ビジネス・プロセスの日次メンテナンスの高速化など、多くのメリットが
あります。最適なパフォーマンスを確保するために、ビジネス・プロセスが次のパラメータの
ベスト・プラクティスに準拠していない場合は、キューブのリフレッシュ時に警告およびエラ
ー・メッセージが表示されます。
• ブロック・サイズ
• ブロック数
• 密ディメンション数
• 動的な親に対する子メンバーの最大数
• 保管の親に対する子メンバーの最大数
• レベル 1以上のディメンションで 1つの子メンバーを持つ親
• 動的計算に設定されていないレベル 1以上で、密ディメンションのみにラベルが指定され
ている
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• 動的相互参照の使用
ベスト・プラクティスに確実に従うために、使用可能なモジュールのこれらのパラメータが適
用されます:

• モジュールに追加できる新しいルールの数
• 変更できるルールの数
• モジュールに追加された新しいフォームの数
• 変更できるフォームの数
アプリケーションのハイブリッド・モードの有効化
従来の Oracle Enterprise Planning and Budgeting Cloudサブスクリプションまたは Planning
and Budgeting Cloud Service Plus Oneオプション・ライセンスがある場合、Planningアプリ
ケーションを変換してハイブリッド BSOキューブを使用できます。
1. テスト環境で Planningアプリケーションを Planningモジュールアプリケーションに変換
します。
Planningモジュールの管理の標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションの
Enterpriseアプリケーションへの変換を参照してください。

2. データベースをリフレッシュします。プロセスがエラーなしで正常に実行されることを確
認します。Planningの管理のアプリケーション・データベースの作成とリフレッシュを参
照してください。

3. ハイブリッドを有効化します。
a. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」の順に選択します。
b. 「アクション」から、「ハイブリッド・モードの有効化」を選択します。

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementは、アプリケーションを検
証して、ハイブリッド・キューブを使用するアプリケーションの要件を満たしている
ことを確認します。これらのベスト・プラクティスは、この項の先頭にリストされて
います。

c. 検証エラーおよび警告に基づいて、アプリケーションを変更します。データベース・
リフレッシュを正常に行うには、エラーを解決する必要があります。エラーが発生す
ると、データベース・リフレッシュ・プロセスが停止し、アプリケーションがメンテ
ナンス・モードになります。潜在的な問題を特定して修正するには、警告を確認する
必要があります。

d. オプション: ハイブリッド BSO機能を最大限に活用するには、アプリケーションを再
設計して合理化します。アプリケーションを合理化する手順には、適切な場合に、一
部の疎ディメンションの親メンバーを動的にして、ルールから中間ロールアップを削
除することが含まれます。また、既存のメンバー式の構文を変更する必要がある場合
もあります。アプリケーションをテストして、特定のアプリケーションに対して機能
する疎ディメンションと動的な親メンバーの正しい組合せを決定します。

4. アプリケーションをテストして、設計どおりに機能することを確認します。
5. 前の手順を繰り返して、アプリケーションを本番環境で変換します。
ハイブリッド BSOキューブの使用を有効にした後、非ハイブリッド・キューブの使用に戻す
ことはできますか。
ハイブリッド・モードを無効にするオプションの可用性は、環境でサポートされているかどう
かによって決まります。また、ハイブリッド・モードを無効にできるのは、次のビジネス・プ
ロセスまたはアプリケーション・タイプのみです:
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• Planningのカスタム・アプリケーション
• フリーフォーム

注意:

ハイブリッド・モードを無効にする前に、疎ディメンションの構成を慎重に確認し、動的計算に設定された上位レベル・メンバー(ハイブリッド・モードが有効になって
いる)が、非ハイブリッド・モードでは必要に応じて保管または共有しないに戻され
ていることを確認します。また、必要に応じて、集約および他のルールの親メンバー
について動的計算に設定された疎ディメンションを含めるルールを確認します。

ハイブリッド BSOキューブの使用を無効にするには:

1. サービス管理者としてアプリケーションにサインインします。
2. 「アプリケーション」、「概要」の順に選択します。
3. 「アクション」をクリックし、「ハイブリッド・モードの無効化」を選択します。
アプリケーションでハイブリッド BSOキューブが有効化されているかどうかはどのようにし
て確認できますか。
アプリケーションの「概要」タブに、ハイブリッド・キューブを使用するように設定されてい
るかどうかが示されます。ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」の順に選択してこ
のタブを開くことができます。
一般的なガイドラインとして、EPM Enterpriseで作成する Financial Consolidation and Close、
カスタム Planning、Planningモジュールおよびフリーフォーム・アプリケーションでは、ハイ
ブリッド BSOキューブが使用されます。さらに、EPM Standard環境で作成する Financial
Consolidation and Closeおよび Planningモジュール・アプリケーションでは、ハイブリッド
BSOキューブがデフォルトで使用されます。これらのアプリケーションの一部のキューブで
は、必要なコンテンツまたは Oracleによる提供コンテンツとして、引き続き ASOキューブが
使用される場合があります。
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5
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境の構成

この項の内容:

• サンプル URL

• ブラウザの設定
• Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境へのアクセス
• ユーザー・エクスペリエンスの探索
• ビジネス・プロセスの作成の概要
• 異なる Cloud EPMビジネス・プロセスへの切替え
• Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから Oracle Enterprise Data

Management Cloudへの移行
• Oracle Cloud Customer Connectへの参加
• アクセシビリティ・モードの有効化

サンプル URL
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境にアクセスするには、固有の URLを使用します。サービス
管理者は、これらの URLをユーザーに提供します。

ノート:

URLは変更できません。URLが覚えにくい場合は、バニティ URLを使用するか、一
意のブックマークを作成してブラウザに簡単に入力できるようにします。詳細は、管理者用スタート・ガイドのバニティ URLの使用を参照してください。

OCI Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境では、次の URLパ
ターンが使用されます:

https://ENVIRONMENT_NAME-CLOUD_ACCOUNT_NAME.epm.REGION.ocs.oraclecloud.com/
epmcloud
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ノート:

このパターンは商用リージョン専用です。制限されたリージョン(OC2や OC4など)
では、パターンが異なります。Oracle管理の移行を使用して OCIに移行された環境
では、クラシックの URLパターンが維持されます。例: https://epm-
idDomain.epm.dataCenter.oraclecloud.com/epmcloud。

表 5-1 URLコンポーネント

名前 説明
環境名 環境を作成するときに指定された、acme、acme-testなどの環境名。
クラウド・アカウン
ト名

これは、Oracle Fusion Cloud EPMアカウントの作成時に使用される名前です(例:
epmidm)。

リージョン これは、環境をホストするデータ・センターがあるリージョンです。これは、環
境を作成するときに選択されます(例: us-phoenix-1)。

ノート:

これらの値の詳細は、管理者用スタート・ガイドの環境の作成を参照してください。

前述の説明にあるサンプルの設定を使用すると、URLは次のようになります:

本番環境: https://acme-epmidm.epm.us-phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/
epmcloud

テスト環境: https://acme-test-epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/epmcloud

ブラウザの設定
この項の内容:

• サポートされているブラウザ
• 推奨される画面解像度

サポートされているブラウザ
各クライアント・プラットフォームでサポートされている推奨ブラウザを示します。
Oracleサポートのポリシーに準拠するには、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境にアクセスす
る際は、サポートされているブラウザを使用する必要があります。OracleソフトウェアWeb
ブラウザ・サポート・ポリシーを参照してください。
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表 5-2 各クライアントのプラットフォームにサポートされているブラウザ

クライアント・プラットフォーム 推奨ブラウザ 他のサポートされているブラウザ
Microsoft Windows Google Chrome Firefox ESR

Microsoft Edgeバージョン 80以上
Apple Mac OS X Google Chrome Safari、Firefox ESR
Linux (すべてのバージョン ) Google Chrome Firefox ESR
iOS * Safari なし
Android * Google Chrome なし
* iPadおよび Androidモバイル・デバイスでは、ブラウザベースの操作のみがサポートされています。
ブラウザベースの操作は電話ではサポートされていません。
サービスにアクセスするには、ブラウザを次のように構成する必要があります。
• oraclecloud.comおよび cloud.oracle.comからの Cookieの受入れ。デフォルトで
は、ブラウザはWebサイトから Cookieを受け入れるように設定されています。ブラウザ
がサイトからの Cookieを受け入れないように構成されている場合は、これらのサイトに対
するセッションごとの、または永続的な例外を許可する必要があります

• oraclecloud.comおよび cloud.oracle.comからのポップアップ・ウィンドウの許可
複数のブラウザ・タブまたはブラウザ・インスタンスの使用
ビジネス・プロセスでは、ユーザーごとに個別のブラウザ・セッションを維持する必要があり
ます。さらに、Cloud EPM環境または Oracle Enterprise Data Management Cloud環境では、
ブラウザ・セッションごとにダッシュボードのインスタンスが 1つのみサポートされます。
同じマシンで同時に複数のセッションをオープンしていると、ビジネス・プロセスが正しくリ
フレッシュされない場合があります。たとえば、1つの Chromeウィンドウに 2つのタブがあ
る場合や、同じブラウザに複数のインスタンス(2つの Chromeウィンドウ)がある場合にこれが
発生します。同じコンピュータまたは異なるコンピュータから同じユーザー IDを使用して複
数の同時操作を実行すると、予期しない動作が発生する可能性があります。
Firefox、Chromeおよび Edgeブラウザでは、タブを複製コマンドを使用して現在のタブの別
のインスタンスを生成できます。ただし、このコマンドを使用してビジネス・プロセスの現在
の表示を複製することはお薦めしません。そのビジネス・プロセス内でエラーが表示される可
能性があります。

翻訳版のサービス用の Google Chromeの構成
ブラウザのデフォルト言語以外の言語でサービスにアクセスするには、Google Chromeの言語
設定を更新します。サービスで使用可能な言語のリストは、翻訳の理解を参照してください。
新しいロケールに対して Chromeを再構成するには:

1. Google Chromeで、chrome://settings/にナビゲートして「Settings」にアクセスしま
す

2. 「Settings」、「Advanced」、「Languages」の順にクリックします。
3. 「Language」ドロップダウン・リストから、「Add Languages」を選択します。
4. 「Add Languages」でサービスの表示言語を選択し、「ADD」をクリックします。
5. 前のステップで追加したサービスの表示言語の横にある「More actions」をクリックし、
「Display Google Chrome in this Language」を選択します。
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6. 「RELAUNCH」をクリックします。
選択した言語で Google Chromeが再起動されます。

Microsoft Edgeの構成
Microsoft Edgeのデフォルト言語以外の言語で Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境にアクセスす
るには、ブラウザの言語設定を更新します。
全般設定
JavaScripts、Cookieおよびポップアップを許可するように Microsoft Edgeが構成されている
ことを確認します。これらはデフォルトで許可されています。
• 組織でデフォルトの設定が許可されていない場合、許可されるサイトとして

*.oraclecloud.comを追加してください。URL edge://settings/content/
javascriptにアクセスして、現在の JavaScript設定を表示できます

• ポップアップがブロックされる場合、許可されるサイトとして*.oraclecloud.comを追
加してください。URL edge://settings/content/popupsにアクセスして、現在のポ
ップアップ設定を表示できます

• Cookieの使用がブロックされる場合、Cookieを受け入れる必要があるサイトとして
*.oraclecloud.comを追加します。 URL edge://settings/content/cookiesに
アクセスして、現在の Cookie設定を表示できます

翻訳版のサービス用の Microsoft Edgeの構成
サービスで使用可能な言語のリストは、翻訳の理解を参照してください。
新しいロケールに対して Microsoft Edgeを構成するには:

1. Microsoft Edgeブラウザを開き、URL edge://settings/languagesを入力します
2. 使用するロケールが「優先する言語」にリストされていない場合、「言語を追加する」をク
リックしてそのロケールを追加します。

3. 「優先する言語」の下で、Microsoft Edgeで使用するロケールの行の  (その他の操作)を
クリックし、「Microsoft Edgeをこの言語で表示」を選択します。

4. 「再起動」をクリックします。

Firefoxの構成
Firefoxを構成する際には、ポップアップを有効にして、プライバシ設定を変更します。
FirefoxはデフォルトでWebサイトからの Cookieを受け入れるように構成されます。ブラウ
ザがサイトからの Cookieを受け入れないように構成されている場合は、cloud.oracle.comお
よび oraclecloud.comに対するセッションごとの、または永続的な例外を許可する必要があり
ます。また、FirefoxでこれらのWebサイトからのポップアップ・ウィンドウが開くように設
定する必要があります。
Firefoxで Cookieを受け入れてポップアップを有効化するように構成するには:

1. Firefoxを起動します
2. 「ツール」、「オプション」、「プライバシー」の順に選択します。
3. 「Firefoxに」フィールドの設定を確認します。
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• 値が「履歴を記憶させる」または「履歴を一切記憶させない」に設定されている場合、
ブラウザではデフォルト設定を使用してサービスが正しく表示されます。

• 値が「記憶させる履歴を詳細設定する」に設定されている場合:

– 「サイトから送られてきた Cookieを保存する」チェック・ボックスが選択されて
いることを確認します(選択済)。

– 「例外サイト」をクリックして、次のWebサイトによる Cookieの設定を阻止する
例外を削除します。
* cloud.oracle.com
* oraclecloud.com

「サイトから送られてきた Cookieを保存する」チェック・ボックスが選択されていな
い場合は、次のステップを完了します。

a. 「例外サイト」をクリックします。
b. 「サイトのアドレス」で、cloud.oracle.comを入力してから、プライバシ・ポリシ
ーに応じて「許可」または「現在のセッションのみ」をクリックします。

c. ステップ 3.bを繰り返して、oraclecloud.comを追加します。
d. 「変更を保存」をクリックします。

4. cloud.oracle.com および oraclecloud.comからのポップアップ・ウィンドウを有効
化し、オプションで、ページごとに独自のフォントを選択できるようにします。
a. 「コンテンツ」をクリックします。
b. 「ポップアップウィンドウをブロックする」が選択されている場合(選択済)、「許可サイ
ト」をクリックします。

c. 「サイトのアドレス」で、oraclecloud.comを入力してから、「許可」をクリックし
ます。

d. 「サイトのアドレス」で、cloud.oracle.comを入力してから、「許可」をクリックし
ます。

e. 「変更を保存」をクリックします。
f. Narrative Reportingの場合のみ: ページごとに独自のフォントを選択できるようにし
ます。
i. 「フォントと配色」の「詳細設定」をクリックします。
ii. 「Webページが指定したフォントを優先する」を選択します。
iii.「OK」をクリックします。

翻訳版のサービス用の Firefoxの構成
Firefoxのデフォルト言語以外の言語で Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境にアクセスす
るには、ブラウザの言語設定を更新します。
サービスで使用可能な言語のリストは、翻訳の理解を参照してください。
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ノート:

Narrative Reportingは、優先ロケールを設定することでブラウザのロケールをオーバ
ーライドできます。詳細は、Narrative Reportingの管理のユーザー・プリファレンス
の管理を参照してください。

言語設定を変更するには:

1. Firefoxで「ツール」、「オプション」の順に選択します。
2. 「コンテンツ」をクリックし、「コンテンツ」ページを開きます。
3. 「言語」の隣の「選択」をクリックします。
4. オプション: 使用したい言語が「言語」にリストされていない場合、次のステップを使用し
て追加します。
a. 「言語」で「追加する言語を選択...」をクリックします。
b. 希望の言語を選択し、「追加」をクリックします。

5. 希望の言語をクリックし、「上へ」をクリックしてリストの一番上に移動します。
6. 「OK」をクリックします。

推奨される画面解像度
表示装置の画面解像度を 1920 x 1080に設定することをお薦めします。また、ウィンドウの最
大スケール設定を 125%に設定する必要があります。

Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境へのアクセス

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境には、ユーザー資格証明またはシングル・サインオン(SSO)
資格証明を使用してアクセスできます。
認証する手順は、次を参照してください:

• ユーザー資格証明を使用した認証
• シングル・サインオン資格証明を使用した認証
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境と Oracle Fusionおよび
NetSuiteのデプロイメントの間の SSOアクセスも使用できます。また、サービスと Identity
Cloud Serviceを統合することで、SSOを提供できます。組織で利用しているアイデンティテ
ィ・プロバイダを使用できるように SSOプロセスを構成する方法の詳細は、『Oracle Cloud
Identity Managementの管理』のシングル・サインオンの管理を参照してください。また、IT
管理者は、統合Windows認証(IWA)によって資格証明を入力せずにサービスにアクセスできる
ようにブラウザを構成できます。
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ノート:

EPM自動化などのクライアントは、SSO資格証明では機能しません。そのようなク
ライアントにアクセスするユーザー・アカウントは、環境で管理する必要がありま
す。

トラブルシューティング
環境に関連する一般的な問題については、オペレーション・ガイドを参照してください:

• ログインの問題の解決
• ダウンした環境への対処
• FastConnectの問題の対処
• IP許可リストの機能的な問題の解決
• パッチ適用の問題の管理
• その他の機能的な問題の管理
• その他のパフォーマンスの問題の解決

ユーザー資格証明を使用した認証
最初にログインしたら、ユーザー名および一時パスワードについて、Oracle Fusion Cloud EPM
管理者(oraclecloudadmin_ww@oracle.com)からの電子メールを確認してください。サー
ビスにアクセスするための URLについては、サービス管理者からの電子メールを確認してくだ
さい。
次の情報が必要です:

• 環境にアクセスするための URL

• ユーザー名
• パスワード
環境にアクセスするには:

1. 指定された URLに移動します。
2. ユーザー名とパスワードを入力します。
3. 「サインイン」をクリックします。

• デフォルトのパスワードをすでにリセットしている場合、ホーム・ページが表示され
ます。

• サービスに初めてアクセスする場合は、パスワードを設定するパスワード管理画面が
表示されます。

4. パスワードを設定するには:

a. 「旧パスワード」で、Cloud EPM管理者(oraclecloudadmin_ww@oracle.com)から
電子メールで受け取った一時パスワードを入力します。

b. 「新パスワード」および「パスワードの再入力」で、画面上に表示されたパスワード・
ポリシーに準拠する新パスワードを入力します。
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c. 「アカウントのチャレンジ質問の登録」で、チャレンジ質問とその回答を選択します。
これは、パスワードを忘れた場合にパスワードを取得するために使用されます。

d. 「送信」をクリックします。

シングル・サインオン資格証明を使用した認証
サインイン・プロセスは、組織の SSO構成によって制御されます。IWAを使用する設定の場
合、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境または Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Management環境にアクセスするときに、ユーザー名とパスワードの入
力が求められない場合があります。
SSO資格証明を使用して環境にアクセスするには:

1. 環境の指定された URLに移動します。
2. 「会社のサインイン」をクリックします。

ノート:

SSO対応環境では、「会社のサインイン」が、ほとんどのユーザーが使用できる
唯一のオプションです。サービス管理者および Account Reconciliationパワー・
ユーザーは、そのアカウントが EPM自動化などのクライアント・コンポーネン
トを実行するように構成されており、従来のクラウド・アカウントを使用してサ
インインするための追加オプションが表示されます。

IWAを使用する設定の場合、サービスのランディング・ページが表示されます。それ以外
の場合、ログイン画面が表示されます。

3. サインイン画面が表示されたら、組織のネットワーク・リソースにアクセスするために使
用するユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックします。

パスワードの変更
初回ログイン時に、パスワードをパーソナライズし、パスワード回復用のチャレンジ質問の回
答を設定するよう求められます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境は、企業標準にあわせてパスワ
ード・ポリシーを設定するよう構成できます。Oracle Identity Cloud Serviceの管理で、次を参
照してください:

• Oracle Identity Cloud Serviceのパスワード・ポリシーの管理
• パスワードの変更
アイデンティティ・プロバイダを使用するシングル・サインオン向けに構成された環境では、
「会社のサインイン」オプションを使用して環境にサインインするためのパスワード・ポリシー
が、アイデンティティ・プロバイダによって管理されます。
パスワードを変更するには:

1. ブラウザで、パスワードを変更する環境の URLを入力します。パスワードの変更は、テス
ト環境および実稼働環境でのパスワードに影響します。

2. 「アカウントにアクセスできない場合」をクリックし、「パスワード忘れ」画面を開きます。
3. 「ユーザー名」で、john.doe@example.comなどのユーザー IDを入力します。
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4. 「アイデンティティ・ドメイン」に、環境のアイデンティティ・ドメインを入力します。
5. 「次」をクリックします。
6. チャレンジの質問に答えて、「次」をクリックします。
7. 「新パスワードの入力」と「新パスワードの再入力」に、新しいパスワードを入力します。
8. 「保存」をクリックします。

ユーザー・エクスペリエンスの探索
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境では、独自の機能を備えた最新のインタフェースを提供する
レッドウッド・エクスペリエンスが利用されています。
ホーム・ページ
環境にサインインすると、ホーム・ページが表示されます。
• ナビゲータ - 左上隅に「ナビゲータ」アイコンが表示されます。これをクリックすると、
ホーム・ページのカードで使用可能な機能と一致するショートカットのリストが開きます。

• 「ようこそ」パネル - これは画面の中央左にあり、メッセージやタスクなどの重要な情報に
すばやくアクセスできます。ここでの詳細は、使用しているサービスによって異なる場合
があります。

• ホーム - 右上隅にあるこのアイコンを使用すると、環境内のどこからでもホーム・ページ
に戻ることができます。

• アクセシビリティ  - 「ホーム」アイコンのすぐ横にある「アクセシビリティ」アイコンは、
スクリーン・リーダーや高コントラスト・モードなどの設定を調整するのに役立ちます。

• 設定およびアクション - 右上隅のユーザー名をクリックすると、ヘルプ、フィードバック
の提供、Oracleサポート、サインアウトなどの設定にアクセスできます。さらに、Oracle
Cloud Customer Connectに参加することもできます。これは、メンバーが共通の目標およ
び目的についてコラボレーションするコミュニティです。Oracle Cloud Customer
Connectへの参加を参照してください。
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簡略化されたカードおよびクラスタの識別
ホーム・ページには、環境内で実行できる様々なアクティビティをグループ化したカードがあ
ります。これらのカードは、主なタスク、チュートリアルおよび関連情報へのアクセスを提供
します。カードをクリックすると、使用可能なショートカット(環境内の自分の役割によって異
なる)が表示されたページが開きます。各カードはハイライトされ、その下には関連する機能の
クラスタが展開されるため、簡単に識別できます。このレイアウトにより、既存のナビゲーシ
ョン・フローを維持しながら、カードを見つけるプロセスが簡略化されます。
 

 

コンパクト・ヘッダー
カードを開いてサービス機能を表示する場合、画面上部のコンパクト・ヘッダーはスペースを
節約するのに役立ちます。これらのヘッダーにより、情報を表示するために画面を展開または
縮小する必要がなくなります。コンパクト・ヘッダーの色は選択したテーマと一致し、垂直方
向のスペースが約 90ピクセル節約され、下部に URLを表示するためのスペースが増えます。
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タブの配置
タブは左ペインに配置され、対応するサブタブはページの下部に配置されているため、明瞭性
とナビゲーションが向上しています。垂直タブにカーソルを置くと、ツールチップではなくタ
ブ名が直接表示されます。また、URLの表示に対応できるように、下部のタブに多くのスペー
スが割り当てられています。
 

 

ビジネス・プロセスの作成の概要
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementランディング・ページは、Cloud
EPMビジネス・プロセスを作成し、概要ビデオを視聴するための出発点となります。
始める前に:

1. サブスクリプションで Cloud EPMの本番環境とテスト環境を作成します。環境の作成を
参照してください。
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2. サービス管理者として環境にサインインします。Cloud EPM環境および Oracle
Enterprise Data Management Cloud環境へのアクセスを参照してください。

新規のお客様には、購入したサブスクリプションのタイプに基づいて、次のいずれかのランデ
ィング・ページが表示されます:

• EPM Standardのランディング・ページ
• EPM Enterpriseのランディング・ページ
ビジネス・プロセスを選択すると、設定プロセスが開始されます。

EPM Standardのランディング・ページからのビジネス・プロセ
スの作成

EPM Standardの各サブスクリプションに対して 1つのビジネス・プロセスを作成できます。
ランディング・ページは、ビジネス・プロセスを作成するための出発点です。Standardサブス
クリプションで使用可能なビジネス・プロセスの概要は、使用可能な Cloud EPMサブスクリプ
ションを参照してください。
 

 
ビジネス・プロセスの下にある選択をクリックし、使用可能なオプションを確認します。
 

 

• 「開始」をクリックして、特定のビジネス・アプリケーションの新しいビジネス・プロセス
を作成します
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• 「移行」をクリックし、以前に環境にアップロードしたスナップショットからビジネス・プ
ロセスをインポートします。前提条件およびスナップショットの互換性については、どの
ビジネス・プロセスを Cloud EPMに移行できますか。を参照してください。

次のビジネス・プロセスを EPM Standardのランディング・ページから作成できます。詳細は、
次の情報ソースを参照してください:

• Account Reconciliation: Oracle Account Reconciliationの管理の環境の事前構成を参照し
てください

• Financial Consolidation and Close: Financial Consolidation and Closeの管理の EPM
Standard Cloud Serviceアプリケーションの作成を参照してください

• Narrative Reporting: Narrative Reportingの管理の EPM Standard Cloud Serviceのラン
ディング・ページを参照してください

• Planning: Planningの管理の EPM Standard Cloud Serviceアプリケーションの作成を参
照してください

アプリケーションの作成後は、ログイン時にアプリケーションのホーム・ページが表示され、
ランディング・ページは表示されなくなります。
ランディング・ページに戻って別のビジネス・プロセスに切り替えるには、まず、環境を最初
の状態にリセットする必要があります。これを行うには、右上のユーザー名をクリックし、「サ
ービスの再作成」を選択します。
詳細は、次を参照してください 異なる Cloud EPMビジネス・プロセスへの切替え

EPM Enterpriseのランディング・ページからのビジネス・プロセ
スの作成

EPM Enterpriseのそれぞれに対して 1つのビジネス・プロセスを作成できます。
ランディング・ページは、ビジネス・プロセス(アプリケーション)を作成するための出発点で
す。Enterpriseサブスクリプションで使用可能なビジネス・プロセスの概要は、使用可能な
Cloud EPMサブスクリプションを参照してください。
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ビジネス・プロセスの説明の下にある「選択」をクリックし、使用可能なオプションを確認し
ます:

 

 

• 「作成」をクリックすると、サンプル・アプリケーションが自動的に作成されます
サンプル・アプリケーションにはアーティファクトとデータが含まれており、ビジネス・
プロセスを簡単に体験できます。すべてのビジネス・プロセスでサンプル・アプリケーシ
ョンがサポートされるわけではありません。詳細は、ビジネス・プロセスの管理ガイドを
参照してください:

• 「開始」をクリックして、新しいビジネス・プロセスを作成します
• 「移行」をクリックし、以前に環境にアップロードしたスナップショットからビジネス・プ
ロセスをインポートします。前提条件およびスナップショットの互換性については、どの
ビジネス・プロセスを Cloud EPMに移行できますか。を参照してください。

ノート:

ビジネス・プロセスの中には、サンプル・アプリケーションを作成できないものもあ
ります。

次のビジネス・プロセスを EPM Enterpriseのランディング・ページから作成できます。詳細
は、次の情報ソースを参照してください:

• Account Reconciliation: Oracle Account Reconciliationの管理の環境の事前構成を参照し
てください

• Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management: Enterprise Data Management
Cloudの管理および操作の環境の事前構成を参照してください

• Enterprise Profitability and Cost Management: Enterprise Profitability and Cost
Managementの管理および操作の環境の事前構成を参照してください

• Financial Consolidation and Close: Financial Consolidation and Closeの管理の EPM
Enterprise Cloud Serviceアプリケーションの作成を参照してください

• フリーフォーム : フリーフォームの管理のフリーフォーム・アプリの作成を参照してくださ
い

• Narrative Reporting: Narrative Reportingの管理の EPM Enterprise Cloud Serviceのラン
ディング・ページを参照してください

• Planning: Planningの管理の EPM Enterprise Cloud Serviceアプリケーションの作成を参
照してください

• Profitability and Cost Management: Profitability and Cost Managementの管理の
Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成を参照してください
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• Tax Reporting: Tax Reportingの管理の EPM Enterprise Cloud Serviceアプリケーション
の作成を参照してください

アプリケーションの作成後は、ログイン時にアプリケーションのホーム・ページが表示され、
ランディング・ページは表示されなくなります。
ランディング・ページに戻って別のビジネス・プロセスに切り替えるには、まず、環境を最初
の状態にリセットする必要があります。これを行うには、右上のユーザー名をクリックし、「サ
ービスの再作成」を選択します。
詳細は、次を参照してください 異なる Cloud EPMビジネス・プロセスへの切替え

異なる Cloud EPMビジネス・プロセスへの切替え
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境を再作成して、別のビジネス・
プロセスに切り替えることができます。環境を再作成すると、すべてのユーザー定義(カスタ
ム)アーティファクトおよびデータを含めた現在のビジネス・プロセスが環境から削除され、元
の状態に戻ります。このプロセスを使用して、現在のビジネス・プロセスのすべてのトレース
を削除し、新しいトレースを作成することもできます。プロセスが開始されると、環境は約 20
分間使用できません。

ノート:

現在の環境のデータおよびアーティファクトを保持する場合は、完全バックアップを
実行します。

再作成によって次のものはいずれも変更されません:

• 環境の最後のメンテナンス時に作成されたスナップショット。Cloud EPMでは、メンテナ
ンス・スナップショットが常に保持されます

• 環境を使用するアイデンティティ・ドメインで作成したユーザー
• 事前定義済役割の割当てへのユーザー

ノート:

EPM自動化または REST APIを使用して環境を再作成することもできます。次を参
照してください:

• EPM自動化の操作のサービスの再作成。
• REST APIガイドのサービスでの再作成の実行。

サービス(ビジネス・プロセス)の再作成
1. ホーム・ページで画面の右上隅のユーザー名をクリックし、「設定およびアクション」にア
クセスします。
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2. 「サービスの再作成」を選択します。
3. 「OK」をクリックし、再作成プロセスを開始し、Cloud EPM環境の再作成の結果を認識し
たことを確認します。

Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから
Oracle Enterprise Data Management Cloudへの移行

Enterprise Data Managementビジネス・プロセスからスタンドアロンの Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementに移行するときには、次の重要な要素を考慮してください:

電子メール通知
プロビジョニング時に受信する電子メール通知では、新しい環境が実際にはスタンドアロンの
Oracle Enterprise Data Management Cloudである場合に、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境としてラベル付けされます。Cloud EPMへの移行は不要で、環
境が実際はスタンドアロンの Oracle Enterprise Data Management Cloudであり、構成および
使用方法は正しいことを明確にすることが重要です。
同じドメインでの Oracle Enterprise Data Management Cloudの設定
クラウド・アカウントとアイデンティティ・ドメインの両方が同じ初期ストライプに属してい
るかぎり、既存の Enterprise Data Managementビジネス・プロセスと同じドメインでスタン
ドアロンの Oracle Enterprise Data Management Cloudを設定できます。
同じ URLでの Oracle Enterprise Data Management Cloudの設定
既存の環境を新しい場所に移動しないかぎり、同じ URLで Oracle Enterprise Data
Management Cloudを設定することはできません。このプロセスには次のことが含まれます:

• 環境のリセット。
• 元の Enterprise Data Managementビジネス・プロセス名を使用した新しい Oracle

Enterprise Data Management Cloudサブスクリプションの作成。
• クローニング操作の実行。
たとえば、既存のクラウド・アカウントに edm1/edm1-testという Enterprise Data Management
ビジネス・プロセス名がある場合、次のステップに従います:

1. アプリケーションとデータを一時的な格納場所(epme3/epm3-testなど)に移動します。
2. edm1/edm1-testから epme3/epm3-testに環境をクローニングします。
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3. 元の環境 edm1/edm1-testを削除します。
4. 削除が処理されたら、Oracle Cloudアカウント内に新しい Oracle Enterprise Data

Management Cloud環境を作成し、サービス名 edm1を割り当てます。
5. 新しい Oracle Enterprise Data Management Cloud環境が作成されたら、epme3/epm3-test
から edm1/edm1-testに環境をクローニングして戻します。

こうした二重のクローニング・プロセスは、同じ URLおよびビジネス・プロセス名を維持する
場合にのみ必要です。
Oracle Enterprise Data Management Cloudでの同じアイデンティティ・ドメインおよび
SSOの使用
Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから Oracle Enterprise Data Management
Cloudに移行するときに、同じアイデンティティ・ドメインおよびシングル・サインオン(SSO)
設定を使用できます。ただし、必要なアクセス権がユーザーに付与されるように、Oracle
Identity Cloud内で適切なアクセス権および権限を割り当てることが必要になります。

Oracle Cloud Customer Connectへの参加
カスタマ・コネクトは、メンバーが共通の目標や目的に関するやり取りやコラボレーションの
ために集まるコミュニティです。ここで、最新のリリース情報、ディスカッション・フォーラ
ム、近日中に行われるイベント、ユースケースの質問に対する回答を参照できます。参加には
ほんの数分しかかかりません。今すぐ参加して、通知に登録してください。
カスタマ・コネクトに参加するには:

1. https://community.oracle.com/customerconnect/にアクセスし、右上にある「登録」を選択
します。

2. 参加してログインしたら、クラウド・カスタマ・コネクトのホーム・ページからフォーラ
ム(カテゴリ)にアクセスします。「カテゴリ」、Enterprise Resource Planningの順に選択
し、「Enterprise Performance Management」で選択を行います。

常に情報を把握できるようにするには、EPMのお知らせおよびフォローしている各カテゴリの
通知プリファレンスを設定していることを確認します。
1. お知らせの通知プリファレンスを設定するには、「カテゴリ」、「お知らせ」、「Enterprise

Performance Management」の順に移動します。
2. 通知プリファレンスを選択し、プリファレンスを設定します。
3. 各カテゴリの通知プリファレンスを設定するには、カテゴリ・ページにナビゲートし、通
知プリファレンス・ドロップ・ダウンを選択します。各カテゴリ・ページに個別に移動し
て、通知プリファレンス・ドロップ・ダウンを選択し、プリファレンスを設定する必要が
あります。

Note:

「設定およびアクション」メニューには、クラウド・カスタマ・コネクトへのリンク
が含まれます。ホーム・ページからクラウド・カスタマ・コネクトを開くには、ユー
ザー名の隣にある下矢印をクリックし、「クラウド・カスタマ・コネクト」を選択し
ます。
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アクセシビリティ・モードの有効化
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、ユーザーはすべてのビジネ
ス・プロセスに対してアクセシビリティ・モードを有効にできます(デフォルトで高いアクセシ
ビリティを備え、アクセシビリティ・モードを有効にする必要がない Enterprise Data
Managementを除く)。
詳細は、アクセシビリティ・ガイドのアクセシビリティの有効化を参照してください。
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6
クライアントおよびツールの操作

クライアント・コンポーネントには、Oracle Smart View for Office、EPM自動化および Financial
Reportingが含まれます。クライアント・コンポーネントを使用できるかどうかはサービスに
よって異なります。
この項の内容:

• 使用可能なクライアントおよびユーティリティ
• Smart Viewの前提条件
• Smart Viewおよび Calculation Managerを使用する Cloud EPMビジネス・プロセス
• クライアントのダウンロードおよびインストール
• Smart Viewを使用したビジネス・プロセスへのアクセス
• Financial Reporting Web Studioを使用したビジネス・プロセスへの接続

使用可能なクライアントおよびユーティリティ
クライアントおよびユーティリティを使用できるかどうかは、現在の Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management環境または Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境によって異なります。たとえば、Oracle Smart View for Officeおよび
Financial Reportingは、すべてのクライアントおよびユーティリティに適用されるわけではあ
りません。
次のコンポーネント、ユーティリティおよびテンプレートをダウンロードできます :

• Planning,、Planningモジュールおよびフリーフォームのクライアント
• Account Reconciliationのクライアント
• Enterprise Profitability and Cost Managementのクライアント
• Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのクライアント
• Profitability and Cost Managementのクライアント
• Narrative Reportingのクライアント
• Enterprise Data Managementおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudのクライ
アント

• Sales Planningのクライアント
• Strategic Workforce Planningのクライアント
使用可能なすべてのクライアントおよびユーティリティ
これは、使用可能なすべてのクライアントおよびユーティリティのリストです :

• EPM自動化
EPM自動化によってサービス管理者は、コマンド・ウィンドウを介して環境にアクセス
し、アプリケーションのエクスポートや、エクスポートされたアプリケーションのデスク
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トップへのダウンロードなどのビジネス・アクティビティを自動化できます。詳細は、
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)のデプロイと管理の EPM自動化について
を参照してください。

• Smart View
Smart Viewは、環境専用に設計された Microsoft Office共通インタフェースを提供します。
Enterprise Profitability and Cost Managementは、Smart Viewバージョン 22.100以降での
みサポートされています。Smart View (Mac and Browser)のサポートは、将来の更新で導
入されます。

ノート:

ブラウザベース・バージョンの Excel 365および Excel 365 for Macで、Smart
View (Mac and Browser)を使用できます。次の情報ソースを参照してください。
– サービス管理者は、すべてのユーザーに Smart View (Mac and Browser)をデ
プロイします。前提条件およびデプロイメント手順は、Oracle Smart View
for Office (Mac and Browser)の使用 Oracle Smart View for Office (Mac and
Browser)のデプロイと管理を参照してください。

– ユーザーは、Smart View (Mac and Browser)を使用して環境に接続し、タス
クを完了します。Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)の使用を
参照してください。

次のサービス固有の拡張機能を使用できます。
– プランニング拡張機能
プランニング拡張機能には、Excelインタフェース内からディメンション管理などのア
プリケーション管理アクティビティを実行できるようにするプランニング管理拡張機
能、および Excelインタフェース内からディメンション管理などのアプリケーション管
理アクティビティを容易にする Planningアプリケーション・テンプレートが含まれま
す。

– 管理者用 Smart Viewアドオン
Excelインタフェース内からディメンション管理などのアプリケーション管理アクテ
ィビティを実行できます。プランニング管理拡張機能とも呼ばれています。

– トランザクションのための Smart View拡張機能
ユーザーが Excelインタフェースから照合コンプライアンス・トランザクションを管理
できるようにします。

– 補足データ管理のための Smart View拡張機能
ユーザーが Excelインタフェースから補足データ管理を実行できるようにします。

– タスク・マネージャの Smart View拡張機能
ユーザーが Excelインタフェースからタスクを更新できるようにします。

– エンタープライズ仕訳用 Smart View拡張機能(Financial Consolidation and Closeの
み)
ユーザーがデータ収集プロセスを管理し、仕訳を操作できるようにします。

– Narrative Reportingの Smart View拡張機能
Microsoft Officeスイート内からの割当済タスクの実行およびモデル・データの分析を
ユーザーができるようにします。

• 戦略モデリング
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戦略モデリングは Smart Viewの拡張機能で、ユーザーが Planningモジュールの 1つであ
る戦略モデリングと対話できるようにします。

• プレディクティブ・プランニング
予測プランニングは Smart Viewの拡張機能であり、有効なフォームを使用して、履歴デー
タに基づいてパフォーマンスをプレディクトできます。

• サンプル・コンテンツ
サンプルのレポート・パッケージ、管理レポート、ディメンション・ファイル、データ・
ロード・ファイルおよび Planningモジュールのサンプル・アプリケーションを提供しま
す。

Planning、Planningモジュールおよびフリーフォームのクライアント
• EPM自動化
• Smart View

• Smart View拡張機能:

– プランニング拡張機能
– タスク・マネージャ

• プレディクティブ・プランニング
• 戦略モデリング(Planningモジュールの場合のみ)

• Financial Reporting Web Studio

Account Reconciliationのクライアント
• EPM自動化
• Smart View

• トランザクションのための Smart View拡張機能
Enterprise Profitability and Cost Managementのクライアント
• EPM自動化
• Smart View

Enterprise Profitability and Cost Managementは、Smart Viewバージョン 22.100以降での
みサポートされています

• Smart View拡張機能:

– プランニング拡張機能
– タスク・マネージャ

Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのクライアント
• EPM自動化
• Smart View

• Smart View拡張機能:

– 管理者用 Smart Viewアドオン
– タスク・マネージャ
– 補足データ
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– エンタープライズ仕訳(Financial Consolidation and Closeのみ)

Profitability and Cost Managementのクライアント
• EPM自動化
• Smart View

• Financial Reporting Web Studio

Narrative Reportingのクライアント
• EPM自動化
• Smart View

• Narrative Reportingの Smart View拡張機能
• サンプル・コンテンツ
Enterprise Data Managementおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudのクライ
アント
EPM自動化
Sales Planningのクライアント
• EPM自動化
• プレディクティブ・プランニング
• Smart View

• プランニング管理拡張機能
• 戦略モデリング
Strategic Workforce Planningのクライアント
• EPM自動化
• Smart View

• プランニング管理拡張機能
• プレディクティブ・プランニング

Smart Viewの前提条件
ビジネス・プロセスでは、Oracle Smart View for Officeの要件に加え、Microsoft Officeの要件
も満たす必要があります。
• 最新の Smart Viewリリースは、Oracle Technology Networkの「ダウンロード」タブから
使用できます。最新機能を利用するには、現在のバージョンの Smart Viewをインストール
する必要があります。
現在の Smart Viewリリースおよび 1つ前のリリースは、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementの更新でサポートされています。たとえば、Smart Viewバージ
ョン 24.100および 23.200は、Cloud EPM 24.06の更新でサポートされています。

• .NET Framework 4.8以上
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Smart Viewプラットフォームおよび Microsoft Officeの要件については、Smart Viewサポー
ト・マトリックスおよび互換性の FAQ (My Oracle Supportドキュメント ID 1923582.1)を参照
してください。

ノート:

一部のサービスでは拡張機能とテンプレートを提供しており、それらは Smart View
のインストール後にダウンロードおよびインストールします。サービスに適用可能
な拡張機能とテンプレートは、サービスの「ダウンロード」ページから使用できま
す。

Smart Viewおよび Calculation Managerを使用する Cloud
EPMビジネス・プロセス

Smart View

Account Reconciliationを除くすべての Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセスでは、クライアント・コンポーネントとして Oracle Smart
View for Officeを使用します。
Calculation Manager

次のものを除くすべての Cloud EPMビジネス・プロセスが Calculation Managerを使用しま
す:

• Account Reconciliation

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Narrative Reporting

• Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

クライアントのダウンロードおよびインストール
コンポーネントおよびユーティリティはダウンロード・ページからダウンロードできます
(Oracle Technology Networkで入手できる Oracle Smart View for Officeを含む)。
EPM自動化のインストールの詳細は、EPM自動化の操作の EPM自動化のインストールを参照
してください。
クライアントをインストールするには:

1. 環境にサインインします。Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境へのアクセスを参照してください。

2. ホーム・ページで画面の右上隅のユーザー名をクリックし、「設定およびアクション」にア
クセスします。

3. 「ダウンロード」をクリックします。
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「ダウンロード」ページが表示されます。このページには、現在アクセスしているサービス
に適用可能なコンポーネントのみがリストされます。

4. インストールするコンポーネントをダウンロードします。
Smart Viewのみの場合:

a. 「Oracle Technology Networkからダウンロード」をクリックします。
Oracle Technology Networkのダウンロード・ページが表示されます。

b. 「最新バージョンをダウンロード」をクリックします。
c. 「ライセンス契約に同意する」を選択し、「今すぐダウンロード」をクリックします。
d. サインインするよう求められたら、Oracle Technology Network資格証明を入力し、「サ
インイン」をクリックします。

e. 画面上の指示に従い、ローカル・フォルダに Smart Viewアーカイブを保存します。
f. Smart Viewアーカイブを解凍して SmartView.exeを抽出します。
g. すべての Microsoft Officeアプリケーションを閉じます。
Smart View以外のコンポーネントの場合:

a. 「ダウンロード」ページで、インストールするコンポーネントの「ダウンロード」ボタ
ンをクリックします。

b. 画面上の指示に従い、ローカル・フォルダにインストーラを保存します。
5. 管理者としてインストーラ(たとえば SmartView.exe)を実行します。

ノート:

Smart Viewまたは Smart View拡張機能をインストールする前に、すべての
Microsoft Officeアプリケーションを閉じてください。
一部の Smart View拡張機能は、SVEXT拡張機能を使用します。ダウンロードし
たファイルをダブルクリックし、画面の指示に従ってインストールします。

Smart Viewを使用したビジネス・プロセスへのアクセ
ス

共有接続またはプライベート接続を使用して、Oracle Smart View for Officeにアクセスできま
す。
この項の内容:

• 接続タイプ
• Smart View接続の URL構文
• Smart Viewでの接続の構成
• Smart View接続の開始

第 6章
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接続タイプ
Oracle Smart View for Officeでは、次の接続タイプがサポートされます。使用する接続タイプ
とは関係なく、同じデータが表示されます。
• 共有接続: Smart Viewを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境
に接続するには、ブラウザで環境へのアクセスに通常使用するパブリック URLを使用しま
す。共有接続の構成を参照してください。

• プライベート接続: Cloud EPM環境の特定の URLを使用して、Smart Viewをその環境に
接続します。プライベート接続の構成を参照してください。

これらの接続タイプの詳細は、『Smart View for Officeユーザーズ・ガイド 24.200』の共有接続
とプライベート接続を参照してください。

Smart View接続の URL構文
Oracle Smart View for Officeは、共有接続とプライベート接続で異なる URL構文を使用しま
す。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management URLパターンのサンプル URLを
参照してください。
共有接続
Cloud EPM URLで、epmcloudを/workspace/SmartViewProvidersに置き換えて、共有接続
URLを導出します。たとえば、共有接続 URLは https://acme-epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/workspace/SmartViewProvidersなどになります。
プライベート接続
Cloud EPM URLパターン(サンプル URLを参照)のバリエーションを使用して、プライベート
接続 URLを導出します。
• Narrative Reporting: epmcloudを/epm/SmartViewに置き換えます。たとえば、プライベー
ト接続 URLは https://acme-epmidm.epm.us-phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/epm/
SmartViewなどになります。

• Profitability and Cost Management: epmcloudを/aps/SmartViewに置き換えます。たと
えば、プライベート接続 URLは https://acme-epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/aps/SmartViewなどになります。

• Planning、Financial Consolidation and Close、Enterprise Profitability and Cost
Managementおよび Tax Reporting: epmcloudを/HyperionPlanning/SmartViewに置き
換えます。たとえば、プライベート接続 URLは https://acme-epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/HyperionPlanning/SmartViewなどになります。

Smart Viewでの接続の構成
Oracle Smart View for Officeをインストールしたら、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境への接続を設定する必要があります。
• 共有接続の構成
• プライベート接続の構成

第 6章
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トラブルシューティング
オペレーション・ガイドの Smart Viewの問題の修正を参照してください。

共有接続の構成
共有接続を構成するには:

1. Microsoft Excelを起動します。
2. 「Smart View」、「オプション」、「詳細」の順にクリックします。
3. 「共有接続 URL」で、接続 URLを入力します。接続構文は、Smart View接続の URL構文
を参照してください。

4. 「OK」をクリックします。

プライベート接続の構成
プライベート接続を作成するための代替方法は、『Smart View for Officeユーザーズ・ガイド
24』のクイック接続方法の使用を参照してください。
プライベート接続ウィザードを使用してプライベート接続を構成するには:

1. Microsoft Excelを起動します。
2. 「Smart View」をクリックし、次に「パネル」をクリックします。
3. Smart Viewパネルで、  (切替え)の横にある矢印をクリックし、「プライベート接続」を
選択します。

4. パネルの一番下にある「新規接続の作成」をクリックします。
5. 「Smart View」から、「Smart View HTTPプロバイダ」を選択します。
6. 「URL」で、接続 URLを入力します。接続構文は、Smart View接続の URL構文を参照し
てください。

7. 次をクリックします。
8. 「ログイン」で、サービスにアクセスするためのユーザー名とパスワードを入力し、「サイ
ンイン」をクリックします。

9. 「接続の追加 - アプリケーション/キューブ」で、操作するアプリケーションとキューブに移
動し、それを選択して「次」をクリックします。

10.「接続の追加 - 名前/説明」で、接続の名前とオプションの説明を入力します。
11.「終了」をクリックします。

Smart View接続の開始
場合によっては、Oracle Smart View for Officeの接続を開始するためにサインインする必要が
あります。
ワークシートごとに 1つのサービスにのみ接続できます。
データ・ソースへの接続方法など、Smart Viewでのナビゲーションについては、このチュート
リアル・ビデオをご覧ください。

第 6章
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 チュートリアル・ビデオ
接続を開始するには:

1. Microsoft Excelを起動します。
2. 「Smart View」をクリックし、次に「パネル」をクリックします。
次のいずれかを選択します:

a. 「共有接続」を選択し、事前に構成した共有接続を選択します。共有接続の構成を参照
してください。

b. 「プライベート接続」を選択し、ドロップダウン・リストから、事前に構成したプライ
ベート接続を選択します。プライベート接続の構成を参照してください。

3. をクリックします(選択したサーバーまたは URLに移動)。
「ログイン」画面が表示されます。

4. 「ログイン」で、サービスにアクセスするためのユーザー名とパスワードを入力し、「サイ
ンイン」をクリックします。

トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの Smart Viewの
問題の修正を参照してください。

Financial Reporting Web Studioを使用したビジネス・プロ
セスへの接続

環境のリンクを選択して Financial Reporting Web Studioにアクセスします。
Financial Reporting Web Studioを起動するには:

1. ブラウザを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境にア
クセスします。Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境へ
のアクセスを参照してください。

2. (ナビゲータ)をクリックし、「Reporting Web Studio」を選択します。

第 6章
Financial Reporting Web Studioを使用したビジネス・プロセスへの接続
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7
ユーザーと役割の管理

この項の内容:

• ユーザーおよび役割の管理について
• 事前定義済役割の理解
• ドメインレベルの管理者の役割
• ユーザーの管理
• ユーザーへの役割の割当て
• IDCSグループを使用したユーザーへの事前定義済役割の割当て
• Oracle Identity Cloudでの SCIMを使用したユーザーおよびグループの同期
• アプリケーション・レベルの役割割当て用のグループの作成
• 電子メール通知
• パスワード・ポリシーの設定
• ユーザー・パスワードのリセット
• 監査およびユーザー・レポート
• 使用状況レポートへのアクセス

ユーザーおよび役割の管理について
環境は複数のセキュリティ・レイヤーによって保護されています。安全性の高い Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境を構築するために、インフラストラクチャ・セキュリティ・コンポーネント
が実装および管理されています。アクセスは、次のような様々なメカニズムを介して承認され
たユーザーに制限されます:

• シングル・サインオン(SSO)

• 環境への役割ベースのアクセス
SSOと役割ベースのセキュリティの両方が、各環境のセキュリティ・ドメインを確立する
Oracle Identity Managementによって制御されます。正常なサインイン後、サービスへのアク
セスがユーザーに割り当てられた役割によって決まります。
クラウド・アカウント名
クラウド・アカウント名は、サブスクリプションを管理する Oracleアカウントです。OCI
(Gen2)では、アイデンティティ・ドメイン管理者は、Oracle Cloudコンソールの IAMインタフ
ェースを使用して、ユーザーとセキュリティを設定および管理します。
アカウント管理者は、アイデンティティ・ドメイン管理者の役割を 1人以上のユーザーに付与
して、セキュリティ設定の職責を委任します。デフォルトでは、各顧客に 2つの環境(テスト用
および本番用)が割り当てられます。1つのクラウド・アカウントで複数のサービスをアクティ
ブ化できます。
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ユーザー
環境にアクセスする必要がある各ユーザーは、環境に関連付けられたアイデンティティ・ドメ
インのアカウントを持っている必要があります。ユーザーに割り当てられる事前定義済役割に
よって、ユーザーが環境内で実行できる操作が決まります。
Cloud EPMの事前定義済役割
役割によってユーザーは、環境内での実行を許可されているビジネス・アクティビティと、そ
のユーザーがアクセスできるデータにリンクされます。ユーザーは、ビジネス機能および関連
するデータへのアクセス権を付与する事前定義済の役割に割り当てられている必要がありま
す。事前定義済役割は、事前定義済役割の理解で説明されています。アイデンティティ・ドメ
イン管理者は事前定義済役割ではありません。
グループ
グループには 3つのタイプがあります:

• PREDEFINED: これらのグループは、それぞれの事前定義済ロールについて自動的に作成
されます。すべてのユーザーが事前定義済役割(パワー・ユーザーなど)に基づいて
PREDEFINEDグループに割り当てられます。アクセス制御で表示できます。

• EPM: これらは、アクセス制御で作成したグループです。Oracle Cloudコンソールでは作
成できません。

• IDCS: OCI (Gen2)では、複数のユーザーをグループに割り当て、そのグループに事前定義
済役割を割り当てることができます。これにより、事前定義済役割を個々のユーザーに割
り当てる必要がなくなり、役割の管理が簡素化されます。Oracle Identityグループをアイデ
ンティティ・プロバイダ(IdP)グループ(Microsoft Entra IDなど)と同期できるため、個々の
ユーザーを IdPグループに追加し、Oracle Cloudコンソールの IAMインタフェースでこれ
らのグループに事前定義済役割を割り当てることができます。これらのグループは、Okta
や Microsoft Entra IDなどのアイデンティティ・プロバイダと同期することもできます。こ
れらはアクセス制御には表示されますが、このインタフェースから直接作成することはで
きません。

ユーザー名として SYSTEMを使用
環境では、内部で実行された変更がある場合、または誰が変更を加えたか記録されていない場
合、ユーザー名として SYSTEMが表示されます。環境にこの名前の実際のユーザーはいませ
ん。たとえば、次の Account Reconciliationアーティファクトに対して、多くの「変更者」ユ
ーザーがいるか、「変更者」ユーザーが常に記録されない場合があります。そのような場合は、
SYSTEMが「変更者」ユーザーとして識別されます:

• スナップショット
• 経過期間プロファイル
• 通貨バケット
• グローバル設定
• パワー・ユーザーのセキュリティ
• レート・タイプ

第 7章
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関連チュートリアル
このチュートリアルは、ビジネス・プロセスのセキュリティのレイヤーについて説明し、アク
セス制御およびアクセス権限を使用したセキュリティの管理方法を示しています。各項は互い
の上に構築され、順番に完了する必要があります。Cloud EPMビジネス・プロセスでのセキュ
リティの設定を参照してください。

事前定義済役割の理解
ほとんどのサービスは、事前定義された機能役割の共通セットを使用して、環境へのアクセス
を制御します。環境に移行すると、従来の役割は対応する事前定義済役割にマップされます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境へのアクセス権は、ユーザーを事前定義済役割に割り当てる
ことで付与されます。たとえば、Planningテスト環境に属するレポートの表示をユーザー
John Doeに許可する場合は、その環境の参照者の役割に割り当てる必要があります。
すべての Cloud EPMビジネス・プロセス(Enterprise Data Managementを除く)は、4つの事前
定義された機能役割の共通セットを使用して環境に対するアクセスを制御します。
• サービス管理者
• パワー・ユーザー
• ユーザー
• 参照者
Oracle Enterprise Data Management Cloudおよび Enterprise Data Managementでは、具体的
にはサービス管理者およびユーザーの役割を使用します。
各事前定義済役割によって付与されるアクセス・レベルは、サービス・タイプによって異なり
ます。たとえば、Planningのパワー・ユーザーの役割では、ビジネス・ルール・セキュリティ
を管理したり、承認プロセスを制御できますが、Tax Reportingの同じ役割では、税金自動化を
実行したり、データをインポートできます。
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ノート:

サービス管理者以外のすべての事前定義済役割の動作は、ビジネス・プロセスのディ
メンション・レベルで定義された「セキュリティの適用」オプションの影響を受けま
す。「セキュリティの適用」オプションを無効にすると、ディメンションが保護され
ないままになり、事前定義された役割に割り当てられたすべてのユーザーが、ディメ
ンション・メンバーにアクセスしてデータを書き込むことができます。セキュリティ
を強化するには、ディメンション・レベルで「セキュリティの適用」オプションを選
択することをお薦めします。

事前定義された機能サービス役割は、階層型です。下位レベルの役割を介して付与されたアク
セス権は、上位レベルの役割によって継承されます。たとえば、サービス管理者は、そのユー
ザーのみが保有するアクセス権に加えて、パワー・ユーザー、ユーザーおよび参照者の役割を
介して付与されるアクセス権も継承します。

Account Reconciliation
サービス管理者
システムを構成し、ワールドワイドの照合プロセスを管理します。次のユーザーは、すべての
照合の表示機能を含む、Account Reconciliationのすべての機能に無制限にアクセスできます。
パワー・ユーザー
プロファイルの追加と保守、およびそのプロファイルからの照合の作成を行えますが、これは
プロファイルがユーザーのセキュリティ・フィルタの範囲内に入る場合のみです。サービス管
理者は、Account Reconciliation環境の「システム設定」構成タブでセキュリティ・フィルタを
定義します。
通常、この役割は、地域の照合管理を担当するユーザーに割り当てられます。
パワー・ユーザーは、Account Reconciliationでプロファイルおよび照合の許可されたセットを
管理できます。この機能は、プロファイルおよび照合のローカル構成に熟練した従業員の参加
を必要とする分散照合プロセスを持つ企業向けに設計されています。
プロファイルおよび照合の許可は、勘定科目セグメントのセキュリティ・フィルタを通じて行
われます。たとえば、パワー・ユーザー Aに、セグメント 1が 100でセグメント 2が 12で始
まるプロファイルまたは照合のみを対象として許可を付与できます。セキュリティ・フィルタ
を作成して、各パワー・ユーザーに割り当てます。
ユーザー
勘定科目照合の準備および確認、または照合の表示あるいはコメント作成を行います。照合へ
のアクセスは、照合に対するユーザーの割当てによって制御されます。たとえば、指定された
照合を準備するには、その照合に対する策定者役割がユーザーに割り当てられている必要があ
ります。
通常、この役割は、照合の策定者、レビュー担当者およびコメント作成者に付与されます。
参照者
照合を参照します。

第 7章
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Enterprise Profitability and Cost Management
サービス管理者
環境のすべての機能アクティビティを実行します。
この役割は、Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションとサービス・コン
ポーネントの作成と管理を担当する機能のエキスパートに付与する必要があります。
パワー・ユーザー
モデル開発および実行プロセスを推進します。この役割は、環境内の複数の機能領域に高レベ
ルなアクセス権を付与します。そのモデルを操作する主要なモデラーや統合者、さらに計算プ
ロセスを制御する必要のある地域担当のビジネス・ユーザーに付与される必要があります。
パワー・ユーザーは、ユーザーが実行可能なすべてのアクティビティを実行できます。さらに、
パワー・ユーザーは次のタスクを実行できます:

• アド・ホック・グリッドの作成、アド・ホック・グリッドへの書戻し、レポートと Financial
Reportingレポートの作成および維持、データ統合を使用したデータのロード

• POVデータの作成、クリアおよびコピー
• 統合の作成および実行
• モデルの作成
• 収益曲線の作成および編集
• メタデータの更新、および作成と削除を除いた、すべてのアプリケーション管理タスクの
実行

ユーザー
ユーザー入力がリクエストされた場所でデータを入力し、分析ツールやレポート実行して、ル
ールと計算を設計します。ユーザーは、参照者が実行可能なすべてのタスクを実行できます。
ユーザーは、次の追加操作を実行できます:

• アド・ホック機能を実行しますが、アド・ホック・グリッドに書き戻したり、データ統合
を使用してデータをロードすることはできません

• ドリル・スルーの実行
• ルールの作成、変更および削除
• ルールの一括編集の実行
• ルール・バランシングの実行
• 検証の実行
• 計算の実行、および計算履歴の表示と削除
• レポートとブックのプレビュー
参照者
データの表示および分析(ただし、書込み権限はありません)具体的には、参照者は次の操作を
実行します:

• 利益曲線の実行
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• 配賦のトレースの実行
• モデルの表示
• 次のコンポーネントの情報の表示:

– 有効な交差
– データ交換
– ジョブ
– タスク・マネージャ

Financial Consolidation and Close
サービス管理者
ユーザーへの役割の付与など、Financial Consolidation and Closeのすべての機能アクティビテ
ィを実行します。
• すべてのタスク、タスク・マネージャのテンプレートおよびスケジュールへのアクセス
• タスク・タイプ、統合タイプ、属性およびアラート・タイプの作成および管理
• タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのレポートの生成および管理
• 補足データ・セットの定義およびデプロイ、およびデータ収集期間の管理
• 補足データ・フォームの管理
この役割は、連結アプリケーションおよびサービス・コンポーネントを作成して管理する必要
のある Financial Consolidation and Closeのエキスパートに付与してください。
パワー・ユーザー
データを参照して対話します。この役割によって、Financial Consolidation and Closeの複数の
機能領域に対する高レベルなアクセス権が付与されるため、通常は、組織の連結エキスパート
および地域の上級財務アナリストにこの役割を付与してください。パワー・ユーザーは、次の
アクティビティを実行できます:

• フォーム、Oracle Smart View for Officeワークシート、ビジネス・ルール、タスク・リス
ト、レポートおよび Financial Reportingレポートの作成および維持

• アクセス権を持っているエンティティに対する必要に応じたデータの連結
• 承認プロセスの制御、変更アクセス権を持っている連結ユニットと仕訳に対するアクショ
ンの実行、および担当している組織の所有者とレビュー担当者の割当て

• データのインポート
• スマート・スライスの作成および保存
• タスク・マネージャのタスク、テンプレート、タスク・タイプおよびスケジュールの作成
および管理

• 補足データ・セットの定義およびデプロイ
• 補足データ・フォームの定義およびフォーム・データの変更
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ノート:

参照者の役割を持つユーザー以外のすべてのユーザーが、所有者またはレビュー担当
者になることができます。

ユーザー
ユーザーは、次のアクティビティを実行できます。
• 承認用のデータを入力および送信し、アド・ホック機能を使用してフォームを分析して、
ソース・システムにドリル・スルーできるかどうかを制御します。変更権限を持っている
ディメンション・メンバーの仕訳を作成し、承認のために送信します

• (統合の作成、統合の実行、およびドリル・スルーのために)データ管理にアクセスし、デー
タをロードします(アプリケーション役割でこのようなアクセス権がユーザーに割り当て
られている場合)

• タスク・ステータスを変更し、タスク・マネージャのアラート、コメントおよび質問を作
成および変更します

• タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのダッシュボードにアクセスします
• 補足データ・フォームにデータを入力および編集します
• レポートとブックのプレビュー
参照者
参照者は、次のタスクを実行できます。
• ユーザーがデータ・フォームやアド・ホック・グリッドなどの関連オブジェクトへのアク
セス権を付与されている場合は、フォームや、レポート、スマート・スライスおよび仕訳
などのデータ・アクセス・ツールを使用して、データを表示および分析します(ユーザーは
これらのオブジェクトを作成できません)。表示アクセス権のみを持つユーザーは、Consol
または Ratesキューブにアクセスできません

• タスク・マネージャのスケジュールおよび補足データ・フォームのデータを表示します
この役割は、通常、連結および決算レポートを参照する必要のあるエグゼクティブに割り当て
る必要があります。

フリーフォームおよび Planning
これらの事前定義済役割は、フリーフォームおよび Planningビジネス・プロセスと、すべての
Planningアプリケーション・タイプ(カスタム、フリーフォーム、Planningモジュール、プレ
ディクティブ資金予測、Strategic Workforce Planningおよび Sales Planningを含む)に適用さ
れます。
サービス管理者
ユーザーへの役割の付与など、Planningのすべての機能アクティビティを実行します。この役
割は、Planningビジネス・プロセス・コンポーネントを作成および管理する必要がある機能エ
キスパートに付与する必要があります。
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パワー・ユーザー
データを参照して対話します。この役割は、環境内の複数の機能エリアに上位レベルのアクセ
スを付与します。部署の責任者や事業部門のマネージャ、さらに承認プロセスを制御する必要
のある地域担当のビジネス・ユーザーに付与される必要があります。
パワー・ユーザーは、次のアクティビティを実行できます:

• フォーム、Oracle Smart View for Officeワークシート、レポートおよび Financial Reporting
レポートを作成および維持します

• アプリケーションのユーザー変数を作成および管理しますが、それらを削除することはで
きません。

• 代替変数を参照します
• 承認プロセスの制御、書込み権限を持つ承認ユニットでのアクションの実行、担当する組
織に対する所有者およびレビュー担当者の割当てを行います

• Financial Reportingを使用してレポートを作成し、リポジトリにアクセスしてフォルダの
作成とアーティファクトの保存を行います

• フォームおよびデータ管理を使用してデータをロードします
ユーザー
従来のプランナ役割は、OCI (Gen2)環境ではユーザーに割り当てられます。

ノート:

ユーザー役割は、プランナ役割の名前を変更することにより作成されました。サービ
スが 2016年 5月より後にプロビジョニングされた場合、プランナ役割ではなくユー
ザー役割が表示されます。

ユーザーは次のことを行います:

• フォームにデータを入力して承認用に送信し、アド・ホック機能を使用してフォームを分
析して、ソース・システムにドリル・スルーできるかどうかを制御します

• ユーザーが表示、変更またはフル・コントロール権限を持っているリポジトリに格納され
た Financial Reportingコンテンツにアクセスしてそれを変更(名前変更、削除)します。

• レポートとブックのプレビュー
参照者
フォームやデータ・アクセス・ツールを使用してデータを表示および分析します。この役割は、
通常、予算策定プロセスでビジネス・プランを参照する必要のあるエグゼクティブに割り当て
る必要があります。

Profitability and Cost Management
サービス管理者
環境のすべての機能アクティビティを実行します。
この役割は、Profitability and Cost Managementアプリケーションとサービス・コンポーネント
の作成と管理を担当する機能のエキスパートに付与する必要があります。
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パワー・ユーザー
データを参照して対話します。この役割は、環境内の複数の機能エリアに上位レベルのアクセ
スを付与します。部署の責任者や事業部門のマネージャ、さらに承認プロセスを制御する必要
のある地域担当のビジネス・ユーザーに付与される必要があります。
パワー・ユーザーは、次のようなアクティビティを実行できます。
• 配賦ルール、分析機能、財務レポートおよび問合せの追加
• データのインポートおよびエクスポート
• アプリケーション・モデルの計算
• 計算ジョブの実行
• メタデータの更新、および作成と削除を除いた、すべてのアプリケーション管理タスクの
実行

ユーザー
• ユーザー入力がリクエストされた場所へのデータの入力
• 分析ツールとレポートの実行
• レポート、問合せ、ダッシュボードおよびその他の分析要素の設計
• この役割を持つユーザーはデータの計算または計算ジョブの実行不可
参照者
• データの表示および分析(ただし、書込み権限はありません)

• この役割を持つ参照者はデータの計算または計算ジョブの実行不可

Oracle Enterprise Data Management
サービス管理者
アプリケーションの作成、データの表示と更新など、Oracle Enterprise Data Managementのす
べての機能アクティビティを実行します。ユーザーへの機能役割の付与、テスト環境と本番環
境間でのアーティファクトの移行、および日次メンテナンスの実行を含む管理タスクを実行し
ます。
この役割は、Oracle Enterprise Data Managementのアプリケーションとデータを作成および管
理する必要のある機能エキスパートに付与する必要があります。
ユーザー
Oracle Enterprise Data Managementのユーザーには、ビューやアプリケーションを作成するた
めの役割と、アプリケーション、ビューおよびデータ・チェーンを操作するための権限を割り
当てることができます。
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ノート:

パワー・ユーザーおよび参照者の事前定義済役割も Oracle Cloudコンソールの IAM
インタフェースに表示されます。これらの役割にはユーザーを割り当てないでくだ
さい。Oracle Enterprise Data Managementには適用されません。

Narrative Reporting
サービス管理者
事前定義された役割を Narrative Reportingユーザーに付与するなど、すべての機能アクティビ
ティを実行します。
パワー・ユーザー
• レポート・パッケージ、管理レポート定義およびレポートを作成します。
• フォルダ(ルート・レベル・フォルダを含む)を作成します。
• モデル、ディメンション、データ権限など、すべてのアーティファクトを作成および管理
します。

ユーザー
• ユーザーにアクセス権がある Narrative Reportingアーティファクトを表示します
• レポートとブックのプレビュー
参照者
ユーザーにアクセス権があるレポートおよびその他のアーティファクトを表示します。これ
は、サインインして環境を使用するのに必要な最小限の役割です。

ノート:

Narrative Reportingの従来の役割は OCI (Gen2)環境では使用できず、次の事前定義
済役割に割り当てられます:

• システム管理者はサービス管理者に
• ライブラリ管理者、アプリケーション管理者およびレポート管理者はパワー・ユ
ーザーに

Tax Reporting
サービス管理者
すべてのエンティティまたは特定のグループまたはエンティティに対する、ユーザーへの役割
の付与およびメタデータやデータを含む、Tax Reportingのすべての機能アクティビティ (読取
り、書込みおよび更新)を実行します。この役割は、税金自動化も実行します。
この役割は、アプリケーションおよびサービス・コンポーネントを作成して管理する必要のあ
る Tax Reportingのエキスパートに付与してください。
• すべてのタスク、タスク・マネージャのテンプレートおよびスケジュールへのアクセス
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• タスク・タイプ、統合タイプ、属性およびアラート・タイプの作成および管理
• タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのレポートの生成および管理
• 補足データ・セットの定義およびデプロイ、およびデータ収集期間の管理
• 補足データ・フォームの管理
パワー・ユーザー
データを参照して対話します。この役割によって、Tax Reportingの複数の機能領域に対する高
レベルなアクセス権が付与されるため、通常は、組織の連結エキスパートおよび地域の上級財
務アナリストにこの役割を付与してください。パワー・ユーザーは、次のアクティビティを実
行できます:

• アプリケーションの読取りおよび書込み、税金自動化の実行、および割り当てられたエン
ティティに対するデータのインポートを行います。

• フォーム、Oracle Smart View for Officeワークシート、ビジネス・ルール、タスク・リス
ト、レポートおよび Financial Reportingレポートの作成および維持

• データをインポートします
• スマート・スライスを作成および保存します
• タスク・マネージャのタスク、テンプレート、タスク・タイプおよびスケジュールを作成
および管理します

• 補足データ・セットを定義してデプロイします
• 補足データ・フォームを定義し、フォーム・データを変更します

ノート:

参照者の役割を持つユーザー以外のすべてのユーザーが、所有者またはレビュー担当
者になることができます。

ユーザー
ユーザーは、次のアクティビティを実行できます。
• 割り当てられたエンティティに対する税金関連のフォームの読取り、書込みおよび更新の
み行います。また、承認用のデータの入力および送信、フォームの分析、データの連結、
およびアクセス権を持っているディメンション・メンバーの仕訳の作成および送信も行い
ます。この役割は、税金自動化は実行できません。

• (統合の作成、統合の実行、およびドリル・スルーのために)データ管理にアクセスし、デー
タをロードします(アプリケーション役割でこのようなアクセス権がユーザーに割り当て
られている場合)

• タスク・ステータスを変更し、タスク・マネージャのアラート、コメントおよび質問を作
成および変更します

• タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのダッシュボードにアクセスします
• 補足データ・フォームにデータを入力および編集します
• レポートとブックのプレビュー

第 7章
事前定義済役割の理解

7-11



参照者
参照者は、次のようなタスクを実行できます。
• レポートを参照して、指定されたフォームに読取り専用アクセスし、フォームや任意のデ
ータ・アクセス・ツールを使用してデータを表示および分析します。データ・アクセス・
ツールには、レポート、スマート・スライス、仕訳およびアド・ホック・グリッドが含ま
れます。このアクセス権は、通常、レビュー担当者、ディレクタ、エグゼクティブなどに
割り当てられます

• タスク・マネージャのスケジュールおよび補足データ・フォームのデータを表示します

ドメインレベルの管理者の役割
各環境のユーザーに割り当てられている事前定義済役割に加えて、ドメイン・レベルの管理者
役割があります。これらの役割を次に示します:

ドメイン・レベルの管理
者役割

権限

アイデンティティ・ドメ
イン管理者

Identity Cloud Serviceのアイデンティティ・ドメインに対するスーパー・ユ
ーザー権限を持ちます。
アイデンティティ・ドメイン管理者は次のことができます:
• ユーザー、グループ、アプリケーション、システム構成およびセキュリ

ティ設定の管理
• 多要素認証(MFA)の有効化および無効化、MFA設定の構成および認証要

素の構成
• ユーザー、承認ポリシーおよびアプリケーションの様々なセットを管理

するための自己登録プロファイルの作成
アイデンティティ・ドメイン管理者の役割に割り当てられたユーザーは、環
境でユーザーおよび事前定義済役割の割当てを管理できます。そのようなユ
ーザーは、ユーザー・ログイン・レポートおよび役割割当監査レポートを表
示することもできます。
アイデンティティ・ドメイン管理者は、事前定義済役割が割り当てられてい
るかぎり、次の EPM自動化コマンドを実行できます:
• addUsers
• removeUsers
• updateUsers
• assignRole
• unassignRole
• roleAssignmentAuditReport
• invalidLoginReport
アイデンティティ・ドメイン管理者は、事前定義済役割が割り当てられてい
るかぎり、次の REST APIを実行できます:
• アイデンティティ・ドメインへのユーザーの追加
• アイデンティティ・ドメインからのユーザーの削除
• ユーザーの更新
• 事前定義済役割へのユーザーの割当て
• ユーザーの役割割当ての削除
• OCIの役割割当監査レポート
• OCIの無効なログイン・レポート
アイデンティティ・ドメイン管理者は、次の行にリストされている役割のい
ずれかを持つ他のユーザーに職責の一部を委任できます。
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ドメイン・レベルの管理
者役割

権限

セキュリティ管理者 アイデンティティ・ドメインの Oracle Identity Cloud Serviceシステム構成
およびセキュリティ設定を管理できます。セキュリティ管理者は、インタフ
ェース、デフォルト設定、通知およびパスワード・ポリシーのカスタマイズ、
MFAの構成、Microsoft Active Directory (AD) Bridge、プロビジョニング・
ブリッジ、アイデンティティ・プロバイダおよび信頼できるパートナ証明書
の管理を行うことができます。

アプリケーション管理者 アプリケーションを作成、更新、アクティブ化、非アクティブ化および削除
できます。アプリケーション管理者は、グループとユーザーに対してアプリ
ケーションへのアクセス権を付与および取り消すこともできます。
アプリケーション管理者は、assignRolesまたは unassignRole EPM自動化
コマンド、または対応する事前定義済役割へのユーザーの割当てまたはユー
ザーの役割割当ての削除 REST APIを実行できません。

ユーザー管理者 アイデンティティ・ドメインのユーザー、グループおよびグループ・メンバ
ーシップを管理できます。
ユーザー管理者は、addUsers、removeUsersまたは updateUsers EPM自動
化コマンド、または対応するアイデンティティ・ドメインへのユーザーの追
加、アイデンティティ・ドメインからのユーザーの削除またはユーザーの更
新 REST APIを実行できません。

ユーザー・マネージャ Oracle Identity Cloud Service内のすべてのユーザーまたは選択したグルー
プのユーザーを管理できます。ユーザー・マネージャは、ユーザー・アカウ
ントを更新、アクティブ化、非アクティブ化、削除およびロック解除できま
す。また、ユーザー・マネージャは、ユーザー・アカウントのパスワードの
リセット、認証要素のリセットおよびバイパス・コードの生成を行うことも
できます。
ユーザー・マネージャは、removeUsersまたは updateUsers EPM自動化コ
マンド、または対応するアイデンティティ・ドメインからのユーザーの削除
またはユーザーの更新 REST APIを実行できません。

ヘルプ・デスク管理者 Oracle Identity Cloud Service内のすべてのユーザーまたは選択したグルー
プのユーザーを管理できます。ヘルプ・デスク管理者は、ユーザーの詳細の
表示およびユーザー・アカウントのロック解除を行うことができます。また、
ヘルプ・デスク管理者は、ユーザー・アカウントのパスワードのリセット、
認証要素のリセットおよびバイパス・コードの生成を行うこともできます。

監査管理者 Oracle Identity Cloud Service内のアイデンティティ・ドメインのレポート
を実行できます。
監査管理者は、roleAssignmentAuditReportまたは invalidLoginReport
EPM自動化 コマンド、または対応する OCIの役割割当監査レポートまたは
OCIの無効なログイン・レポート REST APIを実行できません。

管理者は、Oracle Cloudコンソールの IAMインタフェースを使用して、前述の権限を管理でき
ます。
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Note:

• サービス管理者は、アイデンティティ・ドメイン管理者の役割に割り当てられて
いなくても、ユーザーに事前定義済役割を割当てまたは割当て解除できます。ア
イデンティティ・ドメイン管理者のみに事前定義済役割の割当てを許可するには、
オラクルにリクエストを送信できます。詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Cloudオペレーション・ガイドの OCI(Gen 2)環境で事前定義済役割
の割当てをサービス管理者に許可しないようリクエストを参照してください。

• ドメイン・レベルの管理者役割にのみ割り当てられているユーザーは、指定ユー
ザーのライセンス数にはカウントされません。事前定義済役割に割り当てられて
いるユーザーのみが、指定ユーザーのライセンス数に含まれます。

ユーザーの管理
アイデンティティ・ドメイン管理者の役割に割り当てられたユーザーは、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境でユーザーおよび事前定義済役割の割当てを管理できます。ユーザーを作
成しても、事前定義済役割に割り当てないと、環境に表示されません。事前定義済役割の割当
てまたは割当て解除は、次のいずれかの状況が発生した後で初めて、アクセス制御に反映され
ます:

• 約 4分以上後にユーザーがログインした場合。
• ユーザーがアクセス制御で「役割の割当レポート」タブにアクセスした場合。
• EPM自動化の assignRole、unassignRoleまたは roleAssignmentReportコマンド
が実行された場合

• 役割の割当て、役割の割当て解除または役割の割当てレポートの REST APIが実行された
場合

EPM自動化の importSnapshotまたは cloneEnvironmentコマンドまたは REST APIを
使用してユーザーおよび事前定義済役割の割当てがインポートされた場合は、すぐに変更内容
がアクセス制御に反映されます。
ユーザーへの役割の割当てを参照してください。
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのユーザー、役割
およびグループ管理の問題の解決を参照してください。

ユーザーの作成
アイデンティティ・ドメイン管理者はユーザーを個別に作成するか、またはユーザー・データ
を含むアップロード・ファイルを使用して一度に多くのユーザーを作成できます。ユーザーに
環境へのアクセスを許可する事前定義済役割など、セキュリティ概念に習熟している必要があ
ります。
ユーザーを作成するには:

1. IAMインタフェースにアイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインします。IAM
インタフェースへのアクセスを参照してください。
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2. 「ユーザーの作成」をクリックします。
3. ユーザーの作成ページで、必要なユーザー情報を入力します。ユーザー名は最大 256文字
です。

4. このユーザーに割り当てるグループを選択することもできます。

Note:

既存の Oracle Cloudアカウントにサブスクリプションを追加できるユーザーを
作成する場合は、「管理者」グループを選択してください。

5. 「作成」をクリックします。電子メール通知が新しいユーザーに送信されます。

Note:

各ユーザーには、ユーザー情報を編集することで追加できるリカバリ電子メール
があります。

REST APIおよび EPM自動化コマンドを使用してユーザーを作成することもできます。次の
リンクを参照してください:

• REST APIのアイデンティティ・ドメインへのユーザーの追加
• 『EPM自動化の操作』の addUsers

一度に複数のユーザーを作成するには、次のリンクを参照してください:

• EPM自動化の操作の addUsers

• Oracle Identity Cloud Serviceの管理のユーザー・アカウントのインポート

IDCSグループの作成
IDCSグループを作成し、それにユーザーを割り当てることで、ポリシーおよび権限をより簡
単に管理できます。さらに、IDCSグループを使用して事前定義済役割を複数のユーザーに同
時に割り当てることができるため、アクセス管理が簡略化されます。
グループを作成するには:

1. IAMインタフェースにアイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインします。IAM
インタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「グループ」をクリックします。
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3. グループ・ページで、「グループの作成」をクリックし、グループ情報を入力します。
4. ユーザーをグループに追加するには、グループに追加する各ユーザーのチェック・ボック
スを選択します。
ユーザーを検索するには、テキスト・ボックスをクリックし、ユーザー名、ユーザーの名
または姓の全部または一部を入力して、[Enter]を押します。
 

 

5. 「作成」をクリックして、このグループを作成します。
これで、グループ・ページに新しい IDCSグループが追加されました。

ユーザーの更新
アイデンティティ・ドメイン管理者はユーザーの姓と名を変更できます。ユーザーの電子メー
ル・アドレスがユーザー名として使用されている場合、電子メール・アドレスまたはユーザー
名を更新するには、ユーザーを削除して再度追加する必要があります。電子メール・アドレス
がユーザー名でない場合、電子メール・アドレスは変更できますが、ユーザー名を変更するこ
とはできません。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境では、ユーザーのプライマリ電子メール・アドレスのみが表
示され、使用可能なリカバリ電子メール・アドレスは表示されません。ただし、IAMインタフ
ェースではリカバリ電子メール・アドレスが表示されます。ユーザーの情報を編集することで、
リカバリ電子メール・アドレスを更新できます。EPM自動化または REST APIを使用して、こ
の更新を行うことはできません。
ユーザー情報を編集するには:

1. IAMインタフェースにアイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインします。IAM
インタフェースへのアクセスを参照してください。

2. ユーザー・ページからユーザーを選択し、「ユーザーの編集」をクリックします。
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3. ユーザー情報を更新し、「変更の保存」をクリックします。
名、姓および電子メール ID (ユーザー名として使用されていない場合)の変更は、ユーザー
がログインしてから約 5分後に反映されます。

REST APIおよび EPM自動化コマンドを使用してユーザー情報を更新することもできます。
次のリンクを参照してください:

• REST APIのユーザーの更新
• 『EPM自動化の操作』の updateUsers

ユーザーの削除
ユーザーを削除するには:

1. IAMインタフェースにアイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインします。IAM
インタフェースへのアクセスを参照してください。

2. ユーザー・ページから、削除するユーザーを選択します。
3. 「その他のアクション」をクリックし、「削除」をクリックします。
REST APIおよび EPM自動化コマンドを使用してユーザーを削除することもできます。次の
リンクを参照してください:

• REST APIのアイデンティティ・ドメインからのユーザーの削除
• 『EPM自動化の操作』の removeUsers

ユーザーおよびグループのポリシーの作成
ポリシーをグループに割り当てることで、ユーザーの各グループが実行できるアクションを細
かく制御できます。デフォルトでは、Oracle Cloudコンソールへのアクセスは、クラウド・ア
カウント管理者とアイデンティティ・ドメイン管理者に制限されています。個々の環境のサー
ビス管理者に適切なポリシーを割り当てて、Oracle Cloudコンソールでそれらの環境を表示で
きるようにする必要があります。同様に、通知を表示するための特定のポリシーにユーザーを
割り当てる必要があります。
それぞれ独自のポリシーを持つ複数のグループを柔軟に作成し、ユーザーを適宜割り当てるこ
とができます。このことにより、ユーザーの各グループが実行できるアクションを細かく制御
できます。
ポリシーを作成するには:

1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。
2. (オプション)必要に応じて、ポリシーを割り当てるユーザーおよびグループを作成します。
次を参照してください:

• ユーザーの作成
• IDCSグループの作成

3. 「ナビゲーション」メニューに移動し、アイデンティティを検索して、「ポリシー」を選択
します。

4. ポリシーを定義する「コンパートメント」を選択します。
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5. 「ポリシーの作成」をクリックして、必要な読取りポリシーおよび管理ポリシーを作成しま
す。
a. 「ポリシーの作成」で、ポリシーの「名前」と「説明」を入力します。
b. 「コンパートメント」を選択します。
c. 「ポリシー・ビルダー」で、ポリシー・ステートメントを入力します。

GROUP_NAMEは必ず、ポリシーを適用するグループの名前に置き換えてください。例:

Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to manage epm-planning-
environment-family in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read epm-planning-
environment-family in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read organizations-
subscriptions in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read organizations-
assigned-subscriptions in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read organizations-
subscription-regions in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read app-listing-
environments in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read metrics in tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to inspect domains in 
tenancy
Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read announcements in 
tenancy 
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6. 「作成」をクリックします。

ユーザーへの役割の割当て
ユーザーを作成しても、事前定義済役割に割り当てないと、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境
にユーザーが反映されません。事前定義されている役割は、ユーザーの作成時にユーザーに割
当てできます。または、後から、役割へのユーザー割当てを CSVファイルからロードすること
で割当てできます。また、アイデンティティ・グループを使用して、事前定義済役割を複数の
ユーザーに割り当てることもできます。
アイデンティティ・ドメイン管理者の役割に割り当てられたユーザーは、環境でユーザーおよ
び事前定義済役割の割当てを管理できます。サービス管理者は、アイデンティティ・ドメイン
管理者の役割に割り当てられていなくても、事前定義済役割を割当てまたは割当て解除できま
す。事前定義済役割の詳細は、事前定義済役割の理解を参照してください。
次のトピックを参照してください:

• 役割の割当て
• IDCSグループを使用したユーザーへの事前定義済役割の割当て
• CSVファイルを使用した役割の割当て
事前定義済役割に割り当てられていないユーザーは、非アクティブ・ユーザーと見なされます。
事前定義済役割の割当てまたは割当て解除は、次のいずれかの状況が発生した後で初めて、ア
クセス制御に反映されます:

• 約 4分以上後にユーザーがログインした場合。
• ユーザーがアクセス制御で「役割の割当レポート」タブにアクセスした場合。
• EPM自動化の assignRole、unassignRoleまたは roleAssignmentReportコマンド
が実行された場合

• 役割の割当て、役割の割当て解除または役割の割当てレポートの REST APIが実行された
場合
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EPM自動化の importSnapshotまたは cloneEnvironmentコマンドまたは REST APIを
使用してユーザーおよび事前定義済役割の割当てがインポートされた場合は、すぐに変更内容
がアクセス制御に反映されます。

ノート:

役割を割り当てた後、サービス管理者は、サービスのテスト環境および本番環境にア
クセスするための URLをユーザーに電子メールで送信する必要があります。テスト
環境と本番環境では異なる URLが使用されるため、電子メールに正しい URLを必ず
記載するようにしてください。

CSVファイルを使用した役割の割当て
事前定義されている役割を多くのユーザーに一度に割り当てるには、役割ごとに 1つの役割ア
ップロード・ファイルを使用します。ユーザー・アップロード・ファイルのユーザーをカンマ
区切り値ファイルで分割することで、役割ごとに 1つの役割アップロード・ファイルを作成し
ます。各ファイルには、特定の役割を割り当てる対象ユーザーのユーザー名が含まれている必
要があります。

ノート:

環境では、アイデンティティ・ドメインで作成されたカスタム役割の使用をサポート
していません。

ユーザーへの電子メール通知
デフォルトでは、各新規ユーザーに事前定義済役割が割り当てられると、クラウド・アカウン
ト管理者(oraclecloudadmin_ww@oracle.com)からそのユーザーに電子メールが送信され
ます。
この電子メールには、ユーザーが環境にサインインするために必要な資格証明(ユーザー名と一
時パスワード)が含まれます。
• ユーザー名は、ASCII文字のみを含み、アイデンティティ・ドメイン内で一意である必要
があります。

• ユーザー名として使用する場合、電子メール IDは一意である必要があります。
• ユーザーの名、姓および電子メール IDには、アポストロフィの句読点(')を使用できます。
• アポストロフィの句読点が含まれている電子メール IDは、ユーザー名として使用できませ
ん。

ノート:

グループを使用してユーザーに事前定義済役割が割り当てられた場合、この電子メー
ル通知は送信されません。

トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのユーザー、役割
およびグループ管理の問題の解決を参照してください。
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役割の割当て
IAMインタフェースで事前定義済役割をユーザーに割り当てます。
ユーザーに役割を割り当てるには:

1. IAMインタフェースにアイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインします。IAM
インタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「Oracle Cloudサービス」をクリックします。
使用可能な Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle
Fusion Cloud Enterprise Data Management環境のリストが表示されます。

3. 事前定義済役割をユーザーに割り当てる環境の名前をクリックします。
 

 

4. 「リソース」の下にある「アプリケーション・ロール」をクリックします。
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5. 割り当てる役割の隣にある下矢印をクリックします。
6. 割当先ユーザーの隣にある「管理」をクリックします。

 

 

7. 「使用可能なユーザーの表示」をクリックします。
 

 

8. 現在の事前定義済役割を割り当てるユーザーを選択します。
ユーザーを検索するには、テキスト・ボックスをクリックし、ユーザー名、ユーザーの名
または姓の全部または一部を入力して、[Enter]を押します。

9. 「割当て」をクリックします。
ユーザーを事前定義済役割に直接割り当てたため、「直接」メンバー・タイプとしてリスト
されます。

REST APIおよび EPM自動化コマンドを使用して役割をユーザーに割り当てることもできま
す。次のリンクを参照してください:

• REST APIの事前定義済役割またはアプリケーション役割へのユーザーの割当て
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• 『EPM自動化の操作』の assignRole

IDCSグループを使用したユーザーへの事前定義済役割の割当
て

アイデンティティ・グループを使用して、事前定義済役割を複数のユーザーに割り当てること
ができます。アイデンティティ・グループをアイデンティティ・プロバイダ(IdP)グループ(Entra
IDグループなど)と同期できるため、個々のユーザーを IdPグループに追加し、IAMインタフ
ェースでこれらのグループに事前定義済役割を割り当てることもできます。

Note:

アイデンティティ・グループの名前変更は、それを削除して新しく作成することと機
能的には同じです。

グループを事前定義済役割に割り当てるには:

1. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「Oracle Cloudサービス」をクリックします。
使用可能な環境のリストが表示されます。
 

 

2. 事前定義済役割をユーザーに割り当てる環境の名前をクリックします。
3. 「アプリケーション・ロール」をクリックします。
すべての事前定義済役割(UIのアプリケーション・ロール)が表示されます。

4. 割り当てる事前定義済役割の隣にあるメニューを選択します。
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5. 「割当て済グループ」の隣にある「管理」をクリックします。
6. 「使用可能なグループの表示」をクリックします。

 

 

7. 現在の事前定義済役割に割り当てるグループを選択し、「割当て」をクリックします。
ユーザーを検索するには、テキスト・ボックスをクリックし、ユーザー名、ユーザーの名
または姓の全部または一部を入力して、[Enter]を押します。

8. このグループのすべてのメンバーに、事前定義済役割が割り当てられます。確認するには、
「割当て済ユーザー」の隣にある「管理」をクリックします。
事前定義済役割に割り当てられたユーザーがリストされます。

ユーザーおよび事前定義済役割をクローニングするオプションを使用して環境をクローニング
する場合は、ユーザーが IDCSグループを介して割り当てられている場合でも、ターゲット環
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境のクローニングされたユーザーには、事前定義済役割が直接割り当てられます。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud移行の管理の EPM Cloud環境のクローニングを
参照してください

役割の割当て解除
アイデンティティ・ドメイン管理者は、役割の割当てを解除することで、以前に付与したアク
セスを拒否できます。ユーザーに割り当てられている役割を変更し、役割の割当てを解除しま
す。
REST APIおよび EPM自動化コマンドを使用してユーザーに対する役割の割当てを解除する
こともできます。次のリンクを参照してください:

• REST APIのユーザーの役割割当ての削除
• 『EPM自動化の操作』の unassignRole

Oracle Identity Cloudでの SCIMを使用したユーザーおよ
びグループの同期

System for Cross-domain Identity Management (SCIM)を使用すると、アイデンティティ・ドメ
イン管理者は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle
Fusion Cloud Enterprise Data Managementに含まれている Oracle Identity Cloud Serviceイン
スタンスで、他のアイデンティティ管理製品(別の Identity Cloud Serviceインスタンスや
Microsoft Entra IDなど)のユーザーおよびグループを同期できます。
この項の内容:

• 2つのアイデンティティ・ドメイン間でのユーザーおよびグループの同期
• Microsoft Entra IDから IAMへのユーザーおよびグループの同期

2つのアイデンティティ・ドメイン間でのユーザーおよびグル
ープの同期

SCIMを使用すると、アイデンティティ・ドメイン管理者は、異なるアイデンティティ・ドメ
インを使用する 2つの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境または
Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境をシームレスに統合して、一方(ソース)
で作成されたユーザーおよびグループをもう一方(ターゲット)と同期できるようにすることが
できます。ソースで行われたすべての更新を、ターゲット・アイデンティティ・ドメインに増
分的に伝播できます。SCIMの使用の詳細は、『Oracle Identity Cloud Serviceの管理』の SCIM
を使用する理由を参照してください。
示されているリンク先に記載の詳細な手順に従って、すべてまたは特定のユーザーまたはグル
ープのいずれかを同期します:

• IAMインタフェースでのすべてのユーザーおよびグループの同期手順
• IAMインタフェースでの特定のユーザーおよびグループの同期

第 7章
Oracle Identity Cloudでの SCIMを使用したユーザーおよびグループの同期

7-25

https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/identity-cloud/uaids/use-scim-interface-integrate-oracle-identity-cloud-service-custom-applications.html#GUID-B883A440-9726-4219-8C0C-A906B821AB46
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/identity-cloud/uaids/use-scim-interface-integrate-oracle-identity-cloud-service-custom-applications.html#GUID-B883A440-9726-4219-8C0C-A906B821AB46


IAMインタフェースでのすべてのユーザーおよびグループの同期手順
示されているリンク先に記載の詳細な手順に従って、2つのソース・ドメインおよびターゲッ
ト・ドメインを統合し、これらのドメインのすべてのユーザーおよびグループを同期します:

1. ソース・アイデンティティ・ドメインで機密アプリケーションを作成します。IAMインタ
フェースのソース・アイデンティティ・ドメインで完了する手順を参照してください。

2. ターゲット・アイデンティティ・ドメインで GenericSCIMテンプレートの接続設定を構成
します。

3. 完全同期を実行するか、ターゲット・アイデンティティ・ドメインでの増分更新のために
同期をスケジュールします。

IAMインタフェースのソース・アイデンティティ・ドメインで完了する手順
ソース・アイデンティティ・ドメインで機密アプリケーションを作成してアクティブ化します。
機密アプリケーションは保護されたサーバーで実行され、OAuthクライアント IDおよびクラ
イアント・シークレットを保持します。ターゲット・アイデンティティ・ドメインの
GenericSCIMアプリケーションは、これらの保護されたクライアント資格証明を使用して、ソ
ース・ドメインに接続します。
1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
3. 「アプリケーションの追加」をクリックします。
4. アプリケーションの追加ページで、「機密アプリケーション」、「ワークフローの起動」の順
にクリックします。
 

 

5. 「アプリケーション詳細の追加」で、アプリケーション名とその他のオプションの詳細を入
力し、「次」をクリックします
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6. 「OAuthの構成」で、「このアプリケーションをクライアントとして今すぐ構成します」を
選択します。

7. 「認可」で「クライアント資格証明」を選択します。
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8. 「トークン発行ポリシー」まで下にスクロールします。
9. 「認可されたリソース」で「特定」をクリックします。
10.「アプリケーション・ロールの追加」、「ロールの追加」の順にクリックします。

 

 

11.「アプリケーション・ロールの追加」で、「ユーザー管理者」を選択し、「追加」をクリック
します。
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12.「次」をクリックします。
13. (オプション)「ポリシーの構成」に情報を追加します。
14.「終了」をクリックします。
アプリケーションが追加されます。「一般情報」のクライアント IDおよびクライアント・
シークレットをメモします。

15.「アクティブ化」をクリックします。
 

 

16. アプリケーションのアクティブ化ページで、「アプリケーションのアクティブ化」をクリッ
クしてアクティブ化を確定します。
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IAMインタフェースのターゲット・アイデンティティ・ドメインで完了する手順
ターゲット・ドメインのアプリケーション・カタログから汎用 SCIMアプリケーション・テン
プレートをダウンロードして、同期のための接続を有効にして構成します。
汎用 SCIMアプリケーション・テンプレートは、Oracle Identity Cloud Serviceが SCIMをサポ
ートするアプリケーションと通信できるように構成されています。詳細は、Oracle Identity
Cloud Serviceの管理で汎用 SCIMアプリケーション・テンプレートを使用する方法を参照して
ください
始める前に、ソース・アイデンティティ・ドメインのアプリケーションのクライアント IDとク
ライアント・シークレットをメモします。IAMインタフェースのソース・アイデンティティ・
ドメインで完了する手順を参照してください
1. ターゲット・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースに
サインインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
3. 「アプリケーションの追加」をクリックします。
4. アプリケーションの追加ページで、「アプリケーション・カタログ」、「アプリケーション・
カタログの起動」の順にクリックします。
 

 

5. アプリケーション・カタログで GenericSCIMを検索し、GenericScim -クライアント資格
証明の隣にある「追加」をクリックします。
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6. GenericScim -クライアント資格証明の追加で、アプリケーションの詳細を更新し、「次」
をクリックします。

7. 「プロビジョニングの有効化」を選択し、「確認」をクリックして、確認メッセージを閉じ
ます。

8.  

 

9. 「接続の構成」で、次のパラメータの値を入力します:

パラメータ 説明および値情報
ホスト名 SCIMインタフェースの URLが https://idcs.example.com/abc

の場合、ホスト名は idcs.example.comです。これがソース・アイ
デンティティ・ドメインの URLです。

ベース URI SCIMインタフェースの URLが https://idcs.example.com/
admin/v1の場合、ベース URIは/admin/v1です。

クライアント ID ソース・アイデンティティ・ドメインで作成した機密アプリケーショ
ンのクライアント ID。

クライアント・シークレット ソース・アイデンティティ・ドメインで作成した機密アプリケーショ
ンのクライアント・シークレット。

スコープ アプリケーションのスコープとして urn:opc:idm:__myscopes__
を使用します。

認証サーバー URL ソース・ドメインの認証サーバーの URL。
例: https://idcs.example.com/oauth2/v1/token

10.「接続のテスト」をクリックします。
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11.「プロビジョニング操作の選択」で、「認可同期」を選択します。
12.「同期の有効化」を選択し、「終了」をクリックします。
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13. アプリケーション情報ページで、「アクティブ化」をクリックします。
14. 確認メッセージで、「アプリケーションのアクティブ化」をクリックします。

IAMインタフェースでのすべてのユーザーおよびグループの同期
ユーザーおよびグループをインポートするには、アプリケーションの同期を有効化および構成
し、ユーザーが正しくプロビジョニングされていることを検証するためにアプリケーションを
テストします。IAMインタフェースでのすべてのユーザーおよびグループの同期手順を参照し
てください
すべてのユーザーおよびグループを同期するには、次の 2つの方法があります:

• インポートを使用したユーザーおよびグループの同期-ソース・アイデンティティ・ドメイ
ンで行われたすべての変更がターゲット・アイデンティティ・ドメインに反映されるよう
にするために、完全同期を実行します。

• 同期のスケジュール-ターゲット・ドメインで増分更新を行います:

– ユーザーおよびグループを作成する
– ユーザーおよびグループの詳細を更新する
– グループからユーザーを追加または削除しない
– ユーザーまたはグループを削除しない
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インポートを使用したユーザーおよびグループの同期
1. ターゲット・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースに
サインインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
3. 以前に作成した GenericScim -クライアント資格証明アプリケーションをクリックしま
す。IAMインタフェースのターゲット・アイデンティティ・ドメインで完了する手順を参
照してください
 

 

4. 完全同期の場合は、「インポート」をクリックし、「インポート」ボタンをクリックします。
ジョブ・ステータスが「成功」に変わるまで、「アカウントをインポートするジョブが実行
されています。」というメッセージが表示されます。
 

 
ソース環境のすべてのユーザーおよびグループがインポートされ、各ユーザーの「同期ス
テータス」に「確認済」と表示されます。

同期のスケジュール
1. 同期をスケジュールするには、「プロビジョニングの編集」をクリックし、「同期の構成」
まで下にスクロールします。

2. 「同期スケジュール」の適切なオプションを選択します。
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3. 「保存」をクリックします。

IAMインタフェースでの特定のユーザーおよびグループの同期手順
示されているリンク先に記載の詳細な手順に従って、2つのソース・ドメインおよびターゲッ
ト・ドメインを統合し、これらのドメインの特定のユーザーおよびグループを同期します:

1. ターゲット・アイデンティティ・ドメインで機密アプリケーションを作成します。必要に
応じて、ターゲット・ドメインで新規グループを作成し、ソース・ドメインとターゲット・
ドメインが統合されたときに、このグループにソース・ドメインのユーザーを割り当てら
れるようにします。IAMインタフェースのターゲット・アイデンティティ・ドメインで完
了する手順を参照してください。

2. ソース・アイデンティティ・ドメインで Oracleアイデンティティ・ドメイン・アプリケー
ションの接続設定を作成および構成します。IAMインタフェースのソース・アイデンティ
ティ・ドメインで完了する手順を参照してください。

3. ソース・ドメインで特定のユーザーおよびグループの同期を実行します。IAMインタフェ
ースでの特定のユーザーおよびグループの同期を参照してください。

IAMインタフェースのターゲット・アイデンティティ・ドメインで完了する手順
ターゲット・アイデンティティ・ドメインで機密アプリケーションを作成してアクティブ化し
ます。機密アプリケーションは保護されたサーバーで実行され、OAuthクライアント IDおよ
びクライアント・シークレットを保持します。ソース・アイデンティティ・ドメインの Oracle
アイデンティティ・ドメイン・アプリケーションは、これらの保護されたクライアント資格証
明を使用して、ターゲット・ドメインに接続します。機密アプリケーションの作成およびアク
ティブ化を参照してください。
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必要に応じて、ターゲット・ドメインで新規グループを作成し、ソース・ドメインとターゲッ
ト・ドメインが統合されたときに、このグループにソース・ドメインのユーザーを割り当てら
れるようにします。グループの作成を参照してください。
機密アプリケーションの作成およびアクティブ化
1. ターゲット・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースに
サインインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
3. 「アプリケーションの追加」をクリックします。
4. アプリケーションの追加ページで、「機密アプリケーション」、「ワークフローの起動」の順
にクリックします。
 

 

5. 「アプリケーション詳細の追加」で、アプリケーション名とその他のオプションの詳細を入
力し、「次」をクリックします
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6. 「OAuthの構成」で、「このアプリケーションをクライアントとして今すぐ構成します」を
選択します。

7. 「認可」で「クライアント資格証明」を選択します。
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8. 「トークン発行ポリシー」まで下にスクロールします。
9. 「認可されたリソース」で「特定」をクリックします。
10.「アプリケーション・ロールの追加」、「ロールの追加」の順にクリックします。

 

 

11.「アプリケーション・ロールの追加」で、「ユーザー管理者」を選択し、「追加」をクリック
します。
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12.「次」をクリックします。
13. (オプション)「ポリシーの構成」に情報を追加します。
14.「終了」をクリックします。
アプリケーションが追加されます。「一般情報」のクライアント IDおよびクライアント・
シークレットをメモします。

15.「アクティブ化」をクリックします。
 

 

16. アプリケーションのアクティブ化ページで、「アプリケーションのアクティブ化」をクリッ
クしてアクティブ化を確定します。
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グループの作成
1. IAMインタフェースにアイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインします。IAM
インタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「グループ」をクリックします。
 

 

3. グループ・ページで、「グループの作成」をクリックし、グループ情報を入力します。
4. このグループをソース・ドメインのユーザーと同期する予定の場合は、ユーザーを追加し
ないでください。「作成」をクリックして、このグループを作成します。
これで、グループ・ページに新しいグループが追加されました。

IAMインタフェースのソース・アイデンティティ・ドメインで完了する手順
ターゲット・ドメインのアプリケーション・カタログから Oracleアイデンティティ・ドメイ
ン・アプリケーションをダウンロードして、同期のための接続を有効にして構成します。
始める前に、ターゲット・アイデンティティ・ドメインのアプリケーションの「一般情報」に
あるクライアント IDとクライアント・シークレットをメモします。IAMインタフェースのター
ゲット・アイデンティティ・ドメインで完了する手順を参照してください
1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
3. 「アプリケーションの追加」をクリックします。
4. アプリケーションの追加ページで、「アプリケーション・カタログ」、「アプリケーション・
カタログの起動」の順にクリックします。
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5. アプリケーション・カタログで Oracleアイデンティティ・ドメインを検索し、「Oracleア
イデンティティ・ドメイン」の隣にある「追加」をクリックします。
 

 

6. Oracleアイデンティティ・ドメインの追加で、アプリケーションの詳細を更新し、「次」
をクリックします。

7. 「プロビジョニングの有効化」を選択し、「確認」をクリックして、確認メッセージを閉じ
ます。
 

 

8. 「接続の構成」で、次のパラメータの値を入力します:
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パラメータ 説明および値情報
ホスト名 SCIMインタフェースの URLが https://idcs.example.com/abc

の場合、ホスト名は idcs.example.comです。これがターゲット・
アイデンティティ・ドメインの URLです。

クライアント ID ターゲット・アイデンティティ・ドメインで作成した機密アプリケー
ションのクライアント ID。

クライアント・シークレット ターゲット・アイデンティティ・ドメインで作成した機密アプリケー
ションのクライアント・シークレット。

スコープ アプリケーションのスコープとして urn:opc:idm:__myscopes__
を使用します。

認証サーバー URL ターゲット・ドメインの認証サーバーの URL。
例: https://idcs.example.com/oauth2/v1/token

9. 「接続のテスト」をクリックします。
 

 

10.「同期の有効化」を選択し、「終了」をクリックします。
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11. アプリケーション情報ページで、「アクティブ化」をクリックします。
12. 確認メッセージで、「アプリケーションのアクティブ化」をクリックします。

IAMインタフェースでの特定のユーザーおよびグループの同期
特定のユーザーおよびグループをプロビジョニングするには、アプリケーションの同期を有効
化および構成し、ユーザーが正しくプロビジョニングされていることを検証するためにアプリ
ケーションをテストします。IAMインタフェースでの特定のユーザーおよびグループの同期手
順を参照してください
特定のユーザーおよびグループを同期するには、次の 3つの方法があります。次の方法を使用
できます:

• グループのメンバーシップのないユーザーを同期する
• メンバーシップがあるユーザーをターゲット・ドメインの特定のグループと同期する
• ソース・ドメインのグループをターゲット・ドメインの特定のグループと同期する
グループのメンバーシップのないユーザーを同期する
1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
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3. 以前に作成した Oracleアイデンティティ・ドメイン・アプリケーションをクリックしま
す。IAMインタフェースのソース・アイデンティティ・ドメインで完了する手順を参照し
てください

4. 「リソース」の下にある「ユーザー」をクリックします。
5. 「ユーザーの割当て」をクリックします。

 

 

6. ユーザーの割当てページで、ユーザーを検索して選択し、「割当て」をクリックします。
ユーザーがターゲット・ドメインにプロビジョニングされます。
 

 

メンバーシップがあるユーザーをターゲット・ドメインの特定のグループと同期する
ターゲット・ドメインの必要なユーザーをマップするグループを特定します。必要に応じて、
Identity Cloud Serviceグループを作成します。
1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
3. 以前に作成した Oracleアイデンティティ・ドメイン・アプリケーションをクリックしま
す。IAMインタフェースのソース・アイデンティティ・ドメインで完了する手順を参照し
てください

4. 「リソース」の下にある「プロビジョニング中」をクリックし、「アプリケーション・デー
タのリフレッシュ」をクリックします。
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5. 「リソース」の下にある「ユーザー」をクリックし、「ユーザーの割当て」をクリックしま
す。
 

 

6. アプリケーションへのユーザーの割当てページで、ユーザーを検索および選択し、ユーザ
ーの隣にあるメニューの「割当て」をクリックします。
 

 

7. 「次」をクリックします。
8. 「詳細の追加」で、下にスクロールして「グループ」をチェックします。
9. 「追加」をクリックします。
10.「グループの追加」で、このユーザーに割り当てるターゲット・ドメインのグループを検索
して選択します。
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11.「追加」、「ユーザーの割当て」の順にクリックします。
ユーザーがターゲット・ドメインのグループにプロビジョニングされます。

ソース・ドメインのグループをターゲット・ドメインの特定のグループと同期する
ソース・ドメインのグループとターゲット・ドメインのグループを特定します。必要に応じて、
Identity Cloud Serviceグループを作成します。
1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
3. 以前に作成した Oracleアイデンティティ・ドメイン・アプリケーションをクリックしま
す。IAMインタフェースのソース・アイデンティティ・ドメインで完了する手順を参照し
てください

4. 「リソース」の下にある「プロビジョニング中」をクリックし、「アプリケーション・デー
タのリフレッシュ」をクリックします。
 

 

5. 「リソース」の下にある「グループ」をクリックし、「グループの割当て」をクリックしま
す。
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6. アプリケーションへのグループの割当てページで、グループを検索して選択し、グループ
の隣にあるメニューで「割当て」をクリックします。
 

 

7. 「次」をクリックします。
8. 「詳細の追加」で、下にスクロールして「グループ」をチェックし、「追加」をクリックし
ます。

9. 「グループの追加」で、このユーザーに割り当てるターゲット・ドメインのグループを検索
して選択します。
 

 

10.「追加」、「グループの割当て」の順にクリックします。
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ソース・グループのユーザーがターゲット・ドメインの選択したグループにプロビジョニ
ングされます。

Microsoft Entra IDから IAMへのユーザーおよびグループの同期
SCIMを使用すると、アイデンティティ・ドメイン管理者は Microsoft Entra IDを IAMと円滑に
統合し、2つのシステム間におけるユーザーおよびグループの自動同期を有効にすることがで
きます。この項では、このステップについて概説します:

• ステップ 1: Microsoft Entra IDを使用した Cloud EPMとの SSOの設定
• ステップ 2: 認可を構成するための機密アプリケーションの作成
• ステップ 3: Microsoft Entra IDとの同期のための接続の構成
ステップ 1: Microsoft Entra IDを使用した Cloud EPMとの SSOの設定
1. Microsoft Entra IDで IAMをエンタープライズ・アプリケーションとして追加します。

Microsoft Entra IDで完了する手順を参照してください。
2. IAMインタフェースで Microsoft Entra IDを IdPとして設定します。Oracle Cloudコンソ
ールで完了する手順を参照してください。

ステップ 2: 認可を構成するための機密アプリケーションの作成
1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「統合アプリケーション」をクリックします。
3. 「アプリケーションの追加」をクリックします。
4. アプリケーションの追加ページで、「機密アプリケーション」を選択し、「ワークフローの
起動」をクリックします。
 

 

5. 「アプリケーション詳細の追加」で、アプリケーション名とその他のオプションの詳細を入
力し、「次」をクリックします。
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6. 「OAuthの構成」で、「このアプリケーションをクライアントとして今すぐ構成します」を
選択します。

7. 「認可」で「クライアント資格証明」を選択します。
 

第 7章
Oracle Identity Cloudでの SCIMを使用したユーザーおよびグループの同期

7-49



 

8. 「クライアント・タイプ」で「機密」を選択します。
9. 「トークン発行ポリシー」まで下にスクロールし、「認可されたリソース」で「特定」をク
リックします。
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10.「次」をクリックします。
11.「ポリシーの構成」で、デフォルト設定の「スキップして後で実行」のままにして、「終了」
をクリックします。
アプリケーションが追加されます
 

 

12.「アクティブ化」をクリックします。
 

 

13. アプリケーションのアクティブ化ページで、「アプリケーションのアクティブ化」をクリッ
クしてアクティブ化を確定します。
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ステップ 3: Microsoft Entra IDとの同期のための接続の構成
1. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「統合アプリケーション」をクリックします。
2. 「アプリケーション・カタログ」をクリックし、「アプリケーション・カタログの起動」を
クリックします。
 

 

3. アプリケーション・カタログで Microsoftを検索し、「Oracleアイデンティティ・ドメイ
ン」の隣にある「追加」をクリックします。
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4. アプリケーション詳細を追加し、「次」をクリックします。
 

 

5. 「プロビジョニングの有効化」をクリックし、「確認」をクリックして、確認メッセージを
閉じます。
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6. 「接続の構成」で、「Microsoft Entra IDアプリケーション名で認可」をクリックしま
す。
 

 

7. Microsoft Entra IDを認可したら、下にスクロールして、「同期の有効化」をクリックしま
す。

8. 「同期の構成」で、「同期スケジュール」を選択します。
9. 「終了」をクリックします。
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10. アプリケーション・ページで、「アクティブ化」をクリックして Microsoft Entra IDアプリ
ケーションをアクティブ化します。
構成したスケジュールに基づいて、ユーザーおよびグループが Microsoft Entra IDと IAM
の間で自動的に同期されるようになります。
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アプリケーション・レベルの役割割当て用のグループ
の作成

次のアプリケーション(ビジネス・プロセス)では、グループを作成できます。グループの子と
してアイデンティティ・ドメイン・ユーザーまたは他のグループを割り当てることができます。
• Planning

• Planningモジュール
• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

グループ情報は、それぞれの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境
および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境によって別個に管理されます。
グループを作成してアプリケーション・レベルの役割を割り当てる方法の詳細は、アクセス制
御の管理を参照してください。

電子メール通知
デフォルトで、クラウド・アカウント管理者
(oraclecloudadmin_ww@epm.oraclecloud.com)は各新規ユーザーに電子メールを送信
します。
この電子メールには、ユーザーが環境にサインインするために必要な資格証明(ユーザー名と一
時パスワード)が含まれます。
• ユーザー名は、ASCII文字のみを含み、アイデンティティ・ドメイン内で一意である必要
があります。

• ユーザー名として使用する場合、電子メール IDは一意である必要があります。
• ユーザーの名、姓および電子メール IDには、アポストロフィの句読点(')を使用できます。
• アポストロフィの句読点が含まれている電子メール IDは、ユーザー名として使用できませ
ん。次の情報ソースを使用します:

ユーザーが Oracle Cloudコンソール、EPM自動化または REST APIを介して追加される場合、
ユーザーが追加されると電子メールが送信されます。

Note:

ユーザーの追加、役割の割当て、パスワードの有効期限などのアクティビティについ
て、Identity Cloud Serviceからの電子メール通知の通知テンプレートを変更できま
す。通知言語、通知を送信するアクティビティ、電子メールの送信者、件名および本
文を選択できます。詳細は、Oracle Identity Cloud Serviceの管理の Oracle Identity
Cloud Serviceの通知のカスタマイズを参照してください。
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新規作成ユーザーへのようこそ電子メール通知を回避する方法
アイデンティティ・プロバイダ(IdP)を使用するシングル・サインオン(SSO)を構成する場合は、
ユーザー情報をファイルから IAMインタフェースにインポートして、ようこそ電子メール通知
がユーザーに送信されないようにします。インポート・ファイルには、次のフィールドが必要
です:

User ID,Last Name,First Name,Work Email,Primary Email
Type,Federated,ByPass Notification
john.doe@example.com,Doe,John,john.doe@example.com,WORK,TRUE,TRUE
jdoe,Doe,Jane,jane.doe@example.com,WORK,TRUE,TRUE

Federatedフィールドと ByPass Notificationフィールドの両方が TRUEに設定されているこ
とを確認してください。
クローニングにより作成したユーザーへのようこそ電子メールを回避する方法
SSOが有効な環境では、OCI (Gen2)への移行時など、クローニング・プロセスにより新規に作
成されたユーザーにアクティブ化電子メールが送信されないようにすることができます。詳細
は、 Oracle Identity Cloud Serviceの通知のカスタマイズを参照してください。
アクティブ化電子メールを無効にするには:

1. IAMインタフェースにサインインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してく
ださい。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「設定」をクリックし、「通知」をクリックし
ます。

3. 「構成」タブで、「エンド・ユーザー通知」をクリックし、チェック・ボックスの選択を解
除して、送信しない通知電子メールを無効にします。
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4. 「変更の保存」をクリックします。

パスワード・ポリシーの設定
IAMインタフェース内で最大 10個のパスワード・ポリシーを設定し、それぞれに優先度を指
定できます。パスワード・ポリシーがグループに割り当てられると、そのグループ内のすべて
のユーザーがそのポリシーを使用します。ユーザーが複数のグループに属する場合は、最高優
先度のパスワード・ポリシーが適用されます。
ユーザーが作成されるか、自分のパスワードを変更すると、IAMによって、そのユーザーに適
用可能な最高優先度のパスワード・ポリシーに対して、指定されたパスワードが検証され、ポ
リシー基準に準拠していることが確認されます:

• グループのメンバーでない新しいユーザーは、デフォルトのパスワード・ポリシーを使用
します。

• 同様に、パスワード・ポリシーが割り当てられていないグループに属するユーザーも、デ
フォルトのパスワード・ポリシーを使用します。

• ユーザーが初めてログインしてパスワードを変更するか、任意の時点でパスワードをリセ
ットすると、パスワード・ポリシーが評価されます。

パスワード・ポリシーの設定
1. IAMインタフェースにアイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインします。IAM
インタフェースへのアクセスを参照してください。
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2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「設定」をクリックします。
3. 「パスワード・ポリシー」をクリックします。

 

 

4. パスワード・ポリシー・ページで、「追加」をクリックします。
5. 「名前」および「説明」を入力します。
6. 「優先度」の値を入力します。
優先度には 1から 10までの任意の整数を指定でき、1が最高優先度で、10が最低優先度
です。選択した優先度のパスワード・ポリシーがすでにある場合、そのポリシーは次の優
先度番号に移動します。たとえば、優先度 2のパスワード・ポリシーと優先度 3の別のポ
リシーがあり、優先度 2の新しいポリシーを作成した場合、他のポリシーの優先度は 3と
4になります。

7. 1つ以上のグループをパスワード・ポリシーに追加するには、「追加」をクリックし、グル
ープを選択して、「追加」をクリックします。
それぞれのグループに割り当てることができるポリシーは 1つのみです。
• ユーザーに割り当てられているグループが 1つのみの場合は、そのグループに割り当
てられているパスワード・ポリシーが、ユーザーに割り当てられるパスワード・ポリ
シーです。

• ユーザーに割り当てられているグループが複数ある場合は、最高優先度のパスワード・
ポリシーが、ユーザーに割り当てられるパスワード・ポリシーです。

8. パスワード・ポリシーのタイプ(「簡易」、「標準」または「カスタム」)を選択します。
「簡易」または「標準」を選択した場合は、選択したポリシーの基準が表示されます。これ
らのポリシーの基準を変更することはできません。「カスタム」を選択した場合は、基準を
カスタマイズできます。

9. 終了したら、「追加」をクリックします。

ユーザー・パスワードのリセット
アイデンティティ・ドメイン管理者はユーザーのパスワードをリセットできます。パスワード
のリセットが成功すると、自動的に新しい一時パスワードが生成されてユーザーにメールで送
信されます。ユーザーは、次回サインインするときにこの一時パスワードを変更する必要があ
ります。
ユーザー・パスワードをリセットするには:

1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 「アイデンティティ・ドメイン」の下にある「ユーザー」をクリックします。
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ユーザー管理ページが表示されます。
3. パスワードをリセットする各ユーザー・アカウントのチェック・ボックスを選択します。

Note:

すべてのユーザー・アカウントのパスワードをリセットするには、いずれのチェ
ック・ボックスも選択せずに、ステップ 4に進みます。

4. 「詳細」をクリックし、次のいずれかの選択肢を実行します。
• 1つ以上のユーザー・アカウントを選択した場合は、「パスワードのリセット」を選択
し、「OK」をクリックします。

• すべてのアカウントのパスワードをリセットする場合は、「すべてのパスワードのリセ
ット」を選択し、「OK」をクリックします。

監査およびユーザー・レポート
アイデンティティ・ドメイン管理者の役割に割り当てられたユーザーは、監査レポートとログ
イン・レポートの両方を表示できます。さらに、サービス管理者は役割割当監査レポートにア
クセスすることもできます。
これらのレポートには、非アクティブ化されたユーザーを含め、事前定義済役割に割り当てら
れていないすべてのユーザーに関する情報がリストされます。Oracle Cloudコンソールから
これらのレポート(役割割当監査レポート以外)にアクセスできます。
監査レポートとログイン・レポートは、30、60または 90日の事前定義済範囲について生成で
き、カスタム日付範囲のレポートを作成するオプションも用意されています。レポートでは、
監査データ保持期間(デフォルトでは 30日、90日まで延長可能)が網羅されます。アイデンテ
ィティ・コンソールで「監査保持期間(日)」設定を変更することによって、この保持期間を調
整できます。
90日を超えて監査データを保持するには、このレポートとともに無効なログイン・レポートを
定期的にダウンロードしてアーカイブする必要があります。これらのレポートは、CSVファイ
ルとしてダウンロードできます。
使用可能な監査レポート
役割割当監査レポート
役割割当監査レポートでは、環境内における事前定義済役割およびアプリケーション役割の割
当てに対する変更が追跡されます。
それぞれの行には次のものが含まれます:

1. 名前: 役割の変更に関連するユーザー、IDCSグループまたは EPMグループの名前
2. タイプ: ユーザー、IDCSグループまたは EPMグループのいずれであるか
3. 役割: 割り当てられた、または割当て解除された特定の事前定義済役割またはアプリケーシ
ョン役割

4. アクション: ユーザーまたはグループに対してアプリケーション役割または事前定義済役
割が割り当てられたか、割当て解除されたか

5. 実行者: 役割の変更を実行したユーザー
6. 日時: アクションが完了したときの UTCタイムスタンプ(24時間形式)
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roleAssignmentAuditReport EPM自動化コマンドを使用して、このレポートを生成できます。
アプリケーション・アクセス・レポート
アプリケーション・アクセス・レポートでは、ログイン日やアクセスしたアプリケーション、
ログイン試行の成否を含め、ログインしたユーザーに関する情報が提供されます。
アプリケーション役割の権限レポート
このレポートでは、事前定義済役割に対する変更が追跡されます。それぞれの行には次のもの
が含まれます:

• 役割の変更が発生した環境
• 受取人(役割を割り当てられた、または割当て解除されたユーザー)

• 割り当てられた、または割当て解除された特定の役割
• 承認者(役割の変更を行ったユーザー)

• 役割の変更の日時
このレポートは、事前定義済役割のすべての変更の監査レポートとして使用できます。
使用可能なログイン・レポート
ユーザー・ログイン・レポートは、30、60または 90日の事前定義済範囲について生成でき、
カスタム日付範囲のレポートを作成するオプションも用意されています。これらのレポート
は、CSVファイルとしてダウンロードできます。
ログイン試行成功レポート
レポートには、次の情報がリストされます:

• サインインしたユーザーのユーザー ID

• ログイン試行のタイムスタンプ
• ログイン・プロバイダ。UserNamePassword、または SAMLプロバイダの名前
ログイン試行不成功レポート
このレポートには、次の情報がリストされます
• サインインを試行したユーザーのユーザー ID

• ログイン試行のタイムスタンプ
• 失敗したサインイン試行の理由を説明するコメント
休止ユーザー・レポート
このレポートには、次の情報がリストされます:

• 選択した期間中にサインインしなかったユーザーのユーザー ID

• ユーザーが最後にサインインした日付
• ユーザーのフル・ネーム
• ユーザーのプライマリ電子メール
すべてのレポートの列はソート可能です。たとえば、アプリケーション・アクセス・レポート
では、「ユーザー」列のソート・ボタンをクリックして、レポートをユーザー名のアルファベッ
ト順にソートできます。
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Oracle Cloudコンソールでの監査レポートおよびユーザー・レポ
ートへのアクセス

IAMインタフェースには、成功したログインと失敗したログイン、通知配信ステータス、ユー
ザーのサインインおよびサインアウト・アクティビティ、アプリケーション・アクセス情報お
よび診断データを取得するのに役立つ、様々な種類のレポートが用意されています。
監査レポートおよびユーザー・レポートは、アイデンティティ・ドメインのデフォルト設定で
指定されている、30日(デフォルト)、60日または 90日の監査保持期間について生成されます。
Oracle Cloud Infrastructureドキュメントの監査保持期間の設定を参照してください。
1. ソース・ドメインのアイデンティティ・ドメイン管理者として IAMインタフェースにサイ
ンインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください。

2. 使用可能な様々なレポート・タイプのリストを表示するには、「アイデンティティ・ドメイ
ン」の下にある「レポート」をクリックします。
 

 

3. 「レポートの表示」をクリックします。
4. 日付範囲、値およびイベントの説明などのレポート・パラメータを入力します。

 

 

5. 「レポートの実行」をクリックして、選択したパラメータのレポートを表示します。
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Note:

「開始日」がデフォルトのアイデンティティ・ドメイン設定で指定されている監査
保持期間内でない場合は、レポートは生成されず、エラー・メッセージが表示さ
れます。

6. 「レポートのダウンロード」をクリックして、レポートを csvファイルとしてダウンロード
します。

Identity Cloud Service REST APIを使用した監査レポートおよびユ
ーザー・レポートへのアクセス

監査イベント RESTエンドポイントを使用して、アイデンティティ・ドメイン管理者は、次の
タスクを完了する際に Oracle Identity Cloud Serviceの監査イベント・データを利用できます:

• ユーザーのアクティビティ・レポートの生成
• 過去のユーザー・アクティビティの取得
• アプリケーション使用状況の分析
REST APIで、次の情報ソースを参照してください:

• 監査イベント RESTエンドポイントの詳細は、監査イベント APIの使用。
• GETアクションによる検索の詳細は、監査イベントの検索。
Identity Cloud Service REST APIを使用して監査レポートおよびユーザー・レポートにアクセ
スするには、次のステップを完了する必要があります:

• RESTクライアントの OAuth 2で認証を設定し、リフレッシュ・トークンとクライアント
IDを取得します

• リフレッシュ・トークンとクライアント IDを使用してアクセス・トークンを取得し、REST
APIを IDCSに発行します

これらのタスクの完了に関する詳細は、REST APIの OAuth 2での認証 - OCI (Gen 2)環境のみ
を参照してください。
IDCS監査エンドポイントへのアクセスには、urn:opc:idm:__myscopes__スコープが必要
です。
Table 7-1    IDCS監査イベントのエンドポイント

アクション メソッド エンドポイント
GETによる検索 GET /admin/v1/AuditEvents
POSTによる検索 POST /admin/v1/

AuditEvents/.search
イベント idによる取得 GET /admin/v1/AuditEvents/{id}

複雑な検索問合せは、次を使用して作成できます:

• 属性に基づいてイベントを選択するフィルタ・パラメータ(SCIMの仕様を参照)

• フィルタして返す属性
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• 結果を並べ替え、ソート順を設定するソート
• 1ページ当たりのイベント数を制限するカウント
• ページネーションをサポートする開始インデックス(SCIMの仕様を参照)

使用状況レポートへのアクセス
使用状況レポートには、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境または
Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境の使用状況メトリックが含まれていま
す。これには、ライセンスの内容、ライセンス料、使用量、ライセンスの範囲を超えて使用し
ているかどうかが表示されます。
レポートを表示するために必要な権限
使用状況レポートは、Oracle Cloud Infrastructureオブジェクト・ストレージ・バケットに保管
されます。ドキュメントが保管されている場所にアクセスするには、クロステナンシ・ポリシ
ーを設定する必要があります。レポートを表示するには、これらの必要なポリシー権限を持つ
グループのメンバーである必要があります :

Define tenancy usage-report as ocid1.tenancy.oc1.ax
Allow group '<identity-domain-name'/'<your-group-name>' to read organizations-
subscriptions in tenancy
Allow group '<identity-domain-name'/'<your-group-name>' to read subscriptions 
in tenancy
Allow group '<identity-domain-name'/'<your-group-name>' to read organizations-
assigned-subscriptions in tenancy
Allow group '<identity-domain-name'/'<your-group-name>' to read organizations-
subscription-regions in tenancy

ポリシーを作成するには、ポリシーの作成を参照してください。
レポートの表示
使用状況レポートを表示するには:

1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。
2. アプリケーション・ホーム・ページの「マイ・アプリケーション」で、「Oracle Enterprise

Performance Management」を選択し、環境名を選択します。
3. 「リソース」で、「サブスクリプション」を選択し、サブスクリプション IDリンクを選択し
ます。

4. 「リソース」で、このサブスクリプションの「使用状況」を選択します。
5. 使用状況レポート名を選択して、pdfファイルをダウンロードします。
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8
セキュリティ設定の構成

デフォルトのシングル・サインオン(SSO)を使用するか、Security Assertion Markup Language
2 (SAML 2)準拠のアイデンティティ・プロバイダ(IdP)を使用して、複数のビジネス・プロセス
に対してユーザーを認証します。
この項の内容:

• シングル・サインオンの構成
• SSO対応の Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境のロ
グアウト URLのカスタマイズ

• SSO対応の Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境のユ
ーザー資格証明の管理

• SSOの有効化後に Smart View (Mac and Browser)を機能させる
• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudの安全なアクセスの設定
• ネットワーク・ペリメータの設定
• サインオン・ポリシーを使用した Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data

Management Cloud環境へのアクセスの制限
• タスク・マネージャで Oracle Cloud ERPタスクを表示することの確認
• コンプライアンス・レポートへのアクセス
• Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境の IPアドレスの
特定

• ナビゲーション・フローの管理
• セキュリティ・コンプライアンス機能の理解

シングル・サインオンの構成
SSOを構成すると、SAML 2.0準拠のアイデンティティ・プロバイダ(IdP)に属するユーザーを
多くの Oracle Cloud環境に対して認証できます。

ノート:

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Managementは、サービス・プロバイダ(SP)によって開始され
た SSOのみをサポートします。IdPによって開始された SSOはサポートしません。

ユーザーは、各自の組織のネットワーク・リソースにアクセスするために使用する SSO資格
証明を使用して、環境に 1回認証を行うことで、同じ IdPを使用して構成された他のクラウド
環境にシームレスにアクセスできます。
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SAML 2.0準拠の任意の IdP、たとえば Microsoft Entra ID、Oracle Identity Federation、Microsoft
Active Directory Federation Services 2.0+、Okta、Ping Identity PingFederate、Shibbolethなど
を使用して、SSOを確立できます。
Oracle Cloudは、Oracle Identity Federationを IdPとして構成できます。同様に、Oracle
NetSuiteは、SAML 2.0準拠の IdPを使用するように構成できます。『Oracle Identity Cloud
Serviceの管理』の SAMLアイデンティティ・プロバイダの追加を参照してください。

ノート:

この項の情報は、SaaS at Customer (顧客クラウド内にデプロイされた Cloud EPM
および Oracle Enterprise Data Management Cloud)には適用されません。

関連情報:

• SSO用の Microsoft Entra IDの構成
• Oracle Cloudコンソールでのドメインに対する複数のアイデンティティ・プロバイダの構
成

SSO用の Microsoft Entra IDの構成
次のリンク先で、SAML 2.0準拠のアイデンティティ・プロバイダ(IdP)である Microsoft Entra
ID (Azure AD)を構成し、Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環
境の SSOを確立するために使用できるようにする手順を参照してください:

• Microsoft Entra IDで完了する手順および
• Oracle Cloudコンソールで完了する手順
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのログインの問題
の解決を参照してください

Microsoft Entra IDで完了する手順
Microsoft Entra IDをアイデンティティ・プロバイダ(IdP)として構成するには、次の操作を実行
します:

1. Oracle Cloud Infrastructureコンソールを Azure ADのエンタープライズ・アプリケーショ
ンとして追加します.

2. Azure ADユーザーを、Oracle IDCSエンタープライズ・アプリケーションに割り当てま
す。

3. Oracle Cloud Infrastructure Consoleエンタープライズ・アプリケーションの SSOの設定.

これらの構成ステップの完了に関連する詳細な手順と説明は、Microsoft Entra IDのドキュメン
トを参照してください。
エンタープライズ・アプリケーションとしての Oracle Cloud Infrastructureコンソールの追加
1. Microsoft Entra IDサインイン・ページにアクセスしてサインインします。
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2. ホームの左側のナビゲーション・ペインで、「Applications」をクリックし、「Enterprise
applications」をクリックします。

3. 「New Application」をクリックします。「Microsoft Entra Gallery」画面を参照します。
クラウド・プラットフォームとして Oracleが一覧表示されます。

4. 「Oracle」をクリックして、使用可能な Oracle Cloudプラットフォームのリストを表示し
ます。

5. 「Oracle Cloud Infrastructure Console」をクリックします。
 

 

6. 「Name」を入力し、「Create」をクリックして、Oracle Cloud Infrastructureエンタープラ
イズ・アプリケーションのインスタンスを追加します。
エンタープライズ・アプリケーションのプロパティの概要が表示されます。
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Oracle Cloud Infrastructure Consoleエンタープライズ・アプリケーションへの Microsoft
Entra IDユーザーの割当て
指定されたユーザーのみが Microsoft Entra IDにログインし、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementとフェデ
レートできます。また、ユーザー・グループを割り当てることもできます。これらのユーザー
またはグループが Microsoft Entra IDにすでに存在していることを確認します。
1. Oracle Cloud Infrastructure Consoleアプリケーションの左側のナビゲーション・ペインで、
「Manage」の下の「Users and groups」をクリックします。または、エンタープライズ・
アプリケーションの「Overview」ページで、「Assign users and groups」をクリックしま
す。

2. 「Add User/Group」をクリックします。
3. 「Users」の「None Selected」をクリックし、「Users」画面を開きます。アプリケーショ
ンに割り当てるユーザーを選択し、「Select」をクリックします。

4. 「Assign」をクリックして、選択したユーザーをアプリケーションに割り当てます。
Oracle Cloud Infrastructure Consoleエンタープライズ・アプリケーションの SSOの設定
1. 左側のナビゲーション・ペインで、「Single sign-on」をクリックします
2. 「Select a single sign-on method」で、「SAML」をクリックします。
「Set up Single Sign-on with SAML」画面が開きます。
 

 

3. 基本的な SAML構成詳細を入力します。
このステップで入力する情報は、Oracle Identity Cloud Serviceで SAMLを構成するときに
生成された情報です。
• 「Basic SAML Configuration」セクションの「Edit」をクリックします。
• 「Basic SAML Configuration」ページで、Oracle Identity Cloud Serviceで SSOするた
めの設定を入力します。
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Note:

基本的な SAML設定として入力する必要のある Oracle Identity Cloud
Service設定は、次のプレディクト可能なパターンに従います。https://
idcs-
CUSTOMER_IDENTIFIER.identity.oraclecloud.com:443/fed
CUSTOMER_IDENTIFIERは、テナンシに固有の一意の英数字の文字列です。
これは Oracle Identity Cloud Serviceの URLの一部です。たとえば、サイン
イン URLが https://
idcs-01e711f676d2e4a3e456a112cf2f031a9.identity.oraclecl
oud.com/ui/v1/signinの場合、CUSTOMER_IDENTIFIERは
01e711f676d2e4a3e456a112cf2f031a9であり、これを SAML構成設定
の導出に使用します。この例では、識別子(エンティティ ID)は https://
idcs-01e711f676d2e4a3e456a112cf2f031a9.identity.oraclecl
oud.com:443/fedになります。
テナンシについて判明している Oracle Identity Cloud Serviceのすべての構
成設定を表示するには、/.well-known/idcs-configurationを付加し
て Oracle Identity Cloud Serviceの URLを入力します。たとえば、
https://
idcs-01e711f676d2e4a3e456a112cf2f031a9.identity.oraclecl
oud.com/.well-known/idcs-configurationのように入力します。

– Identifier (Entity ID): 組織の Oracle Identity Cloud Serviceのプロビジョニング中
に設定されたプロバイダ ID。
例: https://idcs-
CUSTOMER_IDENTIFIER.identity.oraclecloud.com:443/fed

Note:

これがデフォルトの識別子であることを示すには、「Default」チェック・
ボックスを選択します。

– Reply URL: Microsoft Entra IDからの受信 SAMLアサーションを処理する Oracle
Identity Cloud Serviceのエンドポイント。アサーション・コンシューマ・サービス
URLとも呼ばれるこの値は、Oracle Identity Cloud Serviceの構成時に設定されま
す。
例: https://idcs-
CUSTOMER_IDENTIFIER.identity.oraclecloud.com:443/fed/v1/sp/ss
o

– Sign on URL: Microsoft Entra IDによって開始された SSOを実行する Cloud
EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudサインオン・ページの
URL。
例: https://idcs-
CUSTOMER_IDENTIFIER.identity.oraclecloud.com:443/fed/v1/sp/ss
o

– Logout URL: Oracle Identity Cloud Serviceからのサービスのログアウト URL。
例: https://idcs-
CUSTOMER_IDENTIFIER.identity.oraclecloud.com:443/fed/v1/sp/sl
o
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• 「Save」をクリックします。
• 「Basic SAML Configuration」ページを閉じます

4. 「Set up Single Sign-On with SAML」画面で、ユーザー属性およびクレームを入力しま
す:

• 「Attributes & Claims」の「Edit」をクリックします。
• 「Claim name」で、「Unique User Identifier (Name ID)」をクリックし、ソース属性値
を選択します(例: user.mail)。この値は、Oracle Identity Cloud Serviceで指定されたリ
クエストされた NameID形式と一致する必要があります。
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• 「Save」をクリックします。
• 「Manage claim」ページと「Attributes & Claims」ページを閉じます。

5. Microsoft Entra IDメタデータ・ファイルをダウンロードします。
• 「Set up Single Sign-On with SAML」画面の「SAML Signing Certificate」セクショ
ンで、「Federation Metadata XML」の横にある「Download」をクリックします。
 

 

• 画面の指示に従って、Oracle Identity Cloud Serviceからアクセスできるローカル・デ
ィレクトリにメタデータ・ファイルを保存します。

Oracle Cloudコンソールで完了する手順
SSOを設定するそれぞれのアカウントについて、次のアクションを完了します:

1. Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementユーザーの管理
2. SAML IdPとして Azure ADを設定し、IdPポリシーに割り当てる
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ユーザーの管理
1. ユーザーを作成します。ユーザーの作成を参照してください
2. ユーザーに事前定義済役割を割り当てます。役割の割当てを参照してください。
SAML IdPとしての Microsoft Entra IDの設定と IdPポリシーへの割当て
このタスクの詳細な手順は、Oracle Cloud Infrastructureドキュメントの SAMLアイデンティテ
ィ・プロバイダの追加を参照してください
1. IAMインタフェースで、「セキュリティ」、「アイデンティティ・プロバイダ」の順にクリッ
クします。

2. 「IdPの追加」をクリックして、「SAML IdPの追加」を選択します。
 

 

3. 詳細の追加ページで、次のようにします:

• 名前: IdPの名前を入力します。
• (オプション)説明: IdPの説明を入力します。
• (オプション)「アイデンティティ・プロバイダ」アイコン: サポートされているイメー
ジをドラッグ・アンド・ドロップするか、「1つを選択」をクリックしてイメージを参
照します。
 

 

4. メタデータの交換ページで、「SAMLメタデータのエクスポート」ボタンをクリックして、
SAMLメタデータを Microsoft Entra IDに送信します。

5. 「IdPメタデータのインポート」を選択します。ダウンロードした Microsoft Entra IDメタ
データ・ファイルを参照して選択します。Microsoft Entra IDで完了する手順を参照してく
ださい。
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6. 「ユーザー・アイデンティティのマップ」で、Microsoft Entra IDから受信したユーザーのア
イデンティティ属性を Oracle Cloud Infrastructureアイデンティティ・ドメインにマップし
ます。
 

 

• 「リクエストされた NameID形式」で、Microsoft Entra IDがユーザー属性を Oracle
Identity Cloud Serviceに転送する形式を選択します。

• アイデンティティ・プロバイダのテストで、ユーザーを一意に識別する Microsoft Entra
ID属性を選択します。ユーザー ID以外の属性(電子メール IDなど)を使用するには、
SAML属性を選択します。それ以外の場合は、名前 IDを選択します。

• OracleIdentityCloudServiceアイデンティティ・ドメインで、選択した Microsoft Entra
ID属性をマップする Oracle Identity Cloud Service属性を選択します。

7. 「確認および作成」画面で、Microsoft Entra IDの設定を確認します。設定が正しい場合は、
「作成」をクリックします。設定を変更する必要がある場合は、一連の設定の隣にある「編
集」をクリックします。
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8. Microsoft Entra IDが SAML IdPとして作成されると、コンソールの次の手順。ページにメ
ッセージが表示されます。
 

 

• 「接続のテスト」をクリックして、SAML SSO接続が正しく機能していることを確認し
ます。

• 「IdPのアクティブ化」をクリックして Microsoft Entra IDをアクティブ化し、アイデン
ティティ・ドメインがそれを使用できるようにします。

• 「IdPポリシーに追加」をクリックして、作成した既存のポリシー・ルールに Microsoft
Entra IDを割り当てます。IdPポリシーの作成とルールの割当てを参照してください。

9. 「閉じる」をクリックします。
IdPポリシーの作成とルールの割当て
1. 「セキュリティ」、「IdPポリシー」の順にクリックします。
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2. アイデンティティ・プロバイダ(IdP)ポリシー・ページで、「IdPポリシーの作成」をクリッ
クします。

3. ポリシーの追加ページで、「名前」を入力し、「ポリシーの追加」をクリックします。
「ポリシーの追加」をクリックすると、IdPポリシーが追加されます。
 

 

4. アイデンティティ・プロバイダ・ルールの追加ページで、「IdPルールの追加」をクリック
して、このポリシーのルールを定義します。

5. IdPルールの「ルール名」を入力します。
6. 「アイデンティティ・プロバイダの割当て」メニューを使用して、このルールに Microsoft

Entra IDを割り当てます。
 

 

7. 「IdPルールの追加」をクリックします。
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8. 「アプリケーションの追加」をクリックします。この IdPポリシーに割り当てるアプリケー
ションを検索して選択します。
 

 

9. 「アプリケーションの追加」をクリックします。

Oracle Cloudコンソールでのドメインに対する複数のアイデン
ティティ・プロバイダの構成

複数のアイデンティティ・プロバイダ(IdP)を使用してシングル・サインオン(SSO)アクセスを
ユーザーに提供するように構成できます。環境で複数の IdPが有効になっている場合、ユーザ
ーは、サイン・イン・ページで SSOを実行する IdPを選択できます。
IdPを構成するには、この Microsoft Entra IDの設定例を参照してください:

• Microsoft Entra IDで完了する手順
• Oracle Cloudコンソールで完了する手順
IdPのアクティブ化と有効化
1. 「セキュリティ」、「アイデンティティ・プロバイダ」の順にクリックし、「アイデンティテ
ィ・プロバイダ」画面を開きます。
 

 

2. IdPをアクティブ化して、ユーザーが IdPを使用できるようにします。アクティブ化する
IdPの「アクション」メニュー(3つの点)をクリックします

3. 「IdPのアクティブ化」をクリックします。
4. アクティブ化を確定するには、「IdPのアクティブ化」をクリックします。
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複数の IdPへの IdPルールの割当て
1. 「セキュリティ」、「IdPポリシー」の順にクリックします。

 

 

2. IdPを割り当てる IdPポリシーの名前をクリックします。
3. 「リソース」で、「アイデンティティ・プロバイダ・ルール」をクリックします。
4. IdPを割り当てるルールの「アクション」メニュー(3つの点)をクリックし、「IdPルールの
編集」をクリックします。
 

 

5. 「アイデンティティ・プロバイダの割当て」ボックスをクリックして、このルールに割り当
てる IdPを選択します。
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6. 終了したら、「変更の保存」をクリックします。
7. 「リソース」の下にある「アプリケーション」をクリックします。
8. 「アプリケーションの追加」をクリックします。この IdPポリシーに割り当てるアプリケー
ションを検索して選択します。
 

 

9. 「アプリケーションの追加」をクリックします。選択した環境が、割り当てられた IdPを使
用してサインインするように構成されました。構成された IdPのいずれかを使用して、こ
れらの環境に SSOできるようになりました。
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SSO対応の Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境のログアウト URLのカスタマイ
ズ

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境のログアウト URLは、デフォルトでログイン・ページに戻
るように設定されています。特に、SSO対応環境では、選択したカスタム・ページ(通常はア
イデンティティ・プロバイダ(IdP)ページ)がサインアウト時に表示されるよう、ログアウト・ペ
ージを変更できます。指定したカスタム・ログアウト・ページは、環境を再作成した場合でも
保持されます。
環境のログアウト時に任意のページを表示するには:

1. IAMインタフェースにサインインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してく
ださい。

2. 「設定」で、「セッション設定」をクリックします。
3. 表示するページの「サインアウト URL」を入力します。
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4. 「変更の保存」をクリックします。
新しいサインアウト URLは、次回の日次メンテナンス後に有効になります。日次メンテナ
ンスの管理を参照してください。

SSO対応の Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境のユーザー資格証明の管理

ご使用の環境でシングル・サインオン(SSO)を有効にすると、2つのサインイン・オプション
(会社のサインイン(SSO)と従来のクラウド・アカウント・サインイン)が提供されます。
ただし、一部のクライアント・コンポーネントは、SSO資格証明では機能しません。次に例を
示します:

• EPMエージェントおよび EPM自動化で使用される基本認証は、SSO資格証明では機能し
ません。

• 環境間接続は、サービス管理者の SSO資格証明では機能しません。
これらのシナリオでは、これらのユーザーがアイデンティティ・ドメイン資格証明を維持して
いることを確認することが重要です。また、ユーザーが従来のクラウド・アカウント・サイン
インでログインできないようにし、SSOログインのみを使用してログインするようにすること
もできます。
ここでは、該当するユーザーが SSO資格証明またはアイデンティティ・ドメイン資格証明(あ
るいはその両方)を使用してログインできるようにする方法について説明します:

SSO対応の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle
Fusion Cloud Enterprise Data Management環境では、アイデンティティ・ドメイン資格証明が
自動的に維持されます。デフォルトでは、ユーザーがブラウザを使用して環境にアクセスする
と、両方のサインイン・オプションが表示されます。ブラウザ・ユーザーに「従来のクラウド・
アカウント」サインイン・オプションが表示されないようにし、SSOのみを使用してログイン
するようにする場合は、次の手順を実行します:

1. IAMインタフェースにサインインします。IAMインタフェースへのアクセスを参照してく
ださい。
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2. 「セキュリティ」、「IdPポリシー」の順にクリックします。
 

 

3. デフォルトの IdPポリシーをクリックします。
4. ポリシーに割り当てられた IdPを表示するには、「リソース」の下にある「アイデンティテ
ィ・プロバイダ・ルール」をクリックします。

5. IdPポリシー・ルールを選択し、その隣にある「IdPルールの編集」アクション・メニュー
をクリックします。
 

 

6. 「アイデンティティ・プロバイダの割当て」ボックスのユーザー名とパスワードを削除しま
す。

7. 「変更の保存」をクリックします。
パスワードの有効期限切れを通知する電子メールの回避
ユーザーの資格証明がアイデンティティ・ドメインに格納されている場合は、それらのパスワ
ードの有効期限が切れると、パスワードの有効期限切れを通知する電子メールがユーザーに送
信されます。これらのユーザーが作成された後に IdPを使用する SSOを設定した場合に、こ
れらのユーザーの資格証明をアイデンティティ・ドメインに格納しない場合や、パスワードの
有効期限切れを通知する電子メールを受信しないようにする場合は、SSOを有効にした後でこ
れらのユーザーを削除して再作成する必要があります。
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SSOの有効化後に Smart View (Mac and Browser)を機能さ
せる

アイデンティティ・プロバイダ(IdP)を使用する SSOを設定した後、Oracle Smart View for
Office (Mac and Browser)は、次のタスクを完了するまで機能しません:

• IdPのドメインを含む新しいマニフェスト・ファイルの作成
• マニフェスト・ファイルの再デプロイ
詳細は、Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)のデプロイと管理 の次のトピックを
参照してください。
• マニフェスト・ファイルの作成および保存
• Office 365ユーザーに対するマニフェスト・ファイルのデプロイ
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの Smart Viewの
問題の修正を参照してください。

Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud
の安全なアクセスの設定

getIPAllowlistおよび setIPAllowlist EPM自動化コマンドを使用して、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境の許可リストを作成および管理します。詳細は、EPM自動化の操作で次のコ
マンドを参照してください:

• getIPAllowlist

• setIPAllowlist

トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの IP許可リストの
機能的な問題の解決を参照してください。

ネットワーク・ペリメータの設定
Oracle Identity Cloud Serviceでネットワーク・ペリメータを設定して、特定の IPアドレスま
たは範囲のユーザーにサインインを制限できます。この方法を使用すると、指定したアイデン
ティティ・ドメイン内のすべての Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境へのアクセスを制御できま
す。
『Oracle Identity Cloud Serviceの管理』の Oracle Identity Cloud Serviceのネットワーク・ペリ
メータの管理を参照してください。
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サインオン・ポリシーを使用した Cloud EPM環境およ
び Oracle Enterprise Data Management Cloud環境へのアク
セスの制限

Oracle Identity Cloud Serviceのデフォルトのサインオン・ポリシーでは、事前定義済役割に割
り当てられたすべてのユーザーは、その資格証明(ユーザー名とパスワード)を指定することで
環境にサインインできます。アイデンティティ・ドメイン管理者は、ユーザーに Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境へのアクセスを許可するかどうかを判断するカスタム・サインオン・ポリシ
ーを構成できます。たとえば、サービス管理者の役割に割り当てられているユーザーにのみ環
境へのアクセスを許可するポリシーを構成できます。
カスタム・サインオン・ポリシーを構成する場合は、すべての Cloud EPMユーザーのサインイ
ンを許可するようにしてください。サインオン・ポリシーの設定の詳細は、Oracle Identity
Cloud Serviceの管理の次のトピックを参照してください:

• サインオン・ポリシーの理解
• サインイン・ポリシーの追加
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのサインオン・ポ
リシーによる問題のトラブルシューティングを参照してください。

タスク・マネージャで Oracle Cloud ERPタスクを表示す
ることの確認

Note:

この手順は Financial Consolidation and Close、Tax Reporting、およびタスク・マネ
ージャが有効になっているそれらの Planningアプリケーションに適用されます。

タスク・マネージャに Oracle Cloud ERPタスクを表示するには、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementへの Oracle Cloud ERP URLの埋込みを許可する必要が
あります。
"Oracle Cloud ERPを開くときに"<Oracle Cloud ERP URL>への接続が拒否されまし
たというエラーとともに空白のページが表示される場合、Financial Consolidation and Closeの
管理の Oracle Cloud ERPのエンド・ユーザー統合で説明されている前提条件の手順を完了し
ていることを確認してください。

コンプライアンス・レポートへのアクセス
独立したサード・パーティによるセキュリティ・レビューを実施し、セキュリティ・レポート
(SOC 1レポート(Statement on Standards for Attestation Engagements (SSAE) No 18に基づ
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く)、SOC 2レポート、管理および技術制御の有効性を確認する他のレポートなど)を作成しま
す。コンプライアンス・レポートには次のものが含まれます:

• SOC 1レポート
• SOC 2レポート
• ブリッジ・レター
• ISO証明書
• 障害回復証拠ドキュメント
• セキュリティ評価レポート
Oracle Cloudコンソールからのコンプライアンス・レポートのダウンロード
1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。
2. 「ナビゲーション」メニューに移動し、アイデンティティとセキュリティを検索して、「コ
ンプライアンス」をクリックします。
コンプライアンス・ドキュメント・ページに、表示権限のあるすべてのドキュメントが表
示されます。

3. ダウンロードするドキュメントを見つけて、「アクション」アイコン(3つの点)をクリック
し、「ダウンロード」をクリックします。

4. 使用条件を確認します。
5. 確認したら、「使用条件を確認した上でこれに同意します」チェック・ボックスを選択し
て、「ファイルのダウンロード」をクリックします。

Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境の IPアドレスの特定

環境の URLは、静的 IPアドレスに接続します。これらの IPアドレスをファイアウォール構成
の許可リストに追加し、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび
Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementへの接続がファイアウォールを通過できる
ようにすることができます。
pingなどの診断ツールまたは nslookupなどのネットワーク管理ツールを使用して、ファイア
ウォール構成にパススルー例外を追加する各環境の IPアドレスを特定します。
• サンプル pingコマンド: ping serverName。例: ping

exampleServer.oraclecloud.com
• サンプル nslookupコマンド: nslookup serverName。例: nslookup

exampleServer.oraclecloud.com
URLに使用可能な完全修飾サーバー名のみを指定してください。プロトコル(https://)やアプリ
ケーション・コンテキスト(epmcloud)など、他のすべての情報は除外してください。たとえば、
URLが https://acme-epmidm.epm.us-phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/
epmcloudの場合は、サーバー名として acme-epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.comを使用します。
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの IP許可リストの
機能的な問題の解決を参照してください。
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ナビゲーション・フローの管理
サービス管理者は、ナビゲーション・フローと呼ばれるサブスクリプション間の接続を設定し
て、ユーザーが Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境間を移動し、
複数の環境間で統合されたビジネス・プロセス・フローを作成できるようにすることができま
す。
ナビゲーション・フローにより、複数の Cloud EPM環境のユーザーは、1つの環境にサインイ
ンし、その後は追加の認証プロセスを経ることなく、他の環境にシームレスに移動できます。
サービス管理者は、様々な環境のアーティファクトをマッシュアップし、ユーザー向けに単一
の統合ビジネス・プロセス・フローを作成できます。クラスタ、カードおよびタブを単一のフ
ローにまとめることができます。これらのカードおよびタブには、様々なアプリケーションの
フォーム、レポート・ダッシュボードを含められます。
Cloud EPMでのワークフローのカスタマイズの概要は、このビデオをご覧ください。

 概要ビデオ
考慮事項
• ナビゲーション・フローは、次のビジネス・プロセスでのみ作成できます:

– Planning

– Planningモジュール
– Financial Consolidation and Close

– Tax Reporting

– Enterprise Profitability and Cost Management

• すべての Cloud EPM環境は、これらのソース接続からアクセスできます。ナビゲーショ
ン・フローは、同じサービス・タイプの環境間で作成できます。環境が同じデータ・セン
ター内の同じアイデンティティ・ドメイン内にある接続のみがサポートされます。

ノート:

– 同じデータ・センター内の異なるアイデンティティ・ドメインを使用する環
境間の接続は、現在サポートされていません。

– アプリケーションは同じバージョンである必要があります。たとえば、25.01
の Planningアプリケーションと 24.12の Financial Consolidation and Close
アプリケーションの間の接続は設定できません。

– ナビゲーション・フローでカスタム(バニティ) URLを使用することはできま
せん。

ナビゲーション・フローの設定および使用の詳細は、ナビゲーション・フローを構成するソー
ス・サービスの管理ガイドを参照してください。トラブルシューティングの詳細は、オペレーション・ガイドの Cloud EPMの接続問題の処理を参照してください。
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セキュリティ・コンプライアンス機能の理解
オラクルでは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのセキュリティを確
保し、データの機密性、整合性および可用性を保護するために、多面的なアプローチを採用し
ています。
データ・センターの物理的なセキュリティに加えて、次のセキュリティ・コンプライアンス機
能を実装しています。これらの機能は、組織のセキュリティ・コンプライアンス要件を満たす
ために役立ちます。
• 通信のための Transport Layer Security (TLS) 1.3

• 定期的な TLS証明書の更改
• 透過的データ暗号化を使用したデータ暗号化
• OCIブロック・ボリュームの暗号化を使用したデータ暗号化
• FIPS 140-2準拠の HSMに保管されている暗号化キー
• セキュアな EPM自動化アクセスのためのパスワード暗号化
• ユーザー資格証明のセキュアなストレージ
• スナップショットのデータ・マスク
• データ分離
• 外部認証(シングル・サインオン)

• SCIMを使用したユーザーおよびグループの同期
• アクセスを管理するための APIおよびコマンドの使用
• REST API、EPM自動化および EPM統合エージェントに対する OAuth 2トークンの使用
• 複数のパスワード・ポリシー
• REST APIおよび EPM自動化に対する APIゲートウェイのサポート
• エンド・ユーザーの役割ベースのアクセス制御
• アップロードされたファイルに対するウィルス・スキャン
• 無効なファイル拡張子を持つファイルのアップロードのブロック
• ネットワークの制限付きアクセス
• セカンダリ・リージョンでのエアギャップ・バックアップ
• 接続用の IP許可リストの設定
• 環境へのアクセスの非アクティブ化
• 環境へのアクセスを制限するためのサインオン・ポリシー
• 最大セッション期間
• アイドル・セッション・タイムアウト
• Webアプリケーション・ファイアウォール(WAF)を使用した保護
• Oracle Global Tradeポリシーへの準拠
• セキュア HTTPヘッダー
• DKIMサポート
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• SPFサポート
• DMARCサポート
• データベース・アクセスの Bring Your Own Key機能
• 手動データベース・アクセスの制御
• 手動データベース・アクセスのモニタリング
• Oracleによるデータ・アクセスの制限
• 環境への各アクセスに関する情報のアクセス・ログ
• 監査レポート、ログイン・レポートおよび監査ログ
• セキュリティ監査のユーザー・ログイン・レポート
• アプリケーション・パフォーマンスをモニターするアクティビティ・レポート
• カスタム SIEMツールとの統合
• Oracle Software Security Assurance (OSSA)

• リアルタイム・ダッシュボードおよびアラートを使用したオラクル社による環境のモニタ
リング

• 脅威と脆弱性の管理
• オラクル社によるクラウド環境への安全なアクセス
• 自動セキュリティ・パッチ
• 脆弱性を特定して修正するための定期的な侵入テストと論理的ハッキング
• 外部セキュリティ監査
• バックアップ・データのレジデンシおよび保持
• 24時間 365日のサポート
• 米国政府のセキュリティ・ポリシー
• イギリス政府のセキュリティ・ポリシー

通信のための Transport Layer Security (TLS) 1.3
暗号化されたデータ通信の要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementでは、SHA-2/SHA-256
暗号学的ハッシュ・アルゴリズムによる TLS 1.3を使用して、ブラウザ、Oracle Smart View for
Office、EPM自動化および EPMエージェントとの通信を保護します。すべてのセッションが
暗号化されます。Cookieに保存されるセッション情報は暗号化され、セッション IDはランダ
ムに生成されてセキュリティを確保します。
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境は、強力な暗号をサポ
ートしています。例:

• ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384

• ECDHE-RSA-AES256-SHA384

• ECDHE-RSA-AES128-GCM-SHA256

• ECDHE-RSA-AES128-SHA256

• DHE-RSA-AES256-GCM-SHA384
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• DHE-RSA-AES256-SHA256

• DHE-RSA-AES128-GCM-SHA256

• DHE-RSA-AES128-SHA256

詳細は、次の情報ソースを参照してください:

• 暗号化レベルの理解.

• Oracle Cloud Infrastructureドキュメントのロード・バランシングの概要。

定期的な TLS証明書の更改
定期的な証明書更改の要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementでは、TLS証明書が 6
か月ごとに自動的に更改されます。このプロセスはシームレスであり、Webブラウザ、Oracle
Smart View for Office、EPM自動化、EPMエージェントなどの様々なインタフェースの操作を
中断しません。
証明書をダウンロードする必要がある統合製品を使用している場合、証明書失効日に基づいて、
6か月ごとにダウンロードしてください。

透過的データ暗号化を使用したデータ暗号化
保存データの暗号化の要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementでは、透過的データ暗
号化(TDE)を使用してすべてのデータを表領域レベルで暗号化します。各表領域には独自の暗
号化キーがあります。
暗号化キーは、マスター・キーを使用して暗号化されます。マスター・キーは、AES-256暗号
化を使用して暗号化され、定期的に交替されます。マスター・キーは、セキュリティを強化す
るために、ハードウェア・セキュリティ・モジュール(HSM)に保管されます。
表領域も AES-256暗号化を使用して暗号化されます。

OCIブロック・ボリュームの暗号化を使用したデータ暗号化
保存データの暗号化の要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境では、
AES-256を使用したブロック・ボリュームの暗号化を使用して、すべてのファイル・システ
ム・データ(Oracle Essbaseデータを含む)を暗号化します。

FIPS 140-2準拠の HSMに保管されている暗号化キー
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境のハードウェア・セキュリティ・モジュール(HSM)における
暗号化キー・ストレージの要件を満たすために、次を含むすべてのマスター・キーが連邦情報
処理規格(FIPS) 140-2準拠の HSMに保管されます:

• 透過的データ暗号化(TDE)マスター・キー(データベース暗号化用)

• ブロック・ボリューム暗号化マスター・キー(ファイル・システム暗号化用)

• オブジェクト・ストレージ暗号化マスター・キー(アーティファクト・スナップショット暗
号化用)
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セキュアな EPM自動化アクセスのためのパスワード暗号化
EPM自動化にサインインする際に、プレーン・テキストの機密情報の使用を回避する要件を満
たすために、暗号化されたパスワード・ファイルの使用を義務付けることができます。暗号化
できるデータには、システムのパスワード(SSOパスワードではない)とプロキシ・サーバーの
パスワードが含まれます。encrypt EPM自動化コマンドを使用して、暗号化されたパスワード
を格納するファイルを作成します。

ユーザー資格証明のセキュアなストレージ
すべてのユーザー資格証明は、AES-256暗号化を使用したセキュアな形式で保管されます。こ
れには次のものがあります:

• サインオン時に提供される資格証明
• ナビゲーション・フローの作成時に提供される資格証明
• データ・ソース接続の作成時に提供される資格証明
• EPM自動化の暗号化コマンドによって暗号化された資格証明

スナップショットのデータ・マスク
これらの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・プロセスはス
ナップショットのデータのマスキングをサポートしており、トラブルシューティングの目的で
オラクルにスナップショットを送信する際のデータ・プライバシを確保します。この機能は現
在のアプリケーション・データをランダム化し、無意味なものにレンダリングします。
• Planningアプリケーション・タイプ(カスタム、フリーフォーム、Planningモジュール、プ
レディクティブ資金予測、Strategic Workforce Planningおよび Sales Planningが含まれま
す)。

• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

maskData EPM自動化コマンドを使用して、テスト環境のデータをマスクします。スナップシ
ョットの作成後、バックアップまたは日時メンテナンス・スナップショットからデータを復元
する必要があります。データのマスキングは、他の組織(この場合はオラクル社)でデータが表
示されないようにするという要件を満たすために役立ちます。

データ分離
オラクル社では、顧客ごとに専用の仮想マシンと専用のデータベース・スキーマを使用して、
データが混在しないようにします。これにより、データ分離要件を満たすことができます。

外部認証(シングル・サインオン)
SSOを設定すると、SAML 2.0準拠のアイデンティティ・プロバイダ(IdP)が Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境に対してユーザーを認証できるようになります。
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この構成により、ユーザーが組織を離れた後は Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data
Management Cloudにアクセスできないようにするという要件が満たされます。ユーザーはネ
ットワーク・リソースに使用するのと同じ SSO資格証明を使用してログインするため、Cloud
EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudへのユーザー・アクセスを削除するの
は、ネットワーク・アクセスを取り消すのと同様に簡単です。
さらに、Oracle Access Manager、Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management
Cloudのデフォルトのサービス・プロバイダ、SAML 2.0 IdPの間の通信は、MD5アルゴリズ
ムを使用して保護されます。
SSOの構成の詳細は、シングル・サインオンの構成を参照してください。

SCIMを使用したユーザーおよびグループの同期
一元化されたユーザーおよびグループ管理の要件を満たすために、System for Cross-domain
Identity Management (SCIM)を使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementに含まれている
Oracle Identity Cloud Serviceインスタンスに他のアイデンティティ管理ソリューション(別の
Identity Cloud Serviceインスタンスや Microsoft Entra IDなど)のユーザーおよびグループを同
期できます。この同期は、最初は異なるアイデンティティ・ドメインで設定された Cloud EPM
環境と Oracle Enterprise Data Management Cloud環境を統合するために特に役立ちます。
ユーザーおよびグループの同期の詳細は、Oracle Identity Cloudでの SCIMを使用したユーザ
ーおよびグループの同期を参照してください

アクセスを管理するための APIおよびコマンドの使用
SSOが Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Managementに対して構成されていない場合は、REST APIおよび EPM
自動化コマンドを使用して、権限を持つユーザーのみがこれらの環境にアクセスできるように
するという要件を満たすことができます。これらのツールを使用すると、ユーザーを追加し、
ユーザーを事前定義済役割およびアプリケーション役割に割り当てて、グループに追加できま
す。管理者ユーザー、グループおよび役割割当てに対して EPM自動化コマンドと REST API
を使用することは、権限を持つユーザーのみが環境にアクセスできるようにするために役立つ、
単純ながら安全な操作です。
EPM自動化コマンドと REST APIの使用の詳細は、次の情報ソースを参照してください:

• EPM自動化の操作
• REST API

REST API、EPM自動化および EPM統合エージェントに対する
OAuth 2トークンの使用

環境でのパスワードの使用を回避するという要件を満たすために、OAuth 2アクセス・トーク
ンを使用して Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Managementに REST APIコールを実行し、EPM自動化および EPM統
合エージェントを使用できます。次を参照してください:

• EPM自動化の操作の OCIでの OAuth 2.0承認プロトコルの使用。
• REST APIの OAuth 2での認証 - OCIのみ。
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複数のパスワード・ポリシー
異なるユーザー、グループおよび役割に対する複数のパスワード制限の要件を満たすために、
複数のパスワード・ポリシーを作成し、異なる IDCSグループに割り当てることができます。
IDCSグループに属するユーザーは、そのグループに割り当てられたパスワード・ポリシーを
使用します。詳細は、Oracle Identity Cloud Serviceの管理の Oracle Identity Cloud Serviceの
パスワード・ポリシーの管理を参照してください

REST APIおよび EPM自動化に対する APIゲートウェイのサポ
ート

APIゲートウェイのサポート要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management REST APIおよび EPM自動化は、APIゲートウェイ(Google
APIGEE、IBM Data Power、他のリバース・プロキシ・サーバーなど)を介して Cloud EPMお
よび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementに接続できます。

エンド・ユーザーの役割ベースのアクセス制御
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementは、事前定義済役割を使用して厳密に制御されます。これらの役
割によって各ユーザーの機能アクセスが決まります。事前定義済役割の詳細は、事前定義済役
割の理解を参照してください。
さらに、サービス管理者は、アクセス制御を使用して、アイデンティティ・ドメイン・ユーザ
ーまたは他のグループを含むグループを作成できます。役割をこのようなグループに割り当て
ることで、サービス管理者は多数のユーザーに一度に役割を付与でき、管理オーバーヘッドを
削減できます。アプリケーション・レベルの役割の割当てでは、ユーザーのアクセス権限の拡
張のみを実行できます。アプリケーション・レベルで割り当てられた役割で、事前定義済役割
によって付与された権限を縮小することはできません。これにより、役割ベースのアクセス制
御(RBAC)の要件が満たされます。
アクセス制御の詳細は、アクセス制御の管理のアクセス制御の概要を参照してください

アップロードされたファイルに対するウィルス・スキャン
アップロードされたファイルでウィルス・スキャンを行うための要件を満たすために、Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境では、アップロードされたファイルに対するウィルス・スキ
ャンを有効化するオプションが提供されています。このオプションが有効な場合、アップロー
ドされた各ファイルでウィルス・スキャンが行われます。ウィルスが検出された場合、ファイ
ルはアップロードされません。
REST APIまたは EPM自動化コマンドを使用してウィルス・スキャンを有効化するには、次の
ガイドを参照してください:

• REST API

– ファイル・アップロードのウィルス・スキャンの取得
– ファイル・アップロードのウィルス・スキャンの設定

• EPM自動化の操作:

– ファイル・アップロードのウィルス・スキャンの取得
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– ファイル・アップロードのウィルス・スキャンの設定

無効なファイル拡張子を持つファイルのアップロードのブロ
ック

アップロードされたファイルの無効なファイル拡張子をブロックするという要件を満たすため
に、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Management環境では、無効な拡張子を持つファイルのアップロードは
許可されません。このことは、ブラウザ・インタフェースや EPM自動化、REST APIを含め、
ファイルのアップロードを許可するすべてのユーザー・インタフェースに適用されます。

ネットワークの制限付きアクセス
データへの不正なアクセスを許可しないという要件を満たすために、許可リストまたはブロッ
クリストを構成して、ネットワークに属するインターネット・プロトコル(IP)アドレスによる
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境へのアクセスを制御できます。許可リストには、環境にアク
セスできるソース IPアドレスのユーザーを定義するルールが含まれ、ブロックリストには、環
境への接続から特定のソース IPアドレスのユーザーを除外するルールが含まれます。
特定の環境(Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudの安全なアクセス
の設定を参照)または IAMドメイン全体(ネットワーク・ペリメータの設定を参照)の許可リスト
を構成することもできます。

セカンダリ・リージョンでのエアギャップ・バックアップ
高度なデータ保護を実現するために、セカンダリ・リージョンの Oracleストレージ・バケット
内のエアギャップ・ボリュームにスナップショットのバックアップが作成されます。このよう
なバックアップにより、本番サイトが停止した場合のデータの存続性が保証され、不正アクセ
スの機会が最小限に抑えられます。各リージョンのバックアップ・サイトの詳細は、Oracle
Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの OCI (Gen 2)地理的地域
および識別子を参照してください。

接続用の IP許可リストの設定
特定の IPアドレスからクラウド環境へのアクセスのみを許可する要件を満たすことができま
す。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Management環境がホストされているデータ・センターまたはリージョ
ンのアウトバウンド IPアドレスを IP許可リストに追加します。Oracle Enterprise
Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの EPM Cloudのデータ・センターお
よびリージョンのアウトバウンド IPアドレスを参照してください。
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境が他の Cloud EPM
環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境からの接続を受け入れられるよ
うにする
環境の許可リストを構成すると、他の Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境からのアクセスがデフォルトでブロックされます。特定の環境からの
アクセスを許可するには、リクエストしている環境をホストするデータ・センターまたはリー
ジョンのアウトバウンド IPアドレスを、現在の環境の IP許可リストに追加する必要がありま
す。
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たとえば、IP AllowListが構成されている環境から EPM自動化
copySnapshotFromInstanceコマンドを実行している場合、ソース環境が配置されている
データ・センターまたはリージョンのアウトバウンド IPアドレスを AllowListに追加する必要
があります。これは、アプリケーション・スナップショットのコピー REST API、移行のクロ
ーン環境画面、cloneEnvironment EPM自動化コマンドと REST API、およびナビゲーショ
ン・フローにも適用されます。
Fusion環境または NetSuite環境が Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境からの接続を受け入れられるようにする
Fusion環境または NetSuite環境で許可リストを構成すると、Cloud EPMおよび Oracle
Enterprise Data Management Cloudからのアクセスがデフォルトでブロックされます。この
アクセスを許可するには、Fusion環境または NetSuite環境の IP許可リストを更新して、Cloud
EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境が配置されているデータ・セ
ンターまたはリージョンのアウトバウンド IPアドレスを含めます。
アイデンティティ・ネットワーク・ペリメータに関する考慮事項
ターゲット環境が配置されている Oracle Identity Cloud Serviceでアイデンティティ・ネットワ
ーク・ペリメータを使用している場合は、ソース環境が配置されているデータ・センターまた
はリージョンのアウトバウンド IPアドレスをこのネットワーク・ペリメータに追加する必要が
あります。また、これをネットワーク・ペリメータにのみ追加し、個々の環境の許可リストを
設定しないこともできます。

環境へのアクセスの非アクティブ化
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境は、ユーザーがログインできないように非アクティブ化でき
ます。この機能は、環境が使用中でないときや、誰も環境にサインインしないようにする必要
があるときに使用できます。また、内部または外部のセキュリティ上の脅威が原因で調査が必
要になり、環境へのアクセスをすばやく非アクティブ化する必要がある場合にも使用できます。
 

 

必要に応じて、いつでも、非アクティブ化された環境を再アクティブ化できます。
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環境へのアクセスを制限するためのサインオン・ポリシー
Oracle Identity Cloud Serviceのデフォルトのサインオン・ポリシーでは、事前定義済役割に割
り当てられたすべてのユーザーは、その資格証明(ユーザー名とパスワード)を指定することで
環境にサインインできます。アイデンティティ・ドメイン管理者は、ユーザーに Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境へのアクセスを許可するかどうかを判断するカスタム・サインオン・ポリシ
ーを構成できます。たとえば、サービス管理者の役割に割り当てられているユーザーにのみ環
境へのアクセスを許可するポリシーを構成できます。
サインオン・ポリシーの構成の詳細は、Oracle Identity Cloud Serviceの管理の次のトピックを
参照してください:

• サインオン・ポリシーの理解
• サインイン・ポリシーの追加

最大セッション期間
制限付きセッション期間の要件を満たすために、アイデンティティ・ドメイン管理者は、最大
セッション期間を設定できます。次の手順に従って最大セッション期間を設定します:

Note:

最大セッション期間は、アイドル・セッション・タイムアウトと同じではありませ
ん。セッションがアクティブであっても、最大セッション期間に到達すると、ユーザ
ーはログアウトされます。

1. IAMインタフェースに移動します。IAMインタフェースへのアクセスを参照してください
2. 左側のナビゲーション・パネルで「設定」をクリックします。
3. セッション・タイムアウトを設定するには、「セッション期間(分)」に、ユーザー・セッシ
ョンをアクティブなままにしておくことができる適切な期間を入力します。この期間が経
過すると、ユーザーのセッションは、アクティブであってもタイムアウトします。

4. 「自分のアプリケーション」コンソールのアイドル・セッション・タイムアウトを設定する
には、「「自分のアプリケーション」のアイドル・タイムアウト(分)」に、「自分のアプリケ
ーション」コンソールにおけるアイドル状態のユーザー・セッションをアクティブなまま
にしておくことができる適切な期間を入力します。
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Note:

「「自分のアプリケーション」のアイドル・タイムアウト(分)」によって、Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境または Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Management環境のアイドル・セッション・タイムアウト
が変更されることはありません。環境のアイドル・セッション・タイムアウトを
変更する手順については、アイドル・セッション・タイムアウト設定の変更を参
照してください。

 

 

アイドル・セッション・タイムアウト
非アクティブ状態によるセッションのタイムアウトの要件を満たすために、サービス管理者は、
環境のアイドル・セッション・タイムアウト設定を設定できます。手順については、アイドル・
セッション・タイムアウト設定の変更を参照してください。

Webアプリケーション・ファイアウォール(WAF)を使用した保
護

Webアプリケーション・ファイアウォール(WAF)は、クロスサイト・スクリプティングや SQL
インジェクションなど、様々なアプリケーション・レイヤー攻撃から Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementを保護する即時利用可能な機能を提供するという要件を満たします。

Oracle Global Tradeポリシーへの準拠
オラクルの世界的な取引準拠ビジネス・ポリシーに従って、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementは
Oracle Global Tradeポリシー (GTC)を適用します(禁輸国からのアクセス制限を含む)。

セキュア HTTPヘッダー
セキュア HTTPヘッダーの要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境または Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境のすべての
HTTPリクエストおよびレスポンスには、次のセキュア HTTPヘッダーが含まれます:
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HTTPリクエスト・ヘッダー
• WL-Proxy-Client-IP

• WL-Proxy-SSL

• IS_SSL

HTTPレスポンス・ヘッダー
• Strict-Transport-Security

• X-Content-Type-Options

• Secure

• samesite

• Referrer-Policy

• Permissions-Policy

• Content-Security-Policy

• X-Permitted-Cross-Domain-Policies

DKIMサポート
DKIM (ドメインキー認証メール)サポートの要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境は、DKIM機能をサポートしています。Cloud EPMおよび Oracle Enterprise
Data Management Cloudの電子メール・サーバーは、秘密キーを使用して送信メッセージに署
名し、受信メール・サーバーは、oraclecloud.comの DNSレコードで公開されている公開
キーを使用してこれらの署名を検証します。
さらに、Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境は、カスタム
送信者電子メール・アドレスでの DKIMもサポートしています。送信メッセージで DKIM準拠
のカスタム送信者電子メール・アドレスを使用するようにリクエストする手順は、『Oracle
Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイド』の OCI (Gen 2)環境のカ
スタム送信者電子メール・アドレスのリクエストを参照してください。
.

SPFサポート
SPF (送信者保護フレームワーク)サポートの要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境では、クラウド・サービス電子メールの送信が許可される Oracleサーバーの
IPアドレスおよびサブネットを識別する SPFポリシーを公開しています。SPFポリシー情報
を使用して、メッセージの正当性を評価し、メッセージを受け入れるかどうかを判断できます。
さらに、この情報をメッセージ保護サービスの一部として使用することもできます。詳細は、
電子メール検証用の SPFレコードの構成を参照してください。

DMARCサポート
DMARC (Domain-based Message Authentication, Reporting, and Conformance)サポートの要
件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および
Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境では DMARCに準拠した電子メールが
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作成されます。これらの電子メールは、SPF認証と SPFアライメントおよび DKIM認証と
DKIMアライメントに合格します。

データベース・アクセスの Bring Your Own Key機能
setEncryptionKey EPM自動化コマンドを使用して、データベースのデータにアクセスするため
のカスタム暗号化キーを指定します。このコマンドの使用によって、標準キー管理に Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise
Data Managementを含める Bring Your Own Keyソリューションが提供され、独自のキー管理
を使用するという要件が満たされます。

手動データベース・アクセスの制御
デフォルトでは、オラクルは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境
および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境が応答しないためにその環境を
調査してリストアするためのサービス・リクエストを顧客が送信していない緊急状況において、
その環境のデータベースへの手動アクセスが許可されています。
setManualDataAccess EPM自動化コマンドを使用して手動データ・アクセスを取り消すこと
によって、このような手動データベース・アクセスを防ぐことができます。このアクセスが取
り消された場合、オラクル社は、setManualDataAccessコマンドを使用した明示的な権限
(手動アクセスの許可)なしでは、どのような状況でも表領域に対して SQLコマンドを実行でき
ません。これにより、データへの不正なアクセスを許可しないという要件を満たすことができ
ます。

手動データベース・アクセスのモニタリング
アクティビティ・レポートの手動 SQL実行表を分析することで、データベースへのアクセスの
モニタリングの要件を満たすことができます。このレポートは、データベースに対して実行さ
れた SQL文を識別し、各文が実行された理由を示します。

Oracleによるデータ・アクセスの制限
制限付きデータ・アクセスの要件を満たすために、サービス管理者がアプリケーション・スナ
ップショットをオラクルに送信できないようにすることができます。これを行うには、次の
EPM自動化コマンドまたは REST APIを使用して、制限されたデータ・アクセスを trueに設
定します:

• Enterprise Performance Management Cloudの REST API の制限されたデータ・アクセス
の設定

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の
setRestrictedDataAccess

Note:

サービス管理者は、制限された OCIリージョン(OC2および OC4レルムのリージョ
ンなど)ではアプリケーション・スナップショットをオラクルに送信できません。
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環境への各アクセスに関する情報のアクセス・ログ
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境へのすべてのアクセスをモニターするという要件を満たす
ために、アクセス・ログが自動的に作成および保持されます。このログには、環境に直接、ま
たは EPM自動化などのツールを使用してログインしたユーザーに関する情報が含まれます。
アクセス・ログのモニタリングは、アクティブな各ユーザーによるアプリケーションの使用状
況をサービス管理者が理解するのに役立ちます。次のトピックを参照してください:

• アクティビティ・レポートの内容
• アクティビティ・レポートとアクセス・ログの表示およびダウンロード

監査レポート、ログイン・レポートおよび監査ログ
ユーザー、役割およびグループの変更を監査するために、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境
では複数のレポートを使用できます。
• 役割割当監査レポート - 事前定義済役割およびアプリケーション役割の割当てに加えられ
た変更を監査します。次を介して使用できます:

– roleAssignmentAuditReport EPM自動化コマンド
– OCIの役割割当監査レポート REST API。

• グループ割当監査レポート - アクセス制御グループに対するユーザーおよびグループの追
加または削除を監査します。次を介して使用できます:

– groupAssignmentAuditReport EPM自動化コマンド
– グループ割当監査レポート REST API。

• ユーザー監査レポート - 環境に正常にサインインしたユーザーを監査します。次を介して
使用できます:

– userAuditReport EPM自動化コマンド
– ユーザー監査レポート REST API。
– EPM自動化のユーザー・ログイン・レポート。

• 無効なログイン・レポート - 環境への失敗したサインイン試行を監査します。次を介して
使用できます:

– invalidLoginReport EPM自動化コマンド
– OCIの無効なログイン・レポート REST API。

さらに、Identity Cloud Serviceでは次のような監査およびログイン・レポートが提供されます:

• 成功したログインと失敗したログイン、およびユーザー管理アクション(ユーザーの作成、
更新および削除)に関する情報を含む監査ログ

• アプリケーション役割の権限レポート。このレポートは、事前定義済役割のすべての変更
の監査レポートとして使用できます

• ログイン試行成功レポート
• ログイン試行不成功レポート
• 休止ユーザー・レポート
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これらのレポートの詳細は、監査およびユーザー・レポートを参照してください。

セキュリティ監査のユーザー・ログイン・レポート
環境へのユーザー・アクセスをモニターするという要件を満たすために、ユーザー・ログイン・
レポートを確認して、権限を持つ各ユーザーによる Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementの使用状
況を追跡できます。このレポートには、過去 24時間にサインインしたユーザーに関する情報
(ログインに使用されたコンピュータの IPアドレスやアクセスの日時(UTC)など)が含まれてい
ます。
このレポートをカスタム日付範囲または過去 30日間、過去 90日間および過去 120日間で再生
成できます。また、検索文字列としてユーザーの名、姓またはユーザー IDの部分文字列を使用
して、特定のユーザーの情報のみを表示するようレポートをフィルタできます。
ユーザー・ログイン・レポートを作成する詳細な手順は、アクセス制御の管理のユーザー・ロ
グイン・レポートの表示を参照してください。

アプリケーション・パフォーマンスをモニターするアクティビ
ティ・レポート

アプリケーション・モニタリングの要件を満たすために、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementは、アプ
リケーションの観点から環境のパフォーマンスを示す日次アクティビティ・レポートを自動的
に作成および保存します。詳細は、次のトピックを参照してください:

• アクティビティ・レポートの内容
• アクティビティ・レポートとアクセス・ログの表示およびダウンロード

カスタム SIEMツールとの統合
選択した SIEM (セキュリティ情報イベント管理)ツールとの統合の要件を満たすために、アク
セス・ログを毎日ダウンロードして、SIEMツールに転送できます。
アクセス・ログには、環境に直接、または EPM自動化などのツールを使用してログインした
すべてのユーザーに関する情報が含まれます。これには、IPアドレス、ユーザー名、日時、ユ
ーザーが実行した機能に関する情報などがあります。これを SIEMツールに転送すると、SIEM
の分析およびフィルタリング機能に Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境へのアクセス
を含めることができます。Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の
操作で環境からのアクセス・ログのダウンロードを参照してください。

Oracle Software Security Assurance (OSSA)
セキュリティ評価の観点から、オラクル社は、FIPS、暗号化モジュール検証スキーム、ISO標
準などの国際標準にコミットしています。オラクル社のグローバル製品セキュリティは、
Oracle Software Security Assurance (OSSA)のポリシーと実践の普及を促進およびモニターし
ます。これには、Oracle Secure Coding Standards (SCS)、Critical Patch Update (CPU)および
Security Alertプログラムが含まれます。これらのプログラムは、安全なコーディング、セキュ
リティ・パッチなどに関連するセキュリティ・コンプライアンス要件を満たします。
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リアルタイム・ダッシュボードおよびアラートを使用したオラ
クル社による環境のモニタリング

継続的なモニタリングの要件を満たすために、オラクルではすべての Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management環境をリアルタイムでモニターし、オラクルの運用および開発チームに適切なア
ラートを送信します。オラクル社は様々なダッシュボードを利用して環境のヘルスをモニター
し、視覚的なアラートを提供します。オラクル社の運用および開発チームは 24時間体制でア
ラートを修正し、環境が設計どおりに安全に運用されていることを確認します。

脅威と脆弱性の管理
脅威と脆弱性の管理の要件を満たすために、オラクルでは、Qualys社の QualysGuardを使用
して、ITインフラストラクチャおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementと Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementのアプリケーションのセキ
ュリティ脆弱性とマルウェアを検出およびスキャンします。QualysGuardは、オラクル社のセ
キュリティ・コンプライアンス・プロセスを支援するセキュリティ・インテリジェンス・デー
タを提供します。
QualysGuardを使用すると、インターネットに接続するサーバー、WebサイトおよびWebア
プリケーションの最新性と、悪意のある攻撃を防ぐための安全な構成が確保されます。また、
アップロードされたマルウェアがブログやフォーラム・ページに存在しないこと、およびWeb
フォームに潜在的なハッキング・リスクが含まれていないことを確認するためにも役立ちます。
お客様へのリスクを防止するため、オラクルは侵入テストの概要で提供する情報以外には、脆
弱性の詳細に関する付加的な情報を提供しません。また、すべてのお客様を平等に保護するた
めにお客様には同じ情報を提供します。個々のお客様に対して事前通知を行いません。最後
に、オラクルは、当社製品の脆弱性に対するアクティブなエクスプロイト・コード(または概念
実証コード)を開発または配布しません。オラクルのセキュリティ脆弱性開示ポリシーを参照
してください。

オラクル社によるクラウド環境への安全なアクセス
オラクルは、問題をトラブルシューティングするために環境にアクセスする必要があります。
このアクセスは非常に安全で、厳密に制限されています。顧客環境の処理について特別なトレ
ーニングを受けたオラクル従業員の選ばれたグループのみが、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementへのアク
セスを許可されます。すべてのアクセスは多要素認証によって保護され、監査の対象となりま
す。

自動セキュリティ・パッチ
オラクル社ではセキュリティ・アラートを発行し、特定されたすべての重要なセキュリティ問
題を、識別後即座に修正します。クリティカルでない Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementの問題
は、環境の月次更新で修正されます。自動セキュリティ・パッチは、現在のセキュリティ・パ
ッチを適用する要件を満たすために役立ちます。
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脆弱性を特定して修正するための定期的な侵入テストと論理
的ハッキング

オラクル社では、定期的な侵入テストを実行するためにサード・パーティのセキュリティ・チ
ームを採用しています。また、Oracleコード・ベースの詳細なハッキングに従事する倫理的ハ
ッカーの専任チームも採用しています。これらのテストでは、脆弱性がないことを確認します。
検出された脆弱性は即座に開発チームに報告され、修正されます。オラクル社は、セキュリテ
ィ・テスト・レポートを提供します。侵入テストと倫理的ハッキングは、顧客のセキュリティ
侵入テストとレポートの要件を満たすように設計されています。

外部セキュリティ監査
オラクルは、サード・パーティによる Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementの独立したセキュリテ
ィ監査を実施し、セキュリティ・レポート(たとえば、SOC 1レポート(Statement on Standards
for Attestation Engagements (SSAE) No 18に基づく)、SOC 2レポート、およびその他の独立
したサード・パーティ・レポート)を作成して、管理および技術制御の有効性を確認します。コ
ンプライアンス要件を満たすために、次のレポートを Oracle Cloudコンソール(コンプライア
ンス・レポートへのアクセスを参照)で使用できます:

• SOC 1レポート
• SOC 2レポート
• ブリッジ・レター
• ISO証明書
• 障害回復証拠ドキュメント
• セキュリティ評価レポート

バックアップ・データのレジデンシおよび保持
毎日、環境の操作メンテナンス中に Oracleでは環境のコンテンツがバックアップされ、既存の
アーティファクトおよびデータのメンテナンス・スナップショット(名前付きの Artifact
Snapshot)が作成されます。メンテナンス・スナップショットを使用してアーティファクトおよ
びデータをリカバリし、環境を最後の操作メンテナンス時の状態にリストアできます。メンテ
ナンス・スナップショットおよび保存方針の詳細は、メンテナンス・スナップショットの概要
を参照してください。
日次スナップショットが Oracle Object Storageにアーカイブされます。本番環境とテスト環
境のスナップショットは 60日間保持されます。これにより、バックアップおよびアーカイブ
の要件が満たされます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境の日次スナップショットは、環境と同じ OCIリージョン内
の Oracle Object Storageにアーカイブされます。これにより、Cloud EPM環境および Oracle
Enterprise Data Management Cloud環境のデータがそのリージョンから移動されないという
要件が満たされます。
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ノート:

Oracle Cloud Infrastructureは、リージョンおよび可用性ドメインにホストされます。
リージョンとはローカライズされた地理的領域で、可用性ドメインとは 1つのリージ
ョン内に存在する 1つ以上のデータ・センターです。1つのリージョンは、1つ以上
の可用性ドメインで構成されます。様々な OCIリージョンの可用性ドメインについ
ては、リージョンと可用性ドメインを参照してください。

Oracle Object Storageの耐久性は非常に高く、99.999999999% (イレブン・ナイン)の年間耐久
性が実現されています。この耐久性を実現するために、各オブジェクトは、複数の可用性ドメ
インが存在するリージョン内の 3つの異なる可用性ドメインと、単一の可用性ドメインが存在
するリージョン内の 3つの異なるフォルト・ドメインにまたがって冗長保存されます。データ
整合性はチェックサムを使用してアクティブにモニターされ、破損したデータは検出されて自
動的に修復されます。データ冗長性が失われた場合は検出され、ユーザーの介入やユーザーへ
の影響なしに修復が行われます。
バックアップを別のリージョンにアーカイブしたり、長期間アーカイブする必要がある場合は、
セルフサービス自動化スクリプトを使用して、バックアップを他の OCIリージョンにレプリケ
ートしたり、長期間アーカイブすることができます。
スナップショットをバックアップするためのサンプル・スクリプトは、Oracle Enterprise
Performance Management Cloud EPM自動化の操作にあります:

• 日次スナップショットをダウンロードしてオンプレミス・ストレージに保管するためのサ
ンプル・スクリプトは、アプリケーション・スナップショットのコンピュータへのバック
アップを参照してください

• Oracle Object Storageで日次スナップショットをアーカイブするためのサンプル・スクリ
プトは、Oracle Object Storageとの間でのスナップショットのコピーを参照してください

24時間 365日のサポート
継続的なモニタリングの要件を満たすために、Oracle Cloud運用スペシャリストは、アプリケ
ーション、ミドルウェア、データベース、インフラストラクチャを含む Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementのすべての重要な側面をモニターし、サポートします。すべてのクラウド操作
は、サード・パーティの関与なしに、Oracleバッジのある従業員によって実行されます。
アラートは、24時間 365日、世界中でモニターされます。オラクル社の運用チームは、メンテ
ナンス・アクティビティおよび計画外の停止とインシデントを処理し、内外の関係者に停止と
インシデントに関する情報を正確かつ適切なタイミングで提供することに専念しています。オ
ラクル社では、問題解決のための階層構造を採用しています。問題の複雑度に基づいて、適切
なタイミングで解決するために、世界中の専門家に支援を求めます。
Oracle Fusion Cloud EPM運用内では、数百人の専門家の専任チームがセキュリティ運用を処
理します。このチームの活動には、既存のアーキテクチャを維持および強化するための内部ツ
ールの作成、GDPRなどの最新のフレームワークへの準拠の確認、ポリシー適用(障害回復テス
トなど)、およびセキュリティ上の措置(システム強化手順など)の設計と開発が含まれます。

米国政府のセキュリティ・ポリシー
米国の公共部門の厳しい要件を満たすために、オラクルは、地方、州、連邦機関、大学、国立
研究所、政府請負業者などの米国の公共部門の顧客向けに特化した単独の FedRAMP対応の
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Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境を確立しました。これらの環境は、連邦情報セキュリティ・
マネジメント法によって義務付けられている NIST 800-37 (連邦情報システムにリスク管理フ
レームワークを適用するためのガイド)および FIPS 199 (連邦政府の情報および情報システム
に対するセキュリティ分類規格)と整合する高度なデータ・セキュリティ管理を提供します。こ
れらの規格により、データのプライバシおよび保護が強化されます。
公共部門の顧客の場合、データは米国で処理および保存されます。すべてのアクティビティは、
米国市民によって処理されます。

イギリス政府のセキュリティ・ポリシー
イギリスの公共部門の厳しい要件を満たすために、オラクルは、地方、州、連邦機関、大学、
国立研究所、政府請負業者などのイギリスの公共部門の顧客向けに特化した単独の安全性の高
い Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境を確立しました。公共部門の顧客の場合、データはイギリス
で処理および保存されます。アクセスは、イギリスに居住するイギリス市民に制限されていま
す。
イギリスの公共部門の使用に特化した環境は、Cyber Essentials Plus認証を取得しています。
それらは、ISO 27001および Cloud Security Principlesと整合しています。オラクル社は、
Supplier Assurance Frameworkおよび Cloud Security Principlesに対する初期評価を支援する
ために、イギリスのクラウド運用公共部門コンプライアンス・アナリストによるサポートを提
供します。
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9
メンテナンス・スナップショットを使用した環境のバックアップと復元

アーティファクトとデータをリストアするには Artifact Snapshotを使用します。このス
ナップショットは日次メンテナンス・プロセスによって作成されます。
この項の内容:

• メンテナンス・スナップショットの概要
• 環境のデータ・サイズ
• Narrative Reporting以外のサービスの場合
• Narrative Reportingの場合のみ

メンテナンス・スナップショットの概要
毎日、環境の操作メンテナンス中に Oracleでは環境のコンテンツがバックアップされ、既存の
アーティファクトおよびデータのメンテナンス・スナップショット(名前付きの Artifact
Snapshot)が作成されます。
サービス管理者はメンテナンス・スナップショットを使用して、前の日付からアーティファク
トおよびデータをリカバリできます。たとえば、最後の操作メンテナンス・ウィンドウの後に
サービスから削除されたフォーム定義やレポートなどです。また、必要に応じてこれを使用し
て、環境を最後の操作メンテナンス中の状態にリストアできます。環境のメンテナンス開始時
間の設定を参照してください。
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ノート:

• 最後のメンテナンス・ウィンドウ以降、使用されていない環境の場合、メンテナ
ンス・スナップショットは作成されません。ただし、環境が 14日間使用されな
いと、新しいメンテナンス・スナップショットが作成されます。

• 一般的に、テスト環境から本番環境に(またはその逆方向に)メンテナンス・スナ
ップショットを移行できます。
Account Reconciliationおよび Enterprise Data Management (ビジネス・プロセス
およびクラウド)では、最新のサービス更新から以前のサービス更新にスナップシ
ョットを移行することはできません(たとえば、本番環境の前にテスト環境がアッ
プグレードされたときに、そのウィンドウ中にテスト環境と本番環境の間でスナ
ップショットを移動する場合など)。

• 「移行」を使用してアーティファクトをエクスポートすることで、いつでも環境の
バックアップを作成できます。移行の管理のアーティファクトおよびアプリケー
ションのバックアップを参照してください。

• OCI (Gen 2)環境はメンテナンス・スナップショットの非圧縮サイズを報告します
が、クラシック環境は圧縮サイズを報告するため、OCI (Gen 2)環境にコピーされ
たクラシック・スナップショットは、より大きなサイズを示します。

• このビジネス・プロセスは、環境の日次メンテナンスが開始されると、メンテナ
ンス・モードになります。日次メンテナンスの管理を参照してください。

これらのアーティファクトはメンテナンス・スナップショットに含まれません
• アップロードしたスナップショットを含め、環境にアップロードされたファイル。
• 環境からアーティファクトをエクスポートして作成したファイル。
• 監査データ。Planning、Planningモジュール、Profitability and Cost Managementおよび

Enterprise Profitability and Cost Management以外のすべてのビジネス・プロセスのスナッ
プショットには、監査情報が含まれています。

• ジョブ・コンソール・データ。Planning、Planningモジュール、フリーフォームおよび
Enterprise Profitability and Cost Managementについては、ジョブ・コンソール・データは
スナップショットに含まれません。

• データ管理のステージング表データ。LCMモード機能を使用すると、顧客はワークベンチ
からステージング表データのスナップショットを取得できます。このデータをエクスポー
トおよびインポートするには、exportDataManagementおよび importDataManagement
EPM自動化コマンドまたはデータ管理システム・メンテナンス・スクリプト・インタフェ
ースを使用します。

監査データ、ジョブ・コンソール・データ、データ管理ステージング表データ、保存されたス
ナップショットとファイルなど、環境の同一コピーを作成するには、cloneEnvironment EPM
自動化コマンドまたは環境のクローニング機能を使用します。
スナップショット内の XMLファイルについて
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementのスナップショットに含められる XMLファイルでは、オラクル
が定義した専用の書式が使用されます。この書式は、リリース間で発生する変更に応じて変更
されることがあります。使用するカスタム・プロセスまたはユーティリティで、すべてのリリ
ースを通して XML書式の変更がないという想定をしないでください。
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メンテナンス・スナップショットの管理
メンテナンス・スナップショットは突発的な障害が発生した場合の環境をリストアするために
主に作成されます。
作成するか、または Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境に
アップロードしたすべてのファイルおよびスナップショットは、60日後に削除されます。日次
メンテナンス・プロセスでは、環境をモニターして 60日より古いスナップショットが自動的
に削除されます。残りのスナップショットの合計サイズが 150 GBを超える場合、合計サイズ
が 150 GB未満になるまで、過去 60日間に作成され、作成後 48時間が経過した最も古いスナ
ップショットから削除されます。日次メンテナンス・スナップショットはサイズにかかわらず
常に保持されます。このメンテナンス・スナップショットが 150 GBを超えている場合は、こ
のメンテナンス・スナップショットのみが保持され、他のすべてのスナップショットは削除さ
れます。
その後、日次スナップショットは、日次スナップショットのアーカイブ、保持および取得の説
明に従って、保持ポリシーによりアーカイブされます。
例外
• Narrative Reportingでは、環境の現在のスナップショット(EPRCS_Backup.tar.gz)のみ
が保持されます。
したがって、150 GB制限は Narrative Reportingに適用されませんが、ファイルおよびア
ップロード済アーティファクトの保持期間は適用されます。

• Data Managementプロセス・ログ・ファイルの保存期間は 7日間のみです。

日次スナップショットのアーカイブ、保持および取得
日次スナップショットが Oracle Object Storageに毎日アーカイブされます。本番環境とテス
ト環境のスナップショットは 60日間保持されます。listBackupsと restoreBackup EPM自動
化コマンドを使用するセルフサービス操作を使用して、本番環境とテスト環境の両方について
過去 60日間の使用可能なバックアップ・スナップショットを確認し、それらをオブジェクト・
ストレージからご使用の環境にコピーできます。
組織に必要な任意の期間のバックアップをアーカイブすることは、ユーザーの責任です。これ
を行うには、downloadfile EPM自動化コマンドを使用して日次スナップショットをダウンロー
ドし、それらをオンプレミスまたはクラウドのストレージにアーカイブします。また、
copyToObjectStorage EPM自動化コマンドを使用して、Oracle Object Storageにスナップショ
ットをアーカイブすることもできます。
スナップショットをバックアップするためのサンプル・スクリプトは、EPM自動化の操作にあ
ります次を参照してください:

• 日次スナップショットをダウンロードしてオンプレミス・ストレージに保管するためのサ
ンプル・スクリプトについてはアプリケーション・スナップショットのコンピュータへの
バックアップ

• Oracle Object Storageに日次スナップショットをアーカイブするためのサンプル・スクリ
プトについては Oracle Object Storageとの間でのスナップショットのコピー
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環境のデータ・サイズ
この項の内容:

• 環境のデータ・サイズは何で構成されますか。
• 環境の最大許容データ・サイズはどの程度ですか。
• 環境内の現在のデータ・サイズをどのように確認しますか。

環境のデータ・サイズは何で構成されますか。
サービス環境のデータ・サイズは、次の項目の合計です。
• Essbaseに格納されているアプリケーション・データ
• 日次メンテナンス・プロセスによって作成されたアーティファクト・スナップショット
• 移行および EPM自動化を使用して作成されたスナップショット。
• 移行および EPM自動化を使用してアップロードされたスナップショット。
• 移行および EPM自動化を使用してアップロードされたデータおよびメタデータ・ファイ
ル。

Note:

OCI (Gen2)環境はメンテナンス・スナップショットの非圧縮サイズを報告しますが、
クラシック環境は圧縮サイズを報告するため、OCI (Gen2)環境にコピーされたクラシ
ック・スナップショットは、より大きなサイズを示します。
Oracle Object Storageでアーカイブされた日次メンテナンス・スナップショットは、
報告される合計アプリケーション・サイズでは考慮されません。これらには、サイズ
制限がありません。

アクティビティ・レポートには、データ・サイズ(受信ボックスと送信ボックスで使用可能なス
ナップショットおよびファイルのサイズなど)、Essbaseデータのサイズ、メンテナンス・スナ
ップショットのサイズなど、アプリケーション・サイズ情報がリストされます。アプリケーシ
ョンの設計およびランタイム情報を参照してください。

環境の最大許容データ・サイズはどの程度ですか。
EPM Standardサブスクリプションおよび EPM Enterpriseサブスクリプション: EPM
Standard環境および EPM Enterprise環境には、最大データ・サイズの制限はありません。
その他のサブスクリプション: 環境の最大許容データ・サイズは 150 GBです。この制限を引き
上げる場合は、オラクル社の営業担当に問い合せてください。追加料金が適用される場合があ
ります。
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Note:

データ・サイズには、Oracle Object Storageでアーカイブされた日次メンテナンス・
スナップショットのサイズは含まれません。

環境内の現在のデータ・サイズをどのように確認しますか。
アクティビティ・レポートを使用してデータ・サイズを確認します。アプリケーション・サイ
ズを参照してください。

Narrative Reporting以外のサービスの場合
日次メンテナンス・スナップショットをローカル・コンピュータにダウンロードするには、「移
行」画面から手動で行うか、EPM自動化を使用して自動的に実行します。
• メンテナンス・スナップショットのバックアップ
• 環境をリストアするためのスナップショットのインポート
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのインポート、エ
クスポートおよびバックアップ・エラーの解決を参照してください。

メンテナンス・スナップショットのバックアップ
メンテナンス・スナップショットのダウンロードの自動化
スナップショットのダウンロードを自動化するには、必要な EPM自動化のコマンドを含むス
クリプト・ファイルを作成し、(Windows Schedulerや Linux cronジョブなどを使用して)スケ
ジュールし、環境の日次メンテナンスの完了後に実行します。アーティファクト・スナップシ
ョットのダウンロードに再利用できるWindowsのサンプル・スクリプトについては、EPM自
動化の操作のシナリオ 8: アプリケーション・スナップショットのコンピュータへのバックアッ
プを参照してください。
Oracle Object Storageへのスナップショットのコピー
copyToObjectStorage EPM自動化コマンドを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境から Oracle Object Storage Cloudのバケットにスナップショ
ットをコピーできます。
EPM自動化の操作で次の情報ソースを参照してください:

• copyToObjectStorage

• copyFromObjectStorage

• Oracle Object Storageとの間でのスナップショットのコピー
メンテナンス・スナップショットの手動ダウンロード
アーティファクト・スナップショットを手動でダウンロードするには:

1. サービス管理者として環境にアクセスします。Cloud EPM環境および Oracle Enterprise
Data Management Cloud環境へのアクセスを参照してください。

第 9章
Narrative Reporting以外のサービスの場合

9-5



2. 次のステップを行います:

• 「ツール」、「移行」の順にクリックします。
• Profitability and Cost Managementのみ: 「アプリケーション」をクリックし、

(移行)をクリックします。
3. 「スナップショット」をクリックします。
4. アーティファクト・スナップショットの横の  (アクション)をクリックし、「ダウンロー
ド」を選択します。

5. アーティファクト・スナップショット(Artifact Snapshot.zip)をローカル・コンピュ
ータに保存します。

環境をリストアするためのスナップショットのインポート
以前のスナップショットからアプリケーション・アーティファクトおよびデータをリストアで
きます。たとえば、ローカル・マシンにバックアップしたスナップショットからインポートす
ることで、アーティファクトおよびデータを数日前の状態にリストアできます。
インポートする前に、ソース・スナップショットを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境または Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境
にアップロードする必要があります。作成またはサービスにアップロードされたスナップショ
ットは、60日間保存された後に自動的に削除されます。環境にスナップショットをアップロー
ドする方法の詳細は、次のソースを参照してください。
• uploadFile EPM自動化コマンド
• 移行の管理のサービスへのアーカイブのアップロード
重要な考慮事項
• Enterprise Data Managementおよび Narrative Reportingでは、ある月次更新から前回の月
次更新へのスナップショットの移行はサポートされていません(たとえば、本番環境の前に
テスト環境がアップグレードされたときに、そのウィンドウ中にテスト環境と本番環境の
間でスナップショットを移動する場合など)。同じ月次更新または次回の月次更新への移
行のみサポートされます。

• Account Reconciliationでは、アプリケーション・スナップショット・アーティファクトを
除く、個別のアーティファクトの前回の月次更新への移行がサポートされます。

• 他のすべてのビジネス・プロセスは、ある月次更新から、前回または次回の月次更新への
スナップショットの移行をサポートしています。

• Planningに、カスタム期間メンバーによって置換された、名前が変更されたシード済期間
メンバーが含まれている場合、インポート操作が失敗することがあります。たとえば、シ
ード済の YearTotal期間メンバーの名前を unused_YearTotalに変更してから、元のシード
済メンバー名(この例では YearTotal)を持つ代替タイプの期間メンバーを追加した場合で
す。このシナリオでは、ビジネス・プロセスへのスナップショットのインポートが失敗す
ることがあります。

ノート:

Oracle Essbaseデータを単独でインポートすることはできません。Essbaseデータ
は、完全なスナップショット・インポートの一部としてのみインポートできます。
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スナップショットからアーティファクトをリストアするには :

1. サービス管理者として環境にアクセスします。Cloud EPM環境および Oracle Enterprise
Data Management Cloud環境へのアクセスを参照してください。

2. 次のステップを行います:

• 「ツール」、「移行」の順にクリックします。
• Profitability and Cost Managementのみ: 「アプリケーション」をクリックし、

(移行)をクリックします。
3. 「スナップショット」をクリックします。
4. アーティファクトをリストアするためにソースとして使用するスナップショットを選択し
ます。
• 特定のコンポーネントのすべてのアーティファクトをリストアするには :

a. スナップショットを展開し、HP–Visionなどのコンポーネント名をクリックして、
スナップショットに含まれる Visionサンプル・アプリケーションのアーティファ
クトをリストします。

b. 「インポート」をクリックします。
• サービス・コンポーネントの特定のアーティファクトをリストアするには :

a. スナップショットを展開し、HP–Visionなどのコンポーネント名をクリックして、
スナップショットに含まれる Visionサンプル・アプリケーションのアーティファ
クトのリストにアクセスします。

b. 「アーティファクト・リスト」で使用可能なアーティファクトのリストを展開して、
リストアするアーティファクトを選択します。

c. 「閉じる」をクリックしてアーティファクト・スナップショットに戻ります。
d. オプション: 前のステップを繰り返して、スナップショットに含まれる他のコンポ
ーネントからアーティファクトを選択します。

5. (「選択済アーティファクト」)をクリックして、エクスポート用に選択したアーティファ
クトのリストを確認します。

6. 「アクション」をクリックして「インポート」を選択します。
7. 「OK」をクリックします。
移行ステータス・レポートが開きます。「リフレッシュ」をクリックし、操作がエラーなし
で完了したことを確認します。「取消し」をクリックしてレポートを閉じます。

Narrative Reportingの場合のみ
Narrative Reportingでは、uploadFileおよび downloadFile EPM自動化コマンドを使用し
て、バックアップおよびリストア・アクティビティを実行します。
スナップショットのダウンロード
次の EPM自動化コマンドを使用して、データベース・スナップショットをローカル・コンピ
ュータにダウンロードします:

EPMAutomate downloadFile EPRCS_Backup.tar.gz

このコマンドの詳細は、EPM自動化の操作の downloadFileを参照してください。
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環境へのバックアップ・スナップショットのアップロード
次のコマンドを使用して、ローカル・コンピュータから Narrative Reporting環境にバックアッ
プ・データベース・スナップショットをアップロードします:

EPMAutomate uploadFile EPRCS_Backup.tar.gz [to_be_imported]。
[to_be_imported]はオプションで、Narrative Reporting環境内の場所です。指定されていな
い場合は、アップロードされたスナップショットで現在の日次メンテナンス・スナップショッ
トが置換されます。場所が指定されている場合、EPRCS_Backup.tar.gzは、環境の次回の
メンテナンス中にインポートされます。
このコマンドの詳細は、EPM自動化の操作の uploadFileを参照してください。

ノート:

宛先の環境が同じリリース以降であることを確認してください。古いリリースが含
まれるサービスにバックアップ・スナップショットをリストアすることはできませ
ん。環境の現在のバージョンは、ホーム・ページの「設定およびアクション」メニュ
ーから確認できます。

バックアップ・スナップショットからの環境のリストア
バックアップ・スナップショットをリストアすると、環境は、スナップショットが取得された
時点の状態に戻ります。バックアップ後に発生した変更は、リストアされた環境には反映され
ません。
サービス管理者は、現在のメンテナンス・スナップショット画面から、またはバックアップ・
スナップショットが環境と同じリリース以降の場合はローカル・コンピュータからアップロー
ドされたバックアップから、環境をリストアできます。
サービス管理者が Narrative Reporting環境の to_be_importedの場所にアップロードした
バックアップ・スナップショットは、次回の日次メンテナンス中に自動的にリストアされます。
バックアップ・スナップショットを to_be_importedにアップロードした直後にメンテナン
スを開始するように、次回のメンテナンスをスケジュールできます。日次メンテナンスにバッ
クアップからのアプリケーションのリストアが含まれている場合、メンテナンス・プロセスに
1時間以上かかることがあります。追加時間の要件は、リストアしているスナップショットの
サイズによって異なります。環境のメンテナンス開始時間の設定を参照してください。
「日次メンテナンス」画面で、サービス管理者は、現在のメンテナンス・スナップショットを使
用して環境をリストアできます。
現在のメンテナンス・スナップショットから環境をリストアするには:

1. 環境にサインインします。
2. ホーム・ページで、「ツール」、「日次メンテナンス」の順にクリックします。
3. バックアップ・スナップショットのリストアで、最新の日次バックアップの使用を選択し
ます。

4. リストアのスケジュールをクリックします。
5. 次回の日次メンテナンス中にメンテナンス・スナップショットから環境をリストアするに
は、「はい」をクリックします。
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10
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境の設定

この項の内容:

• 外観の構成
• 機能の更新の理解
• 日次メンテナンスの管理
• コンテンツ更新開始時間のスケジュール
• フィードバックの提供ユーティリティを使用してオラクル社の診断情報収集に協力する
• 環境についてのカスタムの説明の作成
• バニティ URLの使用
• 暗号化レベルの理解
• アイドル・セッション・タイムアウト設定の変更
• 送信者の電子メール・アドレス
• 電子メール検証用の SPFレコードの構成
• DKIMサポート
• サービス終了後のデータの取得

外観の構成
「外観」ページでは、環境を簡単に識別できるように構成およびカスタマイズできます。たとえ
ば、テスト環境を本番環境と区別したり、あるサービス・タイプを別のサービス・タイプと区
別することができます。
表示形式のカスタマイズ

ノート:

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのビジネス・プロセスが
すべて同じカスタマイズ・オプションを提供しているわけではありません。

1. サービス管理者として環境にアクセスします。Cloud EPM環境および Oracle Enterprise
Data Management Cloud環境へのアクセスを参照してください。

2. 「ツール」、「外観」の順にクリックします。
3. 「テーマ」ドロップダウン・メニューで、「Oracle」、「カスタム・ダーク」または「カスタ
ム・ライト」テーマを選択します。テーマを参照してください。
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4. 「ロゴ・イメージ」で、「Oracle」を選択し、「ファイルのアップロード」または「URLの
指定」を選択します。ロゴおよび背景イメージの要件を参照してください。

5. 「カスタム・ライト」または「カスタム・ダーク」テーマのみ:

• 「ホーム背景イメージ」で、「デフォルト・テクスチャ」を選択し、「ファイルのアップ
ロード」または「URLの指定」を選択します。ロゴおよび背景イメージの要件を参照
してください。

• 「ブランド色」で、色の付いた円をクリックし、ページ・ヘッダーのパターン・ストラ
イプ・イメージについて事前定義された色のいずれかを選択します。

6. 「ビジネス・プロセス名の表示」で、ホーム・ページおよびブラウザのタブを開いたときの
タブのロゴの横にビジネス・プロセス名を表示するには、「はい」を選択します。

7. 「保存」をクリックします。
テーマ
最適なパフォーマンスを得るには、Windowsの表示スケールを 125%以下に設定することをお
薦めします。スムーズな操作を実現するには、イメージ・ファイル、JavaScriptおよびその他
の静的コンテンツのために Cloud EPMおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementが static.oracle.comにアクセスする必要があります。ファイアウォールでこ
のアクセスが許可されることを確認してください。
次のテーマを使用できます:

• Oracle: 黒いグローバル・ヘッダー・ストリップおよびホームの白いアイコンが特徴です。
これは、すべての新しいサブスクリプションのデフォルト・テーマです。
 

 

• カスタム・ライト: 純白のグローバル・ヘッダー・ストリップおよび白い背景と黒いアイコ
ンが特徴です。
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• カスタム・ダーク - 暗いグローバル・ヘッダーおよび背景と白いアイコンが特徴です。
 

 

ロゴおよび背景イメージの要件
ロゴおよび背景イメージ・ファイルについては、タイプ.jpg、.pngまたは.gifのファイルを
選択します。最大ファイル・サイズは 5 MBです。
• ロゴ・イメージ: 歪みを避けるため、ロゴ・イメージは 113ピクセル x32ピクセルまたは
同等の比率にする必要があります。

• 背景イメージ: 背景イメージのデフォルト・サイズは 1024x768です。それより大きい背景
イメージを使用する場合、そのイメージは、ディスプレイの解像度設定に適合するように
スケーリングされます。背景イメージをブラウザとモバイル・デバイスの両方に適合させ
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るには、最大画面(または解像度が最高のデバイス)に収まるようにイメージをサイズ設定す
ることをお薦めします。背景イメージは、水平方向の中央に配置されます。

ノート:

カスタムの背景イメージを使用している顧客は、新しいテーマに切り替える際に、
アイコンおよびラベルの色のコントラストが適切であることの確認が必要となる
場合があります。修正するには、別のテーマまたは適切な背景を選択することを
考慮してください。

機能の更新の理解
通常、オラクル社では、月の第 1金曜日にバグ修正、コード最適化および機能更新を含むパッ
チをリリースします。このパッチは、パッチ・リリースに続く次の日次メンテナンス・ウィン
ドウ中に、サービスのテスト環境に適用されます。本番環境は通常、月の第 3金曜日にパッチ
が適用されます。
環境の月次更新
オラクル社は、各パッチに含まれる更新についてサービス管理者に通知します。マイナー・パ
ッチ・リリースの場合、オラクル社は、通常、1週間前の事前通知を行ってから、テスト環境
のパッチを適用します。メジャー更新の場合、2か月前の事前通知を行います。
レディネス情報の表示
現在インストールされているサービスの更新の詳細情報を示すドキュメントは、Oracle Cloud
リリース・レディネス Webサイトに掲載されています。このWebサイトで得られる情報に
は、お知らせや新機能、動作の変更、修正された不具合などがあります。

ノート:

Oracle Cloudリリース・レディネス Webサイトを直接開くには、https://
cloud.oracle.com/saas/readiness/overviewに移動します。

サービスからレディネス情報にアクセスするには:

1. 環境にアクセスします。
2. ホーム・ページで画面の右上隅のユーザー名をクリックし、「設定およびアクション」にア
クセスします。

3. 「情報」、「バージョン」の順に選択します。
4. 「Oracle Enterprise Performance Managementリリース・レディネス」リンクをクリッ
クします。
Oracle Cloudリリース・レディネス Webサイトが表示されます。

5. 「Enterprise Performance Management」をクリックし、次に「Planning & Budgeting」
などのサービス・タイプをクリックします。
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トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのダウンした環境
への対処

日次メンテナンスの管理
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境では、日次メンテナンスが必要です。サービス管理者は、都
合のよい時間を選択(および変更)してメンテナンス・プロセスを開始できます。

Note:

Profitability and Cost Managementおよび Enterprise Data Management環境では、移
行 - 管理の役割を持つユーザーは、日次メンテナンス開始時間を表示および変更する
こともできます。

この項の内容:

• 日次メンテナンス操作
• 環境のメンテナンス開始時間の設定

日次メンテナンス操作
毎日、環境の操作メンテナンス中にオラクルは次のことを行います:

• 既存のアーティファクトおよびデータのアーティファクト・スナップショットと呼ばれる
メンテナンス・スナップショットを作成します。メンテナンス・スナップショットを使用
した環境のバックアップと復元を参照してください。

• 必要なあらゆるパッチの適用(月次更新、週次パッチ、個別パッチなど)

• 構成の調整(キャッシュなど)

• 過去 24時間に実行されたアクティビティと作成されたログすべての分析、およびアクティ
ビティ・レポートの作成

これに続いて環境が再起動されます。初期アクセスはサービス管理者のみに制限され、メンテ
ナンス・プロセスとしてデータベース・バックアップが続行されます。
日次メンテナンス中に使用できない操作
次の表は、環境が再起動されたときに使用できない操作を一覧表示し、これらをビジネス・プ
ロセスにマップしています:

Note:

この期間中、Enterprise Data Managementビジネスではすべての操作が制限され、
他のプロセスでは特定の操作が制限されます。
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ビジネス・プロセス 使用できない操作
Account Reconciliation すべてのインポートおよびデータ統合操作
Planning • キューブのクリア

• アウトラインの圧縮
• データ統合
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのインポート
• データ・スライスのマージ
• 集約の最適化
• データベースのリフレッシュ
• キューブの再構築

Enterprise Profitability and Cost
Management

• キューブのクリア
• アウトラインの圧縮
• データ統合
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのインポート
• データ・スライスのマージ
• 集約の最適化
• データベースのリフレッシュ

Financial Consolidation and Close • データ統合
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのインポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブの再構築

Narrative Reporting なし
Profitability and Cost Management • アプリケーション - 計算ルール

• アプリケーション - ディメンション管理
• ダッシュボード
• データ統合
• スナップショットのインポート
• インテリジェンス - 分析ビュー
• モデル - デザイナ
• モデル - 実行制御

Tax Reporting • データ統合
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのインポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブの再構築
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Note:

• Planning、Enterprise Profitability and Cost Management、Financial Consolidation
and Closeおよび Tax Reportingの操作が EPM自動化または REST APIによっ
て呼び出された場合、またはジョブ・コンソールからスケジュールされた場合、
これらの操作は日次メンテナンス中は制限されます。ユーザーがログインできる
場合は、ジョブ・コンソールから手動で呼び出すことができます。

• Profitability and Cost Managementについては、日次メンテナンス期間全体にお
いて完全にブロックされるものはありません。これらの操作は部分的にブロック
されます。
– ディメンション管理、ダッシュボードおよび分析ビューは、サービスが再開
された直後、数秒から 30分以上(アプリケーションのディメンション・メン
バーによって異なる)一時的にブロックされます。

– 計算ルール、デザイナおよび実行制御は、前述の操作が使用可能になった後、
数秒から 1時間(アプリケーションのルールの数によって異なる)ブロックさ
れます。特に、この期間中、ルール操作(デザイナや計算など)はアプリケーシ
ョンによってリクエストされた特定の POVに基づいて漸進的に使用可能に
なります。

– バックアップの実行中は、スナップショットのインポートはブロックされま
す。

デフォルトのメンテナンス開始時間
環境はメンテナンス・ウィンドウ中にユーザーに提供されないため、サービス管理者は誰もサ
ービスを使用しない 1時間を特定する必要があります。接続ユーザーはすべてログオフされ、
保存されていないデータは失われます。
デフォルトのメンテナンス開始時間は、使用している環境をホストしているデータ・センター
の現地時間の午後 10:00から午前 1:00の間です。環境でデフォルトの開始時間をリセットし
ていない場合、午後 10:00から午前 1:00(データ・センターの現地時間)までの間に開始するよ
うにランダムに設定されます。ユーザーがメンテナンス開始時間を選択した後は、その選択が
優先されます。環境のメンテナンス開始時間の設定を参照してください。
一部のサービスでは、追加のメンテナンス操作を実行することがあります。たとえば、Planning
モジュール、Account Reconciliationおよび Financial Consolidation and Closeでは、コンテン
ツ・アップグレードのために追加のメンテナンス時間が必要になることがあります。

Note:

ユーザーがデータを保存できるように、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementでは、メンテ
ナンス・プロセスの開始 15分前に、メンテナンス開始の通知が表示されます。

日次メンテナンス完了をユーザーに通知
日次メンテナンスとして 1時間の期間が示されていますが、通常はそれよりも短い時間で完了
します。カスタム・スクリプトを使用して、ユーザーに日次メンテナンスの完了を通知し、ユ
ーザーがアクティビティを再開できるようにすることができます。Oracle Enterprise
Performance Management Cloud EPM自動化の操作で日次メンテナンス完了をユーザーに通
知を参照してください。
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環境のメンテナンス開始時間の設定
メンテナンス開始時間は、テスト環境と本番環境で個別に設定されます。メンテナンス開始時
間を設定するには:

1. 環境にアクセスします。Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境へのアクセスを参照してください。

2. 「ツール」、「日次メンテナンス」の順にクリックします。
Narrative Reportingの場合のみ: 「日次メンテナンス」をクリックします。

3. データ・センターのタイム・ゾーンを選択します。
4. 「開始時間」で、メンテナンス・プロセスを開始する時刻を選択します。
環境のメンテナンスは、正時に開始する必要はありません。日次メンテナンス開始時間の
時と分を設定できます。たとえば、開始時間を UTCの午後 2:24 (24時間制では 14:24)に
設定できます。日次メンテナンス開始時間を 1時間を通して分散させることで、インフラ
ストラクチャの日次メンテナンスの負荷を軽減できます。

5. 「適用」をクリックします。
関連情報:

• EPM自動化の操作の setDailyMaintenanceStartTime

• Enterprise Performance Management Cloudの REST API の日次メンテナンス時間の設定

コンテンツ更新開始時間のスケジュール
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの特定のビジネス・プロセスでは、
環境の日次メンテナンス中に行われた変更を組み込むためにコンテンツ更新が必要になりま
す。
コンテンツ更新とは
コンテンツ更新によって、環境の日次メンテナンス中に行われた変更が伝播されます。コンテ
ンツ更新が必要な場合、オラクルによってコンテンツ更新ジョブが作成およびスケジュールさ
れ、デフォルトでは、日次メンテナンスが完了してから 3時間後に実行されます。コンテンツ
更新の進行中は、環境内のすべてのアクティビティが中断されます。
コンテンツ更新ジョブの開始がスケジュールされた時間に環境内で他のジョブがアクティブに
なっている場合、コンテンツ更新ジョブは最大 3時間待機し、その後は翌日に再スケジュール
されます。翌日も同様の状況が続いている場合、コンテンツ更新は次のスケジュール済日次メ
ンテナンス中に強制的に実行されます。

ノート:

セルフサービス・コンテンツ更新は、Planningモジュール、Sales Planningおよび
Strategic Workforce Planningでのみサポートされています。Financial Consolidation
and Closeおよび Tax Reportingビジネス・プロセスのコンテンツ更新は、日次メン
テナンスの完了直後に実行されます。
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コンテンツ更新開始時間の特定
サービス管理者は、日次メンテナンス開始時間を基準にしたオフセットを指定することにより、
コンテンツ更新プロセスの開始時間を制御できます。日次メンテナンスの開始後の 1時間から
12時間以内のウィンドウの任意の時間に更新を開始するようにスケジュールできます。コン
テンツ更新の最大延期時間は 12時間で、選択した設定に基づいて、オラクルによりコンテン
ツ更新が作成され、スケジュールされます。
コンテンツ更新の完了に失敗した場合は、スケジュールされた時間をバイパスして、次の日次
メンテナンス後に自動的にトリガーされます。
コンテンツ更新がいずれかの段階で失敗した場合、アプリケーションは管理モードになり、サ
ービス管理者のみがアクセスできるようになります。たとえば、コンテンツ更新後にオラクル
によりキューブ・リフレッシュが実行されますが、コンテンツ更新中に導入されたアウトライ
ンやメタデータに対する変更が未完了など、アプリケーションのカスタマイズが原因で失敗す
ることがあります。失敗の原因は、「コンテンツ更新」ジョブのステータスを確認することで特
定できます。事前検証エラーの処理を参照してください。
失敗を解決するために、サービス管理者は次のことを実行できます:

• 環境にサインインし、失敗の原因となった更新を手動で削除または終了します
• 1つ以上の REST APIを実行して、失敗の原因となった更新を削除または終了します
• 1つ以上の EPM自動化コマンドを実行して、失敗の原因となった更新を削除または終了し
ます

コンテンツ更新がスケジュールされている環境にサービス管理者がサインインすると、スケジ
ュールされたコンテンツ更新を示す画面が表示されます。この画面から、サービス管理者はコ
ンテンツ更新を開始したり、後で開始するようにスケジュールすることができます。
コンテンツ更新のスケジュール
コンテンツ更新をスケジュールするには:

1. サービス管理者として環境にアクセスします。
2. 「ツール」、「日次メンテナンス」、「コンテンツ更新スケジュール・オプション」の順にクリ
ックします。

3. 「時間」および「分」ドロップダウン・リストを使用して、更新を開始するオフセット時間
を選択します。このオフセットは、日次メンテナンス開始時間を基準にして指定します。
コンテンツ更新開始時間に日次メンテナンスが進行中の場合、環境はメンテナンス・プロ
セスの終了を待機してから、コンテンツ更新を開始します。

4. コンテンツ更新が常にデフォルトの更新開始時間に開始されるようにするには、「今後はア
プリケーション・コンテンツを自動的に更新する」を選択します。

5. 「保存」をクリックします。
事前検証エラーの処理
スケジュールされたコンテンツ更新が失敗した場合は、次の事前検証エラー・メッセージが表
示されます:

メタデータが変更され、キューブ・リフレッシュが正常に実行されなかったため(データは失
われていません)、アプリケーション・コンテンツの更新を開始できませんでした
事前検証エラーを表示したり、コンテンツ更新の進行状況を確認するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
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2. 「ジョブ」を選択し、「ジョブのスケジュール」をクリックします。
3. フィルタ・オプションを使用して、検索を絞り込みます。
4. 「ジョブ・タイプ」ドロップダウンから、「コンテンツ更新」を選択します。
5. 必要に応じて追加フィルタを適用し、「適用」をクリックします。
事前検証エラーを解決してコンテンツを更新するには:

1. ジョブの詳細を確認し、エラー・メッセージに基づいて必要な修正処理を特定します。
2. 問題に対処したら、「コンテンツ更新スケジュール・オプション」画面に戻り、キューブの
リフレッシュを正常に実行し、「今すぐ更新」をクリックしてコンテンツ更新を開始しま
す。

次のメンテナンス・ウィンドウまでコンテンツ更新を延期するには、「スキップ」をクリックし
ます。これによりホーム・ページに戻り、コンテンツ更新は次に使用可能なメンテナンス・ウ
ィンドウに再スケジュールされます。
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのコンテンツ更新
の問題の管理を参照してください。

フィードバックの提供ユーティリティを使用してオ
ラクル社の診断情報収集に協力する

フィードバックの提供ユーティリティを使用すると、効率的な問題の診断と解決に役立ちます。
このユーティリティは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および
Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境内で使用できます。
サービスの使用中に問題が発生した場合、フィードバックの提供ユーティリティを使用して、
問題および再現するステップを記述します。問題の解決を容易にするため、フィードバックの
送信に複数のスクリーンショットを追加することをお薦めします。タスク全体の進行状況を示
した一連のスクリーンショットを追加することで、オラクル社がユーザーの問題を再現する方
法を示したストーリーボードを作成できます。
ユーザーがフィードバックの提供ユーティリティを使用して、オラクル社にフィードバックを
送信するたびに、フィードバック通知(ユーザーが送信した情報のサブセット)がサービス管理
者およびフィードバックを送信したユーザーに送信されます。これらの通知を使用すると、サ
ービス管理者は送信された問題を確認し、修正アクションを提案できます。フィードバック通
知は、デフォルトで有効になっています。
各サービス管理者は、電子メールに含まれているサブスクライブ解除リンクをクリックして、
通知をオフにできます。フィードバック通知の無効化を参照してください。サブスクライブ・
ステータスに関係なく、通知は常にフィードバックを送信したユーザーに送信されます。
ユーザー・インタフェースが応答しなくなった場合、feedback EPM自動化コマンドを使用し
て、オラクル社にフィードバック(テキストのみ)を提供することもできます。

目的 方法の学習
問題をすばやく解決するために送信する必要のある情報
の理解 概要ビデオ
「フィードバックの提供」を使用して情報を収集および送
信するプロセスの理解  概要ビデオ
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アプリケーション・スナップショットを送信する前の重要な考慮事項
制限されていないすべての OCIリージョンでは、サービス管理者は、フィードバックを提供す
る際に、環境の最後のメンテナンス・スナップショットをオラクルに送信することに同意でき
ます。メンテナンス・スナップショットの送信に同意した場合、現在のメンテナンス・スナッ
プショットは自動的に暗号化され、コピーされます。オラクルは、送信されたアプリケーショ
ン・スナップショットをテストの目的でのみ使用し、アプリケーションやデータは変更されま
せん。フィードバックを送信する前に、問題が検出されたプロセスの段階にあることを確認し
ます。
• 組織でオラクルによるデータ・アクセスを制限するポリシーが適用されている場合、サー
ビス管理者がアプリケーション・スナップショットをオラクルに送信できないようにする
ことができます。これを行うには、次の EPM自動化コマンドまたは REST APIを使用し
て、制限されたデータ・アクセスを trueに設定します:

– Enterprise Performance Management Cloudの REST API の制限されたデータ・アクセ
スの設定

– Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の
setRestrictedDataAccess

データ制限を設定すると、「フィードバックの提供」ユーティリティの「アプリケーショ
ン・スナップショットの送信」チェック・ボックスがグレー表示になります。

• オラクルに送信するスナップショットは、最後の日次メンテナンスによって作成されたも
のです。最後の日次メンテナンス以降に行われたすべての変更を含む最新のスナップショ
ットを送信する場合は、フィードバックの提供を送信する前に、次のことを行います:

– 次の時間に開始するように日次メンテナンスの時間を変更します
– runDailyMaintenance EPM自動化コマンドを実行して、新しいスナップショット
を作成してから、「フィードバックの提供」を実行することもできます。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作で
runDailyMaintenanceを参照してください

• リカバリ目的でメンテナンス・スナップショットのバックアップ・コピーを維持すること
は、ユーザーの責任です。オラクル社は、ユーザーが送信したスナップショットを使用し
てサービスをリストアすることはできません。メンテナンス・スナップショットを使用し
た環境のバックアップと復元を参照してください

• フィードバックの提供ユーティリティを使用して診断情報を送信すると、オラクル社に送
信されますが、サービス・リクエストは作成されません。サービス管理者が問題を解決で
きない場合、送信した情報を使用してサービス・リクエストを作成できます。サービス・
リクエストの作成時に参照番号の入力を求められますが、これは、ユーティリティを使用
して診断情報を送信したときに画面に表示されます。また、参照番号はフィードバック通
知の電子メールにも含まれています。参照情報の入力は、オラクル社が必要な診断データ
を簡単に収集するために役立ちます。

フィードバックの提供を使用した情報の送信
1. フィードバックを提供する画面が表示されているときに、次のいずれかのオプションを使
用して、フィードバックの提供ユーティリティにアクセスします。
• 画面の右上に表示されるユーザー名をクリックして「フィードバックの提供」を選択
します。

• Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management、および Enterprise Data
Management以外のビジネス・プロセスの場合: 「アクセス制御」または「移行」モ
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ーダル・ウィンドウが開いている場合は、 (ユーザー支援)をクリックして「フィード
バックの提供」を選択します。

2. 「フィードバックの提供」には、特定の問題を解決する方法を自分で学習するためのリンク
がリストされています。それでもフィードバックを提供する場合は、下部にあるリンクを
クリックします。
 

 

3. 必須: 「簡単な説明を入力してください」では、発生した問題について説明します。
4. オプション: 画面の領域を強調表示または暗くするオプションを選択します。

• 「強調表示」を選択して、画面上をクリック・アンド・ドラッグして画面の一部を強調
表示します。たとえば、エラーや問題を強調表示します。

• 「暗くする」を選択し、画面上をクリック・アンド・ドラッグして画面の一部を非表示
にします。スクリーンショットから機密データを非表示にする場合はこのオプション
を使用します。

5. (「追加」ボタン)をクリックしてスクリーンショットを取得します。
6. オプション: 別のスクリーンショットを追加します。

a. 取得する新しい画面に移動します。
b. (追加)をクリックします。
c. オプション: 画面の領域を強調表示または暗くするオプションを選択し、画面上をクリ
ック・アンド・ドラッグして領域を強調表示または暗くします。

d. 現在の画面で実行した問題またはアクションを記述します。
e. 「追加」をクリックします。
f. 別のスクリーンショットを追加するには、前述のステップを繰り返します。

7. 「送信」をクリックします。
8. 「環境」および「プラグイン」情報を確認します。
9. (次)をクリックしてスクリーンショットを確認します。
10. オプション: オラクルがメンテナンス・スナップショットにアクセスすることを許可できま
す。「アプリケーション・スナップショットの送信の確認」をクリックします。
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ノート:

このオプションは、組織でオラクルによるデータへのアクセスを制限するポリシ
ーが適用され、サービス管理者がアプリケーション・スナップショットをオラク
ルに送信できない場合は無効になります。また、制限されたすべての OCIリージ
ョン(OC2および OC4レルムのリージョンなど)でも無効になります。

11.「アプリケーション・スナップショットの送信」がグレー表示されている場合にクリックす
ると、次のエラー・メッセージが表示されます:

サービス管理者が Oracleへのデータ・アクセスを制限しました。このため、フィードバックの提供でア
プリケーション・スナップショットを送信できません。

12.「アプリケーション・スナップショットの送信」が有効になっている場合は、「はい」オプ
ションを選択します。
 

 

13.「送信」をクリックします。
14. オプション: 問題を解決するためにオラクルの支援が必要な場合は画面上の指示に従って
サービス・リクエストを記録します。サービス・リクエストの作成時には、必ず、画面に
表示される参照番号を入力してください。参照番号はフィードバック通知の電子メールに
も含まれています。

15.「閉じる」をクリックします。

フィードバック通知の無効化
デフォルトで、サービス管理者はユーザーがオラクル社にフィードバックを送信するたびに、
フィードバック通知を受け取ります。各受信者は、通知メーリング・リストからサブスクライ
ブ解除できます。
サービス管理者は通知に含まれている情報を使用して、問題を確認し修正アクションを提案し
ます。
サブスクライブ解除すると、環境の次の日次メンテナンスの後にフィードバック通知が無効に
なります。ただし、自分が送信したフィードバック通知は引き続き受け取ります。
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ノート:

フィードバック通知を無効にすると、再度有効にできません。

フィードバック通知を無効にするには:

1. フィードバック通知電子メール(EPM Cloudユーザー・フィードバックから送信)を開き、
サブスクライブ解除をクリックします。

2. 要求された場合は、環境にサインインします。
3. サブスクライブ解除をクリックします。
4. 「閉じる」をクリックします。

環境についてのカスタムの説明の作成
環境のサービス名を変更できますか。
サブスクリプション内の各環境には、環境の作成時に名前が割り当てられます。Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementでは、これらの名前は変更できません。環境の作成を参照してください。
類似するサービス名を持つサービスを区別するにはどうすればよいですか。
類似する名前を持つ環境が多数ある場合は、特定の環境を識別することが難しいことがありま
す。環境を区別する方法は次のとおりです:

• 環境ごとにカスタム(バニティ) URLを作成します。ログインの問題の解決の「バニティ
URLの使用」を参照してください。

• 環境ごとに一意のブックマークを作成します。

バニティ URLの使用
バニティ URLを使用すると、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境
および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境の複雑な URLが覚えやすくな
ります。これらのカスタム URLを使用して、Webブラウザ、Oracle Smart View for Office
(20.200以降)および EPM自動化を介して環境にアクセスできます。新しいバニティ URLを
作成するには、サード・パーティのリンク短縮サービス(T.ly、Bitly、Rebrandly、TinyUrlなど)
またはオープン・ソース・ソリューション(YOURLSなど)を使用できます。APIゲートウェイ
またはリバース・プロキシを使用する場合は、環境 URLをその URLおよび環境に定義された
コンテキストに置き換えます。
次のものを使用して、バニティ URLを作成し、Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data
Management Cloudとの接続を容易にする方法を学習します:

• Webブラウザ
• Smart View

• EPM自動化
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Note:

バニティ URLは、環境間接続(EPM接続)および EPMエージェントでは機能しませ
ん。

バニティ URLの作成およびWebブラウザを使用した接続
この例では、Rebrandlyを使用してバニティ URLを作成する方法を示します。
1. バニティ URLで簡素化する必要がある Cloud EPMまたは Oracle Enterprise Data

Management Cloudの完全な URLを「Destination URL」に入力します。コンテキスト/
epmcloudを含めます。

2. 「Signature slug」にカスタム URLを入力します。
Rebrandlyにより、新しく作成されたバニティ URLを示すリンク・プレビューが生成され
ます。

3. 「Create link」をクリックして、このバニティ URLを作成します。
 

 

4. Cloud EPMまたは Oracle Enterprise Data Management Cloudの URLにリダイレクトさ
れるバニティ URL (例: https://rebrand.ly/EPMWeb)をWebブラウザに入力します。

バニティ URLの作成および Smart Viewを使用した接続
Rebrandlyを使用して、この例では、Smart Viewでバニティ URLを使用して接続を容易にす
る方法を示します。Smart Viewには、2つの接続タイプ(共有とプライベート)があります。両
方の接続の Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudの URLは、これら
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の接続に必要な特定の構文に従います。Smart View接続の URL構文を参照してください。共
有接続用とプライベート接続用にそれぞれ 1つのバニティ URLを作成する必要があります。
Smart Viewでの共有接続用のバニティ URLの作成
1. 「Destination URL」に https://acme-epmidm.epm.us-phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/

workspace/SmartViewProvidersを入力します。
2. 「Signature slug」に epmsvを入力して、新しいバニティ URL https://rebrand.ly/epmsv
を作成します。

3. Smart Viewで共有接続を容易にするには、共有接続の構成のステップに従います。この例
では次のようにします:

a. 「詳細」設定で、「共有接続 URL」にバニティ URLを追加します。
 

 

b. 「共有接続」ログオンをクリックし、Smart Viewを使用して Cloud EPM環境にアクセ
スします。

Smart Viewでのプライベート接続用のバニティ URLの作成
1. 「Destination URL」に https://acme-epmidm.epm.us-phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/

HyperionPlanning/SmartViewを入力します。
2. 「Signature slug」に ocipcmcsを入力して、新しいバニティ URL https://rebrand.ly/

ocipcmcsを作成します。
3. プライベート接続の構成のステップに従います。

a. プライベート接続ウィザードのステップに従い、このステップではバニティ URLを追
加します:
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b. 残りのステップを完了します。「プライベート接続」ログオンをクリックし、Smart View
を使用して Cloud EPM環境にアクセスします。

バニティ URLの作成および EPM自動化を使用した接続
Rebrandlyを使用して、この例では、EPM自動化でバニティ URLを使用して接続を容易にす
る方法を示します。
1. 「Destination URL」に epmcloudなどのコンテキストなしで、たとえば https://acme-

epmidm.epm.us-phoenix-1.ocs.oraclecloud.comと入力します。
2. 「Signature slug」に Automateを入力して、新しいバニティ URL https://rebrand.ly/

Automateを作成します。
3. このバニティ URLを使用して EPM自動化ログイン・コマンドを発行します。
 

 

暗号化レベルの理解
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementでは、SHA-2/SHA-256暗号学的ハッシュ・アルゴリズムによる
Transport Layer Security (TLS)を使用して、通信とデータを保護します。現在、Cloud EPMお
よび Oracle Enterprise Data Management Cloudは、相互 TLS (mTLS)認証をサポートしていま
せん。
ブラウザ、Smart Viewおよび EPM自動化
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、SHA-2/SHA-256暗号学的
ハッシュ・アルゴリズムによる Transport Layer Security (TLS)を使用して、ブラウザ、Oracle
Smart View for Officeおよび EPM自動化との通信を保護します。
サポートされているブラウザの最新バージョンをインストールすることをお薦めします。一般
的に、最新バージョンは、より高度な暗号強度に対応しており、セキュリティが向上していま
す。サポートされているブラウザを参照してください。
アイデンティティ・プロバイダに対する SAMLメッセージ
• デフォルトのサービス・プロバイダ(SP)である Oracle Access Managerは、MD5アルゴリ
ズムを使用して、SSOの設定時に構成したアイデンティティ・プロバイダ(IdP)に対する
SAMLメッセージに署名します。セキュリティ設定の構成を参照してください。

• IdP (SiteMinderなど)が MD5を使用して署名され、その IdPがさらに新しいアルゴリズム
(RSAなど)のみをサポートしているために、SPからの認証リクエストの署名検証に失敗し
た場合は、SSO SP XMLメタデータ(SHA-256形式)の提供をオラクル社に依頼する例外リ
クエストを含めたサービス・リクエストを作成してください。サービス・リクエストで、
ホスティング・サービス問題タイプを示します。

• オラクル社は、サービス・リクエストを受信すると、SHA-256形式の SPメタデータをサ
ービス・リクエストに添付し、ユーザーはそれを抽出して IdPにアップロードできます。
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• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudのリレーショナル・データ
は、透過的データ暗号化(TDE)を使用して暗号化されます。

ナビゲーション・フローおよび接続
ナビゲーション・フローおよび接続で使用される資格証明およびその他の安全なパラメータは、
AES-256を使用して暗号化されます。
セッション管理
セキュリティを確保するために、Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management
Cloudではすべてのセッションが暗号化されます。Cookieに含まれるセッション情報は暗号
化され、セッション IDはランダムに生成されます。

アイドル・セッション・タイムアウト設定の変更
アイドル・セッション・タイムアウトは、ユーザーが非アクティブ状態によりアイデンティテ
ィ・ドメインから自動的にサインアウトされるまでの期間です。
デフォルトでは、アイドル・セッション・タイムアウトは 75分です。これを 4から 480分の
任意の値に更新できます。アイドル・セッションの期限が切れてユーザーがサインイン・ペー
ジにリダイレクトされる 120秒前に、サインアウト警告が表示されます。ユーザーは、サイン
アウト警告に応答することでセッションを延長できます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境のアイドル・セッション・タイムアウトを変更するには、次
のいずれかの情報ソースを使用します:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の 
setIdleSessionTimeout EPM自動化コマンド

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのアイドル・セッション・タイ
ムアウトの設定 REST API

Note:

アイドル・セッション・タイムアウトと最大セッション期間という 2つのタイプのタ
イムアウトがあります。アクティブであっても、最大セッション期間に到達すると、
環境によってログアウトされます。最大セッション期間を参照してください。

送信者の電子メール・アドレス
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境から送信される電子メールのデフォルトの送信者電子メー
ル・アドレスは no.reply@epm.oraclecloud.comです。送信メッセージでカスタム送信者電子
メール・アドレスを使用するようにリクエストすることもできます。Oracle Enterprise
Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの OCI (Gen 2)環境のカスタム送信
者電子メール・アドレスのリクエストを参照してください。
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電子メール検証用の SPFレコードの構成
オラクル社では、クラウド・サービス電子メールの送信が許可される Oracleサーバーの IPア
ドレスおよびサブネットを識別する送信者保護フレームワーク(SPF)・ポリシーを公開してい
ます。
SPFポリシー情報を使用して、メッセージの正当性を評価し、メッセージを受け入れるかどう
かを判断できます。さらに、この情報をメッセージ保護サービスの一部として使用することも
できます。

環境が次の場所に配置されて
いる場合

これを SPFレコードに追加します

アメリカ v=spf1 include:rp.oracleemaildelivery.com ~all
アジア/太平洋 v=spf1 include:ap.rp.oracleemaildelivery.com

~all
ヨーロッパ v=spf1 include:eu.rp.oracleemaildelivery.com

~all
すべての商用リージョン v=spf1 include:rp.oracleemaildelivery.com

include:ap.rp.oracleemaildelivery.com
include:eu.rp.oracleemaildelivery.com ~all

DKIMサポート
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境は、DKIM (ドメインキー認証メール)をサポートしています。
電子メール・サーバーは秘密キーを使用して送信メッセージに署名するため、受信メール・サ
ーバーは oraclecloud.comの DNSレコードで公開されている公開キーを使用して署名を
検証できます。

Note:

DKIMに対するオラクルのサポートは、ドメイン・アドレスが
no.reply@epm.oraclecloud.comまたはカスタム電子メール・アドレスである電子メ
ールに対して有効です。送信メッセージでカスタム送信者電子メール・アドレスを使
用するようにリクエストするには、Oracle Enterprise Performance Management
Cloudオペレーション・ガイドの OCI (Gen 2)環境のカスタム送信者電子メール・ア
ドレスのリクエストを参照してください。

DKIMセレクタ値の取得
oraclecloud.comの DNSレコードから DKIM公開キーを見つけるには、電子メールで送信
されたヘッダー情報で参照されている DKIMセレクタ値を使用します。DKIMセレクタは
header.s= VALUEで参照されています。header.dは oracle.cloud.comです。
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たとえば、送信者ドメイン no.reply@epm.oraclecloud.comからの電子メールのヘッダー情報
を次に示します:

Authentication-Results: ppops.net; 
spf=pass 
smptp.mailfrom=bounces+jane.doe=oracle.com@server.rp.exampleleemaildelivery.co
m; 
dkim=pass header.s=emaildelivery header.d=oracle.cloud.com; 
dkim=pass header.s=ACCOUNT_NAME header.d=server.rp.oracleemaildelivery.com; 
dmarc=pass header.from=oracle.cloud.com

DKIMセレクタ値は emaildeliveryです。
公開キーの取得
DKIMセレクタ値(例: emaildelivery)および送信者ドメイン
no.reply@epm.oraclecloud.comを使用して、次の方法で公開キーを取得します:

• Webサイト(https://www.mail-tester.com/spf-dkim-checkなど)から DNS関連
のレコードを確認します。

• Linux/ MAC OSのコマンドラインで次のコマンドを実行します:

dig domainSelectorValue._domainkey.oraclecloud.com TXT +short

前述の方法を使用すると、emaildelivery._domainkey.oraclecloud.coの DNSレコー
ドの公開キーは次のようになります:

"k=rsa\;p=MIIBIjANBgkqhkiG9w0BAQEFAAOCAQ8AMIIBCgKCAQEA9Td5RdIXZ9SC4q49SCnB+iR7
/TCmlnvu/54GMARLiik6lkF+h0C+Ek8z2UfPU3J/Nj+Rt+Q9Dvuvpdfzw/vfwE1yT4/
ZdncRNzQ+rI5NfC6oi4F6X3ZpZ3sx0pu6TwAoJszeVzQTHS4xt4EhGeM" 
"hSaKMWTO23H7/5/4/7Je3zbt0VsPJ3zXArOOLiBS7TuN3RUAVh4CPDbmP2Ddzr6GWOkUzJq+lPH8t
ybOb/6jv5He2vVt35r/
VUXEaotvQzo7h8eLTOe8AgmyCDYeLPOTWoPSiZ7KdJW0Cly5eP8WZJaT2beBeUzBB7x1q7a/
vt5f4YwllcD8VC+zeK/64BSLQ5wIDAQAB"

キー長: 2048

サービス終了後のデータの取得
終了した Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Management環境のデータは、60日間使用できます。
60日間は終了した環境にアクセスして最後の日次メンテナンス・スナップショットを取得でき
ます。
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11
Oracle Guided Learningを使用した Cloud
EPMと Oracle Enterprise Data Management
Cloudの統合

Oracle Guided Learning (OGL)は、パーソナライズされたコンテキスト依存のガイド付きトレ
ーニングおよびユーザー・オンボーディング・エクスペリエンスを開発するための堅牢なフレ
ームワークを備えています。EPMのドキュメントを超えて、用途の広いこのツールセットに
は、カスタムのプロセス・ガイド、表示グループ、メッセージ・ガイド、スマート・ヒントな
どを作成するためのオプションが用意されています。Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境内の
特定のニーズを満たすように調整された包括的な学習インタフェースを提供し、ユーザーの習
熟度や運用効率を向上させます。詳細な概要は、Oracle Guided Learningユーザー・ガイドの
Oracle Guided Learningの紹介および概要を参照してください。
ユーザーは OGLコンソールにアクセスでき、特定のワークフローと要件に合わせたアプリケ
ーション内ガイダンスを設計およびアクティブ化することで、導入を効率化するコンテンツを
定義できます。たとえば、ナビゲーション・フローの OGLガイドを作成できます。
環境での設定の構成
始める前に、アクティブな OGLアカウントおよび少なくとも 1つのアプリケーション IDが設
定されていることを確認してください。アプリケーション IDは、ガイド(コンテンツ)の論理グ
ループです。それぞれのアプリケーション IDに、特定のビジネス・プロセスの EPMワークフ
ロー用にカスタマイズされたガイドをグループ化できます。設定の詳細は、Oracle Guided
Learningユーザー・ガイドのはじめにを参照してください。

Note:

ナビゲーション・フロー内で OGLヘルプを使用するために OGLアプリ IDを統合す
る場合は、ソース環境でのみそれを構成します。接続された環境では OGL設定は不
要です。

OGLアプリケーションを環境に統合するには、次のステップに従います:

1. 「アプリケーション」、「設定」の順に移動します
Narrative Reportingおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudのみ: 「ツール」、「設
定」の順に移動します
Account Reconciliationのみ: 「アプリケーション」、「構成」、「システム設定」の順に移動
します

2. 次の Oracle Guided Learning設定を入力します:

• アプリケーション ID

• サーバー URL - 環境の場所に応じて、URLを入力します:
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– NA: https://guidedlearning.oracle.com
– EMEA: https://guidedlearning-emea.oracle.com
– APAC: https://guidedlearning-apac.oracle.com

3. 「保存」をクリックします。OGLウィジェットを画面に表示するには、ログオフして再度
ログインする必要があります。
 

 

OGL環境での設定の構成
OGLアプリケーションが Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境
に統合されると、ユーザーは OGLウィジェットにアクセスできるようになります。ドメイン
はデフォルトで本番として構成され、開発モードのガイドは非表示になるため、公開済のガイ
ドのみが表示されます。
ユーザーが環境から公開済のガイドと開発中のガイドの両方を表示できるようにするには、ア
プリケーションの設定を次のように変更します:

1. OGLコンソールのアプリケーション設定にアクセスします。Oracle Guided Learningユー
ザー・ガイドの OGLコンソールの左パネルを参照してください。

2. ドメイン・タブに移動します。
3. すべてのガイドを表示するために、環境で開発を選択します。
4. ドメイン・ステータスを使用可能に設定します。

Note:

OGLコンテンツがすべてのアプリケーションで正しく表示されるように、ドメイ
ン・エントリの構成を正しく完了してください。OGLクラウド構成にリストされ
ていないドメインについては OGLコンテンツが表示されません。

5. ドメインの保存をクリックします。
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重要な考慮事項
• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境では、日次メンテナン
スを実行する必要があります。オラクルでは、既存のアーティファクトおよびデータを取
得する、アーティファクト・スナップショットと呼ばれるメンテナンス・スナップショッ
トを生成します。Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudの OGL
構成は統合されていないため、アーティファクト・スナップショットに含まれないことに
注意することが重要です。詳細は、Oracle Guided Learningユーザー・ガイドの OGLガイ
ド・コンテンツのエクスポートを参照してください。

• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境に IP許可リストが設
定されている場合は、OGLサーバーの IPアドレスまたは OGLサーバーをホストするデー
タ・センターのアウトバウンド IPアドレスを IP許可リストに追加する必要があります。
オペレーション・ガイドの Cloud EPMのデータ・センターおよびリージョンのアウトバウ
ンド IPアドレスを参照してください。

Cloud EPMでの OGLガイドのコンテキストベース・ア
クティブ化の有効化

Oracle Guided Learning (OGL)は、アプリケーションとシームレスに統合してワークフローを
取得し、ユーザーのニーズにあわせた正確なアプリケーション内ガイダンスを可能にします。
OGLエディタの「拡張設定」機能により、サービス管理者は次のことができるようになり、こ
の機能がさらに強化されます:

• ナビゲーション・フロー名、クラスタ ID、カード ID、タブまたはサブタブ IDに基づいて
条件付きアクティブ化を構成します。

• 動的コンテンツを組み込み、ガイド・アクティブ化のカスタム・トリガーを定義します。
• 画面上のガイダンスの表示および配置を制御します。
この柔軟性により、アプリケーション環境内の様々なビジネス要件を満たすように OGLガイ
ダンスを微調整できます。統合すると、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementではページまたはコンポーネントに対して条件付きでガイドをアクティブ化す
るための次の属性が提供され、Cloud EPM環境で OGLガイドをコンテキストベースでアクテ
ィブ化するための拡張設定が可能になります:

Cloud EPMでのコンテキストベース・アクティブ化のための属性
属性の更新の詳細は、Oracle Guided Learningユーザー・ガイドのエディタの操作を参照して
ください。
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• ナビゲーション・フロー名によるガイドのアクティブ化: 属性
g_efsOglNavigationFlowNameを使用して、特定のナビゲーション・フローのガイドをアク
ティブ化します。たとえば、次の条件は、"Financial Flow"ナビゲーション・フロー内のす
べてのページのガイドをアクティブ化します。
 

 

• ページ IDによるガイド名のアクティブ化: 属性 g_efsOglFqIdを使用すると、ナビゲーシ
ョン階層内の様々なレベルでアクティブ化が可能になります:

– g_efsOglFqId/<SUB_TAB_ID> - 指定したサブタブのガイドをアクティブ化します。
– g_efsOglFqId/<TAB_ID>/<SUB_TAB_ID> - 特定のタブ内のサブタブのガイドをアクティ
ブ化します。

– g_efsOglFqId/<CARD_ID>/<TAB_ID>/<SUB_TAB_ID> - 指定したカード内のタブ内のサ
ブタブのガイドをアクティブ化します。

– g_efsOglFqId/<TAB_ID> - 指定したタブ内のすべてのページのガイドをアクティブ化
します。

– g_efsOglFqId/<CARD_ID> - 指定したカード内のすべてのページのガイドをアクティブ
化します。

– g_efsOglFqId/<CLUSTER_ID> - 指定したクラスタ内のすべてのページのガイドをアク
ティブ化します。

たとえば、OGLの次のアクティブ化条件は、クラスタ ID EPM_CL_23で定義されている
すべてのページのガイドを有効にします。
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12
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境のモニタリング

アクティビティ・レポートおよびアクセス・ログを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境
で何が起こっているかをモニターします。
関連トピック
• アクティビティ・レポートの使用
• アクティビティ・レポートの内容
• アクセス・ログを使用した使用状況のモニタリング
• アクティビティ・レポートとアクセス・ログの表示およびダウンロード
• アクティビティ・レポートとアクセス・ログのダウンロードの自動化
• 役割の割当レポートを使用したユーザーのモニタリング
• Oracle Cloudコンソールを使用した環境のモニタリング
• メトリックのモニタリング

アクティビティ・レポートの使用
アクティビティ・レポートを使用すると、サービス管理者はアプリケーションの使用状況を把
握できます。また、ユーザー・リクエスト、計算スクリプト、フォーム、レポートなどを特定
することにより、アプリケーションの設計を合理化するのにも役立ちます。HTMLバージョン
と JSONバージョンの 2つのバージョンのレポートを使用できます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementは、過去 60日間分のみのアクティビティ・レポートを保持しま
す。過去のトレンドについて分析するために、ダウンロードしてローカル・コンピュータにバ
ックアップ・コピーを作成することをお薦めします。
アクティビティ・レポートは、次の 3つの状況で自動的に生成されます:

• サービスの日次メンテナンス中に毎日
• フィードバックの提供の送信資料を送信するたび
• resetService EPM自動化コマンドを実行して環境を再起動するたび
フィードバックの提供ユーティリティを使用してユーザーがフィードバックを送信するたび
に、Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudは追加のアクティビティ・
レポートを生成します。さらに、このレポートには、スクリーンショットや問題の説明など、
ユーザーが送信した情報が表示されます。
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ノート:

JSONバージョンのアクティビティ・レポートは、サービスからアクセスできませ
ん。downloadFile EPM自動化コマンドを使用してダウンロードしてください。
システム監査ログ(CSVファイル)を生成して、一定期間にわたるサービスの変更を確
認できます。詳細は、Narrative Reportingの管理の監査の実行を参照してください。

アクティビティ・レポートのナビゲート
関連する情報にすばやくアクセスするには、次のいずれかのタブを選択します:

• ユーザー・インタフェース: サービスにアクセスしたユーザーに関する情報。
• 時間ごと: ユーザー・インタフェースのリクエストとレスポンスおよび Oracle Essbase操
作に関するものを含む、時間ごとのメトリック。

• ランタイム: 補足データ・マネージャのアクティブ・データ収集期間やオープン Account
Reconciliationなどの、環境内のアプリケーションのランタイム・メトリック。

• アプリケーション: タスク・マネージャの組織ユニットや Essbase ASOキューブなどのア
プリケーション設計メトリック。

• 操作: 日次メンテナンス所要時間(分単位)などの操作メトリック。
• 使用状況: 最もアクティブなユーザーおよび最もアクティブでないユーザーによる使用状
況。

詳細は、次を参照してください アクティビティ・レポートの内容

アクティビティ・レポートの内容
このレポートが取得されたビジネス・プロセスによって、アクティビティ・レポートの統計は
異なります。
たとえば、Narrative Reporting環境から取得したアクティビティ・レポートには Narrative
Reportingのレポートとブックの統計が含まれます。その他すべてのビジネス・プロセスでは、
このレポートには Financial Reportingの統計が含まれます。サービス管理者はこ、れらのレポ
ートを使用してユーザーが直面している問題を特定し、サービスの使用状況およびパフォーマ
ンスを、過去のレポートの使用可能なそれらの情報と比較します。次の領域に関する情報を使
用できます:

• ご使用の環境に関する情報
• ユーザー情報
• インタフェース使用状況およびレスポンスのデータ
• 操作メトリック
• 過去 1時間のジョブ
• アプリケーション・サイズ
• Essbaseの統計
• 計算スクリプトの統計
• 手動データベース・アクセス情報
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• 手動 Essbaseアクセス情報
• ビジネス・ルール情報
• アプリケーションの設計およびランタイム情報
• Account Reconciliationのメトリック
• エンタープライズ仕訳のランタイム・メトリック
• Profitability and Cost Managementの設計とランタイム・メトリック
• 補足データ・マネージャの設計メトリックとランタイム・メトリック
• タスク・マネージャの設計とランタイム・メトリック
• 最新のメタデータ検証エラーおよび警告
• 連結ジョブおよび換算ジョブの統計
• レポートとブックの実行統計
• CPUおよびメモリーの使用状況の統計
• ブラウザ、Smart Viewおよび Excelの使用状況の情報

ご使用の環境に関する情報
アクティビティ・レポートに記載されている Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境の詳細は、次
の表で概説されています:

Table 12-1    アクティビティ・レポートで入手可能な環境情報

ラベル 説明
サービス URL コンテキストのない環境の URL。例: https://env-example-

idDomain.dom1.oraclecloud.com
データ・センター 環境をホストするデータ・センター。例:

データ・センター : eu-amesterdam-1。
すべての OCIデータ・センターのリストを確認するには、『Oracle
Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイド』
の EPM Cloudのデータ・センターおよびリージョンを参照してくださ
い。

クラウド・インフラストラク
チャ

この環境がホストされているインフラストラクチャのタイプ : クラウ
ド・インフラストラクチャ:
• クラシック: クラシック Oracle Cloudインフラストラクチャ
• OCI (Gen 2): Oracle Gen 2クラウド・インフラストラクチャ

アイデンティティ・ドメイン クラウド・アカウントの名前。
アプリケーション・タイプ 環境にデプロイされたビジネス・プロセス。アプリケーション・タイプ:

• ARCS: Account Reconciliation
• EDMCS: Enterprise Data Management
• FCCS: Financial Consolidation and Close
• Freeform: フリーフォーム
• EPRCS: Narrative Reporting
• PBCS: Planning
• PBCS (モジュール): Planningモジュール
• PCMCS: Profitability and Cost Management
• TRCS: Tax Reporting
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Table 12-1    (Cont.) アクティビティ・レポートで入手可能な環境情報

ラベル 説明
バージョン(バージョン・ステ
ータス)

最後の日次メンテナンス・ウィンドウの後または EPM自動化の
resetServiceコマンドの発行後の環境のバージョン・ステータス。
Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作で resetServiceを参照してください。
次のバージョン・ステータスが表示されるのは、環境に最新の月次更新
または週次パッチが適用されていない場合のみで、その理由を示します:
• 一時的な構成 - オラクルが環境で一時的な構成変更を行いました。
環境は、今後の月次更新で自動的にマージ・バックされます。お客
様のアクションは必要ありません。

• 更新の前倒し – お客様が、毎月第 3金曜日より前に本番環境に月次
更新を適用するようオラクルにリクエストしました。環境は第 3
金曜日にマージ・バックされます。お客様のアクションは必要あり
ません。

• 更新の手動スキップ - お客様がアップグレード延期をリクエストし
ました。環境は、お客様がマージ・バックするようリクエストした
時期に基づいてマージ・バックされます。

• 個別パッチ - お客様が個別パッチをリクエストしました。同じ修正
がメイン・ライン・コードに存在する場合、環境はマージ・バック
されます。

• 更新のスキップ-お客様が、EPM自動化または REST APIから
skipUpdateコマンドを発行しました。これらは、最大で 3回の連
続するサイクルに対する、環境への月次更新の適用をスキップする
要求です。選択したサイクル(毎月、2か月または 3か月)に応じて、
またはお客様が skipUpdate除去コマンドを発行したときに、環境
がマージ・バックされます。
詳細は、次を参照してください:
– Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の skipUpdate
– Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの
更新のスキップ

Oracle Essbaseバージョンは
ハイブリッド・ブロック・ス
トレージ・オプションをサポ
ート

この環境の Essbaseバージョンが、ハイブリッド BSOキューブをサポ
ートするかどうかを識別します。Cloud EPMの Essbaseについてを参
照してください。

インスタンス・タイプ 環境のタイプ。インスタンス・タイプ:
• Prod: 本番環境
• Test: テスト環境

ユーザー情報
このレポートで使用可能なユーザー情報は、次のとおりです:

• サービスにアクセスしたユーザー数。
特定の日のユーザー数の平均使用期間に加えて、レポートには、先週の各日にログインし
た一意のユーザー数、過去 7日間の一意のユーザー数および過去 30日間の一意のユーザー
数に関する情報が示されます。
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この情報を使用すると、ユーザー数と環境のパフォーマンスとの間に相関関係があるかど
うかを判別できます。

• Oracleに送信されたフィードバックのリスト。このセクションでは、ユーザーに発生した
問題のいくつかを特定できます。
 

 

• 異なる期間に環境を使用した一意のユーザーの数。
 

 

• 使用期間に基づく最もアクティブな上位 10ユーザー。
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• 使用期間に基づく非アクティブな上位 10ユーザー。
 

 

インタフェース使用状況およびレスポンスのデータ
このアクティビティ・レポートには、環境のユーザー・インタフェース・リクエストおよびレ
スポンスに関する次の情報が表示されます:

• 完了までの時間が 2秒を超えた UIリクエストの割合。
UI要求とは、サインイン、データのロード、フォームのオープンまたは保存、ルールの検
証などのユーザー・アクションです。実行時間が最も長い上位 30件のユーザー操作に関す
るセクションでは、ユーザー、操作の期間、ユーザーが実行していたアクティビティ、ユ
ーザーが表示していた画面が示されます。
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• 完了までに最も時間がかかった上位 7件のリクエスト。
 

 

• 上位 15件の最も頻繁に実行されたユーザー・インタフェース要求。
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• 完了までの時間が 2秒を超えた上位 30件のユーザー・インタフェース・アクション。この
データを分析することにより、パフォーマンスの改善につながる最適化を特定できます。
 

 

• 過去 24時間の時間別の平均サービス・レスポンス時間。
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• 時間別のインタフェース・リクエストの数および期間。
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操作メトリック
操作メトリックには次のものが含まれます:

日次メンテナンス所要時間(分単位)

環境内での日次メンテナンスの実行にかかる所要時間。この情報を使用して、日次メンテナン
ス・ウィンドウを外してジョブをスケジュールできます。
更新のスキップ要求
環境に対して現在指定されている、更新のスキップ要求をリストします。これらは、最大で 3
回の連続するサイクルに対する、環境への月次更新の適用をスキップする要求です。環境に設
定された更新のスキップは、新しいアクティビティ・レポートが生成されるまでリストされま
せん。
お客様は、EPM自動化または REST APIから skipUpdateコマンドを発行します。詳細は、次
を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の skipUpdate

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの更新のスキップ
前月の可用性(パーセンテージ)

前月における環境の可用性のパーセンテージをリストします。これは、前月において環境が使
用可能だった分数を前月の合計分数で除算し、パーセンテージ値に変換したものとして計算さ
れます。たとえば、今月が 2025年 2月である場合、2025年 1月における環境の可用性のパー
センテージが表示されます。2025年 1月に、環境が合計 20分間ダウンしていた場合、このメ
トリックの値は(44,620/44,640)X100 = 99.96となります。

過去 1時間のジョブ
この情報は、ユーザーがフィードバックを送信したときに生成されるアクティビティ・レポー
トにのみ使用できます。
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アプリケーション・サイズ
この項には、アプリケーションのサイズに関する情報(アーティファクト・スナップショットの
サイズなど)が表示されます。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよ
び Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementのデータ・サイズの詳細は、環境のデー
タ・サイズを参照してください。
Table 12-2    アプリケーション・サイズ

メトリック名 説明
ディスク上の顧客データ(GB) 多数のコンポーネントの組合せによって占有されるディスク・スペース

を示します。環境のデータ・サイズは何で構成されますか。を参照して
ください。リレーショナル・データベース内のデータのサイズは、この
メトリックには含まれません。

ディスク上の Oracle Essbase
データ(GB)

ディスクに保管されている Essbaseアーティファクトのサイズを示し
ます。これには、ページ・ファイル、インデックス・ファイル、セキュ
リティ・ファイルなどが含まれます。Account Reconciliationなど、
Essbaseを使用しない環境については、この値は 0です。

最終バックアップ・サイズ
(GB)

最新の日次メンテナンス・プロセスによって作成されたメンテナンス・
スナップショット(アーティファクト・スナップショット)のサイズを示
します。

アプリケーション管理スナッ
プショット(GB)

環境内に保管されているすべてのスナップショットのサイズを示しま
す。これには、日次メンテナンス・プロセスによって作成されたメンテ
ナンス・スナップショット(アーティファクト・スナップショット)、EPM
自動化または移行を使用してエクスポートしたすべてのスナップショッ
ト、および EPM自動化または移行を使用して更新したすべてのスナッ
プショットが含まれます。

LCMスナップショット 環境内に保管されているスナップショット(アーティファクト・スナップ
ショットなど)の数を示します。これらのスナップショットのサイズは、
アプリケーション管理スナップショット(GB単位)メトリックによって
特定されます。

データ統合受信ボックス/送信
ボックス・サイズ(GB)

データ統合フォルダに保管されているデータの総量を測定します。これ
には、EPM自動化または移行を使用してアップロードしたすべての非ス
ナップショット・ファイルが含まれます。

データベース内のデータ・サ
イズ(MB)

リレーショナル・データベースに保管されているデータのサイズを示し
ます。

アプリケーション・アーティファクト
アプリケーション・アーティファクトには、ご使用の環境からエクスポートできるアーティフ
ァクトの数が示されます。
ご使用の環境の様々なコンポーネントのアーティファクトのリストを表示するには、ホーム・
ページで、「ツール」、「移行」、「カテゴリ」の順に選択します。Oracle Enterprise Performance
Management Cloud移行の管理のアーティファクトのエクスポートを参照してください。
アプリケーション・アーティファクトの例には、次のものがあります:
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• Shared Servicesアーティファクト -フォルダ、ユーザー、事前定義済グループ、集約役
割、割り当てられた役割

• Planningアーティファクト -アプリケーション設定、サービス接続、年ディメンション、
期間ディメンション、キューブ、プラン・タイプ

• 収益性アーティファクト -アプリケーション・データ、ディメンション、プリファレンス、
POV、SQLテンプレート定義

• Calculation Managerアーティファクト -テンプレート、式、スクリプト、ルール、ルール
セット

Essbaseの統計
次も参照:

• Essbaseメトリック
• Essbaseランタイム・データ
• Essbase設計メトリックおよび統計
• アウトラインの警告

Essbaseメトリック
• 時間別の Oracle Essbase操作の数およびタイプ

 

 

• 最も長く実行された上位 10件の Essbaseデータ抽出操作
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この表内の情報には、表内のそれぞれの操作の開始時間、終了時間およびデータの抽出元
のキューブが含まれます。合計所要時間によっては、パフォーマンスを改善するために、
これらの操作を評価して合理化することが必要になる場合があります。

• 最も長く実行された上位 10件の Essbaseデータ・ロード操作
 

 

• 最も長く実行された上位 10件のブロック・ストレージ(BSO)の再構築操作
この表には、各再構築操作のタイプおよび再構築されたキューブの名前がリストされます。
 

 

• 15秒を超えて最も長く実行された上位 10件の Essbase問合せ
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実行時間が 15秒を超えた上位 10件の Essbase問合せ。
 

 

• 合計期間別の上位 10件の Essbase問合せ
最も長い所要時間で実行された上位 10件の Essbase問合せおよび各問合せが実行された
キューブ。
 

 

• 実行別の上位 10件の Essbase問合せ
最も頻繁に実行された上位 10件の Essbase問合せおよび各問合せが実行されたキュー
ブ。
 

 

• 計算スレッドの最大数
このチャートは、特定時間内の計算スレッドの最大数を示しています。
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Essbaseランタイム・データ
アクティビティ・レポートには、次の Oracle Essbaseランタイム・データが含まれる場合があ
ります:

最後の 15件のデータ・クリア・コマンド
操作を実行したユーザー、影響を受けたキューブ、計算スクリプト、およびデータのクリアに
つながったスクリプト内のコマンドが表示されます。
最後の 15件のブロック・クリア・コマンド
操作を実行したユーザー、影響を受けたキューブ、計算スクリプト、およびブロックのクリア
につながったスクリプト内のコマンドが表示されます。
Essbaseランタイム・メトリック

Essbaseランタイム・メトリック 説明
Essbaseリクエスト期間(分単位) 過去 24時間の Essbaseアクティビティの合計実行時間。
平均 Essbase計算実行時間(秒単位) 過去 24時間に Essbaseの計算を実行するのにかかった平均

時間(秒単位)。
最長の Essbase計算実行時間(秒単位) 過去 24時間に最も長く実行された Essbaseの計算にかかっ

た時間(秒単位)。
Essbaseの平均データ読込み時間(秒単
位)

過去 24時間の Essbaseデータ・ロード・アクティビティにか
かった平均時間(秒単位)。

Essbaseの平均再構築期間(秒単位) 過去 24時間に Essbaseの再構築操作にかかった平均時間(秒
単位)。

Essbaseスプレッドシートの平均抽出時
間(秒単位)

過去 24時間の Essbaseスプレッドシート抽出アクティビテ
ィにかかった平均時間(秒単位)。

最長の Essbase問合せ継続時間(秒単位) 過去 24時間に最も長く実行された Essbase問合せにかかっ
た時間(秒単位)。

Essbase MDX問合せの平均実行時間(秒
単位)

過去 24時間に Essbase MDX問合せが実行された平均時間
(秒単位)。

第 12章
アクティビティ・レポートの内容

12-15



Essbase設計メトリックおよび統計
この項の内容は次のとおりです:

• ASOキューブと BSOキューブの数およびそれらのディメンションの数、Essbaseキュー
ブの合計ブロックの最大数など、アプリケーションに関連する情報。

• アプリケーションの各 ASOキューブおよび BSOキューブに関する統計。
詳細は、アプリケーションの設計およびランタイム情報を参照してください

アウトラインの警告
アウトラインの警告表には、フォームおよびレポートのパフォーマンスの低下につながる問題
に対する警告が表示されます。この表には次の 3つの列があります:

• タイプ - アウトラインの問題
• キューブ - メンバーにアウトラインの問題がある Essbaseキューブ
• メンバー - アウトラインの問題があるメンバーのリスト

Figure 12-1    アウトラインの警告

警告タイプをクリックすると、この問題の修正に役立つ、該当するオペレーション・ガイドの
項が開きます:

• 動的計算としてタグ付けされているが、式のないレベル 0のメンバー。動的計算としてタ
グ付けされているが、式のないレベル 0のメンバーを参照してください

• 動的計算としてタグ付けされ、式が添付されているが、子の集約が含まれるメンバー。子
の集約のあるメンバー式を含む動的計算の親メンバーの効果を参照してください

計算スクリプトの統計
このアクティビティ・レポートには、環境内で実行された計算スクリプトに関する次の情報が
表示されます:

• 実行に 1分以上かかった、最も長く実行された上位 5件の計算スクリプト。
 

 

• 作成されたブロック数別の上位 10件の計算スクリプト・コマンド
この表は、当該日に最も多くのブロックを作成した上位 10件のビジネス・ルールを識別し
ます。
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• 平均所要時間別の上位 10件の計算スクリプト
この表は、最も長い期間にわたって実行されたビジネス・ルールを識別します。表示され
る情報には、計算スクリプトの名前、スクリプトが実行された回数、平均所要時間、最小
所要時間および最大所要時間が含まれます。
 

 

• 実行別の上位 10件の計算スクリプト。
 

 

• 最も長く実行された上位 10件の計算スクリプトの実行。
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手動データベース・アクセス情報
たとえば、環境が応答しなくなった場合などの緊急の状況を除き、SQLコマンドを実行してリ
レーショナル・データベースに手動でアクセスすることは禁止されています。このような緊急
の状況に対応するための一般的なプロセスでは、サブスクライバのかわりに提出されたサービ
ス・リクエストにオラクル社が応答します。サービス・リクエストでは、問題への対応に向け
てリレーショナル・データベースに手動でアクセスするためにオラクル社に明示的な権限を付
与する必要があります。アクティビティ・レポートの手動 SQL実行表で使用可能なデータベー
スの手動アクセスの統計には、次のものがあります。
• 時間: データベースに対して SQLコマンドが実行された時間
• SR #: データベースが手動でアクセスされたサービス・リクエスト番号
• SQL: 実行された SQL文
レポートのこのセクションでは、手動のデータベース・アクティビティを監査できます。不正
な手動データベース・アクセスを特定した場合は、このセクションの情報をサービス・リクエ
ストに追加し、オラクル社がインシデントを早急に調査して、必要な場合は対策を実施できる
ようにします。

手動 Essbaseアクセス情報
MaxLコマンドを使用して Oracle Essbaseデータベースに手動でアクセスすることは、提出さ
れたサービス・リクエストにサブスクライバの代理としてオラクル社が応答するためにそのよ
うなアクセスを必要とする緊急時を除き、禁止されています。サービス・リクエストでは、問
題への対応に向けて Essbaseデータベースに手動でアクセスするためにオラクル社に明示的
な権限を付与する必要があります。アクティビティ・レポートの手動 MaxL実行数表で使用可
能なデータベースの手動アクセスに関する統計には、次のものがあります。
• 時間: データベースに対して MaxLコマンドが実行された時間
• SR #: データベースが手動でアクセスされたサービス・リクエスト番号
• MaxL: 実行された MaxLコマンド
この表を使用して、手動 Essbaseアクセス、およびそのようなアクセスを介して実行されたア
クティビティを監査できます。不正な手動アクセスを特定した場合は、このセクションの情報
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をサービス・リクエストに追加し、オラクル社がインシデントを早急に調査して、必要な場合
は対策を実施できるようにします。

ビジネス・ルール情報
次の情報を使用できます:

• 実行時間が 30秒を超える、最も長く実行された上位 10件のビジネス・ルール。
 

 

• 実行別の上位 10件のビジネス・ルール
この表では、アプリケーション内のビジネス・ルールのパフォーマンスをモニターできま
す。
 

 

• 実行時間が 3秒を超えるビジネス・ルール。
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アプリケーションの設計およびランタイム情報
この項では、アプリケーション設計メトリックおよびランタイム・メトリックのラベルとその
説明のリストを示します。
表 12-3 Essbase設計メトリック

設計メトリック 説明
Oracle Essbase ASOキューブ Essbase内の ASOキューブの数。
最大 Essbase ASOディメンション数 ディメンションの数が最も多い ASOキューブのディメンシ

ョンの数。
最大 Essbase ASO合計サイズ(MB単位) 最大の ASOデータベースのサイズ(MB単位)。
Essbase BSOキューブ Essbase内の BSOキューブの数
最大 Essbase BSO標準ディメンション
数

BSOキューブのいずれかにおける、属性ディメンション以外
の最大数の標準ディメンション

最大 Essbase BSO疎ディメンション 疎ディメンションの数が最も多い BSOキューブ内の、属性デ
ィメンション以外の疎ディメンションの数。

最大 Essbase BSO密ディメンション 密ディメンションの数が最も多い BSOキューブ内の密ディメ
ンションの数。

最大 Essbase BSO属性ディメンション 属性ディメンションの数が最も多い BSOキューブの属性ディ
メンションの数。

最大 Essbase合計ブロック ブロック数が最も多い BSOキューブ内のブロック数。
最大 Essbaseブロック・サイズ(KB単位) BSOキューブのいずれかで最大サイズのブロック・サイズ(KB

単位)。
最大 Essbaseセル(百万単位) セル数が最も多い BSOキューブ内のセル数(100万単位)。
最大 Essbaseレベル 0ブロック レベル 0ブロックの数が最も多い BSOキューブ内のレベル 0

ブロックの数。
最大 Essbase上位レベルのブロック 上位レベル(非レベル 0)ブロックの数が最も多い BSOキュー

ブ内の上位レベルブロックの数。
最大 Essbase上位レベルのブロックの
割合

上位レベルのブロックの割合が最も高い BSOキューブ内の、
ブロックの総数に対する上位レベルのブロックの割合。

最大 Essbaseページ・ファイル・サイズ
(MB単位)

最大の Essbaseページ・ファイルを含む BSOキューブのペー
ジ・ファイル・サイズ(MB単位)。

最大 Essbaseインデックス・ファイル・
サイズ(MB単位)

最大の Essbaseインデックス・ファイルを持つ BSOキューブ
のインデックス・ファイル・サイズ(MB単位)。

密での最大 Essbase砂時計または変更
された砂時計偏差

偏差の数が最も多い BSOキューブの密ディメンションの、砂
時計または変更された砂時計モデルからの現在のモデルの偏
差の数。
砂時計モデルでは、BSOキューブのディメンションは、最大
の密ディメンションから最小の密ディメンションの順に、最
小の疎ディメンションから最大の疎ディメンションの順に並
べられます。
変更された砂時計モデルでは、BSOキューブのディメンショ
ンは、最大の密ディメンションから最小の密ディメンション、
次に最小の集約疎ディメンション、最大の集約疎ディメンシ
ョン、非集約の疎ディメンションの順に並べられます。

疎での最大 Essbase砂時計の偏差 偏差の数が最も多い BSOキューブの疎ディメンションの砂時
計モデルからの現在のモデルの偏差の数。

最大 Essbase疎集約での変更された砂
時計の偏差の数

偏差の数が最大の BSOキューブの疎ディメンションを集約す
るための、変更された砂時計モデルからの現在のモデルの偏
差の数。
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表 12-3 (続き) Essbase設計メトリック

設計メトリック 説明
最小 Essbaseクラスタリング比率のパ
ーセンテージ

Essbaseクラスタリング比率が最も低い BSOキューブの
Essbaseクラスタリング比率。
Essbaseクラスタリング率は、ページ・ファイルの断片化の尺
度です。最大クラスタリング比は 1であり、断片化がないこ
とを示します。クラスタリングの比率が低いほど、Essbaseデ
ータベースの断片化が進みます。

ハイブリッド有効 現在の環境の Essbaseバージョンがハイブリッド・キューブ
をサポートしているかどうかを識別します。詳細は、Cloud
EPMの Essbaseについてを参照してください。

アプリケーション・サイズ
レポートのこのセクションには、アプリケーションのサイズに関する説明があります。使用可
能な情報には、データ・サイズ(受信ボックスと送信ボックスで使用可能なスナップショットお
よびファイルのサイズなど)、Essbaseデータのサイズおよびメンテナンス・スナップショット
のサイズがあります。
Essbase BSOキューブと ASOキューブの統計
これらのセクションでは、アプリケーション内の ASOキューブおよび BSOキューブに関する
統計を提供します。
• すべての BSOキューブに使用可能な統計:

– 合計、標準、密、疎および属性ディメンションの数
– ブロック・サイズ(セルおよび KB単位)

– 合計、レベル 0および上位レベル・ブロックの数
– 上位レベル・ブロックの割合
– Essbaseセルの数(百万単位)

– Essbase密度- ブロックの密度と平均クラスタ率
– ページ・ファイルとインデックス・ファイルのサイズ(MB)

– データ・キャッシュとインデックス・キャッシュの設定(MB)

– Essbase BSOアウトライン・ファイルのサイズ(MB)

– 密ディメンションの砂時計/変更された砂時計モデルからの偏差の数
– 疎ディメンションの砂時計モデルからの偏差の数
– 疎ディメンションを集約するための変更された砂時計モデルからの偏差の数
– データ・ロード、再構築、計算の実行およびスプレッドシートの抽出操作の数

• すべての ASOキューブに使用可能な統計:

– 合計および属性ディメンションの数
– 最大キー長(ビットとバイト)

– 入力レベルのセル、増分データ・スライス、増分入力セル、集約ビュー、集約セルお
よび増分集約セルの数
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– 増分データ・スライスの問合せ時間の割合
– 合計、入力レベル・データおよび集約データ・サイズ(MB)

– 保留中のキャッシュ・サイズの制限値(MB)

– 再構築およびスプレッドシートの抽出操作の数
キューブのディメンション
アプリケーション内の各キューブの統計およびディメンションの順序を表示するため、使用順
序およびパフォーマンス・メトリックの確認に役立ちます。このリストは、アプリケーション
内のディメンションの順序に従って整理され、Essbaseでディメンションを計算する方法に影
響します。さらに、この表には、データ・ストレージ・タイプ(保管、共有しない、ラベルの
み、共有メンバー、動的計算および保管、動的計算)や使用している演算子などの様々な設定に
基づくディメンション・メンバー数の合計がリストされます。
実行時の保管済レベルおよび使用ビットに関する有益なインサイトを得て、ASOルールのパフ
ォーマンスの問題をより効果的に診断できます。
 

 

Account Reconciliationのメトリック
• Account Reconciliationの実行統計
• Account Reconciliationの構成メトリック
• Account Reconciliationのランタイム・メトリック

Account Reconciliationの実行統計
この項の内容は次のとおりです:

• 実行別上位 10レポート
• 30秒を超える所要時間別上位 10レポート
• 30秒を超える所要時間別上位 10データ・ロード・ジョブ
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• 30秒を超える所要時間別上位 10その他のジョブ
• 実行別の上位 10件のジョブ・タイプ
実行別上位 10レポート
この表には、最も頻繁に生成された 10件の Account Reconciliationレポート、これらが過去 24
時間に生成された回数と生成を実行した一意のユーザー数、および各レポートの生成に要した
平均時間がリストされます。
 

 

30秒を超える所要時間別上位 10レポート
この表には、生成時間が 30秒を超えた上位 10件の Account Reconciliationレポートがリスト
されます。この表では、レポートの生成に要した時間、レポートの生成を開始したユーザー、
開始時刻と終了時刻、レポートの名前およびレポートのコンテキスト(フォーマット、パラメー
タ、生成されたレポートのサイズ、行と列の数、レポートのデータ収集に使用された SQL問合
せなど)が示されます。
 

 

30秒を超える所要時間別上位 10データ・ロード・ジョブ
この表には、完了までに 30秒を超えた上位 10件のデータ・ロード・ジョブがリストされま
す。この表では、ジョブの完了に要した時間、ジョブを開始したユーザー、ジョブの開始時間
と終了時間、ジョブ名およびジョブのコンテキスト(データ・ロードが実行された期間、ジョブ
のステータス、ジョブに対して報告されたエラーと警告の数など)が示されます。
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30秒を超える所要時間別上位 10その他のジョブ
この表には、完了までに 30秒を超えた上位 10件のデータ・ロード・ジョブ以外のジョブがリ
ストされます。この表では、ジョブの完了に要した時間、ジョブを開始したユーザー、ジョブ
の開始時間と終了時間、ジョブ名およびジョブのコンテキスト(ある場合)が示されます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで実行されるメンテナンス・ジョブ
では、ユーザー名は表示されません。
 

 

実行別の上位 10件のジョブ・タイプ
この表には、ジョブ・タイプ別の上位 10件のジョブがリストされます。ジョブ・タイプごと
に、ジョブが実行された回数と各実行の平均期間が表示されます。
 

 

Account Reconciliationの構成メトリック
この項の内容は次のとおりです:

• Account Reconciliationの構成メトリック
• Account Reconciliationのトランザクション照合構成メトリック
Account Reconciliationの構成メトリック

アクティビティ・レポートのラベル 説明
ARCSプロファイル プロファイルの合計数
ARCS属性 カスタム属性の合計数
ARCSで計算された属性数 計算されたカスタム属性の合計数
ARCSカスタム・レポート カスタム・レポートの合計数
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アクティビティ・レポートのラベル 説明
プロファイルごとの ARCS最大属性 1つのプロファイルに関連付けられたカスタム属性の最

大数
プロファイルごとの ARCS最大質問数 1つのプロファイルで最も多くの質問
ARCS合計頻度 頻度の合計数
ARCS期間 期間の合計数
暦年当たりの ARCS平均期間 開始日が暦年である期間の平均数。暦年がない場合は 0
ARCS組織単位数 組織単位の合計数
プロファイルごとの ARCS平均属性 プロファイルに関連付けられているカスタム属性の平均

数
プロファイルごとの ARCS平均質問数 プロファイルの平均質問数

Account Reconciliationのトランザクション照合構成メトリック

アクティビティ・レポートのラベル 説明
ARCS TM合計プロファイル数 トランザクション照合に関連付けられたプロファイルの

合計数
照合タイプごとの ARCS TM最大プロファイ
ル

プロファイルの数が最も多い照合タイプのプロファイル
の数

照合タイプごとの ARCS TM平均プロファイ
ル

照合タイプのプロファイルの平均数
プロファイルごとの ARCS TM最大トランザ
クション属性

最大数のトランザクション属性を含むプロファイル内の
トランザクション属性の数

ARCS TM照合タイプ 照合タイプの合計数
ARCS TM照合プロセス数 照合プロセスの合計数
ARCS TMデータ・ソース数 トランザクション管理データ・ソースの合計数
照合プロセスごとの ARCS TM最大ルール数 ルールの数が最も多い照合プロセスのルールの数
ARCS TMデータ・ソース当たりの最大属性数 属性の数が最も多いデータ・ソースの属性の数
照合タイプごとの ARCS TM最大データ・ソー
ス数

データ・ソースの数が最も多い照合タイプのデータ・ソ
ースの数

Account Reconciliationのランタイム・メトリック
この項の内容は次のとおりです:

• 照合関連のランタイム・メトリック
• Account Reconciliationのトランザクション照合ランタイム・メトリック
照合関連のランタイム・メトリック

アクティビティ・レポートの
ラベル

説明

ARCS合計照合数 照合数の合計
ARCSオープン照合数 オープン・ステータスの照合数の合計
ARCS直近オープン期間: テキ
スト

オープン・ステータスの終了日に基づく直近の期間の名前
ARCS 1日の新規照合トラン
ザクション数

前日に作成された新規突合トランザクションの数
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アクティビティ・レポートの
ラベル

説明

ARCS 1日にクローズされた
照合数

昨日以降にクローズされた照合の合計数
ARCS過去 30日間にクロー
ズされた照合数

過去 30日間にクローズされた照合数の合計
ARCS過去 30日間に自動ク
ローズされた照合数

過去 30日間に自動クローズ、または自動送信および自動承認された照
合数

ARCSアクティブな期間数 オープンまたはクローズ・ステータスの期間数
ARCSアクティブな照合数 アクティブな期間にあるオープン・ステータスの照合数
ARCSアクティブな要約照合
数

アクティブな期間にあるオープン・ステータスの要約照合数
ARCSオープン照合当たりの
最大トランザクション数

オープン期間のオープン照合に関連付けられている最大トランザクショ
ン数

ARCSオープン期間の最大照
合トランザクション数

オープン期間のオープン照合に関連付けられている平均照合トランザク
ション数

ARCSオープン期間の平均照
合トランザクション数

オープン期間の平均照合トランザクション数
ARCSオープン期間の照合ト
ランザクションの標準偏差

オープン期間の照合トランザクションの標準偏差
ARCS合計添付数 オープン期間の添付の数
ARCS添付のサイズ(MB) オープン期間の添付のサイズ(MB単位)
ARCS過去 30日間に自動ク
ローズされた照合の割合

過去 30日間に自動クローズ、または自動送信および自動承認された照
合の割合

ARCS過去 30日間に自動ク
ローズされた貸借対照表照合
数

過去 30日間に自動クローズ、または自動送信および自動承認された、
貸借対照表プロセスによる照合数

ARCS過去 30日間に自動ク
ローズされた貸借対照表照合
の割合

過去 30日間に自動クローズ、または自動送信および自動承認された、
貸借対照表プロセスによる照合の割合

ARCS過去 30日間に却下さ
れた照合の割合

過去 30日間に少なくとも 1回却下され、手動でクローズされた照合の
割合* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間に却下さ
れた貸借対照表照合の割合

過去 30日間に少なくとも 1回却下され、貸借対照表プロセスで手動で
クローズされた照合の割合* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の照合遅
延の割合

過去 30日間にワークフローの誰かにとって遅延となり手動でクローズ
された照合の割合* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の貸借対
照表照合遅延の割合

過去 30日間にワークフローの誰かにとって遅延となり貸借対照表プロ
セスで手動でクローズされた照合の割合* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の平均照
合期間

過去 30日間に手動でクローズされた照合に対するオープン日からクロ
ーズ日までの平均期間(日数)* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の平均貸
借対照表照合期間

過去 30日間に手動でクローズされた、貸借対照表プロセスでの照合に
対するオープン日からクローズ日までの平均期間(日数)* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の平均照
合策定期間

過去 30日間に手動でクローズされた照合に対するオープン日から最終
送信日までの平均期間(日数)* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の平均貸
借対照表照合策定期間

過去 30日間に手動でクローズされた、貸借対照表プロセスでの照合に
対するオープン日から最終送信日までの平均期間(日数)* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の平均照
合レビュー期間

過去 30日間に手動でクローズされた、少なくとも 1人のレビュー担当
者がいる照合に対する最終策定者送信日からクローズ日までの平均期間
(日数) * (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の平均貸
借対照表照合レビュー期間

過去 30日間に手動でクローズされた、少なくとも 1人のレビュー担当
者がいる貸借対照表プロセスでの照合に対する最終送信日からクローズ
日までの平均期間(日数)* (ノートを参照)
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アクティビティ・レポートの
ラベル

説明

ARCS過去 30日間の策定者
当たりの完了した平均照合数

過去 30日間にクローズされた、各策定者によって手動で送信された照
合数の平均* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の策定者
当たりの完了した平均貸借対
照表照合数

過去 30日間にクローズされた、各策定者によって手動で送信された貸
借対照表プロセスでの照合数の平均* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間のレビュ
ー担当者当たりの完了した平
均照合数

過去 30日間に一意の各レビュー担当者が処理した、手動でクローズさ
れた照合数の平均* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間のレビュ
ー担当者当たりの完了した平
均貸借対照表照合数

過去 30日間に一意の各レビュー担当者が処理した、貸借対照表プロセ
スで手動でクローズされた照合数の平均* (ノートを参照)

ARCS過去 30日間の照合当
たりの平均レビュー担当者数

過去 30日間の手動でクローズされた照合のレビュー担当者レベルの平
均数

ARCS過去 30日間の貸借対
照表照合当たりの平均レビュ
ー担当者数

過去 30日間に貸借対照表プロセスで手動でクローズされた照合のレビ
ュー担当者レベル数の平均

ノート: * 過去 30日間に手動でクローズされたレコードがない場合は 0

Account Reconciliationのトランザクション照合ランタイム・メトリック

アクティビティ・レポートの
ラベル

説明

ARCS TM 1日の合計照合数 過去 24時間に作成された照合数の合計
ARCS TM過去 30日間の合計
照合数

過去 30日間に作成された照合数の合計
ARCS TM 1日の照合候補数 過去 24時間の照合候補数の合計
ARCS TM過去 30日間の照合
候補数

過去 30日間の照合候補数の合計
ARCS TM 1日の手動照合数 過去 24時間に作成された手動照合数の合計
ARCS TM過去 30日間の手動
照合数

過去 30日間に作成された手動照合数の合計
ARCS TM 1日に照合された
トランザクション数

過去 24時間に自動照合されたトランザクション数の合計
ARCS TM過去 30日間に照合
されたトランザクション数

過去 30日間に自動照合されたトランザクション数の合計
ARCS TMデータ・ソース当た
りの最大トランザクション数

任意のデータ・ソースの最大トランザクション数
ARCS TM合計トランザクシ
ョン数

日付までにトランザクション照合にロードされた合計トランザクション
数

ARCS TM 1日にロードされ
たトランザクション数

過去 24時間にロードされた合計トランザクション数
ARCS TM過去 30日間にロー
ドされたトランザクション数

過去 30日間にロードされた合計トランザクション数
ARCS TM 1日のインポート・
ジョブ数

過去 24時間に実行された合計インポート・トランザクション・ジョブ
数

ARCS TM 30日間のインポー
ト・ジョブ数

過去 30日間に実行された合計インポート・トランザクション・ジョブ
数

ARCS TM 1日の自動照合ジ
ョブ数

過去 24時間に実行された合計自動照合ジョブ数
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アクティビティ・レポートの
ラベル

説明

ARCS TM 30日間の自動照合
ジョブ数

過去 30日間に実行された合計自動照合ジョブ数
ARCS TM 1日でサポートさ
れたトランザクション数

過去 24時間にサポートされたトランザクション数の合計
ARCS TM過去 30日間にサポ
ートされたトランザクション
数

過去 30日間にサポートされたトランザクション数の合計

エンタープライズ仕訳のランタイム・メトリック
アクティビティ・レポートには、次のエンタープライズ仕訳のランタイム・メトリックが表示
されます:

アクティビティ・レポートのラベ
ル

説明

EJ仕訳期間 仕訳期間の合計数
EJ使用済仕訳期間 使用された(ステータスが保留中ではない)仕訳期間の合計数
EJアクティブ仕訳期間 アクティブな仕訳期間(オープンまたはクローズ済)の合計数
EJ直近オープン仕訳期間 直近オープン仕訳期間の名前
EJデプロイ済テンプレート 仕訳期間にテンプレートがデプロイされた回数の合計。たとえば、

1つのテンプレートが 4つの仕訳期間にデプロイされた場合、値は
4になります

EJアクティブ仕訳期間にデプロイ
されたテンプレート

アクティブ仕訳期間にテンプレートがデプロイされた回数の合計。
たとえば、1つのテンプレートが 4つの仕訳期間にデプロイされた
が、そのうち現在アクティブだった期間は 2つのみだった場合、値
は 2になります

EJ仕訳 仕訳の合計数
EJオープン仕訳 オープン・ステータスの仕訳の合計数
EJ転記済の仕訳 転記済ステータスに設定された仕訳の合計数
EJアドホック仕訳 任意のステータスのアドホック仕訳の合計数
EJ定型仕訳 任意のステータスの定型仕訳の合計数
EJ Cloud Financialsターゲットに
転記された仕訳

直接統合によって Cloud Financialsに転記された仕訳の合計数
EJ 1日の新規仕訳 アドホックまたは定期デプロイメントのいずれかによって前日に

作成された新規仕訳の数。既存の仕訳に対して仕訳が再デプロイ
された場合は、元の仕訳が削除されている場合にのみ、新規として
カウントされます

EJ 1日でオープンした仕訳 前日にオープン・ステータスに設定された仕訳の数。これには、再
オープンされた仕訳が含まれます

EJ 1日でクローズした仕訳 前日にクローズ済ワークフロー・ステータスに設定された仕訳の数
EJ 1日で転記された仕訳 前日に転記済ステータスに設定された仕訳の数
EJ過去 30日間の新規仕訳 アドホックまたは定期デプロイメントのいずれかによって過去 30

日間に作成された新規仕訳の数。既存の仕訳に対して仕訳が再デ
プロイされた場合は、元の仕訳が削除されている場合にのみ、新規
としてカウントされます。

EJ過去 30日間にオープンされた
仕訳

過去 30日間にオープン・ステータスに設定された仕訳の数。これ
には、再オープンされた仕訳が含まれます
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アクティビティ・レポートのラベ
ル

説明

EJ過去 30日間にクローズされた
仕訳

過去 30日間にクローズ済ワークフロー・ステータスに設定された
仕訳の数

EJ過去 30日間にクローズされた
遅延仕訳

過去 30日間にクローズ済ワークフロー・ステータスに設定された、
遅延したことのある仕訳の数

EJ過去 30日間にクローズされた
仕訳の平均期間

過去 30日間にクローズ済ステータスに設定された仕訳の平均期間
(日数)。期間は、仕訳がオープンされた時点からクローズされた時
点までとして計算されます

EJ過去 30日間に転記された仕訳 過去 30日間に転記済ステータスに設定された仕訳の数
EJ過去 30日間に転記された仕訳
の平均期間

過去 30日間に転記済ステータスに設定された仕訳の平均期間(日
数)。期間は、仕訳が「転記準備完了」になってから、「転記済」に
設定されるまでの期間として計算されます

EJ 1日で Cloud Financialsター
ゲットに転記された仕訳

前日に直接統合によって Cloud Financialsに転記された仕訳の数
EJ過去 30日間に Cloud
Financialsターゲットに転記され
た仕訳

過去 30日間に直接統合によって Cloud Financialsに転記された
仕訳の数

EJ参照 アップロードされたファイルの合計数
EJ使用済サイズ(MB単位)別の参
照

アップロードされたすべてのファイルの合計サイズ(MB単位)

EJ過去 30日間の仕訳に関するア
ラート

過去 30日間の仕訳に関連するアラートの数
EJ過去 30日間の仕訳に関するク
ローズ済アラート

過去 30日間にクローズ済ステータスに設定された仕訳に関連する
アラートの数

Profitability and Cost Managementの設計とランタイム・メトリック
Profitability and Cost Managementの設計メトリック
この項では、POVおよびモデルの数や、モデル内のルールの最大数などの設計情報を提供しま
す。アーカイブされたモデルについても同様の情報が含まれています。
 

 

Profitability and Cost Managementのランタイム・メトリック
このセクションでは、1日に実行された計算件数や過去 30日間に実行された計算件数などのラ
ンタイム情報が提供されます。
 

第 12章
アクティビティ・レポートの内容

12-29



 

補足データ・マネージャの設計メトリックとランタイム・メト
リック

この項では、補足データ・マネージャの設計メトリックおよびランタイム・メトリックのラベ
ルとその説明のリストを示します。
Table 12-4    補足データ・マネージャの設計メトリック

メトリック・ラベル 説明
SDMローカル・ディメンション ローカル・ディメンションの合計数。これには、デフ

ォルトのシステム・ディメンションは含まれません。
SDM収集間隔 収集間隔の合計数。
SDM収集間隔当たりの最大収集数 単一の収集間隔に関連付けられている収集の最大数。
SDM合計収集数 収集の合計数。
SDM合計サブ収集数 サブ収集の合計数。
SDM収集当たりの最大サブ収集数 単一の収集に関連付けられているサブ収集の最大数。
SDM属性 属性の合計数。
SDM属性-計算済 計算された属性の合計数。
SDM収集/サブ収集当たりの最大属性数 単一の収集またはサブ収集に関連付けられている属性

の最大数。
SDMフォーム・テンプレート フォーム・テンプレートの合計数。
SDMフォーム・テンプレートの最大セクション
数

単一のテンプレートの最大セクション数。
SDMフォーム・テンプレートの平均セクション
数

フォーム・テンプレートのセクションの平均数。
SDMフォーム・テンプレート・ワークフロー-
転記のみ

転記のみのフォーム・テンプレート・ワークフローの
数。
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Table 12-4    (Cont.) 補足データ・マネージャの設計メトリック

メトリック・ラベル 説明
SDM最大フォーム・テンプレート・ワークフロ
ー数

単一のテンプレートの最大ワークフロー数。
SDM平均フォーム・テンプレート・ワークフロ
ー数

フォーム・テンプレートのワークフローの平均数。
SDMフォーム・テンプレート当たりの最大質問
数

単一のフォーム・テンプレートの質問の最大数。

Table 12-5    補足データ・マネージャのランタイム・メトリック

メトリック・ラベル 説明
SDMデータ収集期間 データ収集期間の合計数。
SDM使用済データ収集期間 使用された(保留中ではない)データ収集期間の合計

数。
SDMアクティブ・データ収集期間 アクティブ (オープンまたはクローズ済)データ収集期

間の合計数。
SDMデプロイ済テンプレート すべてのデータ収集期間でテンプレートがデプロイさ

れた合計回数。たとえば、1つのテンプレートが 4つ
の異なる期間にデプロイされた場合、結果は 4になり
ます。

SDMアクティブ・データ収集期間にデプロイさ
れたテンプレート

アクティブな (オープンまたはクローズ済)データ収集
期間にテンプレートがデプロイされた合計回数。たと
えば、1つのテンプレートが 4つのデータ収集期間に
デプロイされたが、そのうち現在アクティブだった期
間は 2つのみだった場合、結果は 2になります。

SDMフォーム フォームの合計数。
SDMオープン・フォーム オープン・ステータスのフォームの合計数。
SDMアドホック・フォーム 任意のステータスのアドホック・フォームの合計数。
SDMアクティブ収集期間のフォーム数 アクティブな (オープンまたはクローズ済)収集期間の

フォームの合計数。
SDMアクティブ収集期間のオープン・フォーム
数

アクティブ収集期間のオープン・ステータスのフォー
ムの合計数。

アクティブ・データ収集期間のクローズ済フォ
ーム数

アクティブ収集期間のクローズ済ステータスのフォー
ムの合計数。

SDM新規フォーム数(1日) アドホックまたは定期デプロイメントのいずれかによ
って前日に作成された新規フォームの数。

SDM再デプロイ済フォーム数(1日) 前日に再デプロイされた既存の定期フォームの数。
SDMオープン・フォーム数(1日) 前日にオープン・ステータスに設定されたフォームの

数。これには、再オープンされたフォームが含まれま
す。

SDMクローズ済フォーム数(1日) 前日にクローズ済ワークフロー・ステータスに設定さ
れたフォームの数。

SDMクローズ済遅延フォーム(30日) 過去 30日間にクローズ済ワークフロー・ステータスに
設定された、遅延したことのあるフォームの数。

SDM却下済フォーム数(30日) 過去 30日間に却下されたフォームの数。同じフォー
ムが複数回却下された場合でも、1回としてカウント
されます。
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Table 12-5    (Cont.) 補足データ・マネージャのランタイム・メトリック

メトリック・ラベル 説明
SDMクローズ済フォームの平均期間(30日) クローズ済ワークフロー・ステータスに設定されたフ

ォームの平均期間。期間は、フォームがオープンされ
た時点からクローズされた時点までとして計算され、
該当する場合は転記期間も含まれます。

SDM新規フォーム数(30日) アドホックまたは定期デプロイメントのいずれかによ
って過去 30日間に作成された新規フォームの数。

SDM再デプロイ済フォーム数(30日) 過去 30日間に再デプロイされた既存の定期フォーム
の数。

SDMオープン・フォーム数(30日) 過去 30日間にオープン・ステータスに設定されたフォ
ームの数。これには、再オープンされたフォームが含
まれます。

SDMクローズ済フォーム数(30日) 過去 30日間にクローズ済ワークフロー・ステータスに
設定されたフォームの数。

SDM参照 アップロードされたファイルの合計数。
SDM MB単位のサイズ別参照(使用済) アップロードされたすべてのファイルの合計サイズ

(MB単位)。
SDMフォーム・アラート数(30日) 過去 30日間のフォームに関連するアラートの数。
SDMクローズ済フォーム・アラート数(30日) 過去 30日間にクローズ済ステータスに設定されたフ

ォームに関連するアラートの数。

タスク・マネージャの設計メトリックとランタイム・メトリッ
ク

この項では、タスク・マネージャの設計メトリックおよびランタイム・メトリックのラベルと
その説明のリストを示します。
Table 12-6    タスク・マネージャの設計メトリック

メトリック・ラベル 説明
タスク・マネージャの組織ユニット 組織単位の合計数
タスク・マネージャのカスタム属性 カスタム属性の合計数
タスク・マネージャの計算された属性 計算されたカスタム属性の合計数
タスク・マネージャのアラート・タイプ アラート・タイプの合計数
タスク・マネージャのカスタム統合 カスタム統合の合計数
タスク・マネージャのタスク・タイプ タスク・タイプの合計数
タスク・マネージャのカスタム・タスク・タ
イプ

カスタム・タスク・タイプの合計数
URL統合を使用したタスク・マネージャのタ
スク・タイプ

エンド・ユーザー統合に関連付けられているタスク・タ
イプ、およびテンプレートまたはアクティブなスケジュ
ールのタスクで使用されているタスク・タイプの合計数

自動化統合があるタスク・マネージャのタス
ク・タイプ

自動化統合があるタスク・タイプ、およびテンプレート
またはアクティブなスケジュールのタスクで使用されて
いるタスク・タイプの合計数

イベント・モニタリング統合があるタスク・
マネージャのタスク・タイプ

イベント・モニタリング統合があるタスク・タイプ、お
よびテンプレートまたはアクティブなスケジュールのタ
スクで使用されているタスク・タイプの合計数
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Table 12-6    (Cont.) タスク・マネージャの設計メトリック

メトリック・ラベル 説明
タスク・マネージャ手動タスク・タイプ 統合に基づいていないカスタム・タスク・タイプの合計

数
タスク・マネージャ・テンプレート テンプレートの合計数
タスク・マネージャの最大埋込みテンプレー
ト

単一の親テンプレートに埋め込まれたテンプレートの最
大数

タスク・マネージャの平均埋込みテンプレー
ト

単一の親テンプレートに埋め込まれたテンプレートの平
均数* (ノートを参照)

親以外のテンプレートは含まれません。
タスク・マネージャ・テンプレート・タスク すべてのテンプレートのタスクの合計数
URL統合があるタスク・マネージャ・テンプ
レート・タスク

エンド・ユーザー統合に関連付けられているカスタム・
タスク・タイプからのすべてのテンプレートのタスクの
合計数

自動化統合があるタスク・マネージャ・テン
プレート・タスク

自動化統合に関連付けられているカスタム・タスク・タ
イプからのすべてのテンプレートのタスクの合計数

イベント・モニタリング統合があるタスク・
マネージャ・テンプレート・タスク

イベント・モニタリング統合に関連付けられているカス
タム・タスク・タイプからのすべてのテンプレートのタ
スクの合計数

タスク・マネージャ基本テンプレート・タス
ク

すべての基本タイプ・テンプレートのタスクの合計数
タスク・マネージャ親テンプレート・タスク すべての親タイプ・テンプレートのタスクの合計数
タスク・マネージャ手動テンプレート・タス
ク

統合に関連付けられていないカスタム・タスク・タイプ
からのすべてのテンプレートのタスクの合計数

テンプレート当たりのタスク・マネージャの
平均タスク数

テンプレート当たりの平均タスク数* (ノートを参照)

テンプレート・タスク当たりのタスク・マネ
ージャの最大属性数

テンプレート・タスクのカスタム属性の最大数
テンプレート・タスク当たりのタスク・マネ
ージャの平均属性

各テンプレート・タスクのカスタム属性の平均数* (ノート
を参照)

テンプレート・タスク当たりのタスク・マネ
ージャの最大質問数

各テンプレート・タスクの質問の最大数
テンプレート・タスク当たりのタスク・マネ
ージャの平均質問

各テンプレート・タスクの平均質問数* (ノートを参照)

タスク・マネージャのカスタム・レポート数 カスタム・レポートの合計数
タスク・マネージャのグローバル統合トーク
ン数

グローバル統合トークンの合計数
ノート: * 0または親テンプレートがない場合は NA

Table 12-7    タスク・マネージャのランタイム・メトリック

メトリック・ラベル 説明
タスク・マネージャのスケジュール スケジュールの合計数
タスク・マネージャのアクティブなスケ
ジュール数

オープンまたはクローズされたスケジュールの数
タスク・マネージャのスケジュール・タ
スク数

すべてのスケジュール・タスクの数
アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ・タスク数

アクティブなスケジュールのタスクの数
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Table 12-7    (Cont.) タスク・マネージャのランタイム・メトリック

メトリック・ラベル 説明
アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ手動タスク

統合に関連付けられていないカスタム・タスク・タイプから
のアクティブなスケジュールのタスクの数

アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ・オープン・タスク数

アクティブなスケジュールでオープン・ステータスのタスク
の数

アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ・クローズ済タスク数

アクティブなスケジュールでクローズ・ステータスのタスク
の数

アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ保留中のタスク数

アクティブなスケジュールで保留中ステータスのタスクの数
アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ・エラー・タスク数

アクティブなスケジュールでエラー・ステータスのタスクの
数

アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ基本タスク数

アクティブなスケジュールの基本タイプのタスクの数
アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ親タスク数

アクティブなスケジュールの親タイプのタスクの数
アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ UI統合タスク数

エンド・ユーザー統合に関連付けられているカスタム・タス
ク・タイプからのアクティブなスケジュールのタスクの数

アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ自動タスク

自動化統合に関連付けられているカスタム・タスク・タイプ
からのアクティブなスケジュールのタスクの数

アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャ・イベント・モニタリング・タ
スク数

イベント・モニタリング統合に関連付けられているカスタム・
タスク・タイプからのアクティブなスケジュールのタスクの
数

1日のタスク・マネージャの新規タスク
数

前日に作成されたスケジュール内の新しいタスクの数
1日のタスク・マネージャのオープン・
タスク数

前日にオープン・ステータスに設定された、再開されたタス
クを含むタスクの数

1日のタスク・マネージャのクローズ済
タスク数

前日にクローズ済ステータスに設定されたタスクの数
30日間のタスク・マネージャの新規タス
ク数

過去 30日間にスケジュールで作成されたタスクの数
30日間のタスク・マネージャのオープ
ン・タスク数

過去 30日間にオープン・ステータスに設定された、再開され
たタスクを含むタスクの数

30日間のタスク・マネージャのクローズ
済タスク数

過去 30日間にクローズ済ステータスに設定されたタスクの
数

タスク・マネージャの参照数 アップロードされたファイルの合計数
使用済サイズ別のタスク・マネージャ参
照数(MB単位)

アップロードされたすべてのファイルのサイズ (MB単位)

30日間のタスク・マネージャのクローズ
済タスクの平均期間

過去 30日間に手動でクローズしたタスクの開始日と終了日
の間の平均期間(日数)* (ノートを参照)

30日間のタスク・マネージャの手動クロ
ーズ済タスク数

過去 30日間にクローズされた、関連する統合がない、または
URL統合のみがあるタスクの数

30日間で手動でクローズしたタスクの
タスク・マネージャの割合

過去 30日間にクローズされた、関連する統合がない、または
URL統合のみがあるタスクの割合* (ノートを参照)

30日間のタスク・マネージャの遅延タス
クの割合

過去 30日間にワークフロー内の誰かが手動でクローズした
タスクの割合* (ノートを参照)

30日間のタスク・マネージャの拒否され
たタスクの割合

過去 30日間の少なくとも 1回拒否された手動でクローズさ
れたタスクの割合* (ノートを参照)

アクティブなスケジュールのタスク・マ
ネージャの使用されたタスク・タイプ

アクティブなスケジュールのタスクに関連付けられている一
意のタスク・タイプの数
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Table 12-7    (Cont.) タスク・マネージャのランタイム・メトリック

メトリック・ラベル 説明
タスク・マネージャのオープン・アラー
ト数

オープン・ステータスのアラートの合計数
1日のタスク・マネージャの新規アラー
ト数

前日に作成された新規アラートの数
1日のタスク・マネージャのクローズ済
アラート数

前日にクローズ済ステータスに設定されたアラートの数
30日間のタスク・マネージャの新規アラ
ート数

過去 30日間に作成された新規アラートの数
30日間のタスク・マネージャのクローズ
済アラート数

過去 30日間にクローズ済ステータスに設定されたアラート
の数

30日間のタスク・マネージャの新規タス
ク・アラート

過去 30日間のタスクに関連付けられた新規アラートの数
30日間のタスク・マネージャのクローズ
済タスク・アラート数

過去 30日間にクローズ済ステータスに設定されたタスクに
関連付けられたアラートの数

ノート: * 過去 30日間に手動でクローズ済タスクがない場合は、0

最新のメタデータ検証エラーおよび警告
この表は、過去 24時間以内の最新の Financial Consolidation and Closeメタデータ検証からの
検証エラーおよび警告(通常、「メタデータの検証」画面に表示されます)を示しています。
この表のタイトルは、メタデータ検証を実行した時間を示しており、アクティビティ・レポー
トが作成された時間と異なる場合があります。
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連結ジョブおよび換算ジョブの統計
Financial Consolidation and Closeでは、連結および決算パフォーマンスに関連する問題の識別
およびトラブルシューティングを実行するために、連結ルール・ロギングを有効化できます。
連結ルール・ロギングを有効化して、連結パフォーマンス診断ログを生成します。
期間別の上位 5件の連結および換算ジョブの表には、連結問題のトラブルシューティングの実
行に役立てるために連結パフォーマンス診断ログで使用可能な情報が含まれています。特に、
処理時間が最もかかる最大 5件のジョブがレポートされます。これらの各ジョブについて、こ
の表は、ほとんどの処理時間を占めるルール・テンプレート、および各ルールで処理されてい
るエンティティの数を識別します。
 

 

この表の「期間」列は、計算にどのくらいの時間がかかるかを示しています。ただし、複数の
コアおよび並列性のため、期間は(かかった時間の)実際の処理コストを示さない場合がありま
す。これは、CPU時間列によって示されます。たとえば、10個のコアが処理に使用されると
すると、期間が 10分の場合、CPU時間はわずか 1分です。
常に、ログおよび表の視覚データと一致する「期間」列を調べることから開始してください。
ただし、処理のボトルネックを識別するには、時間がかかる操作を示す真の尺度である CPU
時間列を確認します。この表内の他の行と比較して CPU時間が長い行は、さらなる最適化の
候補となります。

レポートとブックの実行統計
Narrative Reporting環境から取得したアクティビティ・レポートには Narrative Reportingのレ
ポートとブックの統計が含まれます。その他すべてのビジネス・プロセスでは、このレポート
には Financial Reportingの統計が含まれます:

• 1分を超えて最も長く実行された上位 10件のブック生成
この表には、生成に要する時間が 1分を超えた上位 10件の Narrative Reportingおよび
Financial Reportingのブックがリストされます。この表には、ブック名、ブックの生成に
要した時間、ブックを生成したユーザー、およびブック生成プロセスの各アクティビティ
の内訳がブックごとにリストされます。表のオブジェクト列には、出力タイプ、フォルダ、
ブック POVおよびその他のメタデータの詳細が含まれています。
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• 1分を超えて最も長く実行された上位 10件のレポート生成
この表には、生成に要する時間が 1分を超えた上位 10件の Narrative Reportingおよび
Financial Reportingのレポートがリストされます。この表には、レポート名、レポートの
生成に要した時間、レポートを生成したユーザー、およびレポート生成プロセスの各アク
ティビティの内訳がレポートごとにリストされます。表のオブジェクト列には、出力タイ
プ、フォルダ、ユーザー POVおよびその他のメタデータの詳細が含まれています。
 

 

CPUおよびメモリーの使用状況の統計
CPUおよびメモリーの使用状況に関する次の情報を使用できます:

• Oracle Essbaseおよびアプリケーション・サーバーの CPU使用状況。
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• Essbaseおよびアプリケーション・サーバーのメモリー使用状況。
 

 

ブラウザ、Smart Viewおよび Excelの使用状況の情報
次の情報を使用できます:

• 使用されている Oracle Smart View for Officeのバージョンおよびそれらを使用したユーザ
ー数。

• Smart Viewの最新バージョンを使用しなかった、上位 10件の最もアクティブな Smart
Viewユーザー。

• 旧バージョンの Smart Viewを使用している上位 10人のユーザー。
• 旧バージョンの Microsoft Excelを使用している最もアクティブな 10人の Smart Viewユ
ーザー

• 使用されている Microsoft Excelバージョン、およびそれを使用しているユーザーの数。
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• サービスへのアクセスに使用されたブラウザのバージョンおよびそれらを使用したユーザ
ー数。

• サポート対象外のブラウザのバージョンと、それを使用したユーザーの数。

使用状況 - EPM自動化
アクティビティ・レポートの表には、使用されている EPM自動化のバージョンと、それを使
用しているユーザーの数が表示されます。

アクセス・ログを使用した使用状況のモニタリング
アクセス・ログは、サービス管理者が各アクティブ・ユーザーによるアプリケーションの使用
状況を理解するのに役立ち、環境の日次メンテナンス中に自動的に生成されます。
アクセス・ログには、環境に直接、または EPM自動化などのツールを使用してログインした
ユーザーに関する情報が含まれます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementは、過去 60日間分のみのアクセス・ログを保持します。過去の
トレンドについて分析するために、ダウンロードしてローカル・コンピュータにバックアップ・
コピーを作成することをお薦めします。環境の日次メンテナンスを取り消すと、その日のアク
セス・ログは使用できなくなります。

アクティビティ・レポートとアクセス・ログの表示お
よびダウンロード

ノート:

• この項の情報は、Narrative Reportingには適用されません。
• JSONバージョンのアクティビティ・レポートは、サービスからアクセスできま
せん。downloadfile EPM自動化コマンドを使用してダウンロードします。

アクティビティ・レポートとアクセス・ログを表示およびダウンロードするには:

1. サービスにアクセスします。Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境へのアクセスを参照してください。

2. アクションを実行します。次のいずれかを選択します:

• Profitability and Cost Managementのみ: 「アプリケーション」、「アプリケーショ
ン」、「パフォーマンス」の順にクリックします。

• Account Reconciliationのみ: 「ツール」、「サービス・アクティビティ」の順にクリ
ックします。
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• Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementのみ: 「レポート」、「アクティビ
ティ・レポート」の順にクリックします。

• 他のサービスの場合: 「アプリケーション」、「概要」、「アクティビティ・レポート」の
順にクリックします。

3. アクションを実行します。次のいずれかを選択します:

• アクティビティ・レポートを開くには、表示するレポートの日付を示す行の「アクテ
ィビティ・レポート」の下の「表示」をクリックします関連する情報にすばやくアク
セスするには、タブを選択します。アクティビティ・レポートの使用を参照してくだ
さい。
フィードバックの提供中に作成されるアクティビティ・レポートには、Feedbackの
接頭辞が使用されます。

• アクセス・ログを表示およびダウンロードするには、ダウンロードするログの日付を
示す行のアクセス・ログの下の「ダウンロード」をクリックします。

アクティビティ・レポートとアクセス・ログのダウン
ロードの自動化

監査用に必要な場合は、downloadFile EPM自動化コマンドを使用して、ローカル・コンピュ
ータにアクティビティ・レポートおよびアクセス・ログをダウンロードします。
downloadfileコマンドを使用してダウンロード・プロセスを自動化する方法を示すスクリプ
トが提供されています。詳細は、EPM自動化の操作で次のトピックを参照してください。
• アクティビティ・レポートのローカル・コンピュータへのダウンロード自動化
• 環境からのアクセス・ログのダウンロード
• スクリプトの実行の自動化
• EPM自動化のインストール
• EPM自動化の実行

役割の割当レポートを使用したユーザーのモニタリ
ング

役割の割当レポートは、次の目的でアクセス制御、EPM自動化および REST APIから生成され
ます:

• 環境へのアクセスを可能にする事前定義済役割が割り当てられているユーザーを識別しま
す。
このレポートには、ユーザーに割り当てられているすべての事前定義済役割がリストされ
ます。

• 環境のユーザー数および各ユーザーのアプリケーション・レベルの役割の割当てを表示し
ます。
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ノート:

IDCSグループに事前定義済役割が割り当てられている場合、役割の割当レポートに
は、そのグループのすべてのユーザーに直接割り当てられている事前定義済役割が表
示されます。

アクセス制御を使用した役割の割当レポートの生成
サービス管理者レポートを生成してダウンロードするには:

1. サービス管理者としてサービスにアクセスします。Cloud EPM環境および Oracle
Enterprise Data Management Cloud環境へのアクセスを参照してください。

2. ホーム・ページで、「ツール」、「アクセス制御」の順にクリックします。
3. 「役割の割当レポート」をクリックします。
権限を持つユーザーの数、その役割、およびその役割の付与方法を示す役割の割当レポー
トが表示されます。
 

 

スクリプトを使用したプロセスの自動化
EPM自動化を使用して、 サービス管理者レポートを作成し、環境に事前定義された役割に割
り当てられているユーザー数をカウントするプロセスを自動化できます。EPM自動化の操作
のシナリオ 12: 役割に割り当てられたユーザーの数のカウントを参照してください。

Oracle Cloudコンソールを使用した環境のモニタリン
グ

Oracle Cloudコンソール・ダッシュボードを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management環境
をモニターできます。
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境の詳細は、アクティビ
ティ・レポートに表示されます。ご使用の環境に関する情報を参照してください。
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メトリックのモニタリング
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Management環境の一意のユーザー数、平均ユーザー・インタフェース・レス
ポンス時間およびデータ・サイズをモニターするには、アクティビティ・レポートの情報を参
照してください:

• ユーザー情報
• インタフェース使用状況およびレスポンスのデータ
• アプリケーション・サイズのディスク上の顧客データ(GB)。

お知らせの管理および表示
Oracle Cloudコンソールのお知らせは、サービス・ステータスに関する重要な更新を通知する
ものです。現在および過去のお知らせのリストを表示できます。電子メールまたは他の配信方
法でお知らせを受信するには、テナンシ管理者の電子メール・プリファレンスを管理するか、
お知らせのサブスクリプションを設定します。この項の内容:

• お知らせの有効化
• お知らせの表示
• お知らせのサブスクリプションの作成
お知らせの有効化
デフォルトでは、クラウド・アカウント管理者とアイデンティティ・ドメイン管理者のみがお
知らせを表示できます。個々の環境のサービス管理者には、それらを表示するための適切なポ
リシーを割り当てる必要があります。
マイ・サービスから Oracle Cloudコンソールに移行された環境については、サービス管理者が
<service_name>_Console_Upgrade_Service_Admin_Groupに追加され、
<service_name>_Console_Upgrade_Service_Admin_Group_Policyがこのグループに自動的
に割り当てられます。このことにより、お知らせを表示するために必要な権限が付与されます。
たとえば、<service_name>は Planningである場合があります。
新しく作成された環境については、アイデンティティ・ドメイン管理者が、特定のポリシーに
関連付けられたグループにサービス管理者を追加することによって、これらのポリシーを割り
当てることができます。お知らせを有効にするには:

1. Oracle Cloudコンソールにサインインします。
2. (オプション)必要に応じて、ポリシーを割り当てるユーザーおよびグループを作成します。
次を参照してください:

a. ユーザーの作成
b. IDCSグループの作成

3. サービス管理者として割り当てられたユーザーの選択済グループのポリシーを作成しま
す。ユーザーおよびグループのポリシーの作成を参照してください。「ポリシー・ビルダ
ー」で、次のポリシー・ステートメントを入力します:
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Note:

GROUP_NAMEは必ず、ポリシーを適用するグループの名前に置き換えてください

• お知らせを表示するには:

Allow group <identity-domain-name>/GROUP_NAME to read announcements in 
tenancy

• お知らせを管理するには:

Allow group <identity-domain-name/GROUP_NAME to manage announcement-
subscriptions in tenancy
Allow group <identity-domain-name/GROUP_NAME to manage ons-topics in 
tenancy

お知らせの表示
お知らせが有効になったら、ルート・コンパートメントを含め、特定のコンパートメントにつ
いてどのようなお知らせがあるかを確認するときに、すべてのお知らせのリストを表示できま
す。
お知らせを表示するには:

1. コンソールの右上隅にある (「お知らせ」)をクリックします。
2. 別のアイデンティティ・ドメインの通知を表示する場合は、別のコンパートメントを選択
します。

3. オプション: 特定のお知らせを検索するには、「イベントの一番早い開始日」、「イベントの
一番早い終了日」、「サービス」、「プラットフォーム」などのドロップダウン・リストを使
用してフィルタを作成します。

4. オプション: 「必要なアクション」、「推奨アクション」、「スケジュール済メンテナンス」、
「その他」などのタブを使用して、お知らせをさらにフィルタします

5. お知らせをクリックして詳細を表示します。
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お知らせのサブスクリプションの作成
関連するお知らせのみを受信するには、お知らせのサブスクリプションを作成します。これを
使用すると、フィルタを設定して、お知らせがサブスクライバに送信される前に満たす必要が
ある条件を定義できます。お知らせのサブスクリプションを作成するときには、フィルタされ
たお知らせを公開するための通信チャネルとして機能する、Oracle Cloud Infrastructureの通知
トピックも定義します。通知トピックは、メッセージをそのサブスクリプションに送信するた
めの通信チャネルです。トピックには、メッセージがトピックに公開されるたびに通知を受け
取るサブスクリプションを 0、1または複数個設定できます。その後、通知トピックで構成さ
れた配信エンドポイントで、必要に応じて自分および他の受信者にお知らせが届きます。
マイ・サービスから Oracle Cloudコンソールに移行された環境については、サービス管理者が
migrated_announcement_subscription_<servicename>_*サブスクリプションに自動的に追加
されます(<service_name>は Planningや Account Reconciliationなどのビジネス・プロセスを
指し、*はサブスクリプションの連続番号です)。それぞれのサブスクリプションに最大 10個の
エンドポイント(電子メール・アドレスなど)を設定できます。
新しいお知らせのサブスクリプションを作成するには:

1. 「サブスクリプション」をクリックします。
2. 「サブスクリプション」リスト・ページで、「お知らせのサブスクリプションを作成」をク
リックします。

3. お知らせの「名前」と「説明」を入力します。
4. サブスクリプションを作成する「コンパートメント」を選択します。
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5. 「サブスクリプション・タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• すべてのお知らせを公開するには、「すべてのお知らせ」を選択し、通知トピックの構
成に進みます。

• フィルタ条件を満たすお知らせのみを公開するには、「選択したお知らせのみ」を選択
します。

6. 「選択したお知らせのみ」を選択した場合は、「フィルタ・グループ」で、「フィルタ・グル
ープ名」を選択し、フィルタの名前を入力します。

7. 「フィルタ」で、「タイプ」を選択し、タイプでフィルタするための「値」オプションを選
択します。

Note:

1つのフィルタ・グループ内に特定のフィルタ・タイプを複数含めることはでき
ません。別のフィルタをフィルタ・グループに追加するには、次のようにします。
必要に応じて、「+ 別のフィルタ」を選択してフィルタをさらに追加します。リソ
ース OCIDに基づくフィルタを同じグループの他のフィルタ・タイプと組み合せ
ることはできません。

 

 

8. (オプション)特定の条件について異なるフィルタを組み合せるには、「フィルタ・グループ
の追加」をクリックし、前述のステップを繰り返します。

9. 「表示プリファレンス」で、お知らせのタイム・スタンプの優先「タイム・ゾーン」を選択
します。

10.「通知トピック」で、次のいずれかを選択します:
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a. 「既存のトピックの使用」。必要に応じて、現在のコンパートメントからトピックを選
択するか、別のコンパートメントからトピックを選択します。ステップ 13に進みま
す。

b. 「新規トピックの作成」。新しいトピックを設定します。
11. 新しいトピックを作成することを選択した場合は、「コンパートメント」、「名前」および
「説明」を入力します。

12. サブスクリプション・エンドポイントの「サブスクリプション・プロトコル」を選択し、
そのプロトコルに基づいて必要な情報を入力します。

13. サブスクリプション・プロトコルをさらに追加するには、「サブスクリプションの追加」を
クリックします。
 

 

14. 最後に、「作成」をクリックして、サブスクリプションの設定を終了します。
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A
よくある質問

この項には、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境および Oracle
Fusion Cloud Enterprise Data Management環境の設定、保護およびモニタリングに関連するト
ピックについて、よくある質問(FAQ)と回答をまとめています。また、それぞれの管理ガイド
内の Cloud EPMビジネス・プロセスおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudの FAQ
へのリンクも掲載しています。
Table A-1    Cloud EPMの FAQ

トピック FAQ

Cloud EPM環境および Oracle
Enterprise Data Management Cloud
環境へのアクセスの認証と認可

• OAuth 2での認証を設定するにはどうすればよいですか。
• Oracle Fusion Cloudへの接続が構成され、Fusion証明書

が更新された場合、Cloud EPMまたは Oracle Enterprise
Data Management Cloudで新しい証明書をインストール
する必要がありますか。

• ユーザーのパスワードをどのようにリセットしますか。
• アプリケーション内でユーザーを強制的に同期するには

どうすればよいですか。
• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management

Cloudでは電子メール認証について DKIM (ドメインキー
認証メール)がサポートされていますか。

• no-reply@oracle.comから電子メールを受信しています。
電子メールの送信元アドレスを変更するにはどうすれば
よいですか。

• EPMグループを作成または削除するにはどうすればよい
ですか。

• EPMグループにユーザーを追加または削除するにはどう
すればよいですか。

バックアップおよび障害回復 • オラクル社によって本番およびテストのバックアップが
保持される期間、および自分の環境へのバックアップ・
スナップショットのコピー方法

• Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境をリストアするにはどうすれば
よいですか。

• 日次メンテナンスが開始されると何が行われますか。
• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management

Cloudにはどのような障害回復オプションがありますか。
Cloud EPM環境および Oracle
Enterprise Data Management Cloud
環境の保守

• 環境を再起動するにはどうすればよいですか。
• 自分の環境の自動月次更新をどのように延期しますか。

Cloud EPMおよび Oracle Enterprise
Data Management Cloudへのデータの
移行

• 本番からテストへのデータ移行をどのように実行します
か。

• クローニング・エラーはどのように解決しますか。
Cloud EPMの Oracle Essbase Essbaseではデータ値はどのように格納されますか。また、

'10'のような値が'10.00000000001'としてロードされるのはな
ぜですか。
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Table A-1    (Cont.) Cloud EPMの FAQ

トピック FAQ

Cloud EPMおよび Oracle Enterprise
Data Management Cloudのコンプライ
アンス・レポート

• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management
Cloudサービスの SOC1および SOC2レポートをどのよ
うにして取得できますか。

• 侵入(ペン)テストおよび脆弱性テストについてどこで学
習できますか。

Oracleサポートの利用 Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management
Cloudサービスのトラブルシューティング時に、テクニカル・
サポートを支援するための「フィードバックの提供」機能を
どのように使用しますか。

サブスクリプションの操作 • マイ・サービスで Oracle Cloudアカウントを作成できな
いのはなぜですか。次のメッセージが表示されます: 「ア
カウント設定はすでに開始されているか取り消されまし
た。アクティブ化の電子メールの到着をお待ちくださ
い」

• Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから
Oracle Enterprise Data Management Cloudに移行する場
合、同じドメインでスタンドアロン環境を設定できます
か。

• Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから
Oracle Enterprise Data Management Cloudに移行する場
合、同じ URLでスタンドアロン環境を設定できますか。

• セキュリティの観点から、EPM Enterpriseサブスクリプ
ションの Enterprise Data Managementビジネス・プロセ
スから Oracle Enterprise Data Management Cloudに移
行するときに同じアイデンティティ・ドメインおよび
SSOを使用できますか。

EPMプラットフォームの FAQ • 『Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイド リリース 24.100』の Smart Viewのよくある質問
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理 のよくある質問

Cloud EPMビジネス・プロセスの FAQ • 『フリーフォームの管理』のフリーフォーム・アプリケー
ションの FAQ

• 『Enterprise Profitability and Cost Managementの管理および操作』の Enterprise Profitability and Cost
Managementに関するよくある質問(FAQ)

Oracle Enterprise Data Management
Cloudの FAQ

『Enterprise Data Managementの管理および操作』のよくあ
る質問

Note:

お客様から報告のあった一般的な問題とそれらを修正するための手順に関するトラ
ブルシューティングのヒントや情報、およびオラクルにリクエストするためのステッ
プは、Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドを
参照してください。
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Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境へのアクセスの認証と認可

OAuth 2での認証を設定するにはどうすればよいですか。
環境でのパスワードの使用を回避するという要件を満たすために、OAuth 2アクセス・トーク
ンを使用して Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Managementに REST APIコールを実行し、EPM自動化および EPM統
合エージェントを使用できます。次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の OCIでの OAuth
2.0承認プロトコルの使用

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの OAuth 2での認証 - OCIのみ
Oracle Fusion Cloudへの接続が構成され、Fusion証明書が更新された場合、Cloud EPMま
たは Oracle Enterprise Data Management Cloudで新しい証明書をインストールする必要が
ありますか。
いいえ、Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudで Fusion証明書をイン
ストールする必要はありません。
ユーザーのパスワードをどのようにリセットしますか。
アイデンティティ・ドメイン管理者は、Cloud EPMユーザーまたは Oracle Enterprise Data
Management Cloudユーザーのパスワードをリセットできます。パスワードのリセットが成功
すると、新しいパスワードが自動的に生成され、この一時パスワードがユーザーに直接電子メ
ールで送信されます。ユーザーは、次回サインインするときにこの一時パスワードを変更する
必要があります。パスワードをリセットするには、IAMインタフェースを使用します。
アプリケーション内でユーザーを強制的に同期するにはどうすればよいですか。
事前定義済役割の割当てが環境ですぐに有効にならないことがあります。これに対処するに
は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの役割の割当
てが即時に反映されないのガイドラインに従います。
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudでは電子メール認証につい
て DKIM (ドメインキー認証メール)がサポートされていますか。
OCI (Gen2)環境の Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、DKIM
(ドメインキー認証メール)がサポートされています。詳細は、DKIMサポートを参照してくださ
い。
no-reply@oracle.comから電子メールを受信しています。電子メールの送信元アドレスを変
更するにはどうすればよいですか。
送信者を変更するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・
ガイドの OCIのカスタム送信者電子メール・アドレスのリクエストを参照してください
EPMグループを作成または削除するにはどうすればよいですか。
EPMグループを作成するには、次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の createGroups

Appendix A
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境へのアクセスの認証と認可

A-3



• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのグループの追加
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理の EPMグルー
プの作成

EPMグループを削除するには、次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の deleteGroups

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのグループの削除
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理の EPMグルー
プの削除

EPMグループにユーザーを追加または削除するにはどうすればよいですか。
グループにユーザーを追加するには、次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の
addUsersToGroup

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのグループへのユーザーの追加
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理の多数のグルー
プへのユーザーの割当て

グループからユーザーを削除するには、次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の
removeUsersFromGroup

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのグループからのユーザーの削
除

• Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理の多数のグルー
プへのユーザーの割当て

バックアップおよび障害回復
Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境のバックアップを
作成するプロセスとはどのようなものですか。
毎日、環境のスケジュールされたメンテナンス時間に、アーティファクト・スナップショット
と呼ばれるメンテナンス・スナップショットが作成されます。これには、既存のアーティファ
クトおよびデータのバックアップが含まれます。メンテナンス・スナップショットの概要を参
照してください。
オラクル社によって本番およびテストのバックアップが保持される期間、および自分の環境へ
のバックアップ・スナップショットのコピー方法
本番環境とテスト環境のスナップショットが 60日間保持されます。listBackupsおよび
restoreBackup EPM自動化コマンドを使用して、使用可能なバックアップ・スナップショット
をチェックし、自分の環境にコピーします。または、バックアップのリストおよびバックアッ
プのリストア REST APIを使用できます。
詳細は、日次スナップショットのアーカイブ、保持および取得を参照してください。
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Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management Cloud環境をリストアするに
はどうすればよいですか。
メンテナンス・スナップショットを使用して、前日のアーティファクトおよびデータを復元で
きます。前日からリストアする場合は、アーティファクト・スナップショットを使用できます。
それ以外の場合は、リストアする特定の日のメンテナンス・スナップショットを入手する必要
があります。適切なスナップショットを入手したら、環境にコピーしてインポートできます。
次を参照してください:

• メンテナンス・スナップショットを使用した環境のバックアップと復元
• 『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の restoreBackup
コマンドおよび importSnapshotコマンド。

日次メンテナンスが開始されると何が行われますか。
日次メンテナンスの詳細は、日次メンテナンス操作を参照してください。
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudにはどのような障害回復オ
プションがありますか。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementには、環境を稼働状態にリストアするセルフサービス・オプショ
ンが用意されています。次を参照してください:

• メンテナンス・スナップショットの概要
• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の EPM Cloud環境
のレプリケート

Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境の保守

環境を再起動するにはどうすればよいですか。
環境を再起動するには、resetService EPM自動化コマンドまたはサービス・インスタンスの
再起動 REST APIを使用します。次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の resetService

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのサービス・インスタンスの再
起動(v2)

自分の環境の自動月次更新をどのように延期しますか。
自動月次更新を延期するには、skipUpdate EPM自動化コマンドまたは skipUpdate REST API
を使用します。次を参照してください:

• 『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の skipUpdate

• Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの更新のスキップ(v2)

詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの環境の
自動更新のスキップのリクエストを参照してください。
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Cloud EPM環境および Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境へのデータの移行

本番からテストへのデータ移行をどのように実行しますか。
「クローン」機能を使用して、本番からテストにデータを移行します。次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud移行の管理の EPM Cloud環境のクロ
ーニング

• または、EPM自動化の cloneEnvironmentコマンドを使用できます。
• 環境のクローニング REST APIを使用することもできます。
選択したアーティファクトのみを本番からテストに移行する場合は、「移行」UIに移動し、個
々のアーティファクトを選択して、本番環境からエクスポートした後、
copysnapshotfrominstance EPM自動化コマンドを使用して、そのスナップショットをコピー
できます。スナップショットがテスト環境に置かれたら、「移行」UIまたは importsnapshot
EPM自動化コマンドを使用してインポートできます。
クローニング・エラーはどのように解決しますか。
「環境のクローニング」画面、EPM自動化の cloneEnvironmentコマンドまたは環境のクローニ
ング REST APIの使用中にエラーが発生した場合は、『Oracle Enterprise Performance
Management Cloudオペレーション・ガイド』の環境のクローニングの問題の解決の項のトラ
ブルシューティング・ステップを参照してください。

Cloud EPMの Essbase
Essbaseではデータ値はどのように格納されますか。また、'10'のような値が
'10.00000000001'としてロードされるのはなぜですか。
Oracle Essbaseでは、セル値を IEEE倍精度値として表します。倍精度値は、15桁の有効桁数
まで正確です。15桁を超えると、不正確になります。詳細は、Cloud EPMの Essbaseについ
ての EPM Cloudのデータ値を参照してください。

コンプライアンス・レポート
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudサービスの SOC1および
SOC2レポートをどのようにして取得できますか。
これらのレポートには、Oracle Cloudコンソールでアクセスできます。コンプライアンス・レ
ポートへのアクセスを参照してください。
侵入(ペン)テストおよび脆弱性テストについてどこで学習できますか。
役立つ情報は、次のトピックを確認してください: 脆弱性を特定して修正するための定期的な侵
入テストと論理的ハッキング。
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Oracleサポートの利用
Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudサービスのトラブルシュー
ティング時に、テクニカル・サポートを支援するための「フィードバックの提供」機能をどの
ように使用しますか。
画面の右上に表示されるユーザー名をクリックして「フィードバックの提供」を選択します。
詳細は、フィードバックの提供を使用した情報の送信を参照してください。

Note:

サービス管理者の場合、メンテナンス・スナップショットを含めて、テクニカル・サ
ポートがサービスをトラブルシューティングすることを支援できます。「フィードバ
ックの提供」ユーティリティで、「アプリケーション・スナップショットの送信の確
認」を展開し、アプリケーションの送信を有効にします。このオプションは、組織で
オラクルによるデータへのアクセスを制限するポリシーが適用され、サービス管理者
がアプリケーション・スナップショットをオラクルに送信できない場合は無効になり
ます。また、制限されたすべての OCIリージョン(OC2および OC4レルムのリージ
ョンなど)でも無効になります。

サブスクリプションの操作
マイ・サービスで Oracle Cloudアカウントを作成できないのはなぜですか。次のメッセージ
が表示されます: 「アカウント設定はすでに開始されているか取り消されました。アクティブ
化の電子メールの到着をお待ちください」
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementまたは Oracle Fusion Cloud
Enterprise Data Managementのサブスクリプションを初めてのお客様として購入すると、初期
連絡先(サブスクリプションのオーダー時に提供した電子メール ID)として指定された担当者
に、サブスクリプションをアクティブ化してプロビジョニングする手順を示す電子メールが送
信されます。詳細は、サブスクリプション・アクティブ化電子メールを参照してください。初
めてのお客様への手順に従ってください。
Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから Oracle Enterprise Data Management
Cloudに移行する場合、同じドメインでスタンドアロン環境を設定できますか。
はい、クラウド・アカウントとアイデンティティ・ドメインの両方が同じ初期ストライプに属
している場合、既存の Enterprise Data Managementビジネス・プロセスと同じドメインでス
タンドアロンの Oracle Enterprise Data Management Cloudを設定できます。
Enterprise Data Managementビジネス・プロセスから Oracle Enterprise Data Management
Cloudに移行する場合、同じ URLでスタンドアロン環境を設定できますか。
いいえ、現在の環境を新しい場所に移動しないかぎり、このようなことはできません。このプ
ロセスには、環境のリセット、元の Cloud EPM Enterprise Data Managementビジネス・プロ
セス名での新しい Oracle Enterprise Data Management Cloudサブスクリプションの作成、お
よびクローニングの実行が含まれます。
たとえば、現在のクラウド・アカウント Oracleに edm1/edm1-testという Enterprise Data
Managementビジネス・プロセス名がある場合、次のステップを実行する必要があります:
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1. アプリケーションとデータを一時的な格納場所(epme3/epm3-testなど)に移動します。
2. edm1/edm1-testから epme3/epm3-testに環境をクローニングします。
3. 元の環境 edm1/edm1-testを削除します。
4. 削除が処理されたら、Oracle Cloudアカウント内に新しい Oracle Enterprise Data

Management Cloud環境を作成し、サービス名 edm1を割り当てます。
5. 新しい Oracle Enterprise Data Management Cloud環境が作成されたら、epme3/epm3-test
から edm1/edm1-testに環境をクローニングして戻します。

こうした二重のクローニング・プロセスは、同じ URLおよびビジネス・プロセス名を維持する
場合にのみ必要です。
セキュリティの観点から、EPM Enterpriseサブスクリプションの Enterprise Data
Managementビジネス・プロセスから Oracle Enterprise Data Management Cloudに移行す
るときに同じアイデンティティ・ドメインおよび SSOを使用できますか。
はい、Oracle Enterprise Data Management Cloudのセキュリティ設定では、既存の Enterprise
Data Management環境と同じアイデンティティ・ドメインおよび SSOを使用できます。ただ
し、適切な権限が設定されるように、Oracle Identity Cloud内でアクセス権を割り当てること
が必要になります。
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